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カーペット採用は

病院のイメージを変える。

オープンシステムにかかせない

病院用カーペット

. 病院用カーベッ トが敷きつめ勺れた明るい神戸市立中央市民病院ロビー

病院におけるカーペットの功罪

必 者 は"tEさえ不安におののいて、病院を訪れま

す 。美しい、静かな、安全な、衛生的な、雰囲

気 て也える事はどれほど必者の心を休める事で

しょうか? 良き環境条件を作り出す有力な手

段 のー っとして、ホテ/ レや劇場や、オフィス等

にもカーペ ットがしばしば利 用 されてきました。

この手段の応用が病院にも利 用 さ れる機になり、

米l習では既に;包大な盆めカーペ y 卜が 病 院 に 敷

き込まれています。

"th 、く ら良いからと 言 っ て、何んでもカーペ y

トを敷けばよいのではありません。

そ の 誤った 仕 様 の 採 用 は 、 逆 効 果 や7 イナスを

招 く 恐 れ も あ り ま す。病院には病院用に設計さ

れた専用のカーペットを適材適所に敷き込む事

が そ の 採 用 を 成功 さ せる最大のポイントであり

ましょう 。特 に 院 内 感 染 と の 関 連 は 特 に 配 慮 し

なければならない点であります。

病院用カーぺ、ソトと院内感染

病 気 を 治 し に 来 て 病気 にかかる、院内感染ほど

必者も医師も不本意なも の はないて与しょう 。 し

かしその対策はあらゆる商で、総合的な対処と

制 心 の 配 慮 が 必 要 で す。11佐 制Eの カ ーペ y 卜の

場 合 に は 、 床 に 落 ち た 院内感認設E因 菌 か 増 姫 す

る恐れがあると試験のデータは示 しています。

特に病院用に設計したカーペッ トの場合は、病

室内の落下 細菌 を減少させたり、現在、院 内ｾ

ｾ 二 問題とされている、武色ブドウ球菌、緑膿

菌や、 HB杭原等が府商に接角田した時、それ等を

減少させたり、不活性化したりして無害なもの

にする機能が付加されており、数々の治検がそ

の 事実 を裏づけています。 ( テストデータの→91J

右 表 参 照。) 病院専用カーペン 卜の適材適所の採

用は院内感訴主主将夜の有力な一 手段となるでしょ

っ。

東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 | 丁 目 2 番 ! 号

T E L 0 3- 285- 6284 

繊 維 第 2 部 イ ン テ リ ア 寝 装 室 フ ロアリ ン グ グ ル ー プ

. 緑 膿 菌培 養 テ ス 卜 結 果

F GM- I OOMT  I 普 通 の カ ー ペッ ト

6x  10・ I 6x  10・

6X  10・ I 6x  10・

3 X  10・ I 6x  10'  

o  I  6x  10'  

o  I  6x  10'  

病院のインテリアデザ不ン

病 院 の イ ン テ リ ア デ ザ イ ン はi両日I止界的に注目

されてきました。入院也者の? 台銃殺}j 果を上げる

為に、積極的に、新しし、考えに基づいて採用さ

れ 出 し て い ま す。変化 の あ る 、 美 し い生 活 環 境

は忠者に対して、 心理 的 に 有 形 無 形の好 影 響 を

与 えるzp . でしょう 。 カー ペ y ト床はデザイ ン上

の 有 力 な 手 段 と し て 機 能 し ま す。

素 材 : -pン ト ロ ン *

(  * は 米 国 テーュ ポ ン社 の 登 録 商標 で す )

カ ー ペ ッ ト生産 . 三 菱 パ ー リ ン ト ン
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、トータペ医療環境づくりができます:

訂 寸J i ||: ; 1J I - - F轟I1 l 三塁

. 包格交換車

H P- G5  

W 5印 (6B5) X D41 0 XH B50 

トレー内寸 W2 2 4 X D3 DBX H7 B

. ピウトサインシステム

・一目 でわかる明解なイラスト表示

で各科・諸室を案内。人の流れをス

ムーズにします。 ・すっき りしたテ

ザインが、病院のイメージア y プに

貢献 しま す。 ・全種別製品として 、

個人病院から総合病院まで、個々に

ふさはしいシステムをご提案。

. プラス空ッ トトア

. 一般ベッド

H P- B1 0 0  

W91OXD2130XH1OC旧

. 患者一覧表

H p. P 2  

W笥) J X H 9∞

. 床頭台

H p. B C 4  

W4 5 0 XD4∞X H 7咽

・開閉に場所をとらず、スペースセ

ービング。 ・邪魔な床レールを追

放。・便利な自閉装置付、使いやす

いスト y プ機情。 ・万全の安全設

計。・メンテナンスが容易な設計。

. ナーステーブル

H p. N T2  

l SOOoXHB50 

. 病歴管理システム

7才ルダ A 4苧 F L F

カルテの力ラーコードイヒにより、

病院管理もスピディにできます。

ご存じでしたか、コクヨがこのような多様な

病院家具をつくっていることを。しかも、ここ

にご紹介するのはほんの一例 。コクヨでは、

オフィス家具やホーム家具で、培ってきた豊富

な経験を、新しL 、医療家具づくりに展開した

のですL 機能・管理面だけでなく、時代の変

化 に合わせて、患者や病院勤務の方々、外

来の方々にも病院としての安心感、好感を

持たれる家具づくりを。さらに、病歴管理シ

ステムなどキメ細かなノウハウで、トータルな

医療 環境づくりを目さ魚しますL 新 築 改 築 の

機 会に、ぜひコクヨ製品をご検討くださL、
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* < わし〈は資料をお求めください

東京営業所 干 101 東京都千代田区岩本町3- 1 ト 13 f t ( 03) 866- 61 01 ( 代)

札 幌宮 ( 011 )231- 8261 償 浜宮 ( 045)68ト 叫35 大 飯倉 ( 06) 441 - 5951 

青 森宮 ( 0177) 42- 8202 新 潟宮 ( 0252)65- 0261 神 戸宮 ( 078)232- 0132

仙 台宮 ( 0222)22- 6413 北 陸宮 ( 0762)31- 5741 広 島台 ( 082) 2刊 - 9436

北 関 東宮 ( 0486)51 ・9721 星 野宮 ( 0263) 27- 184 1 高 松宮 ( 0878) 62- 5285 

車 関 東宮 ( 0472)56- 880 1 静 岡宮 ( 0542)81- 8931 福 岡宮 ( 092) 712- 引 41

多 摩 宮 ( 0425)27- 8132 名 古 屋宮 ( 052)571- 6361 鹿児島倉 ( 0992)29- 6160
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実系責の証明

日閉じ弘、

鹿は個性。

いいビルは

し、いアクセサリーを

つけている。

F . /7A .. ｾｩｴ＠

アクセサリ一類が、その人の個性を物語 るように、 I!Eはビルの

個 性 をつくりあげるアクセサ リー。 ナカ工業の装飾金物は一点

ＮＧ ， ｾｊｊｉｊｩ Ｎ主 で、そのビルの個性を大切にしてｦＺ ｉｊ り上げ Ｎ ます 。 それ

はまるで↑ 止めl の一流テザイナーかアクセサリーをハンドメイド

でれ IJ りあげ る感党で. . 。 迎賓館をはじめ各種文化f会館、庁舎、

学併封印などにご採J - I J し、ただき市j l.-、評価 をいただ‘きました。

写兵は①T B S緑 LlJ スタジオの玄関liE②厚木文化会館. . . など。

お 願い lぷ，，-_の 'f. 氏はオーダー施 rf 列です ので 嵐怖カタログの111 立がありません.

お Ｑｉｉｉｬ ‘ ｦ 干わせは卜記ｾ .. 'i :業所にお廟jl' しま寸.

札幌 : 干063 札幌市西区発寒河条13丁目 2 - 50 n011 ( 662) 7611 名古屋 〒453 名古屋市申村区十王町 3 - 46 n052(471) 3191 

仙台 干980 仙台市中央1・6-30( 宮叛称産ピル) 含 0222(27)2391 大阪 . 〒532 大阪市淀川区田川 3 - 10- 2  n  06(308) 5541  

東京 干340 燭玉県八潮市新町39 宮 0489( 36) 3781 広 島 〒730 広島市中区大手町 3'11 剣山序回レ) n 0822(  46) 9200 

僕浜 : 〒231 償浜市中区花咲町 3 - 92 n045(241 )6411 福岡 : 干814 福岡市西区原 8 - 17- 3  n092 ( 863) 8211 

. 鍋路 ・旭川・青森・新渇・長野・前橋多摩ー小山水戸・千葉沼環 静岡・金沢 ・岡山 ・ 広 島 高 給 松山 鹿 児島・熊本

- 建築は金物で生きる良い金物を使いましよう( 全現連宣言) ・建物の価値を高めるナカの建築金物

3  
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ヒューマンイノベーション

成の を ｾ＠
日々新たな医療技術の進歩は目ざましいものがあります。

ユニメデイカルシステムズが志向するトータルシステムプランは

病院に於ける治療環境のさまざまな分野に及んでいますが

単なる設備の合理化や機務の開発ではありません 。

人間に対する心くは、りを恨底にした技術革新

つまりヒューマンイノベーションが私達のねがいです 。

目笛bi ユニ
本社医療事業部 ・北九州市小倉北区清水 1 丁目 13番20号 T  E  L(  093)  561 4431Wi) T  LX71 2730〒803

東京支社 ・大阪支社 ・九州支柱 ・仙台出張所 ・広島出張所

， 



会 長 退 任 の ご 挨 拶

塚 本 猛 次

日本建築協会会告

今回、名誉ある、日本建築協会会長の座を、去ることになりました 。大阪における万国博

が成功裡に終末をつげた後、前会長の東畑謙三先生から引き継ぎを命ぜられて、先生に教

えられるままに、 11年余りを経過しました。この問、理事、評議員、委員、会員の皆様方、

並びに協会職員各位のたゆまざるご支岐によって、当協会に求められた社会的要請に応え

るべく各般のギ業を行い、何とかつとめを果たすことができたと思います。東畑先生の会

長時代と違 って、会員各位のご協力によ って懸案の土地を入手したほかは、めほしい仕事

が果たされませんでした 。当会としては物心両面の大きな借りを践したわけで、何とも心

残りです。

私も年齢的に時期を過ぎております。幸い福田朝生先生が新会長として面倒をみて下さる

ことになりましたので、本会発展のために大きな期待をよせることができます。 どうか、

当会の新たな存在意義を認識して、ご尽力いただきたいと懇願する次第です 。

永い閉め会員の皆様方のご支援を、改めて感謝し、退任のご挨拶といたします。 57. 3. 16)

会 長 就 任 に あ た っ て

福 田 朝 生

11年の永きにわたり本会の運営に多大の功績を残されました名会長塚本猛次氏の跡を受け

会長に推薦されましたことは、身に余る光栄とするところであります。

数ある建築関係の団体の中で関西に本拠をおく唯一の協会として大正 6 年創立以来日年、

歴代の会長、役員はもとより全員諸兄の限りない愛着を得て育まれてきた本会は、わが国

においてもまことにユニークな存在であるとともに、その社会における功績もきわめて顕

著なものがあると考えます。

またとかく不協和音に乱され勝ちな建築界にあ って、各業種聞の連繋、協調がこれほど切

望される時代はないと思われますが、関連の業種を網羅してその会員とし、創立以来連繋、

協調、啓発に多大の実績をもっ本会が、あるいはその核となり、あるいはその潤滑油とな

って斯界の進展に貢献する願ってもない絶好の機会であると考えます。

ひるがえって本会会勢の近年の推移を顧みますと、団体正会員は各企業の温かいご理解を

いただきほぼ一定の水準を保持して参りましたが、個人正会員は年を追 って著しく減少の

傾向にあります。価値観の多様化といわゆる会離れの傾向は、社会的趨勢とはいえ、伝統

ある本会として会の目的達成に支障をきたす要因にもなり兼ねない憂うべき事態と思いま

す。

あれこれ考えますと当然のことながら、副会長をはじめ役員の皆々様はもとより会員諸兄

の深いご理解と t昆かいご協力なしにはこの重大な時機を乗り切ることはきわめて困難であ

ると考えます。

歴代の非凡な会長の守 ってこられた輝聞かしい伝統を受け継ぎ 本会創立の趣旨を遂行すべ

〈、凡庸微力ではありますが努力する覚悟であります。何卒会員諸兄のかわらぬご鞭撞ご

協力を切にお願いする次第であります。

5  



一一一 日本建築協会会告

4 通常総会決議お知らせ

昭和57年 2 J- J  24 日開催の通常総会におきまして、下記のとおり決

定いたしましたのでお知らせ欽します。

(1)  監 事 l 名、本官11所属評議員 23.1'， 選挙の件

投票の結果、下記の万々が当選せられました。{ 敬祢略)

J己

p，lj: Ｈ藤本仁務 ｊ ｬｬｾ )  

暢( * iY I:-ill 

友彦イ松山 1: 務的}

平IJ ド モ 全 剛 組

( 電気部門)

正 雄 (i x ｩｾ＠ III ｾｏ＠

騰( " ，央 1江主¥L 't

ｦ｣ｩ ＭＡｒＺ Ｈｾ＠ ｉｾＨ＠ 1: ｾＩ＠

( 管工部門)

泊三( 和 田f)

r，1f・1<( 大阪城 11 研 究 所 )

正雄大阪' ，{ i ｾ｜＠ UJ} f，) 

( 建材部門)

小山年' J i : . 111 ｾ，｜応用化ＱＮＩ

I';( l l ! 苧太郎 l品川セメント{ 仁日

叫1[[1 

阿部

佐 野

令 剛

。監 事

尾(Q.II' / jllj I'l ll ( 三 比 空 必 )

。本部所属評議員

(技術部門)

水 秀保( ｾｴ Ｍｩｬｬ築設計・ド務所 Ｉ

岩 本 尚三Ｈ大阪， ｴ￯ ｲＮ ｾｲ 印刷 ｾｉ .. j) 

小川 克彦 (111欽エンジニ7' ) : . -71

片:iT 健雄{ 近畿大学l . l ! 築学科)

山 下 正 j登(Z干I21九;71)

( 総合部門)

篠 崎 一 日11 (;l! i何 事fl)

113備 保 夫 { 銭 尚 鋭

竹仏 j段 pl f l i l l ぷ}

野 村 戊RIJ 祈 仁 務 所

三 木 敏 男 ( 奥 村 組 )

森陀! f t . (1111 組)

(2) 名常会長推準のf ' 1ニ

本年 3 月末日をもって会長を併任せられる坂本猛次氏( [ J 往ぷ

計) は、理・j-': 、副会長、会長を歴任され、協会の育成発展に尽く

された ｳｬＩ 絞はもＧＨ［大であるので、出席者全員の ｈＺｬｲ￭ｊ を得て名持会 ｬｾ

に推挙申し k げることに決定しました。

山

隊

付

限

泌

A

F

副

本

内

口

田

本

城

市

桃

4 建築技術選書第28号発刊

「建築金物の知識Jc立野一郎著)

この 3 )-J 30 日に、挫築技術選占の努i 28号として、校記凶」? が発刊

されました ( 企両 日本，主主築協会、発行: 学芸出版村)

ゃ: .I} は、 「建築金物J についての総合的で・、しかも 利便性の高い

内容をおりこんだノ、ンディな図占です。とくに、 6印O∞O枚以 lヒυ二:t こおよ

ぷ閃 l版以、 5実定W似例lリj をあげている Jλ点i

たt矧Ji. '作? の少ない折柄、き っと設計有や地工話、金物業界にも 44ばれ

るものと存じます。

内王子目次はつぎのとおりです。

建築合物の分煩と現状について

l 号賢 建 lL金 物 2 釘J ノンスリッフ令物

l 節i ドア金物 3 節 カーテンレールと付l民金物

2 節 '1 1丙金物 4 節i 装飾金物

3 節 聞き窓全物 5 館i その他特殊全物

4 館i サッシ金物 3 -r.そ ，建物11止や
l

i I i 金物

Ｒｾ＠ 特殊用途令物 1  i1iJ j建物付属令物

l 節i ラパトリー合物 2 節i その他の設11m令物

. ; Y，' 有の立型f一郎氏は、全l El鐙築現場金物協同組合述合会会長で、

その業界での第一入者です

〉日目iは、 1，400円です 全国の主要占的で販売しておりますが、

日本位築協会事務局までおボめにこられた }j には Y 100'.' mづ| にて制

イ↑ J しております。ごR品" えをおすすめいたします。

'
・

・
・

〔予告〕

‘ 新 緑 に 近 江 ・ 若 狭 を 訪 ね る

「神慈秀明会・教祖殿( 工事中) 、関西電力高浜原

子力発電所( 工事中) 、東陶機器滋賀工場の見学」

日 時 H併日57年 5 JJ 28 日附 ・29
EJ(I:) ...... 1  ;(1 2  H  

( 全行れH' t 切パス平I1J:r J )

定 員 40r，

参加会費 会 以 10. 000円

会員外 15. 000円

・ぷ網1 I は「佳築と社会J 誌、 4 JJ 号会作欄に他，1在いたし

ます。

. 日本建築協会の展示窓ニごご、

o

、紹介 H川1

第5臼2回 展 示 写 真
J1j; 年 A未ミ、 ;泉A北ニユ一タウンのF阿可恥占端指、 ;泉込削」北ヒ l

高苛述欽迫. 光
E明珂池駅耐F阿可の! 向f均石討f台; に、 I吋:手t と( . の色位t羽L康矢を

守: る尚 l支な咋門限4京地設として全| 司に先がけて、大阪府立町 r保健総合医療センター( 第一J t J J

仁 Ｇ ｉ ｾ ・ 周産 ｊｙｉ 自 ＱＱ 門Ｉが完成しました

この地設は、妊娠から分娩 ・新生児・乳幼児および学竜J t J l を通じての疾病と附' ，IJ に対し、 I也

ｊＦ 医療機関で取り扱い錐い ｩＡ｜ 、者に、 ｨ 止新の設 ｦｬｩｩｬ と，訓練された ｾｉｬ 門医による高 Ｑ ｓｴな医療がおこな

えるわが[Jil 初の樋!I 没であり、 f(.f 下の I:t ( - 保健医療技術の向上が期待されるものです

民心坊には他物の全; ; ドザ J'[ のほか千付: ( 乞・保 iJ ネ ・fす介宅および施ぷ概ー安などをご紹介しま

した。お jl T くをお i凶りのH寺は )(':41，ごむ下さい。

母と子の健康を守る

大阪府立母子保健総合医療

センター

砂展示則附

昭和57年 3 J- J1611 より 2 ヵ JJ Ii ¥l hE

' 展ぷ場所

大阪、淀屋橋~北浜問地下通路

( 北浜寄り南側 ショーケース)
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森 童話 (広告蝿'1頃員会)

山 本 普 積 :  6 荒 川 治 徳

吉 岡 忠 純 :  池 糊 俊 男

・4骨造分科会 j  上回 哲夫
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小 島 達 男 : 間関 茂

減 佐 説 哲 夫 ;  棚 僑 和 夫
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O Tol II 委只長 男幹事

ム副委只長代行

編 集 人 松 井 昭 光
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大阪府立母子保健総合医療センター

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

基 本 計 画 建 築 計 画 総 合 研 究 所

基 本 設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

実 施 設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所 ( 建 築 ) 新 日 本 設 備 計 画 ( 設 備 )

監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・ 大 阪 府 建 設 監 理 協 会 ・ 新 日 本 設 備 計 画

施 工 大 阪 府 立 母 子 保 健 総 合 医 療 セ ン タ ー 建 設 工 事 共 同

企 業 体 ( 大 林 組 ・ 竹 中 工 務 庖 ・ 奥 村 組 )

所 在 地 大 阪 府 和 泉 市 室 堂 町

敷地面積 68 ，077 . 0日m'

建 築 面 積 6，794m'  

延 床 面 積 18 ，3 8 4 m'  

権 造 規 模 R C 、 B 1 、 3  F  

工 期 昭 和 55年 1 月~昭和56年 6 月

ベッド数 200J末( 将来計画 ・小児部門 350 床、

療育部門 140床)

・大阪府立母-f - 保他総合医療センターは、妊

娠から分娩!YI、新生児ltll 、乳幼児期、学1 t t Jtll

をI l I l じての疾病と| 符害に対して、保健、医療、| する取付道路によりアプローチする 。他万サ

札進、療育などの耐‘ ら包1 MI") に取りくみ、 | ービス用のアプローチは、敷地北側に設定し、

治療、研究、研修にあたるものである 。 I 一般利用者動総との交鈴を泣ける 。

・ センターの全体計画Ａ［ｴＮ、大阪府立母 ｦ イ呆北ｾ I  ・院内各部門の地設の榊成自己iFt は、 一般の総

総令医療センター( 仮称 ) すI f 築工 ι!'，:) ，H': ，lj-lilij ｉ 合病院とは品Ａなり、 ｬ 珂 ｩ ＡＱｾｬｴｉ ｬ の Ｔ ヤード ＧＱ 病院として

m築J l iilli 総合研究所 ) に準拠して進められ、| の特殊性をうかがわせる 。

ｾ ｉ 岬阿完 ＱＱＱ 寺には周 ｩｬｬｴ ｊｴｬ ｉ 百 ＱＱＱＢＱ 、小児古 Ｑ｜ 門、およ

び療育部門 ( リノ、ビリテーンヨン ) を令せて

ＶＹＰ 床となる 。 用地の関係上療行部門は別 ｾｊ ｪＨ

I也に計阿されるが、周 11Ul m¥門と小児郎門は

一体の病院として J 十阿され、センターの '1' 心

地設となる 。 ここに制介するのは、その約 I

ｊＡＺＩ ｪ， ￬ｬ￯Ｇ ｬ ｩｪ としての周辺ｾｊｴｬ ｉ 日 Ｑ｜ＱＢＱ Ｈ ＲＰＰＪ Ｉ である Ｐ

・ ｪ ， ｾＱ 流用 ｉ 也は ｺｹｾ di とflUjt di にまたカずり、 ) j Ut

ニュータウン光明池地区に{ 立 ift し、大阪J(.f 全

域に対してやや l有に偏する立地となるが、 Jは

ｾｴ 向 ｩ 主鉄道および幹線道路の司守備により ｬ 仔の

北部、 '1'百1¥からの利用 も充分に巧えられる 。

Ｎ 倣 ｉ 也 ｬ 立 ｊｈ 北 ｉｃＵ 速鉄道光 ｉｾｉ ｩｉＡＡ駅のほぼｾｩＢＨ ｬｪ￭ｪ に

当り、利用者のアプローチは点! H l I (駅! Hl I) に

- 全体の椛成としては 3 プロ ックからなるが、

これらのブロ ックを中さ' しにする j杉で病院の

主到J 線としての中央廊下を設定し、これによ

り作ブロ y クをおのおの二つのウイングにづ

;1111 し、このウイングごとに各施設を配置する 。
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設定されるが、時代 ｉｪ ￭ ｩｊ ｟［｟ＩＢｾｪ と Ｇｊｊｕ 也とは、 ｉｪ￭ｪｬｦｬｩｪι

『告となる泉北 Ｔ サＪｽｾによ っ て分断され、かつ、ｼ またこの 中央廊下とともに u: 皆 川!II の外米ア

この以北 4 サ総力、 1J j ( j 也および! . j ](ljij 広場のレベ| フローチサイドに点] P . I: ドを設定し、この二つ

ルよりも約 9 ｭ 低いレベルにあるとい っ た特 ｼ の廊下を延長してね ｩｉｾ の小児向 Ｑ｜ 門との 一 体 ＨｉＨｊ

妹なｾｊｩＺ ｩｬ ｬＮにある 。 このため歩行者はｾ｝Ｈ Ijij 広場| なシステムを総似する 。 作ウイングにはライ

から 1(( 彼オーバーブリ y ジによりアフローチ| トコートにより充分な保光が雌保できる 。

し、ＧｊｩＭについては、以北 Ｔ サ線に ｬｦｩｩ して，ｴｑＭ ｩｬ ｬ ｾ 1  
(安

j ト注築設計事務所)

空 調 大 阪 電 気 暖 房 ・ 高 砂 熱 学 工 業 ・ 不 二 熱 学 工 業 共 同 企 業 体

衛 生
西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 ・ 斎 久 工 業 ・ 山 田 工 業 共 同 企 業 体

電 気 近 畿電 気工 事 ・ 日 本 電 設 工 業 ・ 東 光 電 気 工 事 共 同 企 業 体

昇 降 機 三 菱 電 機 特 別 高 圧 受 変 電 東 京 芝 浦 電 気

.  
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大阪府立母子保健総合医療センター( 周産期部門)



2  北京而外証I l

3. 正I師外量I l

4 .  ｉｾｪｪｬｬｪ 面外観

5. 外米待合ホール

6.  1  陪 E Vホール とIJj H

7  オーフノ形式のナースステーンョン

新生児病被: ' - I IC U室 ( 2 附)

9.  H f. i室( 2附)

10.  j'f 介ホールの明，'ili ( 1:1118似大教J受の桁'.t;， による水彩

ｴＺ ， ｾｬｬｨｩｽ 司干ヘンハノ、、ぬカ ｉＱ おきにリｾ ，'i'( ;I)tll lJ j きかえる)

11 .  ｊｌｪｬｊｾ の ｲｪ せとｲＭ ｊ の Ｗ ロンス ｩ 沖 ｩ 控 のひとつ Ｈｬｵｉ Ｑｔ ｪｾ 年Ｎ

(1') 

12. rいの九」モニ 1 メノト Ut ' f，Eif ;f i ' ィJ!t 辺イ i彫 '1' f主

l' 庁)

f陸軍3

2. 3. 5. 8. 9. STUDI O A . T  ( .(;，(，基一)

4. 6. 7. 5 5大阪

10. 11. 12  大阪府ill 築部蛍締室提供



大阪府立母子保健総合医療センター (周 産 期 部 門)

⑧ 

. 1 階 は、 'iJ
-!k: Jl1n'" の来日!IJ アプローチサイドの名ウイン

グには外31叶1I および併理昔日I"J を、 l国fJ! IJ 各 ウ イ ン グ に は 中

央診僚施設のうちで外来古11に: 密接な関係のある検査書11 と

欣射線告11を配置する 。検査告11は検体検査を "1'心とする古1I

門と、生理検査を rlJ 心とする告IlI" J に分けて 二 つのウィン

グに配置する 。

1  :  800 

• Ｒ 階 は、 ￻ｌ ｦ ＡＡｬ ｬ ウィングに ｗ�ｪｾυｈｾＡ 、乳幼児病僚と ｲ ｣ｵ 、

および医局等の符阿 部 川 を配目し 、 凶f!!l J ウイングには分娩i 'fll

と手術古 ＱＱ を配位する 。 分娩日 Ｑ Ｑ と新生児病 ｴｾＡ とは述ｾ，［Ｈした 一 体

のi l ' ii 禁城で計 ii!TIし、 IC Uは予術書11に近い位置として、乳幼児

病 倣 の ウ イ ン グ のー 画に配置する 。 また、 IC Uと 新 生 児 病 似

内の NIC Uとの 1mには 、 緊急 検 査 室 を 配 置1 る。



3 階平面図

地階平面図 1 ・800

• 3 階 には、母性的f* ( 2 石渡単位 100J;ICJ を収科する 。

病棟の平面柿1，) ( : は抜式廊下タイフとし、廊下の: t : r < 光、通

風等のためにライトコートを設置iする 。病室は 4 床室を

中心とし、母子問主を原則とするが、母性の不在の場合、

あるいは何らかの理由で同室できない新生児のためにナ

ースステーション内に新生児fil かり室を設ほする

戸ーーーーーー四 ・ーーーーーーーーーー' ー匂ー一ー- . ・・ー一一ーー一一一一「

一ーー一ー一一一一一一ーー一一一ー- ー- ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ー ー. ，

ーーーーーＭ ー ーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー ー ーーー一一ーーーーーーーＮｾ

Ｎ Ａ也階 には 、 病院のサフライ ｼ 州系の活再 ＱＱ 門を集中 ＨｉＯｾ に配置する 。 この地階の室環境

を己支持し、かっ ｾＡ｜ｱ 虫のないサービス ｾｾ ｊ 線を碓保するために大占 ｊｕｾ なサービスヤード

を計l曲する 。 この大きなサービスヤードを持つ地附の椛恕は、 J十l習の手法としては

ややおおげさなきらいもあるが、これにより実民的にグランドレベルを利用者のレ

ベルと、サービスのレベルの 2 } ，日に分! 維できることとなり 、ともすればグランドレ

ベルで錯綜しがちな動線が明快に終則されることとな った。 (安11・建築設計事務所)



倉 敷 中 央 病 院

設計監理 浦辺建築事務所

施 工 藤 木 工 務 庖 倉 敷 支 庖

ブーゲンピリア剖咲いた 。 18温 室 で | 化 の 最 も は げ し い 中 央 診 療 、 外来診療

は 威 張 っ て い た も の が、新 温 室 で は 可 I rt lH"3の面積は基本設計完了 Hキ( ，73- 6)  

愛くみえる。 |日手術 室のカールツアイス| より 30%増 と い う 予 想 以上 の規模とな

製投 光 器 が復 元した I噴水 をl! 自らす 。 そ | っ た 。 これは本院が改築計画を通して

の梓 には、元岡山大学大原必f ，} f所長高 I ｊ 順次医療内容も充実し、名実ともにｾ［

須誠一先生に贈られた恩師の言"O HNE I 一級の病院としての働きとなったこと

W A S S E R  K E I NE  L E B E N  ，/.. と刻| を示すもので、計画をはじめてから は

んである 。放 熱線は創 立 114 の ア メ リ カ | 年 、第一期ィヲ工後 8 年余の年月はむし

ンラジエータ 社製 。 大 正12年 、 入 院 ・ | ろ幸であったと思う 。分 娩 か ら 新 生 児 ・

外 来 忠 者 そ れ ぞ れ の 娯 楽 室 と し て 設 け | 未 熟 児 ま で を 包 括 す る 周 産 母 子 セ ン タ

られた 2 つの温室が面積は 2 倍、高さ| 一、小児の生活を重視した小児病棟、

は ＲＮＵ 倍とな って今 夏生えり、入院 ・ 外 来ｼ旧病室の ｊｾ が役日室の ｪ 弄に、言主的日ｾ， ｴ 妾

忠者のほか職ぬの休! " ，f ! あるいは近くの| の窓に、また撤去告11分の位梁が机とな

った役員会議室は削立の精神に常にか

えるためである。医 i田空 .t ，特Hセンター( コ

ンピュータ一、カルテ以外のすべての

医 僚 情 報 の 集 積 と 総 合 診 断 筆 中央

診 療 棟 3 階 ) と カ ル テ セ ン タ ー ( 外 来

診 療 械 3 階 ) は 、 総 合 的 診 療 を め ざ す

ためで、 II ' P 年末の外来初l完成と共に、

予 約 な し で の カ ル テ の 中火占化に移行で

きた。外 来日11門 は2，000の外来数に {i lll え

で 4 ブロ y クに別けて総合受付を設け

この病院改築のテーマの 一 つであっｼ峨 ｑ を集約し、内科系では ｊ 全然筆のｾＪ

た “病 院 臭 く な い 明 朗 な 病 院" は、 ー | 用化を計った 。 中 央 に あ る 温 室 か ら 地

応目 的 を果したようで、このほか外 来 | 下 へ と 続 く レ ン ガ タ イ ル の 階 段 、 そ の

ホ ー ル の 創 立 者 大 原 孫 三 郎 を イ メ ー ジ | 先 に は 喫 茶 室 、 う ど ん や 、食 堂 が 並 ん

する 一組 の ス テ ン ド グ ラ ス と 、 宗 教 的 | でいる。一種“ リゾー卜ホテルとい った

雰囲気づくりにつとめた大原記念ホー

ルのフローレンスナイチンゲールのス

テンドグラスはともに人 1m国宝芹沢錠

介 先 生 デ ザ イ ン で 魂 あ ふ れ る も の で あ

る。 また、大原総一郎氏の遺志である

ゲーテの“ G ef unden" の古寺川をはじめと

する陶板は、自白木jiJf 児 . i屯IJ I羽 ー先 生

に、そして、応談室や分娩室 小 児外

来 ・病 械 の フ レ ス コ や ス テ ン ド グ ラ ス

は作野旦平先生に各々協力をmた。本

誌 ，76年3 月号で本院の第一期 工 事 を 紹

介 し た が 、 爾 来 6 年、予定より 2 年 余

遊 れ て 今 改 築 計 画 の 主 要 部 分 ( 2 期 中 | 一郎氏の 『設 計 は 浦 辺lこ』との志に、どこ

央診療棟、 3 則 外 来 機 ) を 完 了 、 保 存 | ま で 報 え た か 、 よりよい医療の果せる

倣 の リ ハ ビ リ 、 医 局 へ の 改 装 と 旧 病 棟 | 病 院 で あ る こ と が 、 こ の 述 物 を よ り ょ

の整備を残すのみとなった 。 J 十直!は ほ | い 病 院 建 築 に し て く れ る 。

ぼ 予 定 通 り す す め ら れ た が 、 成 長 と 変 I ( 辻野純徳 /irli 辺建築事務所)

囚 I  _  1; 南側 より 州 全 Jit

1  0  1  2. 噴水のあ る泌室

囚 I I  3 南側 よりみる



あ置影 東 出 清 彦

所 在 地 岡 山 県 倉 敷 市 美 和 1-1-1

敷 地 面 積 49 .799ni  

建 築 面 積 10 ，807ni  

延 床面 積 67 .999ni  

構 造 規 模 S R C一 部 R C 81 、 10F、 P2

工 期 I 期 昭 和48年 6 月~昭和50年 6 月

E 期 昭 和54年 1 月~昭和55年 4 月

E 期 昭 和55年 8 月~昭和56年 11 月

病 床 数 1. 103床





日

配 置 図

1  :  1600 1 階 平 面 図

4 階 平 面 図

ハI 1. ブリッジの下をカルテポ y クスカ沌る溢筆

ト→ 2. il品室プ 1) " / ジよ りみる

山 3 引 州より温室とその下の喫茶室をみる

I  6  I  4 外来医* 薬J"j 受付

5. Ｔ 附悶 ＱＧＨＨ 母子七ンタ Ｍｾ ｉｩ 術 家

6. N1C U  



... 血 .1.. 

‘  

3 階 平 面図

i創

空 調 単 一ダクト方式およびファンコイルユニット

H 式 + O A ダクト方式

ターボ冷凍機 2 台 、 吸 収 式 冷 凍 機 l 台

衛 生 給ノド/ タンクレスブースタ一方式

給 湯 / セ ン ト ラ ル 給 湯

1JI'/)<  / 検 笠 伝 染病 系 統 lま処理f l ' 1; 経 由

公共下/ ) < へ

R  Ｑ 排水 は Ｑ Ｑ ＱＧ留れ ， ｾｩ にで減裂 後

一 般排ノk へ

電 気 受・変電 / 6.6 KV 受 電 (6 .560KV A )

自家発電/ ディ ーゼル発電機6.6KV、900KV A

都 電 池 / 80 0 AH

搬 送 エレベーター采用2 台、寝台間6台、人術用2台

エスカレーター l 台 、 ダ ム ウ エーターsfi

ポ y クスコンベア 35 ス テ ー シ ョ ン 、 気 送 管 40

ステーション 、向 走 式 ?日ifOJ I1Il 2ステーション

19=n  ｉｾ＠ 大! 点記念ホール( 外来診療N1 3附)

中 全 上

ド: !'t資室 ('1' 央診療械 3 陪)



倉敷中期丙院
主 な 工 事 業 者 P R

建 築

衛 生

I > ' i 送

電話交換

土

杭

型 枠

鋼 材

組積屋根

石

耳， I  

木 製 曲 具

金 属

左 官

金属l ] 具

塗 裟

内 装

可動間仕切

藤木工務庖 計制 ，l i VW1  10- 32 T E  1. 0861 22 33羽

斎 久 工 業 附山市 k 供 J 凋J 1 1-3 1' E L  0862 21 5.1師

シーメンス k 阪山北 1<: 内人品ιI 11 22 T E L 06- 364 1551 

富士通 It. j 山市 ) Lのl勾1- 5- 22 T E L  0862. 2活 2211

星 島 組 作教 di 政 r; 軒 ん 岐 107 1  1' E L  086，1  .2H 1176 

河 野 組 合教 ､ｩ 水島市ＨｯＮ ｾＺ［Ｓ 19 1' E L  086416 1150 

三 浦 組 介椴 rli 水; [ 1 蜘 T E L 0胸 25 83初

富士鋼材 岡 山 市 川1181 n : 仁 川62- 31 1121 

山陽瓦石井商庖 什悦，hね[ 1575 1' E L  ()同 1. 65. 19開

旭大理右工作所 k 州 地lズ中日 1 10- 9 1' le l. O十 954 6661 

市 川 商 庖 什般 "i l j /刈f 197- 1 T E L  086. ' -25 2i 27  

高橋板金工業所 什蝋，h 1' .松町3 11. 3o 1'1-:1. ( ) 附 22- 25.10 

出原組 付 山li'1' 1l 1719 1' 1・L 0864 剖 2806

日鋼 商 会 附山，Ｑｩｾ，［Ｑｊ ＱＱＶＹＭＵ T E L  ()862 133 3111 

竹 林塗装 附山山内側附 1 1. 1 l '1: L  0862仰 の255

青 盛 建 材 開山市下 ' 1"1 ｾノ心部 Ｒ 1' E L  OH62 1116i 2 

イトーキ k 阪，Ii 点 I"_i k路 町2- 50 T I-:1. 06- 203 -5301  

電 気

空 銅

昇 降 機

医療ガス

て

抗生コン

鉄 筋

鉄 骨

防 水

タ イ J レ

金 属

金 属

金属建具

硝 子

外 裟

内 装

研

中国電 気 工 事 It，jlll ，hl l l aJl 1211 1'1-:1. ( )H62 24 5711 

高砂熱学工業 ｫ 恥 ｉ ， ｾｴｬ＼Ｚ｟ Ｇｦ ｬｬｬｬ 1  $  1' E I. 06 3i 2-25 1  1  

日立製作 所 附 lJJrli ド(， IFI 1  <1 TI 二L 開 62-2.1 . 5271  

セントラルユニ k 恥 li 車1;( 附 加1 5 5 1' E I. 0 6 2持2 1お l

上 ;原組 合般，liq;} 佃 11232 T I:: L  0州 剖 糊 }

平 松 建 材 什帆 rl i l l{HUJ 2. ，22 T E I. 0品 1-')" 引 11

高 山 組 制 わli 八F - ¥ぬ r E L 086. 1- 22- 3215 

宮 地鉄 工 出松山側 11 町35- 29 T E I. 0削 21 1515 

東中国防水工業 It. j 山市! 血出品2 -7 10 T E L  0862 72 1221 

平 田 タ イ ル |州市" ' ， lff11l 82- 3 1' E I. ()H62 11 1171 

泉鉄 工 所 凶 山 市 川1 1-. 111111352 -5 1' E し 側62 11 ｾＵＶ ， Ｑ＠

全 備 It. j 山 市 析 附 仰I1 10 1' E L  0862 11 附 11

住友ウオールシステム Jl:';，'j l!i 11'1-<: 柳田11 2 1 0  1' 1‘ 1. 0822 32 1388 

新国硝子庖 | 咽山山人同町制 T E L ( ) 即 時 制 l

オリエント装飾 附山市祈似制1 1  1・E I. (同62 -53..5:!!IO 

内外インテリヤ 附山市付' l i ' : 、 1-<.111113 2  T E L 附 62 11 -7151 

新 谷 組 什 般 市 川 1596 -22 1 ビ1. 0州 65 21 刊



神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院
設 計 監 理 神 戸 市 住 宅 局 営 繕 部

伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 得匠 ・設備)

日 建 設 計 (構造)

施 工 大 林 ・ 戸 田 ・ 東 急 共 同 企 業 体



所 在 地

敷地面積

建築面積

延床面積

精 進 規 模

建 物 高 さ

工 期

病 床 数

』

「

診療科目

神戸市中 央区港島 中町 4 丁目 6

49 ，729 . 8 7 m'  

7，361 . 2 0 m・

59 . 535 . 63 m'  

B1 、12 F 、P 1 、S ( 但し地下のみS R C)

最上階 ヘリポート面まで64 m 

昭 和 53年 7 月~ 昭 和 55年 11 月

1，日日日床

配置図 ( I  

惨察受付 1 小児科

循環器内科・胸部心厩血菅外科{ 循環器センター }

呼吸器内科・胸部心服血菅外科( 呼吸器センター )

内 科 (Tf 民 )

E舎察受付 2 内科 ＨＱ 斗 ｮ ｬｊｊＮＮｾ . 内 分 泌 梢 尿 免 疫 血 検 )

消化器内科・消化器外科 ＨｩＱ ｩｬｴｾＮ セノ Ｗ ーＩ

外 科

「寸
i  点市 Ini 外 観

2  正1M外 観

激しく変化する医療ニーズに対し、病院建

築の将来をみつめ、また、病める者の心理

を追求しつつ、地域医療の 中核的存在であ

る神戸市立中央市民病院が誕生した 。

本病院は広地域医療システムに対応する医

療施設の機能分化という点、からみて、主と

して重症かつ急性WI の忠者を対象とし、高

度医療を積極的に実施していく使命をもっ。

この要請に応え病院全体に、いわば重症患

者のためのインテンスィプケアの役割を持

たせ、看護単位や物品搬送、病院設備など

の諸テー 7 について翻査研究し、新たなシ

ステムの開発を行い、それを設計に盛り込

むなど、多くの点で富 ｉｉｾ ま工夫を行った 。

神戸市立中央市民病院は、これからの病院

怨築の一つの方向を示唆するものであろう 。

( 花岡伸好/ 伊勝喜三郎建築研究所)

t書察受付 3 産婦人科

泌尿器科 ・腎擁小日E科 ( ff 臓尿路センター)

惨察受付 4 神経内科 ・脳神経外科 ( 脇神経センター )

眼 科

修康受付 5 度 フ 科・形成外科 ・茸昂咽喉科

修康受付 6 箆形外科 ・神 経 科 ・歯 科
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集中治療部

可V

8  ｾ Ｑ Ｐ 階平面図

4 階平面図

-

L ー. J I 1I 1  

1 "  11 11  

3 迎* H品

ｾ入 ｩ 且院主 ｬ 望 ｊ 1  防 、

5 . 外米待合ホール ( 2 附

6 防災セ: - - 7 - J也|滑 }

7 .  1  S  S  ＨＮＱＮＺｬＺ ｊｾｩ 附 Ｉ 2 附

‘ 中央手術部

8 .  ｉ ＺＧ［ｈｾ 可 Ｘ 10附 )

9  的 |虫ナースステーン ヨン 8  II 附 )

10.  ｪ 内 ｉ Ｇ ｾ ナＭＷＮＮＷＮＮテ ー シ ョ ン捕 ｴｩｬｬ ワコ ン Ｈ Ｘ II 陥 )

I I  的 主 人 11 ( 8  10J 滑)

12.  j内怜 1M会コーナー ( I IJ 消 )

1:1. ン ョ， ヒン 7 センター l勾レストラン ( J血J;' 骨)

23 
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14 .  '1' 火仲介ホ ー ル ( 21滑)

15. 病室

20.  ｾｓｬｬｱ ｦ￬Ｃ ￎＮ 百 Ａ＾Ｈ ｉ ｃｕＩＨＴＱ 祈Ｉ

21 .  ' 1 ' 央千術部一般f - H;i 京 ( 4  1滑)

16.  '1' 央 待 合 ホ ー ル ( 2 階 ) 22.  ＱＱ Ｑ 央 ｔｾｦ ｦＮ ｪ［ｭ ハ γ チウェイＨ 4 開)

1  i  臨床検先日目( 3 時) 23 病棟ナースステ- ; . . - ョン ( 8 - 11階)

18.  )/1.射線 l m腕 Itlln-j 立 杉 定 ( 31滑) 船員長 1 . 14 S l T D1 0  A .  T  (l;.¥ 修一)

19 全以外観( 航空写J ' ! . ) その i也 伊藤作三郎主I ! 築研究所提供

Ｇ｢［ＧＮｾｉ［＠ ｲＮｦｾＱ Ｑｉ Ｑｬ 山本間 ｲＺｬ III 1  1i.: 1. Il :l H6:1 S261 

茶谷産業セキュレート事業部

λ; 似，!i'll! ，<_jもar 2  55 n: 1. Il ti 2n:1 5:131 

東 陶 機 器 大 阪 支 社

ｫｐ､ｬｾｴＡｻＮ［ 刀 ｴｈ 崎 Ｒ :{ i ・Ji:l. 1地 :!61 1181 

ニ チ ア ス 大 阪 支 社

ニテアスラ y クス ｫｒ ぇｯＡ ＢｦｩＡ り邑闘 ｊｾ I  25 li.: t  116 - 2.15 :i: i 95 

50内側( t



箕 面 市 立 病 院 設 計 双 星 設 計

lC己 、4 7

q 弓甲i

九
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⑧

 

f  

11 : M 

配置図

1 階平面図



... 

施 工 建 築 :竹 中 工 務l苫 電気 太 陽 工 藤 工 事

空 関 : 新菱冷熱工業 衛生 ー川 崎設備 工業

搬 送 機 : 日 本 エ ア ー シ ュ ー タ ー

昇 降 機 : 日 本 オ ー チ ス エ レ ベ ー タ 一

所 在 地 大 阪 府 箕 面 市 芝159番 地 の 2

敷 地 面 積 34 ，208 . 40 m'  

建 築 面積 5. 906 . 79m'  

延 面 積 19 ，679. B3m' ( 病院本館のみ)

構 造 規 模 S R C 、 B 1 、 5 F 、 P 2  

工 期 昭 和54年 10月~ 昭 和 何 年 4 月

診 療 科 目 内 科、小 児 科、外 科、整 形 外 科、 脳神

経 外 科、 皮 膚 科、泌 尿 器 科、 眼 科、 耳

鼻 咽 喉 科、産 婦 人 科、放 射 線 科

ベッド数 300床

本 病 院 は 病 床 数 300床 、 診 療 科 目 11科 の 総 合 病 院

であり、設計の基本的条件として、 (1) 数 急 指 定

病院の機能を備えること、 (2) リノ、ピリ音11門 を 設

けること、 (3) 臨床研修病院の機能を備えること、

(4) 地 域 活 動 に 参 聞 協 力 す る た め 保 健 セ ン タ ー を

設 置 す る こ と 、 が 要 求 さ れ た。 ま た 、 地 域 医 療 の

中核として総合的な医療体1 I ，1} を1矧Jiii する意味で、

病 院 本 館 の ほ か に 伝 染 病 棟 、 休 日 急 病 診 療 所 お よ

び 三師会 館 が 併 設 さ れ た 。 敷地 位也も新御堂筋線、

国 道 17 1号線に近〈、吹田、 121ド岡市の一昔日も本

病 院 の 医 療 閤 内 に 入 り 、 こ の 地 域 の 医 療 お 裂 に も

十 分 対 応 で き る と 思 わ れ る 。

設 備 計 画 に つ い て は と く に 省 エ ネ ル ギ 一 、 院 内 感

染 の 防止、 然 公 害 に つ い て の 配 慮 を 行 っ た 。 熱 回

収 、 省 エ ネ ル ギ 一 機 器 を 採 用 し 、 そ れ ぞ れ に 災 な

っ た 室 内 条 件 を 満 た す た め、会 館を 21系 統 に 分 け

て空気調和を行い、院内空気の質包・葱! に丞点をお

いた。 ま た 、 建 築 防 災 と 併 せ て 防 災 設 備 に も 十 分

な 配 慮 を 行 い 、 防 災 セ ン タ ー で は 2411寺聞の監視休

制 が と ら れ て い る 。 情 報 処 理 シ ス テ ム は 当 初 は 臨

床 検 査 、 事 務 管 理 の 一 部 に 導 入 し て い る が 、 将 来

はトータノレ ・シ ス テ ム 化 し 得 る よ う 屯 算 機 室 、 準

備自己 ｾ￻［ が用意されている 。 ｊ 般送設備はエレベータ

- 3 ; 1 長のほか自己路用 1 基 、薬 品 資 材 搬 送 に オ ー ト

リフ卜 2 法 、 カ J レテ搬送にケースコンベア 、 伝 諜

苦手搬送にうえ送包ーを設l u : した 。 I) ，} 院して半年 である

が、地域にる ｾｬｦ した病院として卜分に機能を来た

している。 Ｈ ￱Ｇ， ｜￦ｾ 羽生 ・ 松本位舟 Ｏ 双 Ｑ 止設，ｊｊＭ Ｉ

2 階平面図 i

日目

ロ-

目

区周

3階平面図

1 . 外観

2 . 待合室

3 . パイオ 7 リーン手術室

4 .  C  T 室

5 . 未熟児室

抽t影1 . 2. J ; . ¥修一

3 - 5 双星設計従供



島田市立島田市民病院

設 計 監 理

施 工

内 藤 建 築 事 務 所

大 成 建 設 静 岡 営 業 所

所 在 地 静岡県島田市里子図 12日日 - 5

敷 地 面 積 21 ，277m'  

建 築 面 積 6，228m'  

延 床 面 積 16 ，879m'  ( 病棟増設 1，760 m'含む)

精 造 規 模 R C 、 5 F 、 P 2  

工 期 昭 和52年 7 月~ 昭 和 53:<手12 月( 新築)

昭 和55年 7 月~ 昭 和56年 3 月( 増設)

診療科 目 内科、呼吸器科、消化器科、循環器

科、小児科、外科、愛形外科、脳神

経外科、形成外科、皮膚科、泌尿器

科、産婦人科、眼科、耳昂咽喉科、

麻酔科、歯 科、放射線科

病 床 数 490床 ( 伝 染30床含む)

G)  

配置図

本院は、現在地での改築では、近代医療に対応

できないので、移転新築が決断された 。 200床

を 390床に明床し、オープンしたが、予定j を上

わる利用者があり、 100床の病床と診療包・毛11

の充実を計るために、 2  J制計画として今回士台設

されたものである 。

当初設計にあた って、機能l 1 f jから見た特長を記

してみる 。

外来診療官11門を、 H 皆の南 jlllJ にワンフロアーに

まとめ、，1&1，者の平IJ 使を計り、各科への誘導表示

は搭号による区分とし、忠者をわかりやすく

誘導できるようにこころがけた 。f寺子干ホールは

広くとり、中庭を大きくとることにより、日 !1(1.、

i画風はもちろんのこと、明るい' み閤気づくりに

なっている 。 それと辺、者が利用するl ' l I l門は、外

来診療音11門を含め、ほとんどが l 陪にまとめて

あるのも特色といえる 。 耳ｾ Ｇ ， Ｑ Ｑｬ悶眼科の外米には、

平衡機能検査. 室と共に、超高度な性能をもっ、

聴力検ft 室が設けられている 。 また泌尿保科外

来にも、専用の x，w; t 室を設け、忠者サービスに

つとめている 。 リハビリテーション、人工透析

室は、外米 忠手? と入院!l¥者の利用を巧えて、 2

| 併のエレベーターホールに近い位也にな ってい

る。病制l の平而形は、 「サイコロ J 2 つの組み

令わせであり、少し ｊ 寵行をこころみ、日 ｦｴｾ｜ 、通

J! l i 止を考J . &している 。 なお{云染病和! i 30/;末は 、専用

エレベーターを別ルートで設け、 4 階、 51堵と

し、病棟の北側へ同一線として計阿されている 。

ナースステーションは 2 単位の 1:1-'央 lこ、エレベ

ーターホールを囲み、背中あわせとし、カンフ

アレンスルームにて: 接続し、相互iili 絡に役立て

ている 。 各病練には中央に光庭 ( 6 m X 6 m)

を設け、採光、通! 弘、排煙を考慮している 。 I

c u 、 c c uは、各々の病練に自己し、ナースス

テーションと街地させて、管理illi 営i Jii をも留意

してある 。忠者の誘導は、屯!I¥i サイン ( 照明入

り案内板) と、番号入 1) 案内板をくみあわせ行

なう 。 たとえばエレベーターホールの壁面には、

大きく番号による表示を行ない、色彩によ って

インテリアもかねている 。

避 難 ・防災については、① 2 方ri'Jilli 維の確保。

② 避鰍バルコニー。 ③避難広場。 ④ 向然、排煙を

l々志した 。

なお、各苦11門の先端は、将来の. t ¥' i 設に対応、でき

るように巧 l志している 。

( 内 総 建 築 事 務 所 )



(50音順)

空 気 調 和

設 備

電 気 設 備

昇 降 機

設 備

給 排 水

衛 生 設 備

1. 全 最

2. 各糾待合ホール

3 . 無菌手 lf. i室

4  . 耳鼻咽喉科前庭機能検f E室

5 .  I  C  U  

6 .  C  T 断用搬彬毛

織彩ー三輪哲士

朝 日 工 業 社 静 岡 営 業 所 静岡市中間一3- 6 T E L  0542- 81 - 3441 

関 東 電 気 工 事 東京師文京区場制ト 18 T E L  03- 812- 5111 

目立製作所静岡営業所 的岡市栄町3- 9(柑1日生命ピ川附) TEL 0542- 54- 7341 

日 比 谷 総 合 設 備 静 岡 営 業 所 的附市呉服町トト 15 T E L 附 2ー臼 7073 H 皆平面図 ( 1 :  100日)



那 覇 市 立 病 院

設 計 監 理 那 覇 市 立 病 院 設 計

研 究 会

内 藤 建 築 事 務 所

国 建 設 計 工 務

宮 平 建 築 設 計 事 務 所

施 工 フジタ工業・南洋土建

共 同 企 業 体

所 在 地 沖 縄 県 那 覇 市 字古 島 172ー 1

敷 地 面 積 2 5 ，6 11 m'  

建 築 面 積 5 ，6 2 4 m'  

延 床 面 積 2 0 ，3 8 3 m' ( 医 師 宿 舎 6 5 6 m' 含 む )

精 造 規 模 S R C、 8  F 、 P 2  

工 期 昭 和5 2年 9 月~ 昭 和55年 1 月

診療科目 内 科 、 呼 吸 器 科、消 化 器 科、循環 器 科、

小 児 科、外 科、整 形 外 科、皮 虜 科、泌

尿 器 科、産 婦 人 科、眼科、耳易咽喉科、

放 射 線 科、麻 酔 科

病 床 数 3 4 5床

来に i'i' 出JUのシ ンポノレホ守札 の 門砂 がある i"r 11! .城湖、

と対而し、西に東シナ海を望むこの丘は、北下り

で20余 m にもおよぶ傾斜地である 。敷 地 周 囲 の 道

路日との関係から、この傾斜地を似極的に平IJJTJ す

ることで、諸憾のアプローチを分離し、 illi 世lfi を容

易にし、駐 ＭＢＱＱ 場を主層化している 。 石 ｩＧ ［ｲｾ姉宿舎 ・

院内保有地を含めて、この傾斜に平行させるとと

もに、熱負 ir:f を放少とする東西相h配 也 が 決 定 さ れ

た。

外米! 心者にと って、わかり易〈、主| 惜のみで一 応

の安診が完結し、将米の士ＧｩＧｩ築対応、が容易なことｾＮＺ

をな図して、診療音11 を中心とした {111習練と、病棟

を中心とした日 ｉ ￮Ｚ ｭｩ とで構成した 。 この仰 ｢ｫＢｾ の Ｑ Ｑ Ｑ

純化短縮化のための似層化は、忠、名一 ・ Ｑ 故 ｬｾ の安全

性の{ i ' ( J i 保が I，jij 徒 で あ り 、 徹 底 し た 不 燃 化 と 水 平illi

総所としてのパノレコニ の訟法が図られた。 この

パ J レコニーは、また、強烈な日射や! 9 t ¥雨を| 坊 ぐと

ともに、熱: f J . 析の軽減、設備配管スペースとして

も活用されている 。

耳足 Ｚ ［ｉｾＧ 風ｩＡ［Ｚについては枇も注意を安 ー した所であり、

|りJ 鈎 耐 候 被 膜 耐 風'i !1¥J交が検討された。

( 内 藤 建 築 事 務 所)

( 5011'附)

配 置 図

電

気 栗原工業九州支l吉

ｾｍ 問 ｲｬ￯ 博多 区 下 呉 服町 ＲＭＲＹ T E L 092 291  8494  

三機工業・ヤシマ工業共同企業体

蹴 木 触 淵

東京冊千代凹区有華町卜4-1三世工対側 T  E  L03 剖26111

三晃空調九州支庖

空気胸和設備

加 岡 市 中 央 区 太 名 2-4 22 T E L  092 761  3795 

H 皆平面図

0 1 0 却 30 4O(mJ  
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日己

1  ＮｲＮｾ撒写真

2 . 南西而外観

3 . 待合ホール外観

4  南東面外観

5  救急処世室 ( 地下 l 階)

6  待合ホール

7  手術室 ( 2 階)

8 . 嬬送機 ( H 皆医4j l ' 諜)

*i 影 : S  S 福岡



市 立 伊 丹 病 院

設 計 監 理 伊 丹 市 ・ 昭 和 設 計

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 前 田 建 設 工 業 共 同 企 業 体

。

ｾ＠ H皆平面図 ( 1 :  800)  ｾ＠
巨E ｾ＠



所 在 地 伊 丹 市 昆 陽 池 1 丁目地内

敷 地 面 積 22 ，134. 00 m'  

建 築 面 積 6，413 . 74 m'  

延 床 面 積 22 ，894. 79 m'  

構 造 規 模 8 1 、 6 F 、 P 2  

S R C お よ ひ' R C  

工 期 昭 和56年 7 月~ 昭和 58年 2 月

診療科目 内科、外科、登形外科、脳外科、

小児科、産婦人科、皮膚科、泌尿

器科、歯 科、限科、耳昂科、放射

線科、 理学診療科

病 床 数 394床 ( I CU、C C U を除( )

市立伊丹病院は昭和32年創設以来、地域医療

の基幹病院として貢献してきたが、建築およ

び設備I商で老朽と狭硲化が目立ち、機能的に

も高度な医療需要に対応することが困難にな

ってきたため、新 たに敷地を求め全面新築移

転することになった 。

新病院敷地は市域のほぼ中央に位置し、総合

福祉センタ一、老人ホーム等の福祉施設や、

都市計画公園昆陽池に隣設する良好な環境で

ある 。

計画に当たり、将来にわたって医療需要の増

大と高度化に対応できる病院、市民に親しま

れる明るい病院、を主なテー? とした。

プロンクプランは、成長と変化に対応しやす

い各部門別多 ｾｊｦｾ とし、各 ｴ ｬＧｾ端はフリーエン

ドとした 。 また動線計画は主体、目的および

時間帯別に盤理し単純明快なものとした。

病練音11は居住性の良い東西刺! とし、 l フロア

- 2 看護単位とした。病室は 4 床室主体とし、

各看議単位ごとに明るくア ッ トホームなデイ

ルームを設けた。 外来玄関ホ ール、薬局待合

ホールは快適なゆとりある空間とし、外来診

療待合ホールは各科ごとにそれぞれ外気に商

したスペースを用意した 。

%f . 匠的には、親しみ、明るさ、将'ii 紫 感 を テ -

7 に木目 を基調とした落ちつきのある内部空

間を意図している。外壁は貌しみやすい媛色

系土石器質タイル張とした 。また敷地内は積極

的に緑化 を計り環境の向上に努め、立地条件

を考服して駐車スペースも充分硲保した。

(三村澄夫/ 昭和設計 )

( 50音順 )
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関西医科大学附属洛西ニュータウン病院

計 画 池 田 有 隣 ・ 小 野 山 博

設 計 監 理 宏 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

所 在 地 京都市西京区大枝東新林町 3 丁目

敷 地 面積 14 ，687. 68m'  

建 築 面 積 3，279 . 06m'  

延 面 積 9 ，320 . 65 m'  

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 5 F  

工 期 昭 和 56年 2 月~ 昭 和 57年 3 月

診療科 目 内科、小児科、 外科、登形外科、皮膚

科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、放

射線科、護婦人科。

ベッド数 167床 ( 1 期)

{ 各西ニ ュータウンは、京都市の中心から南西約 10

kmにあり、計画面積274ha 、人口約 4 万人余 、 4

住区から成る建設途上の新しい住宅地である 。 そ

のタウ ンセンターの近〈、小畑川の i流域に、地

基幹病院の設置が計画された 。京都市制IJ の条件は

小児の 2 次救急を担当することであり、この京都

市の誘致に関西医科大学が応じ、昭和55年夏に建

設を決定、 56年 2 月起工以来ほぽ l 年をかけて竣

工に至 ったものである 。大学附属病院ではあるが、

性格的には住宅都市の地域中心病院であり、か つ

て紹介した関酋医大男山病院と全〈同様の役割l を

持つ。

ここの敷地は南北に長い 三角形を成し、形状、地

質ともそれほど恵ま・れたものではない 。ここで南

1H1J に病院を、北端に者説婦宿舎を遣いて、中央を

駐 11I 1t D. とした 。計画病床数約 250床のうち J 今回

まず第 l lVj 167床を建築した 。完成病棟基準1
I皆は

L 型平面になるが、当初はそ の一辺のみとし、病

室構成は後の互換性が可能なよ うに考慮した 。外

来宮11 、中央診療部とも、それぞれ自由に拡張でき

るプランである 。

デザイ ンは、関西医大の一連の設計を担当してい

る小野山君によるが、厳しい各種の制約のもと、

巧みに集約化している 。

，各

面

( 池田有| 燐/ 京都工芸繊維大学 )

配置図 1 ・4日00

電 気 設 備 浅海 電 気

大阪市北区西天満3丁目 7番4サ T E L 06- 362- 8701  

空鯛・給排水 三 晃 空 調 大 阪 本 庖

衛 生 設 備 大阪市北区西天満 3 - 13- 20 T E L 06- 363- 1371  

⑨ 1 階 平 面 図 1 :  800 
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ET愛 仁 会 高 槻 病 院 設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所 施 工 フ ジ タ 工 業 大 阪 支 庖



所 在 地 高 槻 市 古 曽 部 1 - 3 ー 13

敷 地 面 積 11 ，124 . 4 0 m'  

建 築 面 積 3，469 . 77m'  

延 面 積 10 ，759 . 45m'

構 造 規 模 R C ， B 1 ， 6 F ， P 1  

工 期 昭 和 56年 1 月~ 昭 和 57年 3 月

診 療科目 内 科 、 小 児 科 、 小 児 外 科 、 整 形 外 科 、

皮 膚 科 、 泌 尿 器 科 、 産 婦 人 科

ベ ッ ド 数 302床

敷地は、l ! ! 1鉄 山 槻 駅 か ら 北 米 へ 徒 歩 5 分、」ヒはJ {.f

ｩ 位必」 ニ ー ｾ寸前線に、 Ｑ 軒は川 ｉｬｹｬｅｉ 街道に ｬ 面した約 ＱＮＱ

ha の 土 地 で あ る 。般地の北部は、 l!( iJ t 峡 東 部 の 山

並 で 、 そ の8軍 部 は 近 年 住 宅 IJ f.mが. i . i 主み、人口J f ' / の

芥 し い 地 区 で あ る 。 本 敷 地 か ら 道 路 を 隔 て た 西 l祷

り に 、 約 180床を- 11す る 法 人 の 既 存 病 院 が あ り 、

これの ｗｬ ， 設という形で本病院は ｾｉ￯ｬｬｩｪ された 。

計 画 に あ た っ て は 、 民 川 病 院 と し て 、 必 ま れ た 倣

J也 を 将 米 的 に も 充 分 前 月 l し、 f州丙械 . 外 来 . r司l' ｾ央た ｊ

療古部!匹i の I榊1衿守 f築語に主弁対、寸I応応‘ ででh きること、 忠 者 に と っ て 解 り

払 い 内 部!Ii)J 線 で あ る こ と を 心 扮 け た 。 まず、忠字?

のｊ｛Ｑｽ ｊ きの ｬ 此も多し、 ＱＱ Ｑ 皆において、病棟へのＡｉｩＩ ｊｾ と

し て 病 棟 ii !l l ( 南北相h ) 、外米，l J . I，釘に必姿なすべての

訪 宅 に i凶 ず る 動 総 と し て 外 米 制h(点 IJy' liJI l ) の 2 帆hを、

メ イ ン 動 線 と し て ク ロ ス さ せ 、 1立iE の 縫 訟 が 谷 弘

に で き る よ う ，: 1-: 面 している。次に各J I ¥曲線端書11は、

フリーエンドまたはこれに椴ずる ｪ 杉とし 、 ￞ＨＯ ｾ 島に

制Hえ て い る 。

2 附 か ら 6 附を梢成している州出は各| 滑とも I 行

必 単 位 で 、 下 11許から )1闘 に 、 外4 ト系 . r"J 科 系 ( 2 フ

ロア ー ) 浅 川 人 千 十 小 児 科 と な って いる 。とく

に 6 階 め N I C U部 門 は 、 手 術Eゼド;1憾の各; t 主刊ii を

施し、J 0.j f . i ガス配色: も l j l H: 両日T と し て 、 万ー に 1iii

えた 。

内部のパブリ ｹ クスペースは 、 Ｑ 心者に ｩ 愛しく ｉｉｬｾ り

か け る も の で あ っ て 欲 し い と 1巴、い、」号本を嬰所に

配 し て I1 < 明 る い 空 間 を つ く り 、 内 外 に 杭 え ら れ

た 木 々 と 融 け あ って 、皆、右の心をなごませてくれ

るものとイ.1 じている 。 外部は威圧! 長を感じさせな

い 中 で 、 大 小 の 陰 ; 彪 に 気 を く ぱ 1) 、税しみ劾さと、

13頼感を. . l UJ I . している 。

内百11の 機 能 上 の | 問 題 の 解 決 ゃ れ 純 デ ィ テ ー ル の 検

川 等 に あ た って は 、 地 主 と 地 に お の 熱 意 と 理 解 に

よるところが多く、ここに! 必J射のな: を表します 。

Ｈ 松村本的 Ｏ ｊｬ ｲ 知 ｈ 処築 ｉｾ 務 所Ｉ

④ i  Ai J ! r古今ぎ? ピ忘 1
/ゲミまんとコ<: : : : : J ｊｾ ｬＱ 詩冊、

/ 二 irZJ /  ｾＣ￨ＲＮミ百句読ミシ
/  /// 17、~ミとI /  /  /::;/ 件美空叫

両目

録影 ss大阪

1. 正i而全f ; 1: ( 北而)

2.  世ほ見( i珂iffi )

3. 外米豆・1・i

4 . 待合ホール

5.  6附NI CU ( 新生児「集中治療宅)

6  3階ナースステ- ，. . . ョン

7 .  4階ディルー ム

2 階 平 面 図

1階平面図 1  :  700 



高知医科大学附属病院 設計監里文部省管理局教育施設部高松工事事務所
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設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

新 日 本 設 備 計 画

監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

斎 藤 設 備 設 計 事 務 所

所 在 地 高 知 県 南 国 市 岡豊 町 小蓮

敷 地 面 積 192 ，700m'  

建 築 面 積 I 期 12 ，649m' [ ] 期 1，700 m'  

延 床 面 積 I 期 32 ，981m' 11 期 7 ，147 m'  

構 造 規 模 R C 、 4 F お よ び S R C 、 7 F  

工 期 I 期 昭 和 53年 9 月~ 昭 和55年 10 月

日制 昭 和 56年 10 月~ 昭 和57年 10 月

診 療 科 目 下 表 ( 病 院 の 全 体 構 成 )

ベ ッ ド数 I 期 320床 [] 期 2801来 計 600床

当病院は、昭和 ＵＶ 年秋 ｉｪｾｊ 院し、現イＧ， Ｇ [] JljJ ，1  lillij とし

て、病 ｍ￯ の￞ＺＧｉｾエー ｊ ｾｲｪｊ である 。

全体の平 Ｑｍ 榊成は多狐恨 のンステムをＩ，ｾ本とする

が、 外来五| 剥 の 位f丘I品J { 長か ら、主<I i I I 1に 対 し て ウ イ

ン グ を 榊 成 す る べ き 外 来 書1¥が 主 輔 の 延 長 七 に f立ili

す る こ と に な リ 、 や や 変 1!IJ 的 な シ ス テ ム と な っ た。

平 副 の 形 状 も 数 J也の庁長および大学の他地設との| 見l

係 か ら 、 外 米 ブ ロ ッ クが 135・の 角 度 を 作 っ た配u' i

となり、内外に変化のあるｾＯｴ ｮ を生み Ｚｈ すことに

な ゥ た.

外 米 部 は 1 1: 昔、2 J : 許にわたり、 rl' 縫 を は さ ん だ '9J る

し、外来廊下に聞して配位する 。 各 科 の 榊 IV<: は、中

央 附 近 に 配 ほ し た 受 付 を 小心として、ナースや. I J . ¥，

者 の 卸J 料l を制高1(1 し 、 合 理 的 、 布 機 的 な 治 療 シ ス テ

ム がJtlJ 待 で き る よ う 計 画 し た 。

中 央 診 療 純i ; l 止は、 '1，' 央 廊 下 に liiI したウ イン クにお

のおの自己ほする 。 名古1¥門とも、極ブJ ノ〈ターン を Ijj

恥ｾ i ヒし、皆、. J ; f とスタ y フ の エ リ ア を '91 P在にするこ

とによ っ て 、 わかりやすし、構成となるよう til ーIlhI し

宅 .

~。

病 械 は 、 名 1}..!!i '位位501.未として、現イ1 . 全体で 320

味収谷する Ｎ ド ｉｦ ｬ ｩｾｗｉ 成は Ｔ }，ポ' i 2を '1"心 と し た IJ '廊

下引であるが、 Ｎ ￬ｦｩＮＧ ＮＧ ＩＺｾＧ ，［盟を袋する Ｑ Ｑ Ｎぷ引は、ナー

スステ- / ' ヨ ンをはさんで一般的与をの) [ i } J 似かり切

り政し、， ｉ ｦｦＮ かな ｩｉｩ 吸が ｬｩＧＨ ｾｦｾ できるよう，Ｑｉ ￯ 血 ｬ した

病 被 名1: 告は現状では I フ ロ ア ー l 石ー必I j l f止で ある

が、ユ こ 白 ｊ ｾ 中の 口 ｊｴｬｊ 病械が竣工すれば ｬ フロアー Ｒ

石 必 単 位 と な り 、 全 体 で 600床 と な る

( 安1i ニ建築. t i t " iil' 'J' ;.f)5所)

病院の全体構成( l I 期病棟竣工時)

R F  機械室

7  F  病事IH内科、共通 ) 、管理関係

6  F  病 棟( 耳鼻咽喉科、内科 )

5  F  病 棟( 内科、箆形外科、共通 )

4  F  病伺HI支l首料、泌尿器科、外科、共 iili ) 、機械室

3  F  

病 練 ( 目見料、脳神経外科、外科、共通 )

中央下術者1¥、人工透析、機械受

病似( i 盗品，} 人科、小児科、麻酔料、蜘料、共通 )

2  F  分娩昔1¥、中央検: f F . 郎、中央材料古1¥

外来音1¥、カ J レテ室

病倣 ( 放射線料、神経科、精神科、 R 1  )  

解書 ｾｉ i . ' J 安、洗iill 部、給食郎、数急、入退院 .tJ 対

1  F  管理関係、機械室

中央政射線宮1¥、 R 1 部、物療音1¥

外来苦 Ｑ｜ 、玄関、薬剤部、医 Ｇｉｾ 料、食堂 ｏ［ｬｬｲｾｯ

国

「
百

l  航空写 ｊｬ Ｚ 外ｬｊｬ ｾｴ より望む

2  丙北両外観

3 .  I CU、 7 1レチ パネル

4  j，吊隙ナースステ ーンヨン

5  干 Ｑｾｪ 部廊下

匡E

1 階平面図 1  :  1400 



兵 庫 県 立 姫 路 循 環 器 病 セ ン ター

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 大 林 組 神 戸 支 庖

所 在 地 姫 路 市 西 庄 字 山 田 甲 52日 敷 地 面 積 19 ，352 1 1 mJ 1 ) 2 2 2 fjlIM111rif

建 築 面 積 5，333 .  91 m' 延 床 面 積 1  7  ，092 . 30  m'  ( ピロティ等を含む )

構 造 規 模 R C、 8 1 、 6 F 、 P 2  工 期 昭 和 54年 11 月~ 昭 和 56年 6 月

診 療 科 目 内 科 、 外 科 、 脳 神 経 外 科、 神 経 内 科 、 循 環 器 科 、 心 臓 血 管 外 科 、 放 射 線 科 、

麻 酔 科

病 床 数 3001末

兵ｨｬｉり ｉｾ iL ￺ｬＺｾ ＱｊＡれ循環器摘セ ンターは 、 ｾｊｻｩｊ［ｾ 総および代謝 のＮＩＮ， ｉ ， ｛ｉ Ｍ ｉｉ ｊ 病院とし て、また訂 ｬＳ 次

赦 ｦｩｽＱｩ 埼 ＱＱ えとして、県西部の ｾｉｾｉＺ 玲病院となるべく企画された新設病院である 。 計阿にあ

たり有識. f ' i ーで封切比された凶帰地主主県立病院建設委. w 会( 公約課長も参 l崩 し て い る ) の |  

Ｉ ， ｾ本 ｽｪ 針の下に附属施誌を含め、 ｩｬｬ 築ｼ見 ｬ 係については、子ｽ＿ｾ栄作成、Ｉ，ｾ本 ｾ Ｍ ｉ Ｇ 画の策定、 ｬ

ｊｦ地設計、コニ Ｇｊｾｬ 杭辺 Ｑ からづ ｼ き波しまでー ｮ して営給総て 引 ｬ 当した 。

1. 配 置 計 画

敷地は、 ｩｬｬｾｾ 骨 ｲ ｬ Ｑ 西宮 Ｑ Ｑ の周辺をｲＮｬ ｬｲｬ￯ 公悶に閉まれた自然環杭は良いが、谷 ｈ ｜ ｊ の不採形な

土地であるため、リ ＱｽＤＨＱ 也を大きく病院本自由と、外米民 ￎ Ｚ Ｑ Ｑ Ｑ 場、そして ｾ Ｇ， ｲ Ａ￟ ｫＧｬ ， ｪ 街令、テニ ス

コ ー ト 、 お よ び 医 師 公 令 の 4 つ の ゾ ー ン に 分 け て 、 各 却 を 地 形 に あ わ せ て 配 i位するこ

とによ り、 j :.l 也の 有 効 平IJ !l 1、 ili 15)(: 伎の低減、1 ' 1然との融利 l を図 っ た 。

iffi 入路がよiミ か ら の 一 方 向 の ア プ ロ ー チ で あ る た め 、 一 般 外 米 、 教 え :目、入退院、戦以、

サービスの邸 ｾｫｾ の分離と、 ､ｈｬｩｬ 也を眺望するオリエンテーションに特に苫労した 。

2  . 計 画 上 の 特 徴

引間 ｼ ー す Ｇ ｾ Ｇ ｦ になを肝 Ｇ Ｑ ｾ、た ＱＮＱ ，ｩｾを列記してみると

1  ) 生息! 検作、放射線部門 を "I' ，C.、に、 j改定ユ ーC MC U ( l C UとC C Uをf J I'; 没 し た も の ) Ifll 

門 を 北僚 に、 外来以 ｬｩｬｩ 古 Ｑ Ｑ 門 を南れ ｉｩに自己［位 することにより、首ｾ 3 次政治、と、循環様、代

謝 の 専 門 病 院 と の 2 つ の 裂 ぷ を 互 い に 干 渉 す る こ と な く I的 起 し 、 同 時 に 医 療 IRI i 品の有

効利用、 4ま急処置 、一 般 外 米 ! 心者、名 tfilS門 の職. w の動線を生ぜかくすることを主 111'- とした 。

2 )  C MC Uを中 心に医療と'i !t IJi1I!下 を 設 け 、緊 急 ス ト レ y チ ャ ー の 将 動 お よ び 職 只 がili

ｩ 生かつ外来者との後触なしに行なえることとした 。 また、 ｾ ＱＱｾＺ ｴＺｦｘ ｓ 主、千術室、病似とも

医療 ｾ Ｇ ｩ ｈｬ エレベータ により、 一 般動車車とは分離した 。

3  Ｉ 病械は、京国制 ｨ を ｉｬ ， ｊＩ ｪｪＨし、さらに咋Ｇｉｬ ｈ に光経をもつことにより、保光、換Ｅ、十 ｾｉ

慨 を は か り 、 阪 廊 下 タ イ プ の 陰 う っ さ を 減 ら す よ う つ と め た 。

州 制 だ け で な く 外 来 弁 書11分 、 サ ー ビ ス 各 部 分 に お い て も 、 出 外 を 眺 め ら れ る よ う に し 、

HH災 の 大 き い 州 院 に あ り が ち な 庄 迫 感 を 減 ら す と と も に 、 hl 外 へ の il 翌日1長、 hl 外 か ら の

サ ー ビ ス 句 の 動 総 を filj 略 し た 。

4  Ｉ 各古 ＱＱＱＢＱ の将来のｊｲ ｬｾ 誕を、全体のゾーニングのＮｦ ｬｬ 対関係を変えずに、 ｦｭ 門別に行な

う こ と を 可 能 な プ ラ ン と し 、 今 後 の 県 立 病 院 の 医 療 行 政 到UI Il Jにもよるが、 600床 i比政

ま で は 拡 大 で き る と 思 っ て い る 。

5 )  Ｉ，ｾ叩 ＱＨ［ 両手 ｡ は、 Ｑ Ｏ Ｚ米当リ ＵＵＧ ずで、この柿 ｾＱ ｩＭ ｉｊｲｊ 病院としては少ないため、各部門は ｬｬｾ

小必袋 I自if!' tに お さ え た が 、 病 笠 だ け は 忠 者の 1;>;' { 主性を第ーにとの在R/，( から、また hrl 築

の |よi世11' であることも巧え、 41.永南 1  ) ; 長室だけでN1il ぶした 。 ま た 、 内 部 の 仕」こも 、 従

米 の 「病 院 の イ メ ー ジ J にとらわれず/ 品ち泊きのある芥 l耳| 公でまとめた 。

3  . 構 造 計 画

敷地は、山陽新幹線のトンネ/ レ工 'ICの 岩 仰 で1' I ! められかつえ: 持地質はぷ武岩系の傾斜

したれ燃であるため、ベノト工法で可能な| 限り 11: 1¥削し、 h枇止μ車終キりf位似l民4人百剖部|品i分 を 7様染匝礎さ工法によ

リf伺11:;尖iι .f'討'1性l

また、 Wi *" は S R C と し た い と こ ろ で あ ったが、 S R Cに jli ｾ叶， ｙｴｩｬｩ 特 Ｇｾｉ Ｚ をもっダブノレ ・ ス

ハイラノレ品Il i L 鉄筋工法を採用して 柿 巡 、 施工 の 安 定 性 を 尚 し な が ら 、 純 白 の 低 減 、 工

ml の担{ 和むをはか っ た 。

4. あ と が き

こ れ ら の 設J十辺、図が、各地工者がその品並行を思UIjI(， し熱氾: をも っ て工。1'; さ れ た こ と も あ

っ て、 ｬ 村弘 ｉＱ なＩ，む礎工 Ｇ ｊｾ 、 予定外の関与 ｬ 終ｬｩｩｉ ｩ ユ ニ Ｇ ｉ Ｂ｜Ｎ にもかかわらず、 Ｍ ＨＢ定の工 ｬｕＱＱλｬ に、寸 ｴＮ

rrmi l i ' I することなく述せられたことは幸江lf であ っ た。

(  ｦｉｏ ｴ， ｾｉｉＨｻ 二Ｏ F<I '11 ｾ，ｾ＠ nll r1i  f  ￎＺ ｾ 凶 ＱＱ 父約課 Ｉ

(5Ml ・町i)

外構 共伸建設 給排水設備 水 交 社

干670 岬目白山山守lrI 5  1ff!G ｾ［ Ｎ＠ r  E  1. 0792 H7 Ｕ Ｚｾ 出 干670 姫路 .!i Ml ar76品地 TELOi92 25  2. 165 

医療機穏 セントラルユニ大阪支社

干541 ｫ ｾｩ ｬ ｬｩ 取 ｉ Ｎ ＼ Ｉ ， Ｇｦ 物町 Ｕ Ｑ ＢＱ ＱＵ 昨 ｉ 止 Ｇｈ Ｇ ヒルＩ 1' EI. 01;  2H2 1:時l

内装 武田建材

干 ＶＷＲ 姫路 ｲｬｩ 飾 ｊ ｦｾＱ 正制 ｩ ｊＺＧ ｻ松 ノ κｬ ∞ 僻地 rEI. 0792 3G 5551 

空調設備 高 砂 熱 学 工 業

干 Ｕ 加 太 田 Ａｩ ， ｉｬｾｴｉメ引 ＱＱＱ 4  8  I北阪急 ビル 1 TEL  Ot) 372 2:i 日

電気 六興電気神戸支庖

干650 神ド llirl
l
央1，('1'1111泊' )

1  ｦＢｬ ＱＲ Ｒ 品 ＲＶ ｾ［ 山千羽 ビル) 1' EL078 2.11 5:;:開
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兵 庫 県 立 姫 路 循 環 器 病 セ ン タ ー



32.  rt.師Z

3J  倹 蓋 専 用 階 段

3'  看 路 舗 長 室

35 院 長 室

， . 応 後 室

37 事! l ! . I!! 皇室

38 司区梅室

39 ・m

' 0  医 局

"  電 話 交 換側 室

崎 電 子 計 奥 慎 重E

43 会 阻 重

制 吹 は

( 1' 笛}

( 6Ut )  

I_ JJ ハビリテーν ョンヨE

2.  T泌f.. a2:

3  便 局

' .  . 拐 室

S  エレヘーターホール

( 3  - 5 抽 1

. 床] [ 川 ナ ー ス 。

2.  I  ｾ事｝｛ ス テ ー ン ヨ 〆

3.  1f 'TI 病 室 12 病 棟 健 室

4  テ ィ ー ル ム 13 医 線 専 用

S 禽 I司区 エ レ ベ ー タ -

6 .  ，. &: 1:  14 .  } J 患者必] [

1.  ;胃 武 コ ー ナ 一 日 JI!. 鑑定

8  便 所 "  カ ン フ ァ

9  汚 物 処 寝 室

10 処 置 ま

1.  I . C. U.  25 ・ 員 食 盆 . . 断 層 得膨 重

2  汚物処理] [ 2. 外 来 食 盆 50 紐 音 波 倹 賓 室

3  場 限 蝿 カ J フ 27. ，! U野休納] [ 51 倹 資 受 付

ア レ ン ス ルー ム 28 食t I . 肉穂] [ 日 筏 師 ] [

4 .  C. C. U.  29 ， 111.寄 日 総 合 外 来

5 用 続 支 30 医 術 帯 朗 廊 下 降，指定

6  患者 問 便局時 31 .  az  S4 拙 合 外 議 後 付

7  倉 庫 32 サービスヤード 55 デ ー タ 処班Z

B  職員便局時 33 .  R  I  C T  帰彫] [ 5. 脳a検 査 定

9.  " 酷道具1 1 : 喝 34. < A 偏重 日 筋111国 友

10 空 岡俊 輔室 35.  R  I 機蛮z : ，1，) ・畜臼] [

H  女子更衣室 3. 便 所 58 負荷傾: l ! ] [

ほI i ! ' ・] [ 37 シ ? っ ー 玄 関 企 ‘ 固 定

日 医 師 免 ノ フ ァ 38 昨 夜 奪 回. . ，血友

レム〆スルー ム 39 カ ン フ ァ レ ン 副 ' " 倹蛮] [

" 男 子 更 衣 室 ス ル ー ム 目 減 自 由 主

15.  11子 計 算 俊 室 岨 心 臓 血 管 日 興 局取 務] [

" 怨 材 ] [ 盗・J ][ 制 !J!Ml 

17 ・務省軍] [ "  揚 鍋 友 田 偶 ぽ 管 l U :

18 保 安 定 時 脳 血 管 虚 ・ ; % 崎 医事 餌

円 京 厳 控 室 43.  C .  T  ，1・11室 町 刀 ル テ 庫

20 緩 急 処温 室 “ 時 ・J :I: 日 開 含 ' " ー ル

引高庄治標: 1 : 時個展作圃下 回 中 広

22.  1a1J J 専用 品 X 線 TVI ・膨: 1: 70 玄 聞 ホ ー ル

ヱ レ ベ ー タ - 47 ・・Z 11. M. S. w Z  

H 宛 底 . . ー 総 四 郎 72 外 来 鈴 務 室

"  理 鈴 鹿 1・・t:E 73 外来処/ J ( ] [

i4l 4 正面玄関 10. 心臓血管造影織影室 17. 病様処置E室

5 . 検査部I"J 待合 I I  中庭 18. 総合外来、臨床検査待合

6 .  C MC U  ( [ CU)  12  会計待合 19. 緊急検査室

7  .  . 手術室 2 ( 心臓系) 13. 病棟前拭室 20. 病練ナースステ - y ョン

8 . アプローチ 14 .  リハビリテ - y ヨン室 21 . 手術部門ナースステーシ

9 . 玄関ホールより 15. C MC U( C C U)  ョンより消潔ホールをみる

外来待合をみる 16. 心音検査室 22.  1床隻

L __ A _ _  ｾ ｟｟｟ Ｎ［＠ 6  ｾ皆

1 階

{ 地階}

'  間 程 倉a

E  剖倹] [

3.  r . J 室

・2 安 定

23. 病練浴室

船影 ( 1 、 3 、 4 、 9 、12)

S T UDI O A . T (山修一)

〔その他兵庫県提供〕



兵 庫 県 立 姫 路 循 環 器 病 セ ン タ ー

看 護 婦 宿 舎 施 工 福 岡 建 設

ー

l  会主t

2  コミ ュニティ棟入口

3  ロビ-

4  11産品主

抽i彬 S TUDI O A .T  

( J: ，¥ 修一)

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 謀

所 在 地 姫 路 市 西 庄 字 山 田 甲 52 0

建 築 面積 43D. 9 5 m'  

延 床 面積 1，219 . 8 2 m'  

構 造 規 模 R C、3 F  

工 期 昭 和 55年 12 月~ 昭 和 56年 4 月

ｬ県 ｬＱｍ 『ａｌＴ 立 ｌｩｊＮ 削飢似 Ｑ Ｚ距 Ｚ ｾｾ悦路 ｴ名 ｈ 制仙侃ｉｴ川 ｉ両 ｱ引 ｩ叫以ｾＺ辺 ＱＱｩ 日総詰 ｦ州内セン夕一附』以 Ｇｍ 石Ｚ“必並 ｫｲｬ 刷 Ｑ

する 1従4で、これまでの宿令と比較してよリヲビ尖したものとして、全

当i が;1 ｾ主、＼ＧￍｩＧＱｉ是 Ｉｪｪ 完備を ｊ 左Ｔ］として ［［ｬ￯ｉｉｾ をした 。

一宅の 大きさはＭＨＭＱ［Ｉ上の ￭ｬ ｊｬ ｗｊ もあり中 ＧＭＩＱＳｭ であるが、物干ＮＮｬ ｾｭ の独

立バルコニ一、 ilJJfi ダンス、 iJt I(lii .れしず; を設けている 。

Ｗ， ･ｬｾ のコミニケイションスペースとして ｬ 収抜のある止、ｼ弘 ｪ ロビーにテ

レビ、ステレオ、雑誌、新 ｬ Ｚｬｲｊ笥のコーナをもうけ、 ￥［ｴｾ ヰことしての

)11 ［金もＮＮｬｾねそなえた設備をｻ耐えている 。 また ＲＱ 併のＢ史 ｺｩ 再定にはお茶、

おイヒのサークル i円助主) の lH米る作法ヰミとしての機能を L たせ IIJ広い

交流の坊となるよう計画した 。

また、 ｩ ＧￍￌＧ ｩｬｬｬｩｊＩ＼ シャワーをもっ大俗本と、 ｾＱｴ ぶした小浴室を設け、 Ｓ

x代lI，I閣J務に対応した常 11寺入浴を可能とするよう計画した 。

作例以はｉｪ｜ Ｎに泌れとしてのものではなく 、多 ｦ ，ｾ化した Ｇ｢ｍｾ 式に対

比ーして"i J c ｪ 並 ｩ な Ｇ Ｑ，ｴ ＧｬｪＱｩ が常まれるよう色［ｦ ｾｬ ￬ｉ ｾｉｬ ｩ に氾Ｚを円己した

( 大jl Lj 1放 ｬｕｈ り ｲ｜ｍｲｬ￮ｦｩＺ 定古 ＱＱ 党総 ｾｾｬ )  

ー ー -

- ーーー

アブローテ

o  10 20 ( m)  

L  ｾ＠ _(但ーーー一ームーーーーー」

二二- コ

1 階平面図

電気設備 菱 成 電 工 姫路 ｲｬｩ 即ｾｦ｛ｊ Ｓ Ｇ ＱＸ Ｍ 2  T  E  L0792- 34一∞47



兵 庫 県 立 姫 路 循 環 器 病 セ ン タ ー

医 師 公 舎 施 工 宮 本 組

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営繕謀

所 在 地 姫 路 市 西 庄 字 山 田 甲 520

建 築 面 積 896. 25m'  

延 床 面積 1，039 . 60 m'  

構 造 規 模 R C 、 l F ・ 2 F  

工 期 昭 和55年 10月~ 昭 和 56年 3 月

兵 庫 県 立 ylH 奇循環昔話病センター附属医師公舎は 、家族向 3 L D

K (  R  C 、2 F 、戸当 80.5001') 2 戸、小家族向 2 D K ( R C 、 l

F 、戸当48.4001') 5 練 10戸、医師の待機宿舎総研修医宿合 1 K  

( R  C 、 2 F 、281. 1101') 1  隙 10室および病院全体の受水糟で

構成されている 。

病院本目立から約 300m離れた南 *l i ' lの斜面にi ! I J ixされた階段状

の敷地にあわせて 、こ れら Ｙ つの棟を屋似の憐成を主 ｉｉｴｾ にして

素直に配iEする一方、各戸! 日! の採光 、通 j弘、プライパンーの倣

{ 呆に努めた 。

待機1 Yi合は、一室4 .2501 X6. 40mの中にパス 、 トイレ、 小 キッ

チン、洋! J I l ダンスを設けて I，'ff五性の! 向上 をはか った。

また、全体の仕 |二l立、病院、本館、 fi' ，;盟trt t宿合ともあわせて同

系統にまとめるとともに全体がI j i. 調に| 拘いらないよう特に注意

した 。

(  Ｔｗ ｩ ｴｬＡＮ ｦ ｬｩＡｬ ｬ リ ＱＯ兵 ｨ ｬ Ａｕ ，ｾ行 Ｑ Ｑ di 位屯削減給謀 )

三

配置図 ・1 階平面図
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京 都 木 津 川 病 院 設 計 都 市 科 学 研 究 所 施 工 佐 藤 工 業

V  
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所 在 地 京 都 府 城 陽 市 平 川 西 六 反26番 地 1

敷 地面 積 10 ，760m'  

建 築面 積 2，528m'  

延 面 積 5，489m'  

事情造規模 R C 、 4  F 、 P 1  

工 期 昭 和54年 B 月~ 昭 和55年 3 月

診 療 科 目 内科、外科、整形外科、脳神経外科、

小 児 科

ベ ッ ド 数 20日床 ( 1日日床スタート → 現 在 20日床 )

京高11木 d! 川病院は、 100ベ ッ ドの病院としてス

ター卜したが、近い将米にｬｬＢ Ｑｾ を行い、 ＴＰＰ ベ

ッ ド の 病 院 に な る 予 定 で あ る 。 こ の 病 院 を 計

画 す る に あ た っ て 、 わ れ わ れ が 政 も 苦 心 し た

のはこの点にある。

つまり 100ベ ッ ドの病院と 400ベ y ドの病院

とし、うのは中島ll! ニl カ' 4 になる 11，fj ではなく、

内部機能にしても、社会的な役' ，Imにしても、

大 き な 質 的 な 述 い が あ る は ず で あ る 。 本米こ

の牙' 盾した修行をいかに無思! な 〈スムーズに

成 立 さ せ る か と い う こ と が こ の I!I 耐 の 重 要 な

，［ｾｾ起であ っ た 。

いうまでもなく、医療の発注は文' j ミi 1 i i
l
l 日if主

J J ! 少である 。 将オをの変化に対応し q! 卜るフレキ

シブノレな ｦ ｉ ｙ ｪＮｪＱＡＺをいかに自 ＱＩ り ｕｾ すかということ

は 、 こ れ か ら の 病 院 計 阿 で ま す ま す 重 姿 な 諜

組 に な る で あ ろ う 。 わ れ わ れ は こ の 変 化

という泌泌を解がとするにあた っ て 、 病 院 の あ

‘ ゆる市11分を、 白変 化 す る 1111分 " と u 変化し主

い古11分 . と し て と ら え る こ と に よ って 検 討 を

進 め た 。 そして紘{ ， iR裂 な 変 化 し な い 部 分 と

して Mt出を I止l E 付 け た 。 11i.Hlli はf内Hえの 1'j' 行守そ

の も の で あ り 、この百日分が川 i込いのないし っ

か り し た 川i立を持つ必裂がある 。 この付絡に

柔らかく変化する苦11分 が 附 殖 変 化 を と げ な が

らまといつく姿が、病院の似ノド il(J な生態だと

与一えて良いのではあるまいか 。

われわれは京行11木 山 I11病 院 の 術 械 を y ンフノレ

で ｲｾ Ｚ ｉ Ｇ ｉＩ とな ｉｦ ｾ ｲ Ａￋ に官手えることカ ぜてＢきたと， ｅｉ う 。

今後この病院がいかなる経ｴＺＺ ｊｾ を経て、 ＴＰＰ ベ ッ

ド ｬ こ手多 ｦｦ してし、〈 σＳ ヵ、を ｽ ｉｾＧｪ ニりたし、と忠、う 。

(: 友広 J J V百Ild，科学研究所)
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久 野 病 院 設 計 光 安 建 築 設 計 事 務 所 協 力 和 光 建 築 事 務 所 原 因 設 備 設 計 事 務 所



施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市 垂 水 区 神 出 町 広 谷

敷 地 面 積 4 ，038. 00m'  

建 築 面 積 1，714. 20m'  

延 面 積 4 ，607. 53m'

権 造 規 模 R C、 8 1 、 4 F 、 P 2  

工 期 昭 和551手8 月~ 昭 和56年 B 月

診 療 科 目 内 科 、 外 科 、 産 科 、 婦 人 科、理 学 療 法 科

ベ ッ ド数 170床

神 戸 市 の 阿 部 地 肢 の こ の i立i丘 は 、 医 療 施 設 が 過 疎 な の で 市 当

局の ｾｬ 解 ・ 指導を受けることができ順調に計而を進め得た 。

久野院長のｾ人医療を主体とした総合病院として，ＱｉＭ阿を進め、

そ の た め の 研 究 室 を 設 け た 。 !J. '.:/'i のうえ持ちをやわらげるため

に、 l  階ホーノレに壁画や 、 41滑 に は 談 話 室 を 設 け て 配 慮 し た 。

医 療 器 具 は 紋 新 の も の を 取 り 入 れ 、 コ ン ビ ュ ー タ ー の 導 入 、

I C U、 水 治 療 ・ 機 能 訓 練 室 を ;;1 函 し 、 設 備 の 省 エ ネ に は と

くに巧ｉＮｬ｜ＺｩＺを払い、蒸気 ｩｗｾ ｬｪ Ｚ 日語、給湯 ・ ｈ 畳房用に ａ 取 ｩｬｬｬＡＮｊι 気発

生 機 を 使 用 し 、 空 調 ゾ ー ニ ン グ3-I-i 菌、 井 水 に は るがい水( 島! / )

が で な い よ う に し て 経 済 性 を 求 め た 。 また病室特有の! 込気が

拡 散 し な い よ う 各 室 l i iH¥l' !l' 以 と し た 。

.r;.;道kkl 稲 合 は 別 僚 と し 、 保 育 室 を 1 ｾ皆に ｻｪ ｴＭ 設、 Ｕ ド符には｜ＧｪＨｦｦＡ

の 談 話 作 法 皇 を 設 け て 、 制 平IJ厚 生 の- Z31 とした 。

病版、本館、; r : -u型婦街17械 を 175
J

;子幹線道路に 1((μj にし、出品 711二

か ら i返さ' け る 配f古とした 。

Ｈ光安 ｊ 主光・ 光安 ｪ 宝ｪ＾，ＱｪＺ Ｍ 青瓦ｾ［ 1'[ ｾｦ￬＠ .  . 1，馬場伸之)

EEJ  

， 

L4日

l  病棟雨前金1;t

2  待合ホール

( 陶民間 : 林康夫作)

3 . ナースステーンヨン

4  . 手術室

l - 工L一 口 一日 n 円 且 _ n  

[ ]  n  

C  

ロ

病 棟 1 階

議員駐車場

E J8- J  Y  

5  新生児笠

6  分娩室

7  機能PJ II 糾 室

8  病室

9  活復帰rli 令

1  :  600 



桜 井 医 院 設 計 監 理 ゅ う 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地

敷地面積 1，654. 92m'  

建築面積 456. 77m'  

延床面積 424 . 29 m' 

橋 造 規 模 R C  平 家 建

工 期 昭 和56年 7 月~ 昭 和56年 12 月

診 療 科 目 内 科、 小 児 科

病 床 数 12床

当敷地は、田沼街道が藤校駅より南下し、西南に向きを変え旧道となる

辺りに位置する 。設計に当た っての、脱井先生の要望は、平家主主ての診

療所を、ということであ った。周囲の茶畑、回向11に: i i l i なる広い敷地に建

つこの建築は、コンクリート打放し ( セラスキン l次付) の枠組と、その

中の妬総タイルの壁面とで構築されている 。玄関は、枠組の構造が視覚

化される場所にあり、来函に延びる t石器タイルの外壁が、カーブを描い

て待合室の外壁となり、ガラス張りの玄関を経て、内部へ廻り込んでい

る。 この R タイル! i i の内側は、木質仕上げとなり、上部のト ップライト

よりの光が、壁と同材の孤形のベンチと R! i i を彩 っている 。外部の強い

水平性にアクセントとなる X 線室の勾自己屋紋は、その上，' (1. を内廊下上部

まて嚇しけ、そこにト ップサ イドライトが設けられている 。この上方より

の光は、診察室およびX 線室へ通じる廊下に消潔な明るさを与えている 。

パーティションの側聞は透明ガラスが使われ、廊下、小部屋の狭苦しさ

を和らげている 。病室は、 L 字形平面の奥の音11分にあり 、南に回し、ア

プローチ方向よりは、凡えない配世となる 。 これらの病室には、天井ま

での出窓が設けられ 、l場差しを充分に受け、明るい室内とな っている 。

Ｈ 衛藤ＡＡ｜ｾＮ夫 Ｏ ゅう建築設計事務所 ｪ

施 工 杉 山 工 務 唐



「
百

1. 病室出窓をみる

2 . 受付前廊下より待合室をみる

3  前面道路よりみる

4  ナースステ- : / ョン

5 . ガレージ ・X 線室勾配属織をみる

6 .  トy プサイドライトのある廊下

b世彬 グループヒ' ット

， 

I  

配置図・ 1 階平面図



- 写真と概要をどしどしお送り下さい。

凡官IJ : a. 所在地 b  敷地面積 C. 建築面積 d 延床荷積 e . 構造規 桜 f 工 JtlJ

1585 日 昭 会 同 病 院

設 計 監 理 日 建 設 計

施 工 清 水 建 設

a  香川県大川郡宏、j立町字天聖子

b .  8 ，684m'  

c .  2 ，782111'  

d  4. 151m'  

e .  R  C 、 2 F 、( 186床)

f  昭和56年 1 月~昭和56年 9 月

1588 河 内 総 合 病 院

設 計 施工 清 水 建 設 大 阪 支 庖

a . 東大阪市機枕束

b.  3 ，906. 64m'  

c  2. 179 .85m'  

d .  12 ，060. 08111'  

e .  R  C 、 B 1 、 7 F 、 P 1 、( 350床)

f 昭和 55年 2 月一昭和56年 6 月

1591 医 療 法 人 山 紀 会 山 本 第 三 病 院

設 計 施 工 大 成 建 設 大 阪 支 底

a  大阪市西成区南津守 4 丁目 232番地

b.  3 ，556 . 62m'  

c .  1，401. 70m'  

d  7 ，337 .63m'  

e 、 R C 、 B 1 、 7 F 、 P l 、 ( 4051*)

f  IIllf日54年 5 月~昭和55年 7 月

1586 あ か ね 会 土 奇 病 院

設計監理ー 日建 設 計

施 工 : フ ジ デ 工業

a  広 fJj 市中島町 3

b .  2，768m'  

c .  1，845m'  

d  14，596m'  

e .  S  R  C 、 B 1 、 8 F 、( 330床)

f 昭和54年 11 月~昭和56年 10月

1589 武 蔵 野 赤 十 字 病 院

設 計 監 理 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 大成・戸田・五洋建設工事共同企業体

a  東京都武蔵野市境南町 1 - 26ー l

b  .  57 ， 673 .  25111'  

c  4 ，625. 80111'  

d  23 ，587 .60m人 ( 567床)

e  S R C( B I - 4 F) 、R C( 4 F - 7 F) 、7 F 、Bl

f .  II@仰55年 3 月~昭和56年 II 月

1592 博 愛 茨 木 病 院

設 計 監 理 昭 和設 計

施 工 . 鴻池組

a  茨木市 '1"総符t 3 丁目 46ー l

b.  2，258 .0801'  

c  1，145. 23m'  

d  4 ，515. 87m'  

e .  R  C 、 B 1 、 5 F 、( 130床)

f . 昭和54年 12月一 l昭和56年 1 月

E-- 圏

1587 日本生命済生会付属日生病院

設 計 監 理 日建 設 計

施 工 竹 中 工務 庖 ・大 林 組 共 同 企 業 体

a 大阪市西区立5t t肩i 6  - 3 9 - 3  

b  6 ，109 .73m'  

C .  5 ，861. 00111唱

d .  27 ，764 .00m'  

e .  S  R  C 、 B 1 、 7 F 、( 350床)

f  昭和55年 2 月- 1昭和57年 3 月

159日総合母子保健センター( 愛育病院)

設 計 監 理 伊 藤喜 三 郎建 築研 究 所

施 工 。 東急 建 設

a 東京都港区南麻布 5 丁目 201- 5  

b .  4 ，796m'  

c  1，661111'  

d .  6 ，898111'  

e  R  C 、 B 1 、 4 F 、( 118床)

f. 昭和54年 9 月~昭和56年 2 月

1593 医 療 法 人 一 高 会 野 村 海 浜 病 院

設 計 監理 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a . 神戸市須謄区須磨浦通 2 - 1  - 41  

b .  4 ，452. 00111'  

c .  2 ，149  30m'  

d . 6 ，159. 00m'  

e  S 、 3 F 、 P 1 、(195床)

f . 昭和55年 6 月~昭和56年 10月



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております.

1 6 8  

建築指導行政に求められるもの( その 2 )  

建 築 と 防 災

防災は古くて新しい問題である 。 災いは 1I町l調

な流れをせきとめるＧＪぐという こ ｦｾ に起 ｩｬￍｊｩ し、 ｴ 止の ＧＱ Ｇ
に起きる支障を総 ｾｉｊ［ するが、火印を含むのは ｮ 然

発火や7喜市を念頭においた作字であろう J ( i英字

の語源研究 総立 ｉ Ａｊ ｊ 係者ｆＩ 。 また 「 災ｾＺ数助の規定

は大宝律令の中に見える J Ｈ 世界大百科昨ｾＴＭ : 平

凡社 ) というように、当時の災害は天災地変を: ¥J .

議していたとはいえ、防災は古くからの関心 'J j:で

あった。

一方、今日では、複合ビル ・高層ビルの火災、

地下街のガス始時発、 f悶々の住宅でもプロ パ ンガス

の是非発、ガソリンのJ :JI 火、それらが市街地の密集

化 ・絞雑化により間的拡大をもたらすなど、 ill 築

物の防災も絞雑多様化している 。記t近、テレビの

j'l} l皮送で 「タワーリング ・インフェルノ 」 を比た 。

超高層ビルは人知のっくりだしたものであるが、

い ったん災害が起きると制御装置に欠陥があるか

ぎりもはや人力の及ぶところではなくなる 。

災害もまた時代とともに進歩している 。 災告は

くり i!K し生じ防止し得てないという点において、

た科学技判術; 可iの進歩により新しい災: 寄£が生ずる J

において、防災は今なお今目的課題である 。

〈建 築 基 準 法 と 防 災〉

建築基準法の、 「ーー 建築物の敷地、椛造、設

備及び用途に| 見lする段低基準を定めて、同L止の生

命、健康及び財産の保護をはかり、も って公共の

板祉の増進に資することを目的とする J という理

念からして、住築物の安全性の確保、防災は法に

おける基本球起である 。

法は科学技術の進歩、続発する災害の経験をふ

まえ、 l' 祈次拡充され今日に至 っているが、現在の

体系は①新築、 WI 築H寺に遵守すべき| 坊災規定・・ ・・

| 坊火、避難、設備さ寺;lj l . 体規定、 ②工 'J j : 中の安全対

策 ー仮使用水認制度、安全計画='t I r. の提出、 ③建

築物の維持1 A : 互11... . 定WJ 報告Hi I ] J.irてe あろうと忠わ

れる 。 そのほか、昭和54年には多数の人が利 mす

る特定の，主主築物については、さかのぼ ってi!! Hl 1t施

設の整備を行うよう指導する 「建築物防災対策要

綱J が定められ、昭和56年には、日さが31 rn をAa

える建築物については原l ! I J として il ! J i 災計画、作の

作成j を指導するようという通達がだされている 。

建築基準法は建築時の施設整備を中心とするハー

ド面を主として犯当しているが、近年の災: J ; : はキ11

持管理、人の対応などソフト簡との述携が重要な

諜題とな っている 。

〈ノ、ー ドとソフ トの連 携〉

昭和55年 l l F l に発生した川治温泉のホテル火災

事故はいろいろな教訓を含んでいる 。建築関係の

大し、内部が迷路のようにな っ ていた 。 防災ＱＮＺｾき

により指摘された①| 坊火区画を設出すること、 ②

木造音11の接令官11に甲種防火戸を設置すること、 ③

廊下階段笥: に非常用! 照明を設位することなどもほ

とんど改善されていなか っ た 。 また建物の定 Ａｾｉ 報

告がなされていなかったことなど防災施設強制li へ

の自己｛ｾもトラ ｈｲ われていなか っ た 。

消防関係でも ① 向動火災報知l設備を完備するこ

と、 ② 誘導灯、際識を完備すること、 ③ ｼ坊火ｾ・耳ｉｬ

者を選任し、届出すること、 @ 消防設備の点検を

資格者が行い、結' * を報告すること、 ⑤ 消防計画

の作成、 l討山および訓練を実地すること、 ⑥ 改善

計画ｾを徒出すること、などの指導がなされてい

たが、当 ｈ 年 ｮ 動火災報知設 ｻｩｩｬ 工 Ｇｊｾ が完了していた

にとどまるようである 。

加えて、火災発生時の基本的・I';mである火災の

確認、通報、避錐誘導、宇JJJVI ｩｾ￭ 火が適切でなか っ

たため、宿泊客のほとんどは健で火災を知り、ドl

カで脱出を試みたが、火災発生の Ｇｉｾ 笑認知が ｩ 亙れ

たため、このような大惨 Ｇ ｉ ｾ に至 っ たといわれてい

る。

建築面の桁摘にしろ、消防設備の不備にしろ、

これは挫物が備えていなければならないハード而

であるが、その地設が適正に維持ｾｾＺ理され、うま

く防火 ti ・1型システムが確立されていなければ、災

害の拡大はふせげない。 さらに火災の早期発見、

早期通報による安全避難や初期消火も十分でなか

ったというソフト而の問題も指摘されている 。ハ

ードな地設の税制ii は災害が起こ ったとき、それを

Ｚｩ ｾＯｊ 、 ＱＱ 長にとどめるあくまでも 「 牧 ｉｊ であり、それ

をいかに適切に恰ー理し、災与発生l I ;f にはそれをい

かに手11mし11l: 大をふせぐかという 「人」の問題が

: i ! l ! 繋していなければ砲設強制ii も芯 l沫をなさない 。

ふりかえ って、大阪府下の，怨物の維持住'llli 状汎

はどうであろうか 。 昭和 ＵＵ 年度の往築基ｩＮ｜ｾ法 Ｑ Ｒ 粂

による定期1桜台の実態をみると、特殊鐙築物の報

告率は 59% 、設{i i i 63%、. f l 除機等 99% とな ってい

る。 ここで特殊建築物についてどのような指摘が

あったかを大阪府分で分析してみると 、報告件数

の35% について何らかの指導をしており、その内

訳は、情j 1 t fl(J Ｇ｝Ｇ［ｊ 貨 ＳＶＥ 、防火区 ｾｉｩｪ 9  % 、| 幼火戸の

不備 ｩＳＹ Ｅ 、 ｩｬｬ￯ 維持壬路上の陸ｾｾＺ物 Ｙ Ｅ 、その他 Ｗ Ｅ

とな っている 。

すなわち、地設は時がたつといつまでも建設時

の状態ではないし、適切な維持竹君! がされておら

ず、災害時に役にたたない恐れのある怨築物が存

イE していることを示している 。

それと、ここにはあらわれていないけれども、

古い建築物で佳設当時は適法であ ったけれども、

現在の規定を満足していない、いわゆる既存不通

指摘によると、 4 図にわたる W: Wi により而村{ が拡 佑建築物も多い 。 このうち、行 1'( I?i 、ホテル、病

院など鋭肢が大きく、多数の人が利用する建物に

ついては、 「建築物防災対策姿綱」により、でき

るだけ現在の基準に近づけるよう避難施設の改普

を指導しているが、大阪府下では、対象建築物126

件で、このうち惜置完了、工事中合わせて 3 0 %、

計画中42% 、未計画28%となっている 。 その講ず

べきf I ¥; 置の内容は非常用! 照明対策3 7 %、たて穴対

策26% 、最終illi 総経路の確保3 1 %、非常用 Hf. J 日昔11

の確保 6 %である 。 これらの往築物はいったん災

害が起きると大惨事につながる恐れもあり、施設

の技術 ・制u寺管理は防災対策に欠かせない 。

〈建 築防 災推 進 検 討委 員会 での論議〉

阪府では、繰り返される災害への対症療法だ

けでなく、長期的税型f にた って、その具体策を検

討するため、昭和56年度に線記委只会( 委只長/

近畿大学助教授 ・片倉健oiU を設けた 。 この委以

会は第 l 分科会 ( ｾｉｉ ｾ 持管理 Ｉ 、 ｾＲ 分科会Ｈ防災組

定 ) 、 第 3 分科会 ( 防災啓袋 ) で検討をすすめ、 57

年 3 月末にはその提案をいただくこととしている 。

この委只会における恭子の論議をみると、現行

l!，I] J支の問題点について、防災規定に関しては①ill

物の条件に適した有効な防災設計を重点的に行え

るような防災総合設計というべきものが考えられ

ないか、 ②仕様3 白(J に一律にな っている規定を用

途によ って見直す必要があるのではないか、 ③大

規校，建築物は規定が厳しくなるが、小波紋控築物

の防災水 i¥" の1) 1 さにも問題があるのではないか、

等であり、維持色司! については①これまで建築| 坊

災の縫進は 「物J を中心にすすめられており、ソ

フト而に問題があり、その tfll 利用者も疎外されて

いるのではないか、 ②防災というものがわかりに

くく、各法律とその行政機| 県! の中11互のかかわり方、

役割分 j!l の明確化が必要ではないか、③既存不適

絡主主築物への対策を検討すべきではないか等であ

り、防災啓袋については① 防災に| 期する立織を l喚

起し、その意識を目玉めなければ、他の啓蒙策もうヴJ

* がi¥'f い、たとえは、学校教fi の治則、設日十地工者

は| 坊災に 1"引"J 家としていかにとりくむか j とい

う意識の l喚起などがある、 ②防災関係の活動が一

元化しておらず、啓蒙活動もまた同じである、こ

れを一元化できないか、などである 。

すなわち防災規定を総令t I リに 見直し、その水i ¥' ¥

を ＧＱￎｾ ［ に維持する 。 そして防災にｼ県 ｬ しすべての人が

身近に ｦｾｊ 心を持つよう防災 ｉｬ ｦｊ泌の日常化をはかる

必要があるのではないかということであり、この

委員会の従突を受け、 57年度はその具体的施策に

ついて検討を加えたい。

*  

防災は Ｔ 建築指導行政における紋も法本的なｾＢＪ題

の一つである 。 災害は起こるたびに、防災の重要

性が ｉｕｾ ばれるが、やがて忘れられる 。 防災対策は

' 代用がかかるが、利益を! : l 三むものではない。 そこ

が、防災対策は法があるから、その基準の最低を

守ろうという受け身の姿勢につながる 。

映画 「タワーリング ・インフェルノ J で、 「こ

れはタワービルというよリも、人殺しビルだ」と

いう台前lがある 。 人wがiit りだしたものが、人w

のfl J ll 術l し科ない状況となりうる場合もある 。|幼災

はそれに備える日頃の心桃えかもしれない。

( 大阪府建築指導課 高重清弘)
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- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

.カ ーテンウオールの内壁に

・ダクト、タ ンク、ノぞイプに

・近代建築 ・プレハプの内装

・浴室、調理室の天井側照に

・テ レビ無人仲継所、発電所

など・重・弱電に

- その他あら ゆる結露場所に

うすい塗 膜(0 .8- 2. 0 ミリ)

の塗布烈防露剤セ キユ レー

トは工期の短縮、簡単かっ

経済的に皆様の問題を解決

しています。

エ ヤ レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根 裏 折 板 吹 き 付 け 京 都 信 用 金 庫 ・ 北 山 支 庖

カ タ ロ グ 進 呈 申 し 出 で 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキユレート事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55( 三和ビル) ( 〒541) T  E  L 大阪 (06) 203ー 5331附

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 1 一 1 - 9  (〒111) T  E  L 東京 (03) 844- 6171
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〈新 建 材 紹 介 Jfo. 88)  

大 仏 平 板 瓦
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー
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緩 勾 配 平 板 粘 土 瓦
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株式会社大併

本 社 干605 京都市東山区今熊野大仏池田町 9 - 9

T  E  L (075)  541- 3344 

東京営業所 〒160 東京都新宿区西早稲田 3 丁目 23- 8  

( 早ヰ百回セントラ J レビ J レ1 F )  T  E  L (03)  202ー 7801

東洋古来からの本王手瓦・西欧のスパニ ッシュ瓦 ・ る場合も何ら野地構造を直すことなく簡単に主主け 毎に打ち、右下より績にかぶせ主主きをする。( 上

丸伎平瓦 ・江戸中期よ 1) 発達した日本の餓瓦や大 る。 段平瓦こばの中央凡形のへこみ部分が下段の平瓦

正初期から生まれた S 型瓦などは、いづれも波形 4 .  1 ) : き上げ安定 ・軽量の耐寒瓦である 。 の左右水切凸音1¥に正しくはまり込むようにする)

曲線の瓦であり、天然スレートや平板粘土瓦は、 a) 尻の引掛けの形が平面的に安定し、左側水切 b) 横の働きも約 250mmとし、軒が著しく長〈、

いわゆる完全 3枚重ねであり、荷重とコスト高の 1) 受台も段落ちて" 表面も野地に安定してついてい 流れも長い時は、 2 m間隔に縦盤を予め打って通

平板瓦である 。また、ドイツで発達したドイツ型 る。 り芯が狂わぬようにする。

瓦やフランスのフレンチ型瓦は、いずれも縦に水 b) 平板瓦王: f . き上げ重量比較表

7 レンチ瓦

m'14. 2ii x  

3  5kgキ50kg

3 . 地割りの悪い時

a) 通常のH寺は中11J 瓦は、軒先左右共小平10瓦か反対

に大袖瓦を使用し、二段目に各々反対の大きさの

中Ib瓦を使用する 。また地割りの惑い場合は、左右

どちらかに各々大小反対の袖瓦を用いることによ

って、半端な I也容IJ りを解消する。

を流すため表面に深い凹凸の湾与をつけてゴツゴツ

した表而の板状瓦でしかも縦横の重なり部の水切

りが不十分であ った。さらに我国で最近発達した

波状式 ・縦構式 - 杉織り式平板瓦も、これまた表

面に凹凸をも っていて、フラ y トな美しさと、十

分な水切り性に欠けるところがある 。そこで大仏

平板瓦は、表面を可能な限りフラ y トで、直毅的

かつ重厚な新しい屋般を創造出来るようにした。

また、特殊な水切り装置によ って 2 寸 5 分勾自己ま

｣ Ｉ 特 ｾｊｉ と良質粘土に若干のシャモ ッ トを混入し高 b) 筈IJ り付け不足の時は、平瓦の横のつきつけ に

溢焼成で長H寺間ひ っぱり焼成するため完全焼結し

九形のへこみの遊び( 約 3 mm) を適宜利用し害IJ り

耐寒性が大となる 。 込みをする 。

d) 平板瓦の高温焼成による歪みを焼成改良によ

での緩勾配も可能とした 0

・ 品種

在来の日本原L土に適合したいぶし瓦、素焼焼締瓦

をはじめとして 、紬薬瓦においては、つや消し窯

変の青銅色 ・いらぽ色 ・銀盟色等の結晶紬薬を採

り上げている 。また注文により特別色も製造が可

能である 。

・ 特長

1  . 直毅的で重厚な段主主きの味わい

a)  日本瓦 ・S 瓦などの波形曲線に見られないプ

レーンな感覚が得られる 。

り小 さくすることが可能とな った。

'''t き一段目旬 、

【盟凹みの" い

L'" . 使 う.

b)  フレンチ瓦 ・ドイツ瓦などのでこぼこ縦線の . 施工要領

固苦しさがないプレート感覚が得られる 1  . 役瓦の使用

c )  25mm厚の段立きの重厚な粘土瓦で、つや消し a )  '1¥1:瓦は; "f . き」ニげ図のように厚み中央に九形で

窯変結晶果自の深い色党が符られる 。 へこみのないものを使用する 。

2  . 超緩勾自己が可能である 。 b) 袖 五 は 尚 子 同h瓦を使用し祁! の陰影を現出す

a) 平状のため流水面も初屯大きく、重なり自の単 る。判11の尻と垂れの検 2 ケ所に釘打ちとする 。

位流立が少ないため毛細管現象が少なくなった。 c) 棟瓦は三角棟瓦直伏せとし、三角棟巴 ・三角

b)  登 1) 重ねしろが70mmと大きく、しかも三段式

水返し付きの逆流防止瓦て" ある 。

棟カ ッ ［ｴ ｾ ンイ士鉾とする 。

2 . 割付け桟打

c)  中央; 下音[1の襖凹状の二重山形水切りにより、

凸状の様に水が跳ね上がらず、 1向を巻くことによ

り水のかき分け効果を大きくした 。

a) 平瓦は登り利足 250mmで、引掛践を登り 1 7' IJ

d)  巾広曲線水切りっき受け台によ って、平瓦償

っきつけの漏水を完全に処理した。

これら の水切り装置によ って、はじめて 2 寸 5 分 図- 2 平板袖瓦葺き上げ図

勾配屋恨の沿: き上げを可能とした 。

3 . 施工は比較的簡易である 。

a)  右下からの横重ね王[ きで平瓦こ( : r _ ，へ形へこみ

の、はめこみ式のため施工能率が良い。

b)  l[fj :j也割り の悪さも左右大小四種類の袖瓦の組

み替 え使用と 、平瓦;横巾微調援によ って解消。

従って在来瓦を、こ の平板瓦に取り主主え て ほき上げ 図- 3 平板瓦葺き 上げ断面図

's.. 

IJ 

左小冊瓦

)' -125 -，1 

千2

H 刊帥一一250一一「トー- 250一ーが- 2 5 0

ｾｑＺ＠

左 大 裕 宜

( 地割の悪い 時)
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お小抽瓦
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建 材 委 員/ 片 山 恒 男 (大成建設(術大阪支底l : I l 築部技術課係長 )
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快適な生活環境づくりにとりくむ

古河電工の自信作

黒のソーラー

- 第一勧銀本庖超高層ビル用ソーラー

- 古河ソーラーコレクターは

築熱板の心臓部である表面は、“ 選択吸収膜" と呼ばれる処

E里がなされ、太陽光吸収率α が大きく、熱放射率ε の小さ L 、吸

収面となっていまホー

選択吸収菌には酸化銅、着色ステンレス、ブラック ・二ツケj レ、

ブラック - クロムなどがあります力〈この中でブラック ・クロムは

最も特性が良く、特に安定性が優れていることで世界的に定

評がありますL

古河ソーラーコレクターの選択吸収面は、このブラック ・クロム

処理を日本て咋刀めて工業的に行なったものであり、 α は0.92-

0.96、訂正0.08- 0. 11の特性をもちます。

快適床暖房

.n.4 ' I4I J  

... .，.. -c 

. F M ' 14J l  

. n14. r・2・

-、 〈三

Ｎ ｆＧ ｍ Ｇ Ｑ Ｔ Ｓｾ＠

古河ソーラーフヌヨr-b 且血盟国: t : J . J 巳ード

- サ ンサニー ( パネル式電気床暖房)

・エコノヒー ト( ケーブル埋設式電気床暖房)

・ユカダン( 温水パ ネル式床暖房)

・キュアレックス( 架橋高密度ポリエチレンパ イプ)

・MIケーフソレヒーテインク'( ノマイプ ・タンクヒーテインク')

・インフラミック( 遠赤外線轄射ヒーター)

・タ'ンJ レーフ、ンルパー ( 断 熱 材 )

・フォームエース ( 発泡ポリエチレン)

・光 フ ァ イ パ ー

- パ イプカバー( 発泡ポリエチレン)

・古河温泉用ノ マイプ

・サーモインチューブ' ( 被覆銅管)

・太 陽 熱コレクター (ソ ーラシステム)

・エフレックス( 地中電 線 路 )

・プラフ レキ ( 省力化可換 電 線 管 )

・トヨダク ト(フ レキシブルダク ト)

・ビニールテープ( 防食用)

・サ ンダム ( 防音 材 )

栄光開発株式会社

- 大 阪 営 難 所/ 干 530 大 阪 市 北 区 堂 島浜2丁目 1番 29号 ( 古 河 ビJ レ6階 古 河 電 工 内 ) 合 (06)343- 0261 

・ 本 社 / 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内2丁目 6番 l 号 ( 古 河 総 合 ビJ レ6階 ) f i (03) 286- 3488 



マイ・フ ォト

ヨ ー ロ ッ パ を 旅 し て

ホロンドン砂

中馬博良/ 1附民谷川工務庖

生まれて初めて訪れた外国の街

読者の頁

マムのらくがき砂募集

。テ 7 1 1 .  r春J rI J  r秋 J r冬j 町四季をあらわすもので.

7 イトルを 通当にお つけ 〈ださい. またスケ y チ渇所などを含め

て 2∞字位度的コ メン トをつけて下さい.

。サイZ は I50X2∞ミリ 桜皮肉 白紙に. できるだけ黒イ ンキで書い

た もの とします. Iハ ガキ大でも差しっかえありませんJ

0 1品厳分には組定的稿科をさし あげます. 原刷としてスケ y チ肉眼

情 的 返却はいたしませんがＮ返却 希 望の 場 合 は そ 町 旨 特 Ａ ｾ下さい Ｎ

0 氏名 . 住所 . 職草. 年齢 を明記 して船日本遺築協会姻集部宛J; 送

') 下 喜、、.

ロンドンは、イギリス人の気質( 古いものは、す

べて 良い) そのままに 、都心には 、新しい雄物は

ほとんど 見 られず、外観はそのままにし、 '-1"沫だ

けを伴えるものが、目立った 。街には新者があふ

れ( 失業人口 200以上 ) 公共事業も減 1) 、長11市再

開発も手がつけられないで、レンガ造りの 100年

以上もたつ建物のスラム化が一昔11ではi . l l i んでいる 。

今では煙を出さ ない煙突のある 郊外型住宅群

- といわれているカヘたそカずれのロンドンは

情緒にあふれ、煙突を残す住宅は、昔凡た「メリ

ーポピンズ」のジュリー ・アンドリウスを、思い

出しました 。

そ の 6 あ ら か じ め 知 る

田中 建 美/ i ，'t A<l.Il . l 1 ( 附本社宵エネルギーエンジニアリング部

アルプス登頂の成; i ; - I立、極度に気象条例4 に支配さ

れるが、天候をあらかじめ予想できれば、笠mは

約束されたと言えよう 。 建築の省エネルギ Ｍｾｴｪｩｬｩｪ

もこれに似ている 。ぷっつけ本番の建設で、所Jm

の性能を W: A に災現するためには、あらかじめ計

画案のエネルギ- i i 'i1f 性 向 を知らなければならな

い。 これさえできれば省エネルギ一日 lillfj のj主成は

半ば約束されたと言っても過言でない。

だが、あらかじめ知ることは、かなり大変なこと

である。建物のエネルギー消Vl s は、手t節 ・，辿設

J也・使い方 ・挫築の構成 ー- 等多くの嬰| 苅によ っ

て変る 。 さらにこれら要因は相互に大きく ;J 開平し

あうため、例々に切り離してとり扱うことがで

ない 。要するに建築は全体が不可分の総令システ

ムであり、その評1illi のためには膨大な計算が必裂

になる 。そこでコンビュータが登場する 。

コンビュータにまず建設地の気象データを入れて

おく 。 これに怨物の形状、各部伎の特性を与え、

住宅街を歩〈明 ロンドン っ子。

する。 このイメージはコンビュータの中で来 11是 -

H古雨の l 年を過ごし、エネルギー消沈益 l立時々 五IJ

芸IJ に算出され. f l ' [ みあげられて行く 。 この過程をシ

ミュレーションと呼ぴ、これによ って我々は 、あ

たかも建物を運用したかの如き体験を、僅めて免i

H寺院iのうちに符ょうと言うわけである 。

ii' j Y J エネノレギーシミュレーション手法は 、雄物σ〉

ヂ?エネルギー企阿をレベルア ップし 始めているが、

ンミュレーション i的経でlt Y : も留意すべき点は、コ

ンビュータに対する諸条件の与え方にある。平IJ 用

時間 環境条件 }，ft ! : 主人只等々多くの与粂件の '1'

コンビュータの中に建物や設備のイメージを構築 をコンビュータは走るわけだが、これら諸元の与

テームズJl I

え万それ自体が、多くの時間に支えられた経験の

体系である 。時代の寵児コンビュータの極めて論

理的な協力を符ながら、我々の経験領域を拡娠し、

充実して行くことがホあらかじめ知るゆことにつ

ながる 。

( MC A l / 叫 空調一次エネノレギー消費量 (用途別 )

• ‘ ' ・. ・・ tl lI' ｾ＠

-司 J・‘ . ，・

-・ 1. 1 1 0  1  1  1，'  0 0  0 '  I  I  IJ ｾ＠

1  1  l '  1  ｾ＠ 1  ， 1  ｾ＠ 1  1  l '  1  1  1・111

m ・3 ・7 ‘， 1 1  1. '  110 ".リ， "‘ l '  ｾ＠ 0 ‘・"・

国 幽 Z

Z2Z? Z :  

=コ

エネルギー シ ミュレーションの一例
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建 築 と 社 会

二L

ニュース原稿をお送りください.

夙 川 に 音 楽 ホ ー ル の あ る

ノY 一 ト ン ビ ル

地 域 文 化 の 核 に

夙川は、阪神間でも閑静な高級住宅地として有名

である。このイベントホールを持つ庖舗ビル「パ

ートンビル」は、夙川の一つの小さな文化的拠点

として、若者逮の声を中心に計四された。

31者のイベントホールは、黒でまとめられた天井

の高いドーム状空間で 、音寺平的には九件| 芸術工科

大学の藤原恭司氏のアドバイスを受けた。コンサ

ート ・講演会 ・展覧会といった述統的イベントの

他、床にタタミを敷きつめての落語会とい ったも

のまで、現夜幅広く使われている。

入口から階段にかけての* らせん状露地空間" は、

訪ずれた人々が主役として意識でヤきるよう演出さ

れ、地| 溶から 2 階は 、喫 茶 ・プティ y ク ・アクセ

サリ一等のｲＮＵ ｾｭ になっている。

夙川の人々 の持つ潜在的アメニティの強さは、我

々が以前夙川駅前で行なった移動環境計画事務所

でI況に実証ずみであるが、人々とのふれあいのあ

るほんとうの意味での、、街々に成熟してゆくきっ

かけになればと期待している 。

Ｈ瀬戸ノド ｩｾ｛ . 大土呂巧)

断面図

パートンビル

所 在 地 兵庫県西宮市羽衣町64番地の l

主婆用途 イベントホールを持つ応舗ピノレ

設 計( 建築) 瀬戸本淳建築研究室

a再造) 小西一級建築士事務所

Ｈ設備Ｉ問中秀幸石念館 Ｙｾ

監 理 瀬戸本淳建築研究室

施 工 阪神土木工業

敷地而秘 154. 0m'  

建築面積 120. 0m'  

延床面積 51 1. 8 m'  

構造規悦 R C、 B 1. 3  F 、 P 1  

寸 法( 最高間さ) 13 m 

( 天井町さ) 基単階 2. 4 m 3 階ホ- ; レ 6. 0m

工事期↑ ::1 1980年 7 月- 1981年 4 月

エ Ｑｾ＠ 1  f意2，000万 問

内部仕上( イベントホール) 床 : 7 ローリング貼

ｾＮ天井Ｚ高温 ｩ 皮グラスウー凡⑦ ＵＰ 下地

布貼パンチングメタル貼

( 階段ホール) 床 妬昔品質タイノレ貼

笠 天 井 コン 7 リート下地エポキ y 吹付

評警

〔パ ート ンビル〕北側正面フ ァサード

、BAS I Cによる建築持前22計 算F

須 賀 好 富/ 近畿大学助教授理工学部III 築学科

ｂｾｓｉｃ による
建築構造計算

J有 打 五f 制大' { ' 金多田f'先制

発行所ＡｴＱｙｩＧ工 ｾｈｾ 版社

532能 f. j ; 政 B 5.  363ft  

1;( /:11大学金多町f宛宝11 定 価 5. 500円

i比近のコ ンビュータ一利用としては、仔IJ えば、 短

時間活用として DE MOS - E などが佼われ、一方、

常時活用としてミニコン、オ フコン等のイi f ' I 羽が巧

えられる。それは、中小税政コンビューターが低

廉化して、保有しやすくな ってきたためであろう。

従って 7 イコン s AS I C は大変、、理解しやすヤ

サ具しみ易〈ぺ吋更手IJ な道具仰として、今後ます

ます使用されるものと思われる 。

そこで 、 プログラム経験がなくても「建築 材 ｾｾ ｊ

と「コンビューターJ に、興味を有する人にとっ

て、親しみ易いプログラムの解説、主として、本iD

を読まれることをおすすめする。これは、実務的

なプログラムというよりも、榊 ｩｩ ｅ ［ 十 ｮ のｾ礎的な
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考え方を、プログラムに具体化していくプロセス

を重視する立場をとっている。それに新耐長設計司

法との閲ｩＡ主も巧 ｲｾ しつつ桃成されており、 ｴ 品造設

計に| 刻する実用的なプログラムを、準備計算、応

力解折、世lil 師3平定の 3 制に分けて解説されている。

読者自身が内容をよく理解した上で、プログラム

を入力し、テＧパ ｹ グを行ないながら、 ｾＱｴ FIのプロ

グラム機能をその上に追加l して頂ければ、なお一

層の効果が上がると mH寺される。

地震 と風水害 講 演 会

一 京 大 防 災 研 30周 年 記 念 事 業 一

京都大学防災研究所の創立30周年を記念して、 |並

坑Lの権威者を呼んで、去る 2 fJ 5 日、 6 日の両日

にわたって標記講淡会を( スライド1j t - 用) 開Hi i し

た。 テー 7 と講師はつぎのとおり 。

第 1 日 ( 2  FJ 5 日於中之品 S A s ホール)

・アメ リカにおける地良予知μ1) 研究

コロラド大γ 現段科' 下研究所所長 教 Ｑｾ カール ・

キスリンガー

・台風苦手報とその備え

パージニア大午現段科Ｇ下千十数 Ｑｾ ロノ〈ート . H

シンフソン

・オランダにおける水害の研究

オランダ1[1 立デ J レフト水J l I! ，Jf 花 川 へ ル7 ン ・ブロ

イザース

第 2 日 ( 2 月 6 日於京大会館)

- 中国 の気候I也j修学と山地災 害

小| 市川・院' ，x1". 11J血Jl I! ，Jf 究，iJ j- 所 長 教J完了錫祉

・中国における地盤災害

'l 'I fil 件，' { ・院1: 1' ，・)}' ' ' /耐f 先l
i
Jr 教1'1 留リ頴

大 阪 国 際 児 童 文 学 館

今 秋 着 工へ 青 写 真

一子らの夢誘う建物ー

世 界の児童文学のメッカをめざす「大阪国際児童

文学館J ( 仮称) が、今年秋、万凶博記念公園 内

に治工されることになり、このほど建物のデザイ

ンなどがまとまった。 59年 4 月オープンの予定で、

この紐の地設としては西ドイツのミュンへン国際

汗少年図書館に次いで世界で 2 番目の鋭校となる 。

この児童文学館づくりは、 X:J.; 越信 ・早大教段から

若干) 1( ' [ された約 12万点の児童st : や写点をもとに、 l符

が 3 年前に設立精! J tを打ち出した 。信: 設場所は万

ｴ ｯｊｩＺ公図の国立民級学時物館東 Ｑ ＩＱリのｾ［Ｚの池広場で敷

地は約4200m'。鉄筋コンクリート地上 2 階、一部

地下 l 階、延べ3000111'に、金庫、 l則氏コーナーの

ほか、お話や紙芝居の実演を行う「おはなし室」

などを設ける 。

ここでは世界各凶の児童告を集めて保存、閲覧サ

ービスするほか、紙芝筒、遊共、VG注文学作品の

原析、原画の収集、展示、さらに人 ｽｦｾｉｾ Ｑｪ、映画会

の開催、劇の脚本、紙芝居の貸し山しゃ児童文学

の研究、シンポジウムの開催など l幅広い機能を持

った施設となる。



財団法人 日本建築総合試験所だよ り

J I S 規格公示検査の認定検査機関になりました

規格番号A 及びR の一部に限る 対象区域一大阪通商産業局管内

昭 和55年 4 月 の 工 業 標 準 化 法 の 改 正 に よ り 、

J  1  S マ ー ク 表 示 許 可 工 場 に 対 し て 、 民 間 の

公 的 検 査 機 関 に よ る 公 示 検 査 制 度 が あ ら た に

設 け ら れ 、 日 本 建 築 総 合 試 験 所 は そ の 認 定 検

査 機 関 と し て 、 通 商 産 業 省 か ら 昭 和56年 4 月

16 日 付 で 認 定 を う け ま し た 。

こ の 公 示 検 査 制 度 に よ り ま す と 、 J 1  S 指 定

商 品 ま た は J 1  S 指 定 加 工 技 術 の 品 質 特 性 に

影 響 を 及 ぼ す よ う な J 1  S の 改 正 が 行 わ れ た

場 合 や 、 国 の 試 民 検 査 、 立 入 検 査 の 結 果 か ら

み て 、 そ の J 1  S 指 定 商 品 、 指 定 加 工 技 術 の

許 可 工 場 の 全 体 に 品 質 保 持 で 問 題 が あ り そ う

な 場 合 な ど 、 通 商 産 業 大 臣 が 必 要 と 認 め た と

① 検 査 を 行 う 指 定 商 品 名 ( ま た は 指 定 加 工

技 術 名 )

② 検 査 を 担 当 す る 認 定 検 公 機 関 の 名 称 、 及 ぴ

所 在 地

③ 検 査 の 申 請 期 間 及 び 検 公 の 笑 箱 期間

④ 検 査 手 数 料 の 額

認 定 検it 機 関 は 、 こ の 通 商 産 業 大 臣 の 公 示 を

う け て 受 検 の 申 請 が あ っ た 許 可 工 場 へ 検 査 員

を 派 逃 し て 、 製 品 規 格 、 品 質 検 宜 、 検 査 設 備 、

検 盆 方 法 及 び 検 査 記 録 等 必 要 な 項 目 に つ い て

検 査 を 行 う こ と と な り ま す 。

日 本 建 築 総 合 試 験 所 が 認 定 検 宣 機 関 と し て 担

当する区域は大阪通産業局管内Ｈ福井県、滋 ｴｾ

土 木 及 び 建 築 ( 規 格 A ) 並 び に 窯 業 ( 規 格 R 、

陶 管 、 煉 瓦 及 び 建 築 用 材 料 に 限 る ) と さ れ ま

し た が 、 そ の 規 格 番 号 及 び 指 定 品 目 名 は 下 記

のとおりです。

な お 、 本 年 3 月 19 日 に 初 め て の 公 示 検 査 が 官

報 公 示 さ れ ま し た 。 当 試験 所 関 係 の 指 定 品 目

は 、 遠 心 力 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 管 ( A5 3 0 3 ) 及

び 石 綿 ス レ ー ト ( A 5403) となりました。 4

月 1 日から 30 日 ま で 大 阪 通 産 局 管 内 の 対 象 許

可 工 場 か ら の 検 査 申 請 を 受 付 け い た し ま す。

検 査 は 5 月 1 日 か ら 行 な わ れ ま す。

公 示 検 査 に つ い て の お 問 合 せ は 、 日 本 建 築 総

合 試 験 所 半 務 室 業 務 係 へ お 開Hいいたします。

き は 、 下 記 の こ と が 官 報 に 公 示 さ れ 、 工 場 立 県 、 京 都 府 、 大 阪 府 、 兵 庫 県 、 袋 良 県 、 和 歌

人 り 検 査 が 行 わ れ ま す 。 山 県 の 2 府 5 県 の 区 域 ) で 、 検 公 対 象 品 目 l立、

土木・建築

ク 一卜 A  6915 建築用吹付材

規格番号 指 定 品 目 名 A  5325 鉄プ筋コンクリート矢板 A  5424 化粧石綿セメン卜けい酸 A  6908 繊維質上塗材

A  5326 レストレストコンクリ カルシウム板 A  6911 化粧せっこうボード

A  4702 銅製及びアルミニウム合 一卜矢板 A  5425 合板補強石綿セメン卜板 A  6921 壁紙

金製ドア A  5329 加圧コンクリー卜矢板 A  5426 石綿スレート・木毛セメ A  6931 ペーパ ーコア

A  4705 防火シャッタ ー A  5330 無筋コンクリー卜管 ン卜 合 成 板

パイプサポ ート及び足場
銅製及びアルミ ニウム合 A  5332 ロール転圧鉄筋コンクリ A  5535 建築用ドア錠 A  8951 

- 7  金製サッシ
ート管式

A  5545 アル金ミニウム合金製サッ A  8652 金属製型わくパネル

A  4708 防音サッシ A  5333 コア プレストレストコ シ 用 物 A  8952 建築工事防用 シー卜

A  4709 アルミニウム合金製サッ ンクリー卜管 A  5705 ピニル床タイル及びシー A  9108 土台用 腐処理木材

シ用網戸 A  5335 遠心力プレストレストコ A  5707 ト A  9503 けいそう土保温材

A  4711 複層ガラス入り断熱サツ ンクリ ートくい A  5706 硬質塩化ピニル雨どい A  9504 ロックウ ールf呆温ヰオ

:ノ A  5401 セメ ントカ〈わら A  5751 建築用油性コーキング材 A  9505 ガラスウール保温材

A  5208 粘土がわら A  5402 厚型スレート A  5752 建具用ガラスパテ A  9508 牛毛フェルト

A  5210 セラミック 7' ロック A  5403 石 綿スレ ー卜 A  5756 建築用ガスケッ卜 A  9510 けい酸カル シウ ム保温イ材呆

A  5212 力' ラスフ' ロック A  5404 木毛セメン卜板 A  5758 建築用シーリング材 A  9511 フォームポリスチレン

A  5302 鉄 筋 コンクリー卜管 A  5405 石 綿 セメ ン 卜円筒 A  5801 建築周防火木材 j昆材

A  5303 遠心力鉄筋コンクリー卜 A  5406 空胴コンクリー卜ブロ ッ A  5905 繊 維 板 A  9512 ノTーライト保:i.且材

管 ク - 8  A  9514 硬質ウレタ ンフォーム保

A  5409 鉄筋コンクリー卜組立へ A  5909 化粧パーティクルボード

j住星宅材用ロックウール断熱- 7  道路用コンクリー卜製品
L 、

A  5910 外装用化粧硬質繊維板 A  9521 

A  5334 A  5412 プレストレス卜コンクリ A  6008 合成高分子ルーフイング 材

A  5308 レテf ーミクストコンクリ ートダブル T スラ ブ - 9  A  9522 住宅用グラスウ ール断熱

一卜 A  5413 石綿 セメ ン卜パーライト A  6021 屋綬防水用塗膜材 材

A  5309 遠心力鉄筋 コンクリ ー卜 板 アスフアルトルーフィン
耳属 損控

ポール

ｉｾ＠ )レプセメントヰ反

A  6023 ゲ

A  5310 鉄 筋 コンク リー卜 くい A  5427 A  6303 ロック ウール吸音材 規格番号 指 定 品 目 名

A  5312 鉄筋コンクリ ート 組 立 土 A  5416 軽量気ほうコンクリー卜 A  6306 グラスウール吸音材

止め 集il!日ロロ
A  6307 ロック ウール化粧吸音板

陶 管

プレストレス コンクリ ー

A  5417 木片セメン卜板 A  6511 空胴プレストレストコン - 2  

A  5316 

卜橋げた

A  54 18  石 綿セメン 卜けい酸カル クリートノ f ネル R  1250 普通れんが

A  5319 シウム板 A  6513 住宅用銅製フェンス R  3205 合 わ せ ガラ ス ( 自動車以

A  5317 下水道用マンホール側塊

化粧ノマルプセメン卜板

A  6901 石こうボード 外のものに限る)

A  5318 鉄 筋 コンク リー卜フリュ A  5428 A  6904 石こうフラスタ R  3206 強化ガラス 自動車以外

ーム A  5421 化粧石綿セメン卜板 A  6906 石こうラスボー ド のものに限る)

A  5321 鉄 筋 コンクリ ートケーブ A  5422 住宅外装用石綿 セメ ン 卜 R  3209 複層ガラス

J レ卜ラフ 板 A  6909 

建築用吹付材

A  5323 コンクリ ー卜 積 み ブ ロッ A  5423 住宅屋根ふき用石綿スレ - 10 

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川Ii川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川
11 l  

. 案 内 図 口山森 t川ι . i道蓋 JI順l噴贋 . 財 団 法 人 日本建築紛総‘合 試 験 所

.・・5・w

. 梅回申か、らの場合

阪£忽，総侮m駅よリ」北t 千'H巳1行きに』来長恥糾JI単1ドt 、」北t T下-虫駅下 2本ド試験所

}市1匹10 北下虫申駅tよリ」北t 西約 1 ｾｭ 千 Ｑ虫 ｩ旦 ｬＡ 点 ｊ草 Ｔ 筋 ｩｦ治ｻ合 ｌｬ 凶司

立循環 Ｒ掠 ｾＴＱ 術内セン Ｓタ ｶ 一酋側Ｎ徒歩約 ｬ時 Ｕ 分Ｎ

パス 4伊利司司l周の Ii引{はt 北下 q担1駅よ tり) ｲＧｾ 白 ｦ 山 ｦ台 ｴ 車粍長仕出 ｬ 干干二 Ｑ虫 j旦l  

中央J 行きに J来量'巾lドL人、.r "打.Yf 山幼椎閏 II前II.狗i甘，'IJυ」下 '1ドl 、ある 大;淀定分室

いは、北下旦虫t 車駅:よ lリ) ｲ 下院の里 ｊ 又は ｲｾ 挨長生団

J地也」 行きてで. r術環 t総泣f術向セン 7 一!回前F拘iJJ 下'巾!ド(01)徒主1砂少

5 分. J単1匹I 干相利1111問] 町 Hは」北t 干型より夕クシ一*( 約，包，) 2分.

堺 分 室
. 新大阪駅カか、らの場合

地下鉄新大阪駅より千 q唯l 中央行きに 3来島'引lドt 、千 2虫l  

中5央島駅下』恥l'ι 1 千!虫i旦1中央駅よリパえ rl'汀'j-山 f台;車紙t仕由1  

北干皇J 行きに J来韓 '1ドi. r  ，.山s山幼維I閑伺州刷II耐前iド狗i可'UリJ 下' 巾1匹i ，あ E京貢都 分 室

るいは‘ 干I恨j tr小1ド'央車駅tよリ 「粟生団I地也J行きてで. rt智術i  r肺

E環罰2滋2病センタ一! 前i町可iJ J 下' 単1ド1. 徒歩4が約t当15 分. ボ1ドi 利月閉1  

のIi は干虫中央車駅tより 7 クシ一』来長 '1匹i 約5 分.

. 大阪地下鉄カか、らの連絡

御，堂立筋線てで' 千' 叩iド' 司中' 央行. 堺筋線で北下 q担l行きに

来' 卓lド
ι  

所 在 地 ・大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地の 8

電 話 ・大 阪 ( 06) 872- 0391番( 代表) ( 〒 565 )  

道 JI頃・左図参照

所 在 地 ・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 - 18 

電 話 ・大 阪 ( 06) 351 ー7217番 ( 〒531)

道 !順 ・阪急電車天神僑六丁目駅下車北へ約7 0 0 m

所 在 地 ・大阪府堺市浜寺石山町西 2 T  1  - 3 4  

屯 話 ・石 津( 0722) 44- 3912番 ( 干 592)

道 JI慎・南海電車本線石油川駅下車北へ約4 0 0 m

所 伝 地 ・京都市伏見区中仏前山町24番地の 2

ｾｉｌ＠ 話 ・京 都( 075) 622- 0713番 ( 〒 612)

道 JI 頃・ 自動車の場 合 : 名神高速道京都南 1 .  C  

より国道 l 号線を南へ8 0 0 m

パ スの場 合 : 京都駅より市バス 19接、 20

番で、国道赤池下車、徒歩 1 分
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昭 和 56年度・第 7 回 若 い 会員の 集 い

キャンパスを訪ねる

松蔭女子学院の

新キャンパスを見る

レ ポ ー ト

キ ャ ン パ ス シ リ ー ズ 第 2 回 目 は 、 大 阪 芸 大

にあift. . . . . . 、て、このたび新築な った 松 雌 女 チ 学 院

を訪ねた 。

好 天 に め ぐ ま れ た 12月12 日U: l 、午後 111寺過

ぎ 、 阪 急 六 甲 駅 に 集 合 し 、 そ こ か ら タ ク シ ー

に 分 来 し て 、 坂 道 を 登 って い く と 、 六 甲 山 の

ふもとに鋼板必きの昼線、外壁は{ t ' t c 系のタイ

ル目白りの主主物群が木々の| 甘] からわれわれの自

に は い り 込 ん で き た 。 玄 関 前 で 下 J II し、ふり

か え る と 神 戸 ( 徽 ) の 街 並 み が 望 め る 高 台 に

あ り 、 周 り が 怖 か な 住 宅 地 と い う す ば ら し い

環 境 の 中 に あ った。

従来、神戸市内の各地に分散していた大学、

短 大 を 統 合 し て 、 こ の 場 所 に 新 築 す る と い う

計画ができ、 52年 よ り 基 本 計 画 が 始 ま り 、 今

回 の 第 III 期 工 事 完 了 ま で 約 4 年 か か った と い

う工事である 。

わ れ わ れ は 教 室 に 集 合 し 、 今 回 の こ の 企 画

の 主 盆 か ら 、 説 明 者 で あ る 竹 中 工 務 府 の 関 係

者 の 紹 介 が あ り 、 早 速 各 班 約 10r，.f!J U支にわか

れて、キャンノ マス 内 の 見 学 に 入 った。

高 低 差 の あ る 敷 地 に は 、 学 生 ホ ー ル 、 教室 、

チ ャ ペ ル 、 短 大 の 各 械 が 下 万 に あ り 、 中 間 に

本館、図. _ I}s官が、そして一 番 上 の 体 育 館 へ と

絞 い て い た 。 タ イ ル の 外 壁 と 銅 板u で統ーさ

れ た 各 械 が 、 機 能 的 に つ な がって お り 、 ま た

角度をも って 配 也 さ れ て い る た め 、 そ こ に 生

ま れ る 外 部 空 間 は そ れ ぞ れ 変 化 に と ん だ 、 た

のしいさ佳作I1 を 創 り 出 し て い た 。往物の内苦[1は

明 る い 色 B調で統ー さ れ て お り 、 若 々 し い 雰 閤

気をつく っていた 。 チャ ペ ル の 内 部 へ 入 って

みると、白いリプ状の墜に、暗上古11三 方 に は

め 込 ま れ た ス テ ン ドグラ ス か ら は 、 午 後 の や

わ ら か い 光 が か げ を お と し 、 い っそ う ム ー ド

を も り 上 げ て い た 。

建物の見学の後、 311寺30分 よ り 教 室 に 集 合

し 、 こ の キ ャ ン パ ス の 設 計 者 で あ る 永 田 祐三

氏 よ り 設 計 に つ い て の 説 明 を う け た 。 当初こ

こは高層のマンショ ンの 予 定 で 造 成 さ れ 、 岩

肌 がJ出 た ま ま 約 10年 tl¥J も 放 位 さ れ て い た 場 所

て ¥ 松 初 に 米 た と き に 以 前 か ら 仙 い て い た キ

ャ ン パスのイメ ージ の 案 を 大 似 に 修 正 せ ざ る

をえなか った こ と や 、 こ の 敷 地 の 向 低 差 を は

や く お ぼ え る た め 、 何 回 も 何 同 も 歩 き 廻 った

こ と 、 ま た こ こ に は 六 Lp 山 系 の 破 さ い 帯 が ほ

ぼ中央にi J 1 i っており、ブロ y クプ ラ ンで与の 11111

約 が あ った こ と な ど い ろ い ろ 設 計ー途 rl" の 背 労

話 を 一 つ ず っ て い ね い に 話 し て 下 さ った。 ま

たデザイ ンについては、 「小さな fJ:i のデザイ
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ン」 を テ ー ? に 都 市 的 な 雰 囲 気 を ね ら い 、 デ ｾｴ も咲きみだれ、Ｇｉｬ ｊ おも飛びかう学園になれ

ィ テ ー ル に つ い て は 、 こ れ だ け の ボ リ ュ ー ム

の あ る 建 物 な の で 絞 維 な デ ザ イ ン の も の は さ

け 、 使 い や す い 単 純 な も の を 採 用 し た な ど と

も話され、ものをや右IJ る、、ことのむずかしさ、

大 切 さ な ど 興 味 深 い 話 が つ づ い た 。

5 時過ぎに解散となり、五| 刻を出るとき、

こ の 建 物 の 屋 恨 の 鋼 板 が 紋 ガ に 変 わ り 、 キ ャ

ンノマス の 中 に 制 わ って い る 樹 木 が 大 き く そ だ

って 、 ま た 今 と は ち が う 雰 囲 気 の キ ャ ン パ ス

にな った と き ぜ ひ 一 度 訪 れ て み た い も の だ と

思いながら松| 訟女チ学院をあとにした 。

M: 後になりましたが、竹，，-，工 務 庖 の |刻係者

の 方 々 並 び に 松 l怨 女 子 学 院 の 皆 織 に 、 深 〈 感

謝 い た し ま す 。

レポータ ・斎藤英雄 (近銀地方建段局)

刈、さな倹約 、大きな変更庁

上田喜久男

住設会社設J j - の世界で、常に呉 J を放 って

お ら れ る 氷 山 祐三 先 生 の 設 計 作 品 を 、 か ね て

か ら 持 見 し た い と 願 って い た が 、 遂 に そ の 機

会 が 与 え ら れ た 。 JVL主主い土 11M日の午後であ っ

た。場 所 は 神戸 港 の よ く 見 え る 六 甲の山裾て¥

総 l法 女 子 学 院 、 日 本 建 築 協 会 お よ び 竹 中 工 務

府 の ご 厚 意 に よ る も の で あ った。

ある極のJ t J J待 を 持 って、学院の正門をく ぐ

った と き 、 ぷ は rl-' 世 ヨ ー ロ ッパ の 城 郭 を 凡 る

息i、いがした 。 み ご と な 打 込 み タ イ ル 、 銅 板 屋

似の建物群、なんだか、外| 刻内| 泊型で耳EfE郷

に 入 った! 感じである 。

特 別 教室十点で集合して、さ っ そく. R . 学会に

うつ った。 キャ ン パス は 高 低 差 が 、 上 下2 0 m

i l i : くあり、斜 l耐と断層をうま く利 用 し て 、 下

部 に 大 学 お よ び 短 大 の 教 室 線 、 教 会 、 学 生 ホ

ール煉を配し、上告 ＱＱ は大学竹・息 ＱＫ 点、図 ｾｬｾｦｩｮ お

よ び 体 育 館苦手が配置してあ った。 こ れ は 学 生

の 日 常 の 動 総 に つ い て 上 下 差 が 批 小 に 々 え ら

れ て い て 学 生 本 位の 設計て -!;L: [ -大 生 に 対 す

るこま ｊ やかさをＡｾじた 。

現 在 市 街 地 内 の 各 私 立 大 学 は 、 中 心 校I也俗

保 に 大 変 で あ る 。( 以 前 は 市 街 地 特 典 が あ った

が ) 移転か、. t 1 I : 依策か、移転ならば、工場の

跡 地 か 、 山 岳 地 域 ぐ ら い し か な い 。各大学は

汗 慮 し て い る と こ ろ で あ る 。 こ の よ う な 問 題

に 対 し て 松 l谷友 子学院ギ務局およひ‘ 永 田 先 生

はリ〕うえと一つの解決策を、われわれに与えて

くれ て い る よ う な 気 が し た 。

途中変な妄: t ! . lに と り つ か れ な が ら 歩 い て い

ると、ふと ill 物 群 の 造 形 の 間 白 さ を み つ け る

ことができた 。 存主主物の高さに応じて屋似勾

配 が 微 妙 に 変 化 し て い る の で 、 み る 場 所 場 所

によ って呉な っ た造形にみえる、設計者のお) (

出 の う ま さ で あ る 。 早 〈 昼 似 の 銅 板 が 背 く な

り、 ｾ ｉ 立樹も大きく紋がう っ 行となり、四傘の

れば、どんなにスノ〈ラシイだろうと思う 。

} ，! . 学の後、先生が講演中に言i われた言葉、

‘ 小 さ な 倹 約 、 大 き な 変 更 " の 一 言 が な ぜ か

私 の 脳 裂 に ;焼きついている 。 { 近畿 大掌)

松蔭見学考

続 木 正 之

広 が り の 中 に 街 路 が あ った。 土 の 中 に 埋 没

し ょ う か と し 寸 色 彩 で 統 ー さ れ た 壁 面 は 、 都

市 と 建 築 の エ ク リ チ ュ ー ル と し て の 街 路 を 生

み 出 し、その存イ正の意味を持ちえたようだ。

12月12 日ωの 午 後 、 松 l盗女チ学院のキャン

パ ス を 訪 ね る 機 会 に 忠 ま れ た 。 それは、六甲

山 の 鐙 に 築 か れ た 壮 胞 な シ ル エ y 卜を摘〈キ

ャンノ マスて" ある 。

総事長 ｬ 作 が柿成するその ｾｦｊｉ ｊ の中に入り込み、

1i'{U) 斗こ全体的な. f _ ; Yt 成 の 弘 事 さ に も 凡 人 る べ き

ものはあ ったが、放初に興味を抱いたのは、

建物自体ではなく広場に点々とi i ' i かれている

ス テ ン レ ス の イ ス で あ った。 それは 、建 物 の

重 圧 に 少 し も 劣 って は い な い の で あ る 。 細 部

に 凝 って 全 体 を 凡 失 う と 、 そ れ は シ ン タ ク テ

イ y クス ( 統 合 ) とはならない 。 しかし、大

ス ケ ー ル ぱ か り に 目 を や る と 人 間 的 ス ケ ー ル

の空間lが 、 空 間 の 結 合 の 中 に 法 没 し て し ま う 。

キャンノマスにはキャンノ マスのシ ン タクティ ッ

ク ス が あ り 、 人 聞 の 生 活 が あ る の で あ る 。 そ

の 意 味 でー松必? x f - 学院の建築群には魅せられ

た。 変 に 凝 り す ぎ な い 、 か と 言っ て、調和を

欠 か な い 細 部 、 機 能 と 空 間 の 充 足 に よ る 人 間

的 ス ケ ー ル の デ ザ イ ン の 明 俗 化 、 全 体 の 椛 成

の ま と ま り は 、 ア メ ニ テ ィ を 指 向 す る 。

空間の変化のおもしろみと、姿; J < されたで

あ ろ う 学 生 の 生 活 の 体 系 の 形 成 が 、 コ ン セ プ

ト と し て 仏 づ い て い る よ う だ。 設 ill -者の椛泡. l 、

概念Ｎは、必要な機能、組以とｩＱ ｩｩ 干 ｾＱ と ｉ 也 ｪ 杉 Ｈ 斜

面 と い く つ か の 断 層 ) と い う 矩 の 中 に 、 建 築

物 と い う 媒 体 を 借 り て 形 態 化 し 、 あ る い は 具

現化して、学生という生活する者に対しては、

そ の 兵 悩 を 呈 示 し 続 け る で あ ろ う し 、 見 学 者

で あ る 私 に は 、 そ の 美 し い 佳 築 鮮 は 、 学 生 迷

の 学 問 、 研 究 の 場 の ホ フ レ ー ム砂 として異和

感 を 感 じ さ せ ず 、 ま た 、 そ の 広 場 に お け る 明

るさと、変化に白んださをHll は 、 キ ャ ン パ ス と

いう 一 つ の 社 会 ( 都 市 ) の 中 に 生 ま れ た 街 路

として、先日起される 。

良い，建物を鋭、その建物の設計お、施工者

の話を IHJ くというのは、井さH古らしい機会であ

る。処築物が] 彩を成すまでの経総や、物のと

ら え 方 、 与 え 方 が 、 知 れ る か ら で あ る 。 未 熟

な 私 に は 、 学 ぶ べ き も の が 多 々 あ った。 J 7 え

さ せ ら れ た こ と も し か り で あ る 。

こ の キ ャ ン パ ス は 、 建 築 主 と i設 計 者 と 施 工

者 と の n:J に お け る 、 能 力 や 理 解 な ど に 対 す る



信 頼 が 結 実 し た結 果 、 表 出 し た も の と も 考 え

られる。その意味でも大いに参考となった。

一一一一帰り、キャンパス内にある教会の尖

塔の鐙が夕聞の中、鳴り響いていた一一一一

( 野村建般工. ，

高密の中のデザイン

芳 村 隆 史

初 冬 の 土 曜 日の 昼 さ が り 、 事 務 所 サ ー ク ル

( 説舎会) の一環としてこの見学会に参加 し た 。

松 蔭 女 子 学 院 大 学 は 、 南 に 神 戸 港 が 一 望 で

き、北には六甲 山が 望 め る 高 台 の 絶 好 の 索観

の 中 に 位 置 し 、 阪 急 六 甲 駅 か ら 少 し 山手に 行

く と 、 通 り の す き 間 か ら 鋼 板 葺 き 、 切 妻 屋 根 、

タ イ ル 壁 の 建 築 群 が 見 え 隠 れ す る 。 こ の 街 の

一 つ の ラ ン ド マ ー ク ( 道 し る べ ) と な っ て い

る建物、これがこの大学である。

キ ャ ン パ ス は 、 一 歩 足 を 踏 み 入 れ る と チ ャ

ー ル ズ ・ムーアの感覚を感じるものであり 、

必要上学舎は省、に立て込んでいるが、圧迫感

を 与 え ず 学 合 間 に あ る 通 り 、 プ ラ ザ を 演 出 し

ている 。 これが第一印象である。

設 計 か ら 第 3 期 工 事 完 成 ま で の 4 年 聞 の 設

計 者 、関 係 者 一 同 の 情 熱 を い た る と こ ろ に 感

じとれるものである。 中央 プ ラ ザ 、 大 学 プ ラ

ザ 、 短 大 プ ラ ザ は 、 デ リツィオーサ( 楽しい)

ソラティア( 陽当たりの良い) そしてデラ ・ス

ポーサ( 花嫁の) 、グラツィオーサ( 可愛いい)

と い う 愛 称 が ピ ッ タ リ な 意 味 が 込 め ら れ て い

る。並 木 道 、 坂 の あ る 通 り 、 階 段 の あ る 通 り 、

裏 通 り 、 港 の 見 え る 通 り は 、 通 り の 幅 の 変化

を 加 え 、 キ ャ ン パ ス 内 を 楽 し く 歩 け る 空 間 を

演 出 し 質 的 に 高 め て い る 。 広 場 を 結 ぶ 主 軸 の

両 側 に 特 別 教 室 棟 、 教 室 棟 、 学 生 ホ ー ル 棟、

短 大 教 室 棟 、 実 験 実 習 棟 、 な ど が 有 機 的 に 渡

り 廊 下 で つ な が り 、 渡 り 廊 下 が キ ャ ン パ ス の

空間i分 離 ・連続に大きな役立pl を演じ、( 永田氏

は イ メ ー ジ さ れ て お ら れ な か ったそうである

が) ヨーロ ッパ の 中 世 都 市 の 形 成 に 類 似 し た

街並みを形作り 、 より一層各分里子問の交流の

機 会 を 高 め て い る 。

し か し 、 彫 刻 的 性 質 が 強 い ス テ ン レ ス 製 の

椅 子 は 、 キ ャ ン パ ス 内 の 雰 閤 気 を 盛 り 上 げ て

いるが、( もし自分が学生で) この椅子の利 用

を考えると、もう少しリラ ッ クスしてすわれ

る 、 も う 少 し 友 人 の 近 く に す わ れ る ベ ン チ が

もう 一 つ ほ し い 、 と 感 じ る の は 私 だ け だ ろ う

カ‘ 。

建築を「イデオロギーでは建築はできない、

本 当 に 美 し い と 思 う も の を 自 分 の 手 で 実 現 し

よう J と す る 設 計 者 、 施 工 者 の ー 貸 し た 意 志

の 疎 通 、 こ の 大 学 に 建 築 を 創 る 理 想 の チ ー ム

プレーを見た気がする 。 そ し て 大 学 の 講 義 で

学 べ な い 、 も う 一 つ の 何 か が こ の キ ャ ン パ ス

の 広 場 で 学 べ る 、 そ う い う 空 間 に 育 ってほし

し、。 ( 小河建築段計事務所)

チャベルと錨後

同よ

礼搾: 1 :

同上

学生ホールにて

日 時 昭和56年12月12日(土)

聾合13 : 10→解散11 : 0。

鴎 師 永田祐三民

(輯i式書社竹中工務庖股計部位計鳳畳)

事加者 自自宅i

Z ケジュール

14 :  00 鯛舎のあいさつ車ぴスケジュールの観明 別所主査

14 :  05- 15 :  30 キャンパス見牢

15 : 30→16: 10 . 酒 「松竃古手牢院の計画と股肘J ，j ( 困飽師

16 :10→11 ・00 置援応書・ 解散
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堀 川 一親しめる歴史の川

堀 川 は 平 安 京 以 来 、 京 都 の 歴 史 を う つ し 流 れ つ づ け て き た 。 平 安 京 の 条 坊 制 の な か に 配 置 さ れ た 堀 川 は

京 に 生 き て き た 人 び と の 生 活 ・生 業 と 深 〈 結 び つ い て い た 。 取川は運河の役1 ;1J りをはたし、丹波や丙[ ' EJ

か ら 材 木 が は こ ば れ 場 川 材 木 商 人 の 座 が う ま れ 、 西 陣 織 と と も に 京 友 禅 が う ま れ 、 ! ，' : !!JII iμ 、に生業に似

ざ し た 風 物 を う み だ し た 。 ぬl川 の 近 く に 楽 楽 第 、 二 条 械 が 築 か れ 、 西 本 願 寺 が お か れ 、 そ の 門 前 に 寺 内

町 が 発 達 し た 。 ま た 、 細 川 の ほ と り に 茶 道 の 家 元 が な ら び 、 伊 必 仁 斎 は 刷 川 軌 を ひ ら き 教 学 の 中 心 と し

て 特 色 あ る 文 化 的 環 境 を 形 づ く っ て き た 。

ところで近代にな っても、楓 川 への市民の共感は変ることなく高まった 。 ｩ ｬ ｪｩｾｾ した劫 ＱＱ｜ 川 を浄化させるた

め に 琵 琶 湖l疏 水 の 水 が 放 流 さ れ 、 そ の 回 復 が は か ら れ た 。 第 二 次 大 戦 で 戦 災 を う け る こ と が 少 な か っ た

京 都 で 、 西 堀 川 の 一 帯 が 建 物 疎 開 で と り 壊 さ れ 、 掘 川 を め ぐ る 景 観 は 一 変 し た 。 戦後、 4JtITII¥された. t ¥! : 川

通 は 京 都 の 南 北 を 結 ぶ 交 通 動 脈 と な り 、 ま た 疏 水 の 放 流 が 断 さ れ 暗 渠 化 の 動 き が す す み 、 坊1: 川 は lj l . なる

排 水 路 と し て 荒 廃 にさらされてきた。

この 堀 川 を よ み が え ら せ 、 人 び と の 親 し み 深 い 空 間 と し て 回 復 さ せ よ う と い う 動 き が あ ら わ れ て き た 。

私たちは先人に劣らぬ知ＮＧｾと努力をも っ て、綴川に水流をとりもどし、柳のなみ木の歴史の川を再現し、

町 な み と 歴 史 的 建 造 物 を 調 和 さ せ 、 市 民 が ほ こ り と し 、 親 し め る 歴 史 の 川 と し て 再 生 さ せ な け れ ば な ら

な い 。
( K .  N )  

4 ミ 3 +  1  

昭 和30年 代 か ら 40年代にかけて、 2 DKが 全 盛 で あ っ た 。 40年 代 か ら 50年 代 は 3 DK、3 L DKが 供 給 過 剰

に な る 程 つ く ら れ た 。 だ か ら 60年代は、 4 L DKの 時 代 が や っ て く る 。 し た が っ て 、 その次は、 5 L DK  

ま た は 、 各 人 各 室 と な る 、 か ど う か 。

戦 後 の 住 宅 難 を 解 消 す る た め の 公 的 集 合 住 宅 が 大 量 建 設 さ れ た 結 果 、 最 近 で は 量 よ り 'l'1 と い わ れ る よ う

に な っ た 。 現 に 、 集 合 住 宅 の 居 住 性 能 は 、 設 備 や 、 内 装 部 品 、 仕 上 村 な と ' の 機 能 向 上 に よ っ て 、 ijiQ前 の

わ が 国 で は 想 像 も つ か な い ほ ど の 高 水 準 と な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 次 は 広 さ と 、個 室 数 が 問 題 だ と い わ

れ る 。 面 積 規 肢 は 、 で き れ ば 現 在 水 準 の 1. 5倍 伎 は 欲 し い 。と こ ろ で 、 個 室 数 に つ い て は ど う で あ ろ う か 。

公 的 機 闘 が 供 給 す る 集 令 住 宅 の 例室の、 「必要かつ充分な数は、 4 室 で あ る 」 と 私 は 1，f じ て い る 。 税 チ

2 世 代 を 対 象 と し 、 男 女 2 つめ性からなる家族が健全な生爪- を営むには、 2 世 代 X 2  '1"1:= 4  3三なのであ

る。 3 L D Kに は 男 の オ ト ナ の 自 室 が な く 、 各 人 各 室 住 宅 は 、 次 の世 代 ( コドモ達) の成長に 布 告 で あ る

と 思 う か ら で あ る 。 狭 い llil l二を有効に活用して、 " .，向 1Mの 、 ペ ッ トも飼える、 30. . t 代の人達がノ' I <f  j: す る

気 に な る 4 L DKの 決 定 版 を 実 現 す る こ と が 私 の 目 線 で あ る ( J  .  I )  

摂 津 国 美 人 山 一ある空間 3 一

摂 津 国 高 槻 の 局 人 総 井 竹 外 は 、 美 人 山 と 呼 ば れ る 阿 武 山 を 、 次 の よ う に 歌 っ た

万 桑 の 山 砲 欄 j伎 と し て 芳 し 佳 期 底 ' JI.ぞ 也 た 必 々 た る

劇 作 家 字i老木秀市の沢によると、 「阿武山を 美 人 山 と 呼 ぶ は このう主節だ。 千 万 の 伎 に 山 つ つ じ の

花 億 万 と 咲 き まこと 狂 わ せ ん ば か り の 山 だ 」 阿 武 山 附 iu : は 占 代 三 島 国 家 の 神 棚 と い わ れ 、 山 瓜 に 必

原 鎌 足 と 推 定 さ れ る 阿 武 山 古 漬 か あ り 、 附 近 に は 継 体 天 主 陵 が あ る 。と こ ろ が 近 年 、 阿 武 山 の 米 側 は 高

さ20米 に 近 い 、 巨 大 な 上 取 り 場 跡 が 山 裾 を 分 断 し 、 南 面 す る 料 耐 に は 、 山 町l の阿武山地辺在l I . illiJ/ 升I!I 下 ま

で、宅地開発がi J t 行している 三 品 の 住 民 は 、 江 戸 時代 以 降三 度 、 ふ る さ と の 風 景 を か き 変 え た 。 竹 外

の 誇 は 江 戸 時 代 の そ れ 2 回 自 の 風 景 は 、 ひ ろ が る 稲 惚 や 菜 の 花 の II'J う に 立 つ ラ ン ド マ ー ク の J也辺観 illiJ

所 。 現 在 の 都 市fヒ の 波 は 、 も う 一 度 風 景 を 変 え る 風 jit か 時 代 と 共 に 変 化 す る ・J'，:を 02. め る と す れ ば 、 土

取 り 場 跡 を そ の ま ま に 、 政 湿 し て お く わ け に は い か な い

美人山 Ｑ Ｍ｟ 花に Ｑ ｔｾ 、て立ち 却 っ て 美 人 を 天 の 一 万 に 望 む

江 戸 時 代 の 心 象 J!il.，l i立はあまりにも美しし、 。 設鋭工やは、! t として現代の詩人に、地域の" 与を; 欽わすことが

可 能 だ ろ う か 訂正: 骨月号町令伺 S 行目的[ イ J テリアル」と川 tll のキノグスとを F インベ' ) アルと訂正しま1 " ( H . K )  

エネルギー革命の中を歩く 一 現 場 マ ン 群 像 3 -

エネルギーを取りどさく変 JIYの 激 し さ は 現 代 を 象 徴 し て い る 。 布fldi t f ス で は 従 え 立 つ コ ー ク ス が が L N G

タ ン ク と パ イ プ ラ イ ン に 泣 き 換 わ っ た 。 屯 力 で は 火 力 がm: (づJ へ と 主 役 の 座 を 移 し て ゆ く 。 流 動 す る t世

界情勢がエネルギーの多機化と技術開発に. j ' (I' l l を 掛 け る 。 4 J ! 設の分野でもこの未知の肢体への挑戦に熱

が こ も る 。

都 市 建 築 で 育 っ た彼に、 40年 代 に な る と 転 機 が き た 。 本 NI 初 の 加 圧 水 引 原 発 工 ・J' ，: への参加lで あ る 。 こ の

よ う に 巨 大 な 技 術 シ ス テ ム は ま だ わ が 国 に は な く 海 外 企 業 が ノ ウ ノ 、 ゥ を 出 る い わ ゆ る 愉 入 技 術 で あ っ

た 。 発 電 シ ス テ ム の 勉 強 、 i設計図、. ! } の判読と地工法の研究、機器工・J¥. との関係調桜なとつ点りたくさんの

問題を抱えながら工目J . i . を進めることにな っ た 。 建屋の形態は機総収納とし、う本来の機能から、J' 法 形 状 Jt

に常識外に常減外で、原子炉設計の安全基準に基づく分厚い附造体は、無数の込金物 ｾ￭ｩ とコンクリートの

充 唄 が 心 配 さ れ る ほ ど の 欽 筋 日 て す 型 め 尽 く さ れ て い た 膨 大 な 物 :- 11消 化の た め の 大 : ，l !.fifJ H 、 r'係りの，H'

画で工 Ｇｊｾ 推進、フラ ン 卜全体との調核等に明け必れて漸 くて ・ ｊ Ｇ，Ｚが完成し、歴史に不滅の ーベージを 加え

た と き 、 彼 の fiij には次の" 十 Irtlj の た め の 宿 題 が 山 と 柏 ま れ て い た ( T  • y )  
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医療の高度化と地域医療

伊 藤 誠

- 医学の進歩と専門分化

世界中が驚異の目をもって見まもる中て¥日本人の平均寿命は急速に延びてきた 。これは人々の暮

らしが豊かになり、食生活や衛生環境がかつてのそれとは 比較にならないほど改善されたことによる

のであろうが、一方で医療の進歩に よるところが大きいこともまた疑いない。要するに病気にな って

も死ななくなったのである。

たとえば、結核ひとつを取りあげてみても、戦中 ・戦後の貧しく苦しか ったわれわれの学生時代には、

クラスの友人が毎年 1 人 2 人と欠けていくのはごく当たり前のことであ った。そのほとんどが肺結核

を患つての休学だ ったのである 。

また、筆者が病院建築の勉強をはじめた昭和20年代の終わり頃、わが国の病床総数のほぼ半分近く

が結核病床によって占められていた 。現在では、総病床数自体が倍以上に増えているが、そのうち結

核病床の占める比率はわずか 7%弱にな ってしま った。その上、方々の病院に病床の空きが目立つ。

医学の進歩が疾病の構造を大きく変えてしまったのである 。

結核ほどではないにせよ、がんや循環器疾患についても同じようなことがいえる 。それぞれの分野

における診断治療技術の進歩には、まさに目を見張らせるものがある 。

ところで、医学の研究にたずさわり医療に従事するものにと っては、当然のことながら、この最先

端の部分にこそもっとも興味をひかれるはずである 。そして、進めば進むほど間口狭〈奥行き深〈分

化していくのが、学問における自然の成り行きというものだから、結果として、多くの医師は、細分

化された狭い領域の専門家になりつつある 。昔のように何でもわかるお医者さんを求めることは 、だ

んだん無理になっていくだろっ 。

病院の建設についても一部に似たような傾向が見られる 。 ことに公的な病院の場合、新設であると

改築であるとを問わず、一般的 ・総合的な病院の建設予算はなかなか認められにくい。それが、小児

専門とか救急センターとか特殊病院の看板をかかげるか、あるいは何らかの形で特殊性を打ち出すと

比較的話が通りやすくなる、とい ったことが間々ある 。これなぞ財政担当者つまり為政者、さらにい

えば医療を受ける側にも専門化指向が強いことの一端を示しているのではないだろうか。

いささか余談になるが、公的病院が無理やり特殊病院にさせられている昨今の風潮も指摘してお く

必要がありそうだ。いうまでもなく 、既存の診療所などとの競合から発しているもので、公的病院に

おける一般疾患を対象とする 診療活動は外来についても入院についても常に強硬な抵抗を受ける 。そ

こで対象範囲を特殊な分野にだけ限定させられることになるのであるが、もともと相互連繋の精神を

基盤にしたものではないから、とかく排他的 ・競合的な分業体制に陥りかねないのが現状である 。

. 一般病院と家庭医

専門病院の必要性はだれにもすぐ理解できる 。その使命は 、一般病院では手に負いかねる厄介な疾

患を対象にして、研究的に高度の診療を行っていくところにある 。そしてまた、その活動を通じて、

新しい 診断や治療の方法が開発され、専門医が育ち、さらに、専門看護婦や特殊な医療技術者が養成



される。

だが、このような役割を果たすには、常に独立した専門病院でなければならないのだろうか。総合

病院の中にあって、特定医療に必要な人員や施設を充実しただけでは不十分なのだろうか。高度の医

療ほど総合性を必要とする度合いが大きくなるはずだから、むしろ総合病院の中にあった方がよいの

ではないかとも考えられる。医療の高度化→専門分化→専門病院の設立、といった直線的な図式には

少々疑問を感じる。

違った行き方の一例として、たとえばスウェーデンでは、病院を総合 ・老人 ・精神の三つに分けて

いる。よその国のように診療対象をがんとか小児とかに限定した専門病院はもっていない。老人と精

神病には特異な問題も多いから一応別に扱うことにし、その他の疾病は原則としてすべて総合病院が

受け持っている。各方面の専門家がそろっている総合病院で協力診療につとめる方が威力が発揮でき

るという考え方にもとづくもののようである。

日本の場合、専門医や専門病院の意義とその必要性は重々認めなければならないが、その前にまず

一般医と一般病院の重要性も十分に認識されている必要がある。すべての人々が家庭医と呼べる一般

医をもち、そして特殊な専門病院でないごく普通の病院を身近にもてることが、やはりあるべき地域

医療への第一歩なのである 。 日常生活では、何とい ってもこれら一般医や一般病院のお世話になるこ

との方が圧倒的に多いはずだ。こうした主張はだれもが飽きあきするほど聞かされてきた。まさにマ

ンネリズムを絵に描いたようなお題目である。しかし、現状は残念ながら一般医 ・家庭医の望ましい

姿を期待するには程遠い状況にある 。

そもそも教育制度にも大きな問題がある。医学部を卒業したあと 1 年間、しかるべき病院で主だっ

た診療科を一巡しながら幅広く研修を積むはずのインターン制度は 、運用面におけるいくつかの欠陥

ゆえに惜しげもなく廃止されてしまった。そして、再び昔と同様、大半の医学生は卒業するとすぐ狭

い専門領域に入りこんでしまうのである 。いずれは専門医の道をえらぶにせよ、まず臨床医学の全般

を一度広〈勉強してからの方が、大きな視野をもっという意味でも、みずから歩むべき道の位置づけ

を正しくとらえるという点でも、いいのではないかと思うのであるが… … 。欠点を修正しながら、何

とかいい形にもっていくことをせず、すぐれた芽をもった制度を頭から潰してしまい、あとは空白の

ままにしておくというのも困ったことだ。

まさかとは思うが、大局的な判断力をもたない近視眼的な専門医と、専門医くずれの一般医ばかり

になってしまっては大変で・ある。

話は少々横道にそれるが、これに関連して、むかし読んだ小説の一場面を思い出した。イギリスの

作家サマセ ット ・モ ームの『月と 6 ペンスJ に出てくる話である。

医者である作中の一人物が聖トマス病院付属医学校時代の友人について語るくだりで、その友人が

抜群の秀オで数々のn・や奨学金をひとり占めしており、ことに外科の腕にかけては天才的だったこと

* 1  

から、彼には終始頭があがらなかったことに及び「だから、奴さんが聖トマス病院のレジストラ一仁

挙げられた時に、僕にはもう正職員になる望みは断たれていたわけだった 。そうなればもうジー ・ピ

ー( 何でも医者) にでもなるよりほか仕方がない。 ところが、君、ジー ・ピー( 何でも医者) の将来

なんて、どうせ知れたもんさね。 うだつの上りっこなどありゃしない 。〈中野好夫訳>J という部分が

ある 。

欧米では職能の分化が進んでおり、たとえば一般医より専門医の方がえらい、といったような見方

はあまりない。一般医も専門医もそれぞれ分に応じてみずからの仕事に満足し、報酬の面でもとくに

注) 本 l モームが rr J と六ペンス j を岱いた今世紀のはじめ頃、英国の医師制度がどのようなものであったか正路には知らな

いが、当時もレジストラー ( regi st rar) とは専門医としての研修を受けるべく登録された医師のことであったらしい。因

みに、現在の病院医師には、病線医 ( house oHi cer ) 、上級病棟医 ( seni or house oHi cer ) 、登録医 ( regi st rar ) 、 上

級登録医 ( seni or regi strar ) 、専門医( consul tant ) と5 段階の資絡づけがある。

*  2  ジー・ピー ( G. P. ) とl i general practi ti oner の略語てゾ一般医" を意味する 。家庭医( 九mi  ly doctor ) は、いう

までもなく、ぜひとも G . P . であってほしい。
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格差があるわけではない。一一一一ー というように、かつてわれわれは聞かされていたのだが、実情は

まったく反対のようである 。中野氏は G . P . をやや侮蔑的に“ 何でも医者" と訳しておられるが、こ

の種の価値観や感覚はそう簡単に変わるものではないから、専門医指向の風潮lは今日の英国にも多分

まだ残っているものと思われる 。恐らく世界共通の悩みなのだろう 。

- 高度医療にともなう諸問題

医療の高度化は、われわれの生活に大きな幸いをもたらした 。同時に、そこにはいくつかの間題も

出ている 。それらについて少し考えてみよう 。

その第一は医療費の高騰である 。高度の医療には高価 な器械とたくさんの入手を要するものが多い。

結果的にその医療費はかなり高いものにつく 。 しかし、ありがたいことに、現在、われわれはすべて

公的な保険によ ってほとんどの医療を保障されており、一部自己負担を必要とする場合でも、その負

担分がある程度以上重くなれば公費で肩代わりしてもらえる 。 また、全面的に公費負担でまかなわれ

る医療の範囲も拡大された 。腎機能の衰えた人たちに対する血液透析などがそれである 。この点、医

療を受ける側からすれば、相当に恵まれた状況にあるとい ってよい。

医療は、本来、金がかかり過ぎるから止めようというわけにはいかない性質のものである 。人命尊

重という至上の目標に向けて、常に可能な限りの努力が求められる 。仮にそこで医療費がかさんでも

それは仕方のないことであろう 。福祉国家をいう以上、それに対しては何らか経済的な裏付けがなけ

ればならず、またわれわれはすでにそのための負担に同意してきたはずである 。

ところで、わが国の医療費は年々膨脹を続け、このままでは財政破綻を来たすということで、医療

費抑制策がとられはじめた 。 しかし、その原因は必ずしも医療の高度化にあるとは限らないようだ。

むしろ、医療費の支払い方式にかかわる不合理の方がはるかに多くのむだを強いている 。この辺の是

正こそ緊急を要する課題なのであ って、医療技術の向上を目指す従来からの歩調をゆるめる必要はま

ったくないとい っていいように思う 。

二番目に問題にされているのは、施設設備の重複である 。たとえば、しばしば例に引かれている C

T  ( コンビューター断層 ) 装置などがそれであろう 。 1 台当たりの価格が億単位といった高価な器械

が、診断上威力ありと伝えられるや、たちまち小さな病院にまで備えられる ( もっとも、そのために

器械の値段は急激に簾くなりつつあるとか )。

ヨーロ ッパあたりでは、かなり大規模な病院でもまだ C T を備えていないところが多い。 とくにイ

ギリスのように、医療施設整備の段階で病院聞の機能分担と相互連繋を積極的に進めている国では、

およそむだな重複は起こらない。

アメリカでさえ、高額機器の無用の重複を避けるための抑制措置がとられようとしている 。

施設設備の面で歯止めらしい歯止めもほとんどないままに、自由競争が許されているのは日本ぐら

いなものであろう 。重装備の重複は当然むだを生み、設備の遊休度をノl、きくしようとする努力はおの

ずから過剰診療につながりかねない。恐ろしいことである 。

ただ、これに関して別の面を見落としてはならない 。すなわち、重複にともなうやや過当かと思わ

れるほどの競争のお蔭で、われわれの医療のある部分が大きく向上してきたということである 。高度

な機器の普及は、多くの医師の経験を増し、経験の積み上げは互いの磨き合いの機会を多くし、また

たく聞に新しい診療技術が国の隅々にまで惨透していく 。 まことに見事というほかない。重複のマイ

ナス面にばかりとらわれて、得失についての正当な評価を誤 ってはならない 。

第三には、施設面におけるバランスの問題をあげたい 。施設の水準をうかがう一端として、その面

本 3

積をみると、日本の病院はここ 20年で盲着実な成長ぶりを示している 。

たとえば、 1960年前後に建てられた病院ではほとんどが l 床当たり 30m'程度だったのが、 1970年頃

注 ) *  3  伊 藤 誠 、 河 口 盟、中山茂樹 : 病院の建築鋭校と各部の商機配分 、日本主I t 築学会論文報告集第309号、 1981年 11月



には40- 45m' まで伸び、一部では 55m'から 60m'近くにまで達した 。それが最近の例では、 50- 60m'が

一般的な値で、 70m'前後の病院も少なくない 。なかには l 床当たり 90m' も割いている例さえ見られる

ようにな った。むろん、質の点でも相応の充実向上を示している 。

ところで、各病院ごとに部門別の面積配分を見ていくと、そこにひとつはっきりとした傾向がある

ことに気付く 。それは、検査 ・放射線 ・手術といった診療各部門の占める比率が少しずつ大きくなっ

ているのに対して、病棟の割合がだんだん小さくな ってきていることである 。病棟が病院全体に対し

て占める比率は、 20年前には4 0 - 5 0 %、どちらかといえば大勢は 45- 50%寄りであった 。それが10年

前には40% 前後に落ち、最近ではほとんどが30% 台まで低下した 。先にも述べたように、全体の面積

は増えているから、病棟の絶対面積も小さくなっているわけではなく、むしろある程度は広くなって

いるのであるが、診療部門の成長に較べると、イ申び率があまり高くないということなのである 。

以上の事実は、まさに日本の病院の特徴といってよい 。つまり、診療機能はかなり充実していなが

ら、入院患者の療養の場である病棟の方はさほどでもないというのが現状である 。

では、診療部門と病棟との面積的な割合はどの程度が妥当なのかということになるが、これははな

はだ答えにくい設問である 。ただ、つぎのことだけは確実にいえる 。すなわち、日本の病院の診療部

門を欧米の例と比較して見たとき、今やまったく遜色は認められない 。 ものによ っては日本の方が優

れている部分さえいくつかある 。それに反して、病棟の方は彼らにくらべ格段に劣っている。 1 床当

たりの面積で示せば、彼らの約半分、あるいはそれ以下とい ったところだ。どうやらわが国の病院の

構成には大きなアンバランスがあるといえそうだ。病棟の水準向上こそこれからのわれわれの課題だ

と考えなければならないだろう 。

ここで、また一つ余談を挟む。

筆者は、一昨年から昨年にかけて 、日本が無償供与の形で中国のために建ててあげる中日友好病院

の設計の手伝いをする機会をも った。 この病院は総ベ ッ ド数1300床という大規模なもので、完成の暁

には北京の、いや、中国全体のメデイカルセンターたるべく期待されている病院である 。 したがって、

当然のことながら、高度の診療機能を備えたものであるよう強〈求められた 。事実、その点に関する

中国側 の熱心な要望にはいささかたじたじとさせられるほ どのものがあ った。

そのとき困ったのは、実際に診療部門をどの程度のものにするかという点について、なかなか決め

手が見つからないことであ った。 というのは、そもそも高度の診療は、周辺の諸条件がそろって高ま

ってきたときはじめて力を発揮するものであろう 。中国医療の現状は、率直なところ、そう高いとは

いえない 。そこに現代医学の最先端をいくような総械や施設を急に導入しても、ことによるとイ変われ

ずに放置されたままという結果になりかねない 。 しかし、他面、均衡を失した突出部が診療機能全般

に刺激を与えて、全体の水準向上に貢献するというようなこともありそうに思える 。期限を切られた

設計では、いつまでも迷っているわけにはいかないから、中国側と何度か話し合いを重ねた結果、あ

る線でまとめたが、これもバラ ンス にかかわる難しい問題であ った。

- 地域に根をおろした病院

話を再び地域医療の問題に戻そう 。 しかし、ここでは医療施設の全体系に及ぶような高速な議論を

展開するつもりはない 。いくつか提案されているような“ あるべき姿" にもっていくためには、それ

以前に整理しておかなければならない問題がまだたくさんあるからだ。そして、それらの問題のどれ

ひとつをと ってみても、そっ容易に解決できる性質のものとは思われない 。

現在われわれがおかれている状況の中で、地域住民にとってより望ましい医療保健の形を探るには、

現にその可能性を実地に示している優れた活動の芽に学ぶのがも っとも手っ取り早い。そうした意味

で、以下、地域の人々に喜ばれ、またそこに根をおろした病院として注目されているいくつかの活動

例を拾ってみよう 。いずれも、なにがしかの努力は要するものの、実行不能の絵空事ではない 。
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その第ーは、/ f 玄米その病院の診療圏に含まれてほしい地区ながら、距離や交通手段の点で維がある

場所に、出屈としての診療所をおくことである 。いわゆる僻地といわれるようなところに、独立した

診療所を計画したとしても、そこで働いてもらえる医師を得ることはむずかしかろう 。仮にそのよう

な医師がいたとしても、僻I也に狐立していてはたちまち新しい医学から離れてしまう 。親病院との聞

に絶えず接触があ って、はじめて出府の質が保証されるのである 。最近は、相当奥地まで道路事情が

よくな ってきたせいか、このよつな出張診療所によ って成果を挙げている例が少なくないと lifl いてい

る。

第二は、病院側からの訪問看護を積極的に行うことである 。 日本の病院の入院Wi 聞の長さは、すで

に繰り返し指摘されている 。 また、入院していることがマイナスに作用して、 l明らかにホスピタリズ

ムに決ちこんでいる忠者もいる 。ある H寺点で、入院からイE宅療養に切りかえる方が、回復をヰめると

いうこともあろうし、医療賀の点でも有利なことはいうまでもない 。

多くの病院で、不可欠要素のように係用されている 1 C  U も、元はといえば、中等度手守護( in  ter -

medi at e care ) 、軽症看護 ( sel f care ) 、長期看護( I ong t er m care ) に、在宅看護 ( home care)  

を含めた看護度別忠者構成 ( progressi ve pat i ent  care ) の考え万から出たものなのである 。高度医

療と直結する 1 C  Uの方だけ取りあげ、られ 在宅肴護がなおさりにされるようではまさに片手落ちと

いうしかない 。

第三には、入院と外米の中間に当たるテイポスピタルとして病院の門がも っと拡げられてほしい。

それに適応する忠者は随分たくさんいるように思われるのだが、現状ではそのほとんどを入院させて

いるようだ 。 生活ーの恨拠地は自宅におき、昼間、病院に通 っ てきて必要な治療を受けるような ｽｦｾ を前

記の訪問看護と組み合わせると、病院の地域に対する働きは見かけより数倍拡大されるに追いない。

ここでまた主題を少しはずれるが、イギリスやアメリカの病院で最近力を入れているデイケアにつ

いて簡単に紹介しておきたい 。これは上に述べたデイホスピタルとは少々違 っていて、専用のベ ッ ド

をも っており、必要があれば忠者をそこに寝かせるが、タ万までにはすべて帰宅させるとい った形の

病棟である 。やや複雑な検査や簡単な手術に使われている 。たとえば、朝早〈来て手術を受け、その

あと夕方までしかるべき看護を受けながら静養して、家に灼j っていくのである 。夜を越しての在院が

割高につくことに着目しての対応であろう 。 イギリスの場合、極力、入院病床を ｩｬｾ ｬｚらそうとしている

が、その一環としてこのデイウォード ( 畳間だけの病棟) が巧えられた 。アメリカは、イギリスとは

率的が違うが、それこそ医療の高度化が医療費の高騰を招き、病院肉体がだんだん庶民の手に届きに

くいものになりつつある 。人々が利用してくれなければ、病院側としても困るわけで、対応策として

できるだけ廉あがりて・済む医療を提供しようということからデイケアが着想された 。 日本ではアメリ

カのような必要性は生まれないが、イギリスと共通した存化理由は比出せるはずだ。

本題に帰 って、四番目に、地域病院に特別養護名人ホームを併設する形をも っと用やしたい 。急性

疾忠を主な対象とすべき病院のベ ッドが、だんだん' 慢性の主人忠者によ って市められていく 。 これは

多くの病院に共通して昆られる現実であるが、こうした事態を避け、病院本来の機能を十全に生かす

には、ぜひ慢性疾忠をもっ高紛者を別に分けるべきである 。

特別養護老人ホームは、法的には医療施設の枠内に入らないが、これが病院の構内にあることは主

人にと ってどれだけ大きな安心で、あろうか。光熱関係の機械設備や給食 ・洗濯などのサービスを共用

すれば、両者にと って運営上も有利なことはいうまでもない。

さらに養護在人ホームをも併置するという考え万もあろうが、その前に、若人にと って“ 脇設" に

入ることが本当に幸福なことなのかどうか、という大命題があるから今ここで佐々に提案する気はな

し、。

結論として、われわれの地域病院は、最新の診療機能を端正な形で中核に娠えながら、四肢を多角

的 . ｾｦＮ ｊｬ 皮的に拡げていくような病院であってほしいのである 。Ｈ いと う まこ と 千葉大学教ii l



医療面より期待する基幹病院の建築計画

一 地域 中核 病院としての神戸 新 中央市民 病院一一

音 栖 正 之

はじめに
なシステムとして検討した上で計画されるべきであろう。

戦後わが国の医学の学問的水準は急速に追いついたといわれ

ているが、医療制度、ことに病院組織を中心とした諸制度はい

まだ未開発な点が多〈、欧米と比較して病院づくりは一般的に

約50年ぐらい遅れているといわれている。欧米における医療体

制は病院を中心として発達してきた「柴田医療」の体制である

のに対し、わが国の医療制度は漢方医から転化した開業医制度、

すなわち「側の医療」が中心となって発達してきた、医療体制

われわれは、世界で初の海上文化都市づくりを目的とした人

工島「ポート ・アイランドJ に21世紀に向かつて最高最新の設

計を誇る基幹病院を計画すべ〈、約 14年前よりあらゆる面から

の検討を行い、 神戸市に おける医療のマスタ ー ・プランを考え

た上で、その基幹病院像を画くとともに、その理想、を追求した

(表 1 )。

I  基幹病院の理念と社会的使命

の歴史の差であるともいえよう。 われわれは基幹病院計画に当たって、最初から基幹病院の理

市民病院の役割は、数多くの市民の診療に最大の機会を与え、 念としてつぎのような 3 本の柱を考えた。

また病気の経過中、適切な処置がいつでも敏速に行われ、しか ① 一 人 の忠者の治療に病院全体が責任をもつような診療体制、

も集中的に強力に良い医療を受けることが保証され、かつ良い 各位医師団による「チーム診療」体制が行われる病院

品質の医療を直接的にも間接的にも地域社会に還元することに ②知識の再生産が可能でい、高度な医療水準が維持できる教育 ・

ある 。 また、 地域社会に対して医療行政の責任を果たすことで 研 究 ・研 修 病 院

あり、社会の公共財産づくりの役目を来たすことでもありうる。 ③ 高度医療を直接市民生活に泣元しうるような地域医療行政が

さらに地方自治体の経営する病院には、地域社会に対しコンク 可能な病院

リー卜の塊のような無機物的存在ではなく、地域住民の聞によ (1) rチーム診療」が可能な病院 とはどういう意味であろうか。

り広くより深〈般をおろした樹木のような有機的存在であるよ 世間では医師を選ぶのは忠者の自由であり患者側の権利である

うなマスター・プランづくりが必要である。それゆえ病院建築 と々えられているが、果たして一般人が病院内で自由に医師を

に当たっては、上記の目的にそって病院の機能と構造との関連、 指名したり選ぶことがどこまで可能であろうか。忠者に対する

診療体制、福祉効果、さらに経営効果面をも考慮したトータル 診療行為の契約は、病院においては個 人の医師との契約行為で

表 1 神戸市における医療のマスター・プラン l  はなく、患者とその病院の院長との聞に

匡ヨ訂一一一→

イ1: 院 回 数37 日→

・ 救急医療業務

・ ;筑間検診業務

(l )研 修 脚IIHlHl l

2  Ｉ 中 ｴｾｦ 行線医師採用

3  ) 高度精密医療設備i

.1i l 初から紋fままで

-1' 1性のある医療

・年間2 万人のや奄に対する全

只聴診検診法を 9年間l続行。

「学童心臓検診におけるやj 1 戸

方式」として全| 司にイi f，であ

る。

市民パ ウー

勝 病院のシステム |  交わされたものであり、神戸の市民病院

十 情 想 I Ｈ 院内 ・ 病院鮮 ・ ｉｬ ｾｊ
- 一一一ー ;業医家11:) のシステム)

27 日

・ベ y トtj:・.IAはT見合ベ y ド

・各千十の枠をはずす

.  P .  P .  C . 万式保用

・チームみ療体制l

( 院内開業医怠識廃止)

・ 小干ｾＧ，，＼＼Ａ Ij i. f立化- .n，，!Ml江のl i ' 1I J11

50Bed→40Bed→30Bed 

院内全体のI CU化

2 床宅ベースになる

石，，!MIrrtlll'l.LW るより Bed

減 少 の 万 がJ切益

・1寺ちの時Il¥J 短 縮 診療の迅速

1'1: 

( 検110 F 術等 )

・ セ ｹ ト綴送 ｾｉＧ 画

( 物品の品質および数泣' i ' i : . I ' l l )

院内の経営努力

17 日→ 7 日→

・開業医家との? を後な述繋体制

づくり

・病院群IHJ の機能別述繋体制jづ

くり

・地域病院

. 慢性病院

. . ( ; 人病院

・アフター・ケアー

リハビリ センター

. 外来指手2

. 訪 問 .(;-，，({i

・ホスピスづくり

地域医療への連繋

の場合は最終的には神戸市長との契約と

いうことになる 。契約という観点から病

院における診療体制は、一人の患者の診

療に一人の医師のみが主治医となる主治

医制ではなく「一人の忠者」に対して病

院が有するすべての人的、物的機能が提

供されるべきである 。つまり内科 ・外 科

・小児科といった各専門科の枠をはずし

た「チーム診療」または「集団医療」体

制といったプロジェクト ・チームづくり

を考えるべきである 。

このような考え方に立って約 8 年前か
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ら臓器別・疾患別 のチームを編成し、試行的に実施してきたが、

その成果を踏まえて基本設計のプランづくりの根本理念とした。

(2)  rよい医療の品質J が保持できる教育・研究病院を目指し

て 、その環境づくりの条件のひとつとして、中央診療部門の広

さの確保に努力した 。 またピロティーを増設部として将来に備

えている 。地域の基幹病院として最も必要なことは、常に最高

の医療水準を維持し、将来に向かつてこれをいかに高めていく

かであろう 。施設は年ごとに老朽化していくのは当然であるが、

これに伴い医療水準の低下をまねくようでは少なくとも基幹病

院とはいえないのである 。そのために常に最新の医療機器の導

入を計ることは必要であるが、それにもまして大切なことは、

他に頼らず知識の自己再生産が可能なよ うな環境づくりと人材

の差戒である 。 このために常に医学の進歩発展に追従できるよ

う「病院の若返り策」を講じておかねばならない。 ことに臨床

家の勉強は“ 患者さんが教科書" であるといわれている 。いわ

ゆる優秀な研究者の育成は医科大学にまかせ、真に地域社会か

ら要求されている「良い臨床家」づくりこそ基幹病院が果たさ

なければならない使命のひとつである 。

(3)高度医療を直接的にも間接的にも市民社会に還元すべき使

命がある 。地域に広〈深〈根をおろす具体策としては救急医療

と集団検診とがある 。

肺結核集団検診の時代は胸部間接写真 l 枚の読影でほぼ目的

が達せられていた 。 ところが↑ 益性病、成人病、癌および先天性

奇型等に対する検診になると検診方法自体多岐にわたり、また

多種類の検診法からの総合化が必要とな って くる 。 さらに正常

か異常かの判定力は長年専門的訓練を経た専門医でなければ身

につけておらず、価値ある集団検診の結果が得られないのであ

る。それゆえ集団検診の最初から「専門医の直接介入」という

ことが必須の条件になってきており、それは数多くの専門医集

団を抱えている基幹病院の任務のひとつともな っている 。

具体的な活動の例をあげるならば、約 9 年前から「学童心臓

検診」を当院の専門医集団の努力によ って実施し、すでに約20

万人余の検診実績を残し、いわゆる「学童心臓検診における神

戸方式j として全国的に高〈評価されている 。

つぎに救急医療であるが、ただ医師がいるだけとい った姑息

的な夜間診療所的救急体制では単に経費倒れであるだけでなく、

救命しえずに終わることが多い。 ことに一次 ・二次 ・三次救急

と救急の輪番制が行われているが、本当に救急を必要とする呼

吸と循環の重症な状態の患者の迅速な救命が可能な制度であろ

うか。 また救急車に研修医を同乗させている米国の救急の現況

にはるかに及ばないのを残念に思 っているが、これは研修医制

度をもっている基幹病院の将来の問題点であろう 。

この理想には及ばないが本院では、昭和51年から救急 ・救命

センターとして，研修医 2 名とその背景に内科医、小児科医、

外科医、循環器科医、麻酔科医、産婦人科医等の専門医集団が
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毎日当直し、その上レントゲン技師、中央検査部技師の24時間

勤務体制を採用している 。

集団検診業務も、救急・救命センター業務もともに、多人数

かつ多種類の専門医集団を擁する基幹病院にしてはじめて遂行

可能な社会的使命であろう 。 このような「診療のスピードとパ

ワー」という問題のほかに、患者側からみて「治療の一貫性j

は必要欠くべからざる要求であろう 。市政の方向として基幹病

院に予算と人材を集中投入し、現時点で考えうる最大の先行投

資がなされているので、建築設備単位の投資は高額にのぼって

いる 。それゆえ、医療面、経営面、社会面よりみて最も効率を

あげうる運営は、短期入院患者を対象とし、病気の急性期、慢

性疾患の急性増悪期また慢性疾患の定期検診と療養指導、また

は重症緊急症例の受け入れに限定すべきである 。 このような運

営面での問題を抱え、しかも一貫性のある医療ということから、

国立私立を含めた病院 ・開業医等、基幹病院をとりまく病院群

づくりをなし、また開業医との緊密な連繋を計ることが必要で、

ある 。

そこで神戸市を一医療行政区と考えて、他医療機関を含めて

症状別 ・重症度別診療体制が行えるような「医療の組織づくり J

をマスター ・プランとして設計前より思考した( 表 1 )。

II 病院計画の変遷

従来の病院施設構成の示す方向として、各診療科中心の考え

方が重きをなし、病院とは各診療科の単純な集合体でしかあり

えない感があ った。そのため各診療科単位の病床配分、空間配

分を重点的に考えて集合体的な基本設計がなされてきた 。

さらに将来の医学の急速な進歩発展に対応しうる病院として

必要な時に増築できるよう、建物全体が成長・発展性のある多

翼的 ・開放的なプラ ンニンク許open end方式が必須条件てあると

いわれてきた。

病院における医療水準の品質保持という観点からみると、現

在の医療水準を維持しうる専門医集団を確保できる最低限の経

済単位であるベッド数は、一般に 500ベッド以上であるとされ、

さらに教育 ・研究 ・研修病院として知識の再生産が期待できる

基幹病院として必要な最適のベッド数は 800ベッドから 1，200

ベッドであると守屋氏は述べている。

Open endに従って、時代の流れとともに病院が増築を重ねて

無計画に広くなりすぎると、職員の動線が長くなり、乱れてき

て管理不能の病院となる 。 またマ ック ・マスター病院の基本設

計にみられるようにいくら可変性があるという建築計画でも、

建物中央部を占めている部分の将来の拡張計画について、有機

的な配置転換は最初から不可能と考えられる 。建物中央部を占

める部門の拡張目的のため、まとめて他の場所へ代替移動が可

能であ ったとしても、その場所をとりまき機能している周辺部

門との調和連繋が困難とな ってくる 。反対にコ ンパ クトで狭す



ぎると、新たな進歩に伴う大型医療機器の収納に困 1) 、将来の

発展に対応できず、病院機能に重大な障害が生じてくるもので

ある 。

III 病院の延床面積と動線の長さ

3) η 

病院の適切な広さは、欧米ではベ ッ ド当たり 70m'から 80m'が

総合病院の常識であり、大学附属病院では 100m'が必要とされ

ーている 。 しかしながら閉じベ ッ ド当たり 70m'でも、職員の動線

の長さつまり横への平面的な広がりを考慮すべきである 。

生理学の教えに従えば、心拍動が停止してから、約 4 分以内

に脳循環を再開しなければ脳細胞が死滅するといわれている 。

それゆえ、院内のどこからでも 2分30秒以内に駆けつけられ、

1 分間で必要な医療機器を用意し、心蘇生体i を施行し うるよう

な動線の長さを考慮に入れて建築計画がなされるべきであろう 。

もし職員・医師の動線が長過ぎて、 4 分以内に心蘇生が不可能

であり、脳死が必発という建築構成であれば病院へ入院してい

るといっても医師不在の医療の過疎地帯に住んでいるのと同じ

環境にあり、近代医療の思恵に浴されない状態におかれている

といえよう 。人聞が 1 分間に歩く距離は約 60mであるので、半

径50mの円内に 1，000 ベ ッ ドを収容し、 l ベ ッ ド当たり 70m'以

上を確保したコンパクトな建物は、近代病院建築の要件を満た

しているといえよう 。

N  cl osedな建築方式の採用による医療の総合化への

試み

Open end方式に対し、あえて cl osed方式を採用したのは、

つぎのような観点からである 。

激しい医学の進歩 ・変化に対応するため、現在の各診療科が

さらに専門分科する傾向にある 。診療科が細分化すればするほ

ど、いかなる手段で総合化するかが問題にな ってくる 。専門医

として狭い範囲を取り扱 っていると、その人の業績が学会等で

は認知きれないまでも、表面的に一応その道の専門家として院

内では通用することがある 。それゆえ制11分化は一見進歩発展の

ようにみえても、細分化すればするほど総合化に努力しなけれ

ば、病院全体の医療水準は全体として低下する危険性を苧んで

いるということである 。 これはよほど注意深〈見守 っていない

とつい見逃すことになる 。

そこで細分化しようとする診療科の傾向を、建築計画により

いかに総合化の方向にまとめることができるかという問題点が

ある 。流れにまかせて無限に拡張できる Open end 方式よりも

cl osed方式すなわちコン パ ク卜に計画しておき、時代の進歩発

展、展開に応じた内部流動で対応するという考え方が必要にな

ってきた 。

さらに当然のことながら本院では、病歴室、集中治療部、救

急 ・救命センタ一、手術部、中央検査部、放射線部および R 1  

部等中央部門を各診療科の占有物とせず設置し、各診療科交流

の機会が生じてくる場所と考え、必要十分な空間を確保するよ

うに計画した 。他方、本院の特徴である診療体制として、各診

療科の枠をはずした臓器別診療体制づくりというプロジェクト

・チームづくりを考え、現実的に各科の対診率をあげるため可

能な限り数多くのカンファレンス・ルームの設置を計画した。

V  新病院設計の基本的考え方 ( x 型案)

建築計画をコンパクトにするため 1 フロア ーの縁に対する面

積を最小 lこすることは動線の短縮につながる 。そのためには模

刑的には円形が一番効率がよいのはいうまでもない。 しかしな

がら同形で設計すると コスト高 になるので、正方形を原型と考

えてみた 。分かりきったことだが病室は全部窓に面していなく

てはならないという基本条件があるため、動紛{ の長さは短〈計

画したいし、反対に建物の縁の長さはできるだけ長〈計画した

いという、全〈二律管反的性格の必須条件がある。このために

四隅に正方形の突出を 4 っとり、全体として四角形を採用した。

この型を X 型または四つ葉のクローパー型と名付けている。

4 翼の形を採用したのは、看護サービスとくに看護婦詰所機

能を分解、再編成し、短期入院・重症患者の看護に適し、患者

の居住性を重視した計画であるとともに、将来の看護単位の変

化に対応できるよう考えたものである 。看護はベ ッ ド・サイド

で行われる 。 しかしながら今までの病院の看護婦詰所は、病舎

に出入りする忠者・外来者に対するウオ ッチ ・マン的機能が果

たせるような場所に設置され、ベ ッ ド・サイドで働くという環

境になかった 。今回病棟計画に当た って、看護の原点に立ち帰

り、患者の重症度に合わせた病棟の機能と構造をつぎのごとく

考えた 。

(  1  )医師はベ ッ ドを受け持つのでなく、患者の治療を受け持つ

べきである 。

(  2  ) 看護婦はベ ッ ド・サイドで看護サービスを 24時間受け持つ

主婦的存在である 。
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(  3  ) 看護サービスがどの病室にも均等に与えられるような構造

を考えるべきである。そのため看護婦詰所をオープン ・カウン

ターとし、病舎の中央に位置させた( 図 1 )。

(  4  ) 患者と eye cont act ができることは、忠者に安心感が与え

られる。またこの条件は、もし必要ならば重症患者の入室がど

の部室でも可能で‘ あり、いわゆる集中治療部としての使用も可

能と考えられる 。

(  5  ) 将来仮に重症患者が増加することにより看護量が増大した

とき、効率の点から単純に仕事量に応じて看護人数を増加すべ

きではない。 l 看護単位内の患者数減少、看護単位を縮小する

方が、経営的にみても、看護サービスの面からも効率がよいと

考えている 。これに対応し X 型案は l 看護単位の患者数が容易

に可変性をもち、 しかもどの病室も均等なサービスが期待でき

る設計プランである 。いくつかの 4 床室を 2 床室に使用するだ

けで、 l 看護単位を 50→40→30床に減少させることができ、無

駄な空間の存在を排除しうるプランである 。恐らく従来慣用さ

れてきた建築様式である複廊下方式ダブルコリドー型の病舎で

は、患者数減少に際し看護婦詰所より遠隔の病室が完全閉鎖さ

れ、そこは無駄なスペースとして残るだろう( 図 2 )。

例 50 B→ 40 B→ 30B 

X 型病棟

図 2

→ 2  B  I  I  I  I必勿勿

ＨＨ ｎ ｬ ｳｾ＠ 11 I  

4  B→ OB t:: 1  I  I  I  ｾ忽勾

ダブル コリドー型

病 舎 の 型 と 看 護 単 位 の 大 き さ

(  6  ) 一度勤務体制に入った看護婦はレスト ・ルームに行くとき

以外、勤務時間内は病舎から雌れなくてもベ ッ ド・サイドで仕

生存に専念できる環境をつくるべきである 。

(  7  ) そこで搬送にカを入れることにより、いろいろな問題を解

決した 。たとえばナース ・センターの中央部に搬送の出入口を

設けている 。搬送は物品を手もとから手もとへ搬送すること、

および物の移し替え作業を可能な限り少なくした 。

(  8  ) 建物のセンター ・コアには 4 翼の病舎の共同使用部門を設

置し、今までの者護婦詰所機能の一部分を集め二重投資を避け

るようにした 。

以上の条件どおりの病棟機能を満たす計画は、従来の複廊下

式病棟計画では不可能なことと思われ、看護の原点に帰り、入

院患者の予想される重症度に合わせ看護婦詰所機能を再編成し

たのがこの X 型である。

羽 近代病院計画時必要な設計思想

1. 病院機能の区画分け( 機能と構造)

病院機能は全体として粘密機械のごとく与ーるべきであり、 1  

フロアーになるべく関連のある部門を配置し、設備階の有効利

用とあいまって、平面的にも立体的にも相互関連を考えて要領
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望u 病院の機能と精進( 区画分け)

病 f車 区 回

liJj 目立d 区 回

設 備 階

h'i i紫 区 画

検 ゴを 区 回

設 f結 階

外 来 区 蘭

サ ー ビ ス 区 画

相量械エネ J レギ一区画

集 中治療郡

司

院 長 日IJ 院 長 部 長 図 魯 病 歴室 医局

コンビューター

EE; 問機収納を目的

手術室 無菌室 ｾ中治療部心血管 ー 遺影部

分娩昔日

臨 床 検 査 部 生 体 織 能 検 査 部 輸 血 音11 C T  レン

トゲ ンT V

綴送の椴引きを目標

総 合 外 来 専 門 外 来 一 般 レ ン トゲ ン搬彬

中 材 集 局 給 食 R  1  放射線治療

救急救命セ ンター

Jtx 

!H 

線 l

発

生

区

函

よくまとめるべきである 。病院内の配置と動総の| 掲係から病院

機能を再編成し、つぎのように建築計画上病院機能を各区画に

分け l フロアーずつまとめてみた 。表 2 は病院機能と構造から

A考えた区画分けの配置図である 。

放射線発生区画は従米の慣習のごとく l フロアーに機器の展

示場のごとく並べるべきでなく、出潔区画に心J血管造彩部、検

査区画に C T 、 レントゲン ｔｖ 等、外来区画に一般搬 ［ｪｩ ｾ および

断層等、地階に R 1 および高エネルギ一治療部を設け、建物の

縦の万向に、 それぞれの区画が持つ機能と適応させて配置する

ょう巧慮した 。 またおう潔区画は空調設備を設備階を利用して設

ける必要性があ ったので集めただけでなく、医療の面より検査

- 処置および手術施行時、呼吸と循環の緊急管理が必要である

と思われる診療行為がなされる場所を l フロアーとしてまとめ

たもので、主役を麻酔科医の活動にまかせ、急変に対する迅速

な対応と管理が可能なように配慮された ( 図 3 )。

2  . 病院全体計画における原則的考慮

さらに計画に当たってはつぎのような配慮をもって設計思恕

をtI いた。

(  1  hl';-i 紫 ・不潔の明確な分傾・一・・手術部はさらに細かく 4 つの

ゾーニングに分けた空調を試みている 。



表 3

病床数ド)i | 中央診療
サ ビ ス

総面繊同 (ベッ 音11 ( 耐)
病棟 ( m') 外米 ( m')

-包・2盟側

21 ，374 23，469 9，842 13，554 

*  

}毎 大 68，245 1，013  

(31. 3 %)  (34. 4%)  ( 14 .4%)  ( 19. 9%)  

17，775 21 ，606 8，359 18，331 

ｾｴ＠ A  大 66，068 858 

(26.9%)  (32 .7 %)  (12. 7%)  (27.7%)  

18，795 27，994 5. 933 11. 813 

自 治 医 大 64 ，535 850 

(29. 0%)  (43 .4%)  (  9. 2%)  ( 18. 3%)  

11 ，893 18，234 8. 070 18. 595 
日 赤 セ ン タ ー 56 ，794 1，000  

( 20 .9%)  (32 .1 %)  ( 14 .2%)  (32 .8%)  

10，884 21. 382 3. 812 16，194 
r.l 1 立 場J 込 51 ，139 939 

(21. 2%)  Ｈ Ｔ ＱＮ Ｘ ｾ 色Ｉ (  7. 5%)  (29 .5%)  

11. 369 23. 936 3. 092 12. 174 
凶立医療センター 50 ，509 1，002 

(22 .5%)  (47 .3%)  (  6. 1%)  (24 .1%)  

21. 353 23. 739 5. 423 13，194 
相11戸 rl' うた di 1"; 59 ，535 1，000 

( 35 .8%)  ( 39 .9%)  (  9. 1%)  (22 .1%)  

(  2  ) 職只 ・忠者 ・物品の動似の分離明雌化と、ことに忠者に対

し可能な| 以り制縮を計占った 。

(  3  )  1  ; 也者 ・l 番号 ・l カルテ方式をとり、病歴室にて医療資

料の集中管理を計り、一人の医師の個人的体験を病院全体の財

産として保信= しうるようなシステムっくりをなし、病院全体の

医療水準の向上を計' ) 、知織の再生産に資する計画がなされた 。

(  4  ) 中央化を計りながら、作専門科の特色を生かすようなレイ

アウト、医療機器類および自11室の共用を計 った。

(  5  )大別医療機器の並列配置を原則とし、故障等による診療中

止または設1/Hi [tuからの診療ililJIINが行われないよう配慮した 。 こ

のように高度医療を行うために必要な中央診療部門の広さの確

保に苦労した ( 表 3 )。

(  6  ) 似合ベッドを原則と巧え 、集中治療音1¥、数急 . ［ｪＧｾ命センタ

ーを中心とした本絡的な症状別者護体制 P P Cへ移行しうる可

能性を残し、とりあえず大まかに臓器別 ・疾忠別に分知し利用

しているが、 1手I述の基準病舎の構造から極端に逸脱しないよう

計画した 。

(  7  ) 各フロアーにカンファレンス ・ルームを可能な| 浪り数多く

配置し、ベ ッ ド・サイド ・ティーチングを存症例ごとに討論す

ることによりチーム診療体制雌立に役立たせ、刈診半を .W/)JII す

ることにより医療の総合化が来たせられるよう計画した 。

(  8  ) 物品は手もとから手もとへと搬送されるように計ー画された。

さらに搬送手段による物品の務理 ・保守 ・包: 理を試みるよう計

画した 。定H寺大物ワゴン搬送と臨時中小物搬送の 2 方法を利用

している 。 とくに定時大物ワゴン搬送はセ ッ ト制をｮ［ｾ l!I J として

おり、物品の絡し答え作業を不安とし、可能な| 浪り n，道知i詰所ー

から戸棚を追放した。

(  9 )  r物品集 '1
1
告: 理部」の新設を試み、物品の発送、保守 、点

検を発送元で一括して行えるシステム計画をした 。 これにより

品質 ・数品色: 埋が可能となり、かつ院内作所における物品の配

布が過不足なく行われ、円出な是正用が可能なように計画された。

(10)  2 方向に避難できるよう設計した 。エレベーターは中央の

一般用以外 4 翼にそれぞれ l 基ずつ非常用として用意されてい

る。地下 1階より最上階まで45秒で行ける ので医療上緊急用と

して常用している。

3  . 医学の進歩・成長に対する対応策

近代医療の要件を満たすためコンパクトな建築計画を採用し

たが、しかし医学の進歩 ・成長に応じられるよう、内部流動が

可能なフレキシブj レな設計を係用し た。

(  1  ) 大スパン ( 29. 6- 31. 2 m) と小スバン( 6. 0m) の組み合

わせ工法を保用した 。つまり従来的用されている 6 m スパンを

基調としながら 6 m スパンの制約を排除可能な大スパンと小ス

パンの柱の 中抜き工法を採用した。その結果、内法 7 .2 mの近

代手術室の設計が可能とな った。

(  2  ) 住の 中抜き工法のため、はじめから予期していたことであ

るが、耐良性の面より 2 層のトラスが必要となり 、これを利用

して設備階 2 層設置することができた。 l 層は主として空調を

目的とした設備階で 、これを立体的に 利用することにより泊汚

の区別を追求した近代手術室の設計が可能となった。他の l 層

は主として搬送の横引き作業に対する設備階に利用している 。

さらに賛沢をいえば搬送に対し h'J i ちの区別をするためもう l 層

の設備階が必要である 。

(  3  ) 部室の隔壁はノ マネル方式を全面的に採用し、耐震壁を排除

し簡単に内部流動ができうる構造体を考えた。

( 4  )  1 フロアーにおける有効面的率を高めるよう計画した 。 ) c

スハンの住の中を利用してノ、イプ ・スペースとし、また 2 層の

設備階をフルに利用することにより、 1 フロアーに対する建物

機械設備の Ilj めるスペースの比率は 2 0 %を切っており、各部室

の間 仕切りは谷劫で、それぞれ適当な大きさの部室を自由に計

画でき、また各部室相互の適切な配置関係を保つことが可能な

よう配慮した 。 この理由から大型医療機器設置に当たって全く

柱と無関係に計画できるプランとなった 。

(  5  ) 建物全体 l 層を中抜きし、 3 犯をピロティ ーとして残し 、

将米のWi 築に備えて拡娠利用を巧- えている 。

(  6  Ｉ 中央 診療部 門 の変 ｴｴｩｾ の 比 率が高いと伊泌氏は指摘している。

将来Wi 築予定苦11聞が完配されたあと、もしも っと広〈中央診療

部門を拡娠する必要があるとすれば、病院におけるエネルギ一

部門と問機に、すでに病院内の物品の搬送体系も確実なものに

計画できているので、給食者1¥、中村部門、薬局および中検の検

イ本音11門等の、忠# の搬送に| 品l係がない部門を病院の隣へ移し、

そのあとの杢IlJ J を利用できるようにと計画している 。

病院において、総令診断と集中治療はなるべく l ヵ所で大量

に迅速に行われるべきである 。 このように病院機能を集約する

ことは、医療水準の向上につながり、医療技術の安定が可能と

なり安心できる成結が得られることとなる 。病床数 1，000ベ ッ

ド、ベ ッ ド当たり 70m' ( 設備階を含めた m'数 ) 以上という建物

において、その広さ、延床面的および設備i等の全〈物理的な条

件に由来する診療制限は生じてこないといえよう 。も し仮に将

米診療制| 浪とか医療水準の低下とかが生じてくるとすれば、首ij

iAの物理的な要Ikl でなく、全〈人為的な条約二すなわち人事のシ
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ステムづくりがうまく計画されていないというソフト面より生

じてくるであろう。

四 経営効率と設計計画

従来、病院の拡張計画の底流には、物価 ・人件費等の上昇に

伴う経営改善の一手段 という考えがあ ったようだ。病院経営が

苦しくなると増床したらよいとい 7 安易な経営方針が通用して

いたから、容易に増築可能な Op e n e n d方式の思想、につながって

いったと思われる。しかしながら物価、人件費等が上昇するか

らといって無限にベッド数を増加することは、管理不能の病院

となったり、また医療水準の低下をまねくことが予想され、基

幹病院の基本設計としては通用しない手法である 。

1，000ベッドの基幹病院を運営する上で、ベ ッ ト回転率が重

視されるかまたベ ッ ド占有率が重きをなすかを試算したことが

あるが、ベ ッ ド回転率すなわち平均在院日数の短縮が経営効果

に与える重みを重視しなければならないという結論であった 。

激しいべ"/ ド回転率を予想すれば、当然いく分の空きベ ッ ドの

存在は必要で‘ ある。最有効占有率を病院管理学の教えに従い80

- 9 0 %とし、中をとって85%と仮定したとき、ベ ッ ト回転率す

なわち平均在院日数17 日といっ点が経営効果からみた分岐点と

推定されている 。 このことは経験的に欧米の病院では平均在院

回数 7 日が大半を占め、長くてもメイヨー ・クリニ ックのよう

に11 日くらいである点からもうかがい知れよう 。仮に 1，000ベ

ッ ド. 85%占有率 ・在院日数14日で回転させるとすれば、年間

延べ入院患者数は 23 ，600名余となる。このような多数の患者の

発生が予想される地域人口すなわちマーケ ッ ト人口は、経験的

に、 100万人から 150万人くらいとされている 。 この点につい

て神戸市はちょうど 135万人の人口を有するので、単独の都市

としてひとつの医療上の行政区として好適な大きさとも考えら

れ、基幹病院が存立し得る環境にあるといえる 。

他方Op e n e n d方式は、医療内容、看護単位の問題から考えれ

ば、自由に大看護単位制たとえば60床 1看護単位という人件費

に見合った看護単位も採用することが可能で‘ あり、慢性病、老

人病等を対象とした、またホスピス 、レハビリ的性格をもった

長期治療計画の患者を入院させるに適した建築プランである 。

その上げ当たりの建築費設備費および保守管理費を低額に維持

することが可能な建築プランでもある。

以上のように医療面、看護面よりそれぞれの診療目的、経営

効果および社会管景にそった病院建築計面を巧えるべきであろ

つ。

おわりに

日本の工業力は世界一流といわれてきた 。しかしながら医療

機器のみはなぜ世界の一流品として通用するようなよい品質の

機器がないのであろうかといっ質問を受け困惑することがある 。
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なるほど「個の医療J に通じるファイパー ・スコープとか電顕

とかは世界の一流品といわれているが、 X 線機器とか M E 機器

などはお世辞にも一流品とはし、えない。これは、このような医

療機器を数多〈使用する基幹病院のような内容を持った病院づ

くりの努力が日本全国で十分に払われなかったからである。こ

ういった例と同様に 、よい内容の総合病院づくりの努力をしな

い限り、社会が真に必要としている「良い臨床家」づくりは困

難であり、まして良い臨床の医学者の輩出はとうてい不可能で

あろう。

以上、われわれの病院建築に対する考え方はつぎのとおりで

ある。

(  1  ) 病院建築に当たって 、最初から 基幹病院構想を約14年前よ

り考えてきた。そしてその性格づけ、将来性を考え、機能と構

造面より最高の医療効果とともに経営効率があがる基本計画を

示した。

(  2  ) 医学に おける細分化傾向を総合の方向へ向けることが建物

環境の設計計画により可能で、あることを強調し、医療の品質の

向上化が予期できるよう構造体を ;考えた。

(  3  ) 医療に おける神戸市のマスター・プラ ンを呈示し、 神戸新

中央市民病院が神戸市において果たすべき未来像を画いた 。

(  4  ) 医療に おけるスピード性と パワー および一貫性について述

べ、基幹病院が扱う範囲を考え、病院基本設計の指針とした。

(  5  ) 余り大きからず小 さからず、しかも医学の進歩展開に対応

可能なように、ことに近い将来に予想される増築分だけの余裕

ある設計を考慮、し、かつ各部門聞の調和を計った。

以上、われわれの抱いてきた、そして今日実現に至ったわれ

われの基幹病院構想とその建築計画について発表の機会を与え

ていただいた日本建築協会の編集企画に対し厚〈謝意を表する

とともに、拙稿に対し、どっか何分のご批判をいただければ幸

いであると思っている。さらに、日本の医療の進歩に対し、・壮

大な夢を画かせていただいた宮崎辰雄神戸市長をはじめ、神戸

市関係者に深謝する 。
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病院管理運営ーその反映としての病院建築-

松 本 啓 俊

まえがき

診療サービスはそれ自体で単独サービスとして成立するとい

う局面は、地域医療という観点からは、もはやきわめて限局化

されているものとうけとめるべきことは諭を侠つまい。すなわ

ち、今や、やや使いすぎたおもむきのある包括医療サービス

( Compr ehens i ve Heal  th  Car e) という概念からすれば、 診

療サービスのほかに保健サービスがあり、 1) ハビリテーション

サービスがあり 、福祉サービスが重なりあっているという理解

が本来的に求められるのであろう 。

いうまでもなく、病院はそれらサービスにと って不可欠のサ

ービス拠点である 。

そのような意味では広義の地域社会サービスがあって、それ

らのなかでの病院サービスのあり方について論じあつてのちに

このような課題に到達するのが本来的姿勢といえるのであろう 。

医 療

サービス

x  
非収容二二二二二ご非収容

r - ｌｾＡｙｉ ，年 Ｑ

福祉サービス

r - IIII 段、 IIII 所

1  ( 日常的、非日常z 的)

U t' f  1  

サービス十' ! > l Yj(!l )  

JI 収 容 ー ト 往 診 、 訪 問

サービス I  '7日常的、 j 同常的)

1  r - I:J tji. ωー

」一出帳、 11111，)

」 担i.1UI 一一寸 ( 日常的、非日常的)

」 時1111 判立

図 - 1 サービスの分化と統合

(医療サービスと医療地泣 コラム55サ、 1975年: 松本 )
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しかしわが国の現状からすれば、その機はいまだ熟している

とはいえない 。そのような意味では医療サービスを中心とする

地域社会サービス のあり方を展望しておくことは論の展開に お

いては不可欠といえよう 。

医療費の問題をいまや ことさらにとりあげなくとも、医療資

源の至適かつ効率的利用を計画目標とする政策の設定が、食組

問題と共通して、今や世界的課題となっている。

早急な結論の打ち出しについては恨みをもちたいが、筆者の

展望を試み的にのべて参考に供したい。

筆者はかねてからこの極のサービスの細分化が本来的に求め

られるであろうことを予測し、それらへの対応を指摘してきた

( 図一 1 )。 たまたま例が医療サービスと福祉サービスとになっ

ているが、これらは保健サービス、さらにはリハビリテーショ

ンサービスに軌をおきかえたり、あるいはこれら 4 つの軸が相

互に連続して成立することも考えられる。そして収容サービス

には短期から長期に至る各段階が想定できるし、非収容サービ

スには通院、往診出向などのサービスが、日常的 、非日常的な

ものにわけて考えることができょう。

さらにこれらのサービスが健康な人から傷病者、傷病者から

健康な人への流れの中でどのよっにかかわるのが最も効果的か

っ効率的であるのかが設定されねばならないと考える。

これが筆者のいう医療施設を中心とする各種サービス施設お

よび各位サービス組織( 特定の場をもたない人的組織を含む)

の分化である 。一方 この極のサービスにはー古性、連続性が本

来的に求められるわけであるから、そのような意味での包括化

が重要といえよう 。

さて病院は収容サービスを提供する場であり、かつ非収容サ

ービスを提供する場でもある。

収容サービスの観点からすれば、たとえば積極的かつ集約的
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に治療と看護が必要なケースと、返院前の忠者のように日常生

活への復帰のための生活訓練に主 11肢がおかれるケースと、それ

らの中間にさらにさまざまな質的・量的なケアーの差があるケ

ースがあ って一様で‘はない。

また定常的な看護ケアーが必要な忠者、時折にしかそれらが

必要で‘ ない忠者など多様である 。

これらの多様性に、紬設的に、あるいは人的組織として対! 心

しうるほど現在のわが国の医療施設は分化をみせていない 。こ

こにひとつの本質的課題がある 。

このような問題があることを前提として、いま考えてゆか I'

ばならない課題について論を進めたい 。

1  . 建築計画の考え方

建築物は、そこに求められる働きが、ある行為によ って完結

する場合に、その行為が単独であろうが連続的であろうが、そ

れらの行為がスムーズに展開しうる場の計画的設定によ っては

じめて成立するものと与ーえる 。

場の設定である以上、①広さ ( 高さ ) 、② 形、 ③数、 ④ つなぎ

方がその諜題となろう 。

すなわち、広さ ( 高さ ) はある行為が道具をつか って行われ

る場合、まずその道具 ( 医療機器、看護用具) のスケールが問

題となり、かつそれらを使用する場合の動作寸法が、領域的に

重要となる 。これらから広さ ( 高さ ) がさまり、ついてそれら

の行為が展開されるにはどんな形の空間がより好ましいのかが

問われ、かつ行為が複合して行われる場合には、それにはどれ

だけの数が必要となるかが決められねばならない。 さらにはそ

れぞれの空聞のつながりによ って、各行為のi車問性、あるいは

連続性が計画的に保証されねばならない。 さらにこれらの設定

の場が、実際に f変われるには、そこにどんな物理的環段構成が

求められるのかの決定と、その実際的保証があ ってはじめて建

築計画は完成する 。

病院の管理運営の原員IJ は実はこれらのすべてにかかわりをも

っている 。いいかえればそれらを決定するとい ってよい。

すなわち、管理運営の原則が変われは.建築計画の手法も変化

するということである 。 たとえば外来忠者の診療の予約制の導

入は、受付、薬剤部、外米診療室の待スペースの構成に少なか

らぬお響を与えるはずであるし、薬剤部への処方筆のピークく

ずしの提出は調剤薬の受け取り待ちを減少するであろう 。これ

らのピーク〈ずしはコンビューターの導入あるいはその他の直

接的屯送手段の導入によ っても可能となろう 。

以下これら病院建築に少なからず影響するであ ろう色: 理運営

の問題を提起して考察してみたい 。

2.  P  P  C の導入および看護単位構成

Pr ogr essi ve Pat i ent  Car e の巧え方がわが国に紹介されて
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からすでに 20年にも& ほ‘ うとしている 。 しかしこれらの巧え方

を全面的に導入している病院は数えるほどしかない 。

その制本的原因はどこにあるのかはここでは問うまい 。

全面的導入については問題があるにしても、たとえば 1 C  U  

の設置をみせる病院は、ことに大風棋一般病院で少なからずみ

られる 。

導入時には C C U も共通してみようという考え方が定着しつ

つあ ったが、現イ1:は C C UのJi l . ! . 院とも|刻J . i l i し、かっその I時的環

演の保持という本来性からい って 1 C  U との差が少なくないこ

となどとも| 共hili して分脱して巧えようという傾向にある 。

1  C  U をとりあげてみても、脳外科的 1 C  U と循環器外科的

1  C  U とは本来的に呉質であるといっ観点から、 1 C  U の胤院

と無関係に分離して考えてゆこうという兆しも色濃くみえはじ

めている 。 1 C  U は何はともあれ集中治療が必要な患者を集約

して高度な技術をも ってこれに当てるという発泡! にあるとすれ

ば質的な差は余り問題とはならないはずである 。

筆者は 1 C  U の発生はアメリカの医療の仕組みカ、生むべく し

て生んだものであ って、そのような意味ではわが国にはなじみ

にくいものがあると思 っている 。わが凶にはそ のような索地が

形成されていないからである 。

もとにもど って、 P P C の原目IJ が全面的に導入されたとすれ

ば、病棟構成についてみると、看護単位の構成、規模あるいは

病室構成にまで大きく彬響を与えられているはずである 。

*  

つぎにf I-護単位構成についてのべよう 。 まず: ( 1 . 謹単位柿成上

の規模についてであるが、わが国のある向治体では l 看護単位

40- 45床ときめていて、それ以上は認めないとしているという 。

しか L 本来的に看護単位とは何かをわが国で‘はλ号えられたこ

とがあるのであろうか。

傷病構造の変化もあ ったし、これからもありうるし、またす

でにのべたように P P Cの導入等もありうるし、それほどに固

定的に々える必要はないと本者は巧ーえている 。 しかしこういう

ケースではこのていどの規棋にという相対的規準の設定はあ っ

てよいのではないかと巧ーえる 。

因みに先進諸国では看護勤務体制の差異を前提にしても、一

般病棟ではたかだか35床ていどが上限であり、小児病棟などで

は20床ていどのものも少なくない。

現時点でこれら先進諸国なみの水準をと強制するほど無定比

ではないが、わが国なりの開発があ ってよいのではないかとい

うことを悩調したいのである 。

なぜならば、看護単位の規模は本来的に病械のあり方を決定

してしまうからである 。

これからの課題としてではなく、今や高紛者の忠者の. [ f 議単

位をどのように仕組むのが、忠者にと っても、職μ にと っても、

より効率的であり、より快適であるのかの視点からの追究が ｉｾｈ



始されておらねばならないことは関連分野の人々の最ー大関心事

とな っているはずである 。

1  C  U の規悦にしてもそうであるし、 N 1  C  U  ( Neonat al  

Intensi ve Car e Uni  t  ; 新生児の集中治療単位) の規模につい

ても同様である 。

看護管理の面からの強い提案が望まれる所以である 。

3  . 中央化と分散化

ひとつには病院全体のなかでサービス部門を中央化するか、

分散化するか、の問題があろう 。 また部門内での各極施設設備

の分散化か中央化の問題があろう 。

これらの決定は病院の管理運営上きわめて重要なのであり、

建築そのものに与える彩響も少なくない。

まず前者について、その一部をとりあげて概説する 。

① 滅菌消毒作業

戦後いち早〈これらの作業は中央化されはじめた 。実際にこ

の作業に必要な設備や職貝を l ヵ所に集めることで合思化が図

れたし、作業の粕度管理も向上したといえよう 。 ところが近年、

高度な清潔条件下での関節の置換手術や心臓手術の実施で手術

の内容が変化してきたし、一方では手術をめぐる訴訟問題の提

起などがあ ったりで、手術室の厳密なhtt 紫管理が大きな関心事

とな ってきた 。

これらを解決するひとつとして、手術部以外の滅菌消毒との

内答的差もあ って、手術部専用の消毒滅的設備の分離独立が行

われた方がよいのではという A 考え方から、中央化された滅的消

毒設備を二分しようという動きが、手術の内容からい って 500

床以上くらいの病院でみえはじめてきた 。

これらは分散化ー→中央化ー→二分化という過程といえよう 。

② 医療機器供給センターの設置

主として病悼において使用する離系テ ン トやネプライザ一等

の医療機器の保管はそれぞれの病棟においておこなわれている

のが一般的であろう 。それらの保守管理は必ずしも十分で、はな

い場合が少なくないといわれている 。

各病楠にそれぞれもつ各砲の医療機器を l ヵ所に集めて、ず

い時必要に応じて消潔管理下においていたものを供給しようと

いうのがこの巧え方である 。

最近実地したある病院では、各病怖に分散配備しておく場合

にくらべて% ていどの機器数でまかなえるといっている 。 また

それに加えて簡単な修理は自前でできる技術を修持した職員が

おれば、それらを耐用命数内で十分により効果的に利用できて、

いわば一石二13であるという 。

これは分散化していたものを中央集中化した例といえよう 。

つぎに部門内設備の中央化、分散化についてのべよう 。

③部門内設備の中央化、分散化ー病棟内の患者用便所を例に

わが国で、戦後便所分散砲を行 った故初の病院は川崎製鉄千

業病院であろう 。 その後、小見川中央病院、須坂病院、都立養

育院附属病院などで行われている 。

先進諸国の最近の病院では分散型がきわめて一般的である 。

術後の回復を早めることを主眼として、それに加えて、入院

Jt I l 聞の短縮化などとも関連して、術後J皆、者の早期離床制の実施

のためには、病室まわりに便所が設けられている方が合理的で

ある 。 この際若干問題となるのはわが国特有の苦尿制であるが、

これは運営によ って解決が可能な問題であろう 。

ある老人専門病院の、ある病摘では、病室に便所を附設して

いることで 50人のうちの% の患者が独力で用便をすますことが

できるという 。これなどは早期離床制とはまたちがった利点と

いえよう 。

これらについては看護側、忠者側だけでなく、そこから生ま

れるはずの賀用的課題も含めて総合的に判断されるべきものと

A号える 。

④ その他の提案

外米忠者が調剤薬受けとりに長時間待たされるということは

きわめて一般化していることである 。そして内科系患者に調剤

薬が多いことも知られている 。調剤部門を二分してみてはとい

うのがここでの提案である 。すなわち内科系の調斉IJ部とその他

の調剤部とに二分することで待ちはどのていど減少するのか、

外来! 心者が 1，500人/ 日で、調剤薬をうけとるのが7 0 %とすれば、

1，050 人が対象忠者となろう 。 このうち% ていどが内科系患者

だとすれば、 700人と 350人とに二分できる 。そのさいのピー

クのくずし方と捌き万とで待ちは逓減化ができるはずである 。

残るのは捌き方すなわち薬剤部の職員数が同数ですむのか、 bti

ｩｬＢｾ があるのかの検討であろう 。

4  . 入手から人手への再確認

病院内では人 ( 職貝、忠、者、見まい人、っきそい人) 、物( 食

事や輸液から帳菜類にまでも及ぶ大[ 重] から小[ 軽] のもの)

の動きがきわめて高頻度で行われていることは、現在までのい

くつかの調査が明らかにしている 。

これらの動きの多くが、ことに物の動きが計画性にのるもの

であれば、それらを捌くことのできる機器の開発はそう難しく

はないのであろう 。

たとえば自動車の製造過程のように、出発から終点までの各

段階で何と何がどこで行われればよいか、すなわち計画性がた

てられれば一一 それは少なくとも現段階では単純作業といえる

一 一移動機器の開発はさほど困難ではない。

病院内でいの動きは単純な計画性にのらないものが比較的多い。

その分里fへのこの施機器の導入は余り効率的とはいえないとい

える 。たとえば薬品の供給では実際には定時供給よりも臨時供

給が多い、これは計画性にのりにくい。一方で重量差、形状の

多機性、告の大小など病院内を動くものはきわめて多彩で・ある 。
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これに対して捌きの機器はきわめて単能的である 。 ここに今後

の課題がある。そのような観点からと 、も ひとつ重要なのは医

療、看護サービスは人が行うものである 。現在の それは単独で

の場合もあろうが、多くは複数の人々によって構成されるチー

ム医療、チーム看護サービスが多い。直接患者に接する場面に

立つ人と、それらを支え合う人とのチームワークは、日常的な

人心の交流によ ってのみ育まれるものと 信ずるから、筆者は物

の移送、配達はエレベーターの利用によって、入手から入手へ

の手法をここで再確認したいと思うのである 。病院は工場では

ないと思うからでもある 。

搬送設備 ( エレベーターを除 < ) がほとんどない病院が最近

東京に開設された。管理者の見識を評価したい。

入手は増やせないが機械設備には費用が出せるとか、こ の種

の機械設備がないと近代病院ではないなどの認識は、ここで反

省を深めねばならないと考える 。

搬送設備の設置に必要な各種の シャフトは火災の場合の煙道

にならないという確実な保証があるのであろうか。

5  . 高額医療機器の導入問題

C  T  ( Comput ed Tomogr aphy; コンピュータ一連続断層撮

影装置) の診断機器としての優秀さはもはやいうまでもあるま

い。超音波診断装置、 R 1 利用による シンチスキャナ一 、レノ

グラ ム等の診断装置も同様で・ある。最近開発されたポジトロン

C T の能力も情報どおりであるとすればそれはまさに篤巽とい

わざるをえない 。これらの多 くは高額医療機器であ る。

これら の適正配置は可能なのであろうか、もし可能だとすれ

ばそれはそれらの共同利用の高度の可能性を前提とせねばなら

ないであろう 。

たとえば C T についてみると 、わが国では現在 1，500台は設

置されているのではといわれている 。このまま採用して l 台当

たり人口を算定すると 78，000人となる 。これは世界最高の水準

であろう 。

これらの各種機器が導入されてその利用頻度が高まれば必然

的に医療費を圧迫することとなろう 。

表一 1 高額医療機器の人口 10万対利用率・都道府県別

Mi n.  Q， • Me.  Q  3  .  Ma x  (昭和53年10月)

最 小 値 第1・4分点 中 央 値 第3 ・4分点 最 大 値

Mi n Ql  Me  Q 3  Ma x  

全 身 C T  4.9  15.0  23. 2 27. 7 59. 4 

頭 部 C T  3. 4 19. 2 30. 9 44 .7  77.1  

リ ニ ア ッ ク 0. 3 33. 4 46. 9 62.9  114.3  

コ ノ-: )レト 60 11. 9  46. 2 60. 9 75 .4  209 .0  

ベータートロ ン 0. 8 2. 7 7. 3 12. 9 56. 1 

心 臓 血 管 手 術 0. 2 0. 8 1. 4  2. 5 9. 5 

脳 血 管 手 術 0. 6 2. 3 3.2  4.0  8. 0 
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本来的に必要な場合の利用という因果関係を成立させねばな

らないことは論を侠つまい。

すでにのべたように病院機能の分化がその必然性をそなえて

いるとすれば、この問題は病院群の管理運営の問題となるので

あろうが、病院建築に与える影響も少なくはないはずである 。

高額医療機器の都道府県別の対人口当たり利用件数をみたの

が表ー 1 である 。格差が大きいものと小さいものとがあること

がわかろっ 。

6  . 病院への設備投資 ( Ini ti al Cos t ;  1. C  ) と経常的

運営費 ( Runni ng Cos t  ;  R.  C  )  

病院建築への投資は年々増加している。同規模の 1 病院当た

りでみてもそ の額は高くなっている。一般には 1 .  C とR . C と

は逆比例の関係にあることはよくいわれている 。すべてがこの

関係で律しきれないにしても、その側面は依然として残ってい

よう 。 ここでいいたい の. は、 T . C( Tot al  cost )  = 1. C + R.  C  

であることである。

と同時に費用のバランスのとれた投資の仕方が必要で・あるこ

とを強調したいのである 。

これらの関係が無視されたような病院を最近い くつか見るこ

とができるといわれている 。

それが本来的に必要な場の設定に当た っては高費用がかか っ

ても止むを得ないであろうが、本当にそれが必要かどうかはま

た別な観点からの評価が求められるのではないかと考える 。こ

れらも今後の解決すべき課題である 。

むすび

以上、とりあげた課題よりも、病院の管理運営上は、病院の

増改築の問題をどうさばくか、設備階の導入は必要なのかどう

かなど、ある意味では本来的な課題といえようが、それ らは多

くの機会に多くの人々によって叩介されてきたため、意識的に

それらをさけた 。

主題からはややはなれると思いながらも、今日憂うべきこと

として以下のことを記してむすびとする 。

病院はあくまでも病院である 。その病院とは何であるのか。

人が、病んでいる人をいやす場であり、世話をする場が病院で

あるとすれば、管理運営の原則もこの精神を ふみ はずしてはな

らないと思うのである 。基点をつねにここにおき、ここへ戻る

ことを忘れなければ、ロボ ッ トに患者をのせたストレ ッチャー

をおさせることなど思いつくはずもないのである 。体温をおE

いに感じあえて、そこから言葉にならなくともよい会話が生ま

れて、やがて生へ、あるいは死へ向か つて歩み合える関係の成

立こそが病院管理運営の原点であり、病院建築のたつべき基点

であると確信して止まないのである 。

( まつもと あきとし 厚生省 ・病 院 管 理 研 究 所 建 築設備部長 、工博)



病院経営から見た最近の諸問題

音栖正之/ 前田征男

1  . 地域医療体制と矛盾

医療のあり方を患者の側から考えてみると、多くの問題点が

依然として存在することがよく分かる 。発病の場合、簡単な症

状であるように見えても実は、失明したり、命に関することで

あったりする 。あるいは身体の激痛にがまんができない場合も

ある 。 こういう場合は、患者は、休日夜間を問わず 、医療施設

を選択して一刻も早〈苦痛や、生命の危険から逃れたいと考え

る。

しかし現在の医療体制は、患者の、このような病気のスター

卜時点から矛盾を見せはじめる 。緊急検査ができない、手術が

できない、または輸血用血液がない、必要な人聞が揃っていな

いなどの問題が発生する 。昨今では、ようやく全国的に、休日

夜間診療所やそれらに関する連絡網などが完備されたように見

える 。 しかし形はできていずも、中身の体制は昔と余り変わる

ところがない 。全国に点在する病院で前述のような問題を満足

に解決してくれるところがいくつあるだろうか。 このような状

況はわが国だけなのだろうか。

いつもよく出てくる話であるが、わが国と諸外国の病院を比

較して極端に異なる点は、平均在院日数の長きである 。表 1 に

示すように、わが国が一番長い。 図 1 は入院している患者の状

態を看護度に従って調べたものであるが、わが国では入院して

いる患者の約50%以上がとくに観察する必要がなく、また自由

に歩行できる患者であることが分かる 。急性と慢性患者の混在

の長い歴史の結果が、どちらかに徹し切れない病院の体質とな

ってしまったのではなかろうか。たとえば浅井らの報告では、

米国の U C L A医療センタの手術件数は 1500件/ 月であり、虎

の門病院の2000- 2200件/ 年に比べて l ケタの相違があ って 非

常に驚いたということが報告されている。わが国の病院では恐

らくこのように 、月 1500件の手術を持続的にこなせる設備や人

聞の体制を持ち得ていないのではなかろうか。 もし、無理な体

制において、病院の社会的責任のために急性の重症患者をどん

どん取り扱えば、そこには、過失や無駄もおこる余地が出てく

るのではなかろうか。米国では急性患者専用の病院、慢性患者

専用の病院に分かれているが、わが国に おいても、地域医療行

政論が盛んで、一次 ・二次および三次医療体制並びに 地域基幹

病院像を指向してい ることはよく分かるが、現実には、 一病院

の内部の体質を変えることすらできてないといえ る。

表 1 各国の平均在院日数

国 |平鈎在院日数

アメリカ I 9. 3 日

イギリス 1 11. 1日

西ドイ ツ 1 18. 5 日

日 本 1 34. 7 日

- 観察度

A  常に 観察

B  1 - 2 時間おき

C  と〈に不要

- 自由度

I  寝たまま

ロ ベ y ド上でおこせる

凹 室内歩行可

W とくに不自由なし

平均在院日数( 1975Robert  

Max well 町 report か ら、 日

本は「病院報告J 一般病床

の平話1を引用)

注 実線はわが国における急性総合病院の患者比を示すもの.

点線は( ) 内向国の急性総合病院の収容範囲を示す.

図 1 入院息者の状態ー欧米病院との比較ー

( 本図は病院管理研究所僑本氏から )

2  . 公的病院と民間病院の経営体質

病院は、医療というものが公共的な性格を有する以上、利益

を追求してはならないとされている。通常、国や地方自治体の

病院は、医業収支においては、総収入の 10.2%の赤字が平均的

に見られている。多い所では20%以上になっている所もあ る。

その分は通常、一般会計から繰り入れてい る。すでに、医業収

支において赤字であることは決して正常な方向でなく、 その対

策に追われて新規の政策も取り込めないまま、現状維持に固執

するようになってしまう。現に、赤字の補墳のための繰り入れ

金は毎年微増しており、それの対策にかなりの努力が必要にな

ってきてい る。とくに 150床前後の小規模病院では今後多くの

経営困難が発生すると見られている。

しかしわれわれは、ここでよく考えてみる必要があるのでは

なかろうか。前述のごとく公的な病院の赤字は、それらの関係

する国や地方自治体でまかなえるが、 表 2 のように全国で75%

以上を有する民間病院の場合は、独立採算性を基本としている

ために、歴年で赤字を出していると累積して倒産してしまう。

仮に、 5∞床ぐらいの規模を有する病院がひとつ倒産しても、

褒 2 開設者別一般病院

病床数

公 』 主

的| 者E道府県 ・市町村 11706 

E その他公的医療機関・ 2

社会保険関係団体* 3  1  141 

公益法人 l  

私| 医療法入

学校法人 ・そ の他の法人 15677

的 | 会 社

個 人

総 数 1
7524

厚生統計要覧 ( 昭和55年度版) の衰を適用

*  1  厚生省 ・文部省・労働福祉事業団 ・三公社・その他

*  2 日赤 ・済生会 ・北事協・厚生連・国保連

*  3 社保連 ・厚生団・船保・健保・共済組合・国保等

総数100としたとき病床比率%

6  

13 

4  

建築と社会/ 1962年 3 月号 79 



これまでそこにあった少なくとも年間数万人以上の患者のため

の医療の場は剥奪されてしまうことになる。これは確かに社会

的責任を伴 うが、 この責任は一体誰がとるというのだろうか。

いずれにしても民聞の病院は厳しい経営環境下で運営されてい

るために 、公的病院と経営評価指標について比較してみると、

それら体質の相違がかなり鮮明にな ってくる 。

表 3 ある公的大学病院と私的大学病院の体質の比較 寧医師を除〈

公的A病院(55年度) 秘的 B病院(53年度)

収

総費用/ 総収益 X l OO( %)
95. 5 114. 3  

入院収益/ 医業収益 Xl OO
68.2  72. 2 

支 外来収益/ 医業収益 X IOO
31. 8  27. 8 

医業費用/ 医業収益 XI OO 122. 2 97. 0 

指

医業

給与費/ 医業収益 XI OO 62. 0 48 .0  

材料費/ 医業収益XI OO 40. 7 41. 0  

勝、 収支

経費/ 医業収益 Xl OO
8 .0  19. 5 

立 訪 れ / 総 収 益 X I∞ 21. 8 1. 0  

生

100床当たり戦只数 * 167 123 

病床利用率 ( %) 81. 2  82 

産

入院患者数対外来患者数
2. 08 1. 59 

平均在院日数
34. 2 33.3  

指

戦貝 l 人 1 日当たり医業収益 ( 千円) 15. 6  19. 1 

入院患者 l 人 1 日当たり入院収益{千円) 21. 8  25. 0 

t票

外来患者 l 人 1 臼当たり外来収益{ 千円) 4. 9 6. 1 

i 床 1 日当たり医業収益
26. 0 33. 4 

表 3 は、比較的医療水準が高い大病院を公的および私的の一

病院ずつ選んで並べてみたものである 。私的病院の経営資料は

通常公開できないので両病院とも固有名詞を伏せて比較するこ

とにした 。なお両病院とも、比較的平均的な大学附属病院を選

んだ。表 3 の収支指標において、医業収支に関する限り、公的

なA 病院は総収益に対して 22. 2%の赤字であり 、実際に 21. 8%

の繰り入れを行っている。私的な B 病院は 3 %の黒字である 。

総費用/ 総収益で公的 A 病院が黒字になっているのは、年度初

頭に見込んだ一般会計繰り入れ金が使い切れずに残ったことを

示すに過ぎない。私的 B 病院で14. 3 %の赤字になっているのは 、

医業以外の梢立金が認められているからであり、私立大学病院

の場合基本金などがそれに当たる 。

A 病院の赤字の主たる原因は、人件費と経費の使い万にある

ことが分かる 。生産指標でいうと、 100床当たりの医師を除〈

職員数が A 病院の方が多い 。表 3 の生産性指標について 、もう

ひとつの大きな相違は、外来 l 人当たり、または入院 1 日 l 床

当たりの収益が、公的病院の場合、はなはだ低いということで

ある 。 どちらも大学病院であるので自治体などの総合病院と比

べて高い目であるが、これらの金額の差は何に起因するのであ

ろうか。ここでは、その辺に深〈言及することができなかった

が、重症患者を取り扱う率が B 病院の方が多かったのではない

かと思う 。 B 病院は救命施設について有名でもあるのであなが

ち当たっていないこともないと思う。

3  . 救急と手術

数急、と手術は通常、医療経営に対して赤字要因とされている。

現に救急をや って いる病院が、地元の県知事に届けて補助金を

80  

表 4 手 術 と点 数 に よ る 分類 表

8200点 以 下 8200点 以 上 3000点 以 上

切 1) 日 円切除 V S D + P S  

良 性 . !/!f<性 腹 筋 切 除 干Hf H去n郁I 万 心 内 膜 床 欠m

手Li高 切断指再縫合術 フアロー

関 頭 術 喉 頭 金 嫡 頭 部 消 紛 弁訟J負

上 顎 骨 感 性1重傷摘出 腕ザj 除
動脈細切除( 上行大動脈)

椎 弓 切 除 動 脈 血 後 脳 動 脈 傑 ク リ ッ ピ ン グ

四肢1; T) 断 動 脈111) ，; ，イパス 動 ｉｾｐｊｖｒ 脊形摘出

骨 折 鋭J血手術その他 プラロ y ク

主主形手術 ポタロ一手術

大脇切除イレウス手術 交迷切開

肝部分1; T ) 除 回全摘

R芳脱全摘 大腸1; T) 除 ( C )

下 垂 体1重傷 ι 脇/ 1 ( C)  

A T  勝 脱 会 摘 リンパ

胆 の う 嫡 除 宅 J L ! 感性股携関1RIJ

胆 石 肝右業切除 ・先天性胆道閉鎖

1革切除 勝十二月旨紛切除 子宮 K

肝部分切除
硬 膜 内 血 腫 除 去

脳 内 出 血 目 重 傷 の う jj)j

立虹主彩室 形 成 ・ケ ンビ鋭下

ケン引 D E K  

I買うことが一般化している。手術も占田氏の報告にあるように、

収入に対して 2 倍の費用がかかると結論している報告がある 。

本当に数急と手術は赤字要因なのであろうか。この問題は、今

回56年の点数改正にも関連して少しずつあやしくな って きてい

る。次項ても 触れるが救急と手術を積極的にや ってい る病院が

次第に黒字方向に向きはじめた例を二、三見つけることができ

る。布引時代の旧神戸新中央市民病院がその中のひとつに入ろ

うとしていた 。

古田氏の計算のための前提条件では、 1 ヵ月の手術件数 l 室

当たり 24.5件、平均手術点数 l 件当たり 2164点が収入の根拠で

あり、この場合の手術室の稼動率は41% としてある 。現在では

表 4 に示すように平均8200点以上ないと基幹病院とはいえない

のではないかと思う。すなわち、胃の切除以上の手術を主に取

り扱う医療レベルの病院像が浮かび上がってくる 。手術室の稼

動率も 80% ぐらいにすれば、 1 ヵ月の手術件数は l 室当たり 48

件になる。このような条件のもとで試算を行うと下記のように

黒字転換が見られるようになる。

収入 48件 X8200点 X 16室 = 6，297，600 点/ 月

62，976，000 円/ 月

支 出 人 件 費200万円 X 16室 32，000，000 

材料費収入の30% とした 18，892，800 

経費収入の 15% とした 9. 446. 400 

計60 ，339 ，200 円/ 月

* 手 術 l 件につき医師 3 人、石j': /RT最2 名として計算. 医師給与 600万円/ 年、

石必婦給与300万問/ 年とした。

実際は手術 1 件の点数に対し、ほぽ同点数の検査や、投薬が

発生することも見られているので収入はもっと地えるはずであ

る。ただ し、この計算条件下の病院は日本にはまだ見られてな

いと思う 。すなわち 、米国並みの急性患者専用病院 ( Accut e

Hospi t al ) に変貌しなければならないだろう 。 したがって現行

の保険点数は、わが国の病院が欧米型の医療に近づいたとき生

きてくるのであって、現状の急性慢性混在型病院では赤字にな

るのが当然でb あるといえる 。



4  . 平均在日数の短縮

平均在院日数を短縮することにより、医業収益が増加するこ

とは、一般的にいわれていることである 。通常、入院料は56年

点数改正後においても低いといわれており、医療行為という附

加価値によ って、や っと収支のバランスがとれるというのが常

識とな っている 。

忠者に対して必要な医療行為は入院初期において 、あるいは

予術前後において集中的に発生する 。この時点で早期退院を行

えば、平均在院日数が短くなる 。 もちろん、その患者は完全治

癒していたり、退院後、自宅や他の機関で忠者の面倒を見る手

だてもできているということが前提になる 。このようにすると

結局短期入院で治癒できることになり、忠者側からいっても経

済的負担は下がることになる 。回全体の医療資源も少なくする

ことができる 。 このように良いところづくめであるが、現笑で

は平均必院日数の短縮はなかなか難しいことが多い 。たとえば、

重症保険が適用日数に満たない、帰宅後の条件不起等の理由で

忠者がなかなか出たがらないこともある 。 病院 Ｑｾ Ｑｪで実際に平均

イ正院回数を短縮するのに最も手っ取り早い方法がある 。検査や

手術をするために入院して待っている忠者を - Mすることであ

る。信じられないような話であるが、たとえば、 X 線搬 ;j 診や生

理検ーをなどで 1 週間から 1 ヵ月も待たなければいけない場合が

どこの病院でも発生している 。平均イ1:院日数を短縮するための

故も効果ある方法は、間接的ではあるがひとつしかない。それ

は医療レベルを高度に維持さえすれば自動的に忠者の回復は早

くなる 。医療レベルを上げるには医師の質的向上はもとより、

モラルが必要である 。医師にチームを組ませ、他チームと競争

させると非常に効果が上がるのではないかと思う 。一専門科波

数チーム制は経営面より巧ー慮しなければならない結論である 。

5  . 神戸新中央市民病院の経営

神戸新中央市民病院は大正11年市立診療所から始まり、続い

て病床数47床の病院になってから年々病床数を増やし、昭和40

年、 746床と名実ともに神戸市民に対する地域基幹病院としての

体裁を整えはじめたのである 。この年代から、他の病院と異な

った独特の経営方針が笑施されるようになってきている 。

部ーの若手は、基幹病院として維持してゆくための平等と人

材をこの病院に集中させることであった 。 この計画は若々と進

行した 。昭和45年末に. f ! - ，; 護婦の 2 .8闘争の波にあおられ地威内

の多くの病院で病棟閉鎖や手術制| 肢があ ったが、この病院は回

避することができ医療水準を維持することができた 。昭和48年、

わヵ、同でも珍しい臓器別センター制度を取り入れ、各科別診療

の枠をはずすことに成功した 。 とくにチーム診療の思想が循環

昔話センターを中心に定泊するようにな ってきている 。このあた

りから医療水平. は高 J坊の一途を辿 ってい った。市民に対しても

表 5 救急患者とその他の項目の変化 表 Ｈ昭和 ＴＷｾ 手 ｾＵＱ 年Ｉ

年 度 47年 48年 49年 50年 51年

救急外来患者数 1，∞0名前後 8，736 14 ，707 19，896 20，945 

救急入院患者数 不 明 753 1，003 1，186 1，210 

病 床 利 用 率 96. 4% 91. 7 %  92. 9% 91. 8 %  90. 7% 

平 均 在 院 日 数 35. 2 日 31. 6臼 29 .8 日 26. 6 日 25. 5 日

医 収 益 2，003，876 2，174 ，835 3，140，821 ｾ， ＰＱＶ ，＠ ＷＲｾ＠

研修医( 人数) 4  15 30 40 49 

高度医療が発揮できる信頼ある病院になったと思う。これは他

手ヰよりの批判と double checkがで与るからである。

昭和52年数命 ・救急センターに指定されて後、 j生急、業務は本

絡化し、研修医制度の採用によりさらに経営内容の改善が得ら

れた 。昭和47年頃から昭和51年までの 5 年聞はとくに経営の内

容が顕著に数字に現れているので、その一部を、 表 5 に制介す

る。 この表では、まず平均在院日数の短縮化が年度を追って進

んできているが、この ［ｪｩｾ 墾 ｩｩ が多くの面にわたっていることが分

かる 。救急患者数は外来では年々附加しているが、その伸び率

は49年および50年頃がピークである 。医業収益もその年度にお

いて同じように歩調を合わせていることが分かる 。 これは救急

医療が決して経営の足を引っ張っているのではなく、前に説明

したように重症忠者を以前目に扱えば病院の経営も維持してゆ

けることを示唆しているといえる 。平均伝院日数の知和ri 化も同

じように関述を示している 。

6  . 今後の病院経営

神戸新中央市民病院はすでに述べたごとく、昭和46年頃から

急に独特の体質を身にっけながら、市民へのサービスを中心lこ

高度医療と経営基盤の維持に関して努力してきた 。 しかしなが

ら現段階でも、まだまだ欧米水準に達していない部分が少なく

ないといえる 。すなわち、平均在院日数が米国の 7 目前後の水

準に達するためには、どのような方途があるのだろうか。

われわれはこれに闘しては前述のようにひとつの解決案を持

っている 。25 日から 17 日前後にするためには、病院内部の大改

革が必要で・ある 。 これは一種の行政改革である 。院内の組織体

制にメスを入れるために、さまざまな社会制度的な施策の改並

も必要になってくるであろう 。

しかしわれわれはすでに救急医療をはじめたときの体験を持

っている 。忠者の病状を正しくチェ ックして本当に入院治療の

必要な患者のみを受け入れ、正しい医療を実施してゆけば自然

発生的に院内の組織や新しい体質が備わってくるものと信じて

いる 。い改革は力づくではできないで自然、に行う砂ということを

念頭に少しずつ忍耐強〈良い方向に向かっていくつもりである 。
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大阪府立母子保健総合医療センタ一

一 周産期医療施設の機能

大 林 正

昭和56年10月24 日、大阪府立母子保健総合医療センター ( 以下「セ

ンター」という) の第 1 期計画である周産期医療部門がオープンし

た。母子保健総合医療センターの全体計画は、母と子の総合医療セ

ンターを目指しており、第 1 期計画では、母性と胎児、新生児の医

療を一貫して扱う周産期医療部門を完成した 。本稿では、この周産

期医療部門について概説する 。

センターの構想については、関係分野の方々の注目を集めるとと

もに、羨望の声もしばしば聞いた 。注目と羨望を集めた理由は二つ

あった。そのひとつは、産科と新生児 ・小児科の領域を完全に大規

模にユニ ッ トしようという試みに対する賞賛の声であ った。なぜtt

賛されたのか、それは、現在の小児専門病院における新生児医療の

取り組みが、新生児の疾病や障害の予防治療に一時代を画する成果

をあげられていたものの、母体 ・胎児の医療と新生児の医療がより

緊密・につながることによって、新生児の医療がさらに大きく進むこ

とが認識されだしていたからであろう 。いいかえれば赤ちゃんに医

療を施すことから、もっとさかのぼり母体のときから保健管理を行

い、そして新生児の医療へすき間なくつなぐことが理想と考えださ

れていたからであろう 。大規模に母性領域の医療と新生児領域の医

療をユニ ッ トイじさせようというセンターは、この意味で与理想的と考

えられた。 もうひとつの理由は、周産期医療につきものの緊急性と

24時間医療、高度医療という運営面のむつかしさを超えて取り組も

うという大阪府の姿勢に対する 羨望と そのむつかしさをどう釆り

切ってゆくかという注目である 。

そのような中で、 54年 9 月、補正予算，において建築資 ( 建築工事

費・設備工事費 ) 54億円が計上され、福祉増進の意気込みをかけて第

l 期がオープンした 。

現在、 一騎当干の先生方をはじめ、センターの方々が運営を軌道

に乗せるため、熱意と創意をこらし、一丸とな って努力されておら

れるので、運営商について深〈触れることは時期尚早 と思われるか

82 建築 と社会/ 1982年 3 月号

査 緊 同 li 同| 脳耳児循| 局 |薪| 周| 高| 周

、急 γ1性崎| 事t 鼻外環| 産| 生| 産| 性| 産
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図 1 組織図

らお断りしておきたい。

なお、建築内容に触れる前に、ご理解をいただくために当センタ

ーの事業内容等について簡単に記述する 。

セ ン タ ー の 設 置 趣 旨

センターは、母と子の健康を守る拠点となる高度専門医療施設で

あり、第 1 期事業として、母性および新生児を対象とする周産期医

療部門を整備している。センターは、病院部門、企画調査部門、事

務局および助産婦学院からなり、地域医療機関で取り扱い難い患者

に対する高度医療を行うとともに、母子保健に関する調査および保

健所、地域医療機関と連携して府下の母子保健の水準向上をはかる

ことを目的としている 。( 図 1 )  

2  . 事 業 内 容

周産期 1 部 他の医療機関で合併症や難産と判断されたり、未熟

児やハイリスク新生児の出産が予想される妊婦を対象に治療、分娩

および産後のケアーを行う 。

周産期 2 部 センター内で出生した疾病新生児、および一般医療

機関で出生した疾病新生児を対象に、呼吸窮迫症候群等の新生児の

集中治療、看護を行う 。 ( 新生児疾患に対する最近の医療技術は、

「新生児の仮死の蘇生J 、「呼吸窮迫症候群の呼吸管理」、「新生児の

外科手術」などの進歩により、新生児死t ・疾患のほとんどについ

て治療が技術的に可能にな っている)

周産期 3 部 主として 、新生児、乳児を対象に、成長や発達に重

大な影響を与える神経学的疾患、先天性心疾患および小児外科( 主

として新生児外科) 的疾，患に対応する 。

周産期 4 部 内科合併症 ( 心疾 J忠や糖尿病、内分泌疾忠、アレル

ギー疾患、血液疾忠等々 ) を もったハイリスク妊婦や胎児あるいは

新生児の内科的治療並びに健康管理を行う 。

3十 務

諜 課

なお検査等各部の内容については、紙面の

関係てプflJ 愛する 。 また企画調査部門は、地域

の母子保健医療の推進、向上をはかるための

調査、研究、開発等を行う役割を担 って いる 。

3  . 建 設 の 概 要

施設 建設場所は、大阪府和泉市室立町( 泉

北ニ ュータウ ン光明池地区泉北高速鉄道光明

池駅徒歩 3 分 ) に位置し、建設敷地は 68，077

m' 、建築 Lru.fl 'l はセ ンタ 一本体延べ18 ，384m' 、

附属機械械の特高受変屯室 500m'、医療ガス

室52m'である。建築構造は鉄筋コンクリート

造、地下1 I l 皆、地上 3 階建にな って いる 。附

属施設として大阪府立助産婦学院、 医日Ili 公舎

12戸(957rn' ) 、助産婦 ・看護婦宿舎69戸(1， 912

01' ) があ る。



全体椛成と将来( 小児医療専門部門) への発展性については 図 3

を参照のこと 。

以下 l 階、 2 階、 H 皆、池|併の各部門の構成について説明する。

(1) 1附 ( 図 4 )  

①一般外来入口と 別に緊急H寺および入院入口を設けている 。セン

ターで所有し出動する母子 ｾｬｪＨ 用数急車は、この緊急用入口から出入

りする 。保育総を eドに出し入れしやすいように段差を設けて特別の

配慮を行っている 。 また、この入口から至近距離にエレベーターを

配置し、 2 [ . 径の母性緊急診察室、分娩昔日、手術苦1¥および mc u ( 新

生児集中治療 ｾＮｉ ｩＡ盟主Ｉ等治療 Ｎ . r : . ，: mの中継部へ設や」の距離て' } J . ¥者を

搬入できるようにしている 。計画当初、中伝部への枇短距離という

条例ニを重んじて l 階に中仮宮11を設けるという意見も出たが、外オミ検

fをの| 剥係、手術場

等のクリーン j交の

関係等からこの々

えは無理があ った。

② 1 階は外来お

よびこれと関連す

る中央診療部門( 検

体検盆、生理検宏、

l皮射線検査音11門) 、

楽斉IH'il 1門、医事 ・

事務部門を配して

いる 。なお生理検

王監は、母性の利用

が多〈、また母性

が更衣して受診す

るので、母性外来

に対 l却して配世し

4. 各部門の構成
設置病床 病床数は全音11で 204床を有し、その内訳と使途は表 1

のとおりである。

表 1

Il!: 分 病 床 数 ｪｾ＠
途

母性病床

1001.li 

鰐婦の句・理! および妊産婦の治療、検公入院

( 閃11lfJUIl および4) 間病床 ( 母子1，;1者約床含む )

新 生 児NI CU等

60 

新生児の l/Ji y!: の保生、呼吸窮迫症候併、 b低

( 周ImJUI2 )  小未熟児ＧＡｴｪ［の ｭＧｉ Ｚｯ治療Ｎｲ［Ｎｾ並

新生児、乳児外科等

40 

心疾忠、仲l臓疾忠の手術等新生児 ・乳 児 外

(f .'JJ1l fJUI3 )  料用、および事f J H内科等

I CU 4  術後忠者ーのm中ifi 療、行" 童

;十 204 

‘ 外

事(ZFZL務) I

1 3吋 |三 l … |三

;1 …1困

建物配置 地設の配置 . i 1i l 入路等は図 2 のとおりである。今回往

設した周産WI 医療部門は、数J也の北側やや中央寄りに位置し、，注物

の発展の余裕を南北に残し、将米の変化に効率的に対応できるよう

にするとともに、検査部門、手術音11門、サービス苦11門等の共i ! Uする

百11門を将米も共用できるようにしている 。

ている 。

(2) 2 階 ( 図 5 )  

① 2 階には、当

センターの中継部

を緊密にi A 併させ

て配置させている 。緊急性がしばしば伴い、突発的変化にすみやか

な対応を必要とする周産期医療施設は、物理的にもその対応がはか

れるようにすることが、必要な条件であろう 。 このため、まず分校

百I¥P'I とNI CUを対面におき、外米者の通らない奥の廊下を d;'; 紫主主て'

直結している 。 このため、分娩i ' i I lて。l呼吸窮迫の新生児が出生した場

合もその新生児は治療を受けながら、清潔廊下を通って NI CUに述

ばれる 泌皮f [ i : 理と感染が新生児医療に豆大に ;j541Fすることへの配

慮である 。

② この両械に隣接して手術部門、新生児外科等の病練、 I CUを配

置し、分娩11寺の手術の必要性、心臓その他の手術に即時に対応て曲き

るようにしている 。手術音11門から術後の管理等を行う I CUも最短距

離である 。

③ とくに新生児の医療は、」血中の固ま素濃度等をl P i i回に検査するこ

とが必婆であり、この検ft が、生命の維持と障害の予防に威力を発

Hf する 。 このため、 NI CU 室に接して緊急検公室を設けているが、

それとともに、この緊急検伐室は、 4 部門の中心的場所に位置し、

どの部門からも近い位世にある 。緊急検査に必要な項目はかなり絞

れるが、問題は、深夜ても必要なときがしばしばあり、万ーの場合

E ヨ エレベ- 7 ー

1 階

緊急診察室

図 4

醸 霊 翠 圏一一母子保健総合医療七ンター第 l 期 倒産期医療部門)

建設部分

一将来計画建設可能部分

仁二二コー…のり面
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H皆図 5
建設敷地および建物配置概略図

小児医療部門

全体情成と将来への発展性
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医師iでも検査できるぐらいに工夫することが望ましい。緊急検貨の

対面に輸血検査部門を配している 。

@ 緊急診察室をエレベーターおよび分娩苦11門の至近距縦に配し、

緊急忠者に俊敏に対応できるようにしてある 。なお緊急診察室には、

緊急の処置ができる経度のスペースと医療 Yゲス等所要の設備を備え

る必要がある 。

⑤分娩吉11門内に分娩兼手術室を設け緊急手術の必要性に備えてい

るが、相当の緊急伊IJ でない| 浪り手術部門の手術室の方を ( 手術スタ

ッフが慣れているため ) 使うことになると巧えられる 。このため、

制固には使われないと考えられる 。分娩育111"1のナースステーション

の位置は、廊下に面して置くと、分娩苦11への来客等の管理面はよく

なるが、逆に、忠者の管理が不便になるという二律背反した条件と

なるが、結局、夜間の人手不足 ( とくに、分娩は昼夜平均してある

のに比し、スタ ッフは少なくなる ) に備え忠者の管理を行いやすい

分娩古11の中央に位置させることにな った。廊下側への配慮はモニタ

ーテレビでカバーしたが、しょせんカバーし切れないところがある

ことは舌めない。

@ NI CU 等の新生児室は、大部屋が二っとその点ん中に器材置場

があるとい ったイメージである 。一方の音11屋は NI CU など、重症の

新生児から、やや重症の峠を越した程度の児までの段階が入る部屋

である 。重症の新生児は最初 NI CU のコーナーに入 1) 、軽快するに

従って同レベルの児のコーナーに移動していき、回復期に入れば、

もう 一方の部屋へと移される 。物理的には、全床 l 単位の々え万で

ある 。濃厚な治療を昼夜わかたず供給するために、また新生児の微

妙な変化を見逃さないために、すべてに見通しがきかなければなら

ない。反面、感染予防の問題もあるが、新生児がインキュベーター

や保育器に入 っているときは、それ l 台が l 室の役目をしていると

A号えられる 。新生児室は、温度は相当高山に保たれているが、 j品1ft

ばかりでな く空気の治浄度も高 グレードが婆ボされる 。手術場と同

位! 支といわれている 。このほか新生児室に配慮されたセ ンターの特

色は、 一点は見学廊下をめぐらしたことである 。 これは、新生児室

への出入りの数を極力 jfll えながら、赤ちゃんと面会をさせるテクニ

ックといえる 。廊下側の人はガラスごしに、インターホーンで中の

.f i 護婦さんなどと訴ができる 。 しかし、両税は新生児室へ入れると

いうのがセンターの方針で、- B } 児のM初からの触れあいが主税され

ている 。

また、もうひとつ工夫をこらされたのは、 1  fi 1台のイ ンキュベ

ーターや、保育器のまわりに、いかに効率的に便利に、かつ絶対安

全にモニタ一等諸器材および' ; j J : 気関係を配するかであ った。工

末、壁側に棚を設け、その棚の背面に fE気設備を通している 。そし

てこの捌は、将米の総械の変更や高さの変更に備えて、調節できる

ように与一えられている 。そのアイデアは、スーパーの展示棚からド

クターが思いつかれたものである 。 rooスーパーの棚はあれだけ

の物が采 っているのに少ない支えで滋ちない。 しかも、取りはずし

と向低の調節ができる 。 スーパーの展示品よりモニターははるかに

粍い。棚が固定されているほど不便なものはない。将来の変化に対

応できるフレキシブル性がない。 スーパーを見潤おう j このアイデ

アを設計者にぶつけて、耐ブJ 等: を村をしていただき実現した のが、

このフレキシフソレ性のある棚である 。

思えば、医療領域ほど最近の↑ ff 勢の変化が激しいところはなく、

病院挫築途上にも備品が変わ っていく 。病院雄築は、将米 ( 近い将

米) への可変性の高い建物て1 ・ければならない。十分理解されてい

ることであるが、使う側からみるとまだまだだと思う 。 もちろん，建

築関係法令、防災等極々の法律や豆装備の設備、感染防止のための
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グ〉

エリアの区分などなど可変性をブロ y クする理由はいろいろあると

思うが、それでも、可変性を迫求する余地はまだ山ほどあるような

欠がする 。業界あげて抜本的にお取り組みいただけないだろうかと

思う 。

言いすぎがあればお許しを l傾いたい。センターには新生児室、分

娩室でもまだまだ工夫されたところがあるが、紙面の関係もあるの

で省略する 。

⑦ 2 階の中継苦11に隣接し

て、緊急時により多〈、よ

り早〈入手を待られるょっ

に、医局、肴議事務室を世

いている 。 また企画調1 i 1111

1"] 、図t!?室も同コーナーに

ある 。

(3) 3 階 ( 図 6 )  

① 3 J l 皆は母性病糠で、対

l飼させて50床ずつ配置して

いる 。 l 階の入院玄関、 2

階の分娩部門、地1; 皆給食部

門が上下で直結している 。

②母性病棟のひとつに

重症用の病床を 6 床集中し

て設けている 。 この部屋に

は、医療方ス等を全床に設

1111l している 。重症者の治療

を十分に、集中看護的に行

えることと同時に、重症者

をj長め、スタ ッフの限がよ

り多〈、より鎖固に患者に

M: くようにという巧えからである 。

③ 母性病機は母児同 室 を基本としている 。 結果的に築 Ｑ［ｾＧ のなか っ

たお母さんは、亦ちゃんとともに入院している 。母寸この触れあし、が

将来のrJ!. ｲＭ の 心ｊＡ ｲｲｴ こ ［ｪｦ ｾ 科することから亙枕されている取り高ｉｬみであ

る。ただし、 H土佐の状態が:ls ぃ場イ十は、r u! ] ，ft な亦ち ゃんはJ l )J 注射詰

所に隣接した新' 主児 f1' l: I J ‘ リ引でケアーされる 。 母'i' 1の官占|宅は 1:):'1'1τ的

jぷの 10% の数である 。事1

'

帝王症の妊対等の治療上必要となる 11州主であ

重症患者観察室

N  

母十生病棟

「

1

1

1

J

「

1

1

'
し

図 B

」一一一一一一Ｍｾ

3 階

給食・調乳部門

る。

① 入院中 の妊婦が適切な運動ができる安全、快適なスペースが必

要である 。

(..j )  j也階 ( 図 7 )  

J也階はサービス関係で、給食. Ｎ￬Ｑ ｾｾｌ 苦 ＱＱ 門、中村音 ＱＱ 門、機械 室 を配

置している 。 とくに調才L室の空気の h'i ｴｦｾ＠ ]立は高グレードにし、空調

の系統も、院内の感染菌がil - t 入しないよう配慮されている 。感染に

弱い新生児は調乳から感染し、全音11の新生児が同じ疾病て均三ている

というような事態も卜分起こり得るし、実際にもあ った話である 。

調乳部門を病煉に配している病院もある 。

*  

もう少しくわしく記述した j 了がお役に立てたかもしれなし、。 また、

占いているうちに気持ちがよくな って筆が走りすぎ、釈迦! に説法の

ようなところもあ ったようだ。なお、紙面の関係もあり、周産W] 3

に係る音11門の病線の説明や、 j皮射線、検公等の説明は省略した。

( おお ばやし 大阪府衛 生 部Ｉｦ｜ ［￟ｉｾ 桁ＱＫＢｾ品 主幹Ｉただし



. 計画と運用 2

神戸市立中央市民病院における計画と運用

花 岡 伸 好

はじめに

神戸市が15年の歳月をかけ「新しい海の文化都市の創造J をめざ

して造成したポートアイランドのほぼ中央部に、地域医療の中級的

存在である神戸市立中央市民病院が、昭和56年 3 月オープンした 。

病院の敷地は島の中央部 ( 図 1 ) を南北に此< 1ポートピア大通

りJ に、幅の広い植樹帯をはさんで直接面している 。 この大通りを

はさんだ向かい側のコミュニティースクエアには、人口 20，000人の

高層住宅群を建設中であり、大通りをまたぎ、病院に直結するブリ

ッジも設けられている。

この病院の設計は神戸市の委託により、伊藤喜三郎建築研究所が

全体計画 ・:il.匠 ・設備の設計監理を、日建設計が構造の設計監理を

それぞれ担当して行った。

設計に当たり市当局から縫示された新病院の基本理念は、育栖氏

の原稿に詳述されているように、①最新の高度医療を実施する、②

地域の医療水準の向上に寄与する、③市民社会に密着した医療活動

を行う、ことである 。

われわれはこの基本理念を軸として、さらに 1; 忠者サービスの向

上 J 1効率的な病院」の 2 項目を考慮し設計基本方針とし 、基本設

計は昭和50年 6 月- 51年 11月、実施設計は昭和52年 12月- 53年 3 月

にかけて行われた 。

3 全 体 計 画 ・構 成

1. 1 配 置

敷地は全体で約50，000m'あり、そのうち病院ゾーンに 30，000げが

あてられ、| 刻. i ! J ! . 施設ゾーン( 神戸市環境保健研究所、医師公舎、希

護婦宿舎、院内保育所、神戸市立看護短期大学、体育館、グラウン

ド、プールなど) に 20，000m'があてられた 。

病院北側I j には外来者用、職員用合わせて約 200台収容できる駐車

場を設け、商側には敷地北西の角からサービス関係の卓が入り、建

物西商に集中した各サービス耳目門への物品供給用のサービスヤード

があり、さらに一部はスロープにより地下サービス部門に至る 。南

側は隣接する関連施設ゾーンとの問を、敷地内を東西に横断する構

内道路により区画され、 t直樹' : Wを配している 。東側は病院のメイン

エントランスとなっており、正面に位置する新交通システム「ポー

トライナー」の市民病院前高架駅と病院 2 階の外来診療音[1が連絡橋

で段差な〈直結し、神戸市の中心三宮のターミナルとは、コンピュ

ーター制御の振動の少ない無人屯卓によって約 10分で結ばれ、来院

者は少なくとも三宮駅からは風雨に晒されることなく病院に到着し、

診療を受けることができる 。 また、単によるアプローチは救急車も

含めて 11滑にあり 、歩卑近の分縦を明確に処理できた。ハンディキ

ャッパーを含めて来院する人々に対する配慮が、単に院内のみでな

く都市計画レベルで考慮されており、 他にそ の例をみない 。

図 1 ポートアイランド周辺 病院の一環

強築と社会/ 1982年 3 月号 85 



1  .2 地盤対策

ポートアイランドという埋立地であり、埋立地層下部の i' 同点粘土

層の建物自重による圧密沈下がみーえられ、地表面の沈下も生ずる地

質上音11に、大規模建築物の構築を可能にするため、種々の工夫がな

された。

① 建築工事着工に先だち、人工的に地盤沈下を促進させるため、

昭和50年から 52年の 2 年間にわたり、建設予定者11分に高さ 10mにて

約70万トンの載祈雌土を行い、地盤沈下を促した( プレロード工法) 。

② 建物の自重軽減のために、地下を鉄骨鉄筋コンクリート造、地

上部はすべて純鉄骨造とし、外壁はホーロー鋼板にて施工した 。

③ 沖積粘土層の圧密沈下軽減と、こ の層の沈下を建物にｾｾｾｾ揮させ

ぬため、約3 0 mの鋼管杭を支持層まで打ち込んだ。

④ 今後の周囲地盤沈下に備え、単路や入口部分には道路の舗装面

下に、予め P C版を浬設し、沈下による通路の段差を生じぬよう配

慮、した。

⑤ 建物と地中雄設にて接続する各種配管類( 給排水、電気、屯話、

ガス等) は、地盤沈下とともに移動する R C迭のボ ックスを介して

述結されている。

⑥ 地下階に構造観iJll I室を設け、長期間にわたり、各種計器による

地盤や建物の構造 iJ[l l定を行 っている。

建物竣工後 l 年を経過した後の追跡調査では、主主物周囲の地盤沈

下は約60- 70mm進行しており、上記の対策は予定通りの機能を来た

している 。

1. 3 部 門 構 成

この病院は建築計画上、きわめて徹底した機能集約型である 。病

線、診療、管迎、サービス等の各部門をすべて l 棟に凝縮して、立

図 2 階別部門繕 成
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体的に般み上げた l ブロ ックの建物である 。この型式は比較的小規

模の病院で多少みられるが、 1000床クラスの大規模病院においては

全く新しい形態て。あるといえよう 。 さらに建物のほとんどを中心か

ら半径50mの範囲内に計画し、後で述べる「ゴールデンタイム J の

尊重という意味からも、とくに平面的動車虫の短縮化を図った 。

平面計画の基本型は、高層部では建物中央の軸である縦交通シャ

フトを中心に、 4 方向に病糠を配置した点対称型であり、私達はこ

れを称して「四つ築のクローパー型J という 。下層部はそのクロー

パーの誕の聞が繋がり、正方形のセンターコア担プランとなってい

る。

名部門の配置は、上層部が病棟音11門、中| 日11習は管理部門と中央診

療部門、下層音11が外来診療音11門とサービス部門として構成した 。( 図

2  )  

病院の各機能別にフロア/ ーニングを行い、各区画を形成した。

・外来区画( 2階) 前述のごとく、ポートライナーの高架駅と直結

させるためi ! R 給僑により結ばれ、米院者の8 0 %以上がこれを利用し

ている 。総合案内、受付、会計、薬剤lの名窓口と外来診療各科のほ

かに、外米者用の採尿採血室、放射線部門のうち一般峨彩務室を配

置し、ほとんどの外来忠者はこの階で診療が済むように意図した 。

. サービス区画( 地階 ・1 階) 中央材料、洗濯、用度物品等をまと

めた物品集中管理部や薬剤部、給食苦11を設け、外部からの材料搬入

を考慮した 。このほかに l 階には赦急部門と入退院、兄妹者、職員

用の玄| 長] が設註された 。地下11皆は約半分を絞医学、高エネルギ一治

療、部l検、事安などにあて、半分をエネルギーセンターとしている 。

また病院玄関から地下に降りた部分にショ ッピングセンターが計画

され、レストラン、喫茶をはじめ完庖、理美容等の庖舗が並び、外

来者、患者、職員などの疋! いの場所となっている 。 もちろん、隣接

する関連施設ゾー ンからの利用も配慮した 。

. 検査区画( 3階) 臨床検査部門、内視鋭センタ一、輸血音11 と放射

線部門のうち透視、 C T 、脳血管造;i 診や 1) ハビリテーションセンタ

ーを配置し、この階でほとんどの検盗関係が事足りるように計画し

n  

，ｾ。

. 清潔区画( 4 階) 高度の ｨＧ ￍＢￌ ｾｩ ヤ ￬［ ｊＱＡｬが必要とされる病院建築の中で

もとくにレベルのrz ぃh' i " i 1 l ! 度が要求される手術音11、集中治療古II( ICU

・CCU) 、心血管造 ;jij 部、無菌病室、人工透析、分娩宮11などが集 中

し、h' ii 紫区分を lり] 織にした 。

・頭脳区画( 5階) 院内の管理巡営などの中ｾ機能を集結させ、院

長、同11院長、古11長、医局、事務局、府議官11のほか病歴、凶昔、コン

ビュータ一 、会議等の言者室を配置し、病棟と診療音11の中IH1音11に計画

された 。

. 病棟区画 ( 6 ｾ ＱＱ 階Ｉ 6 附は 38床をもっ伝染病隙、 1 イi 謎単位と

し、 711持は産科、婦人科、小児科および新生児未熟児センターとし、

Ｔ 府議単位を構成している 。 ＸｾＱＰＱＱ 皆は燃機病棟で、 Ｑ Ｎ ＱＱＧ必単位 ＵＰ

床とし、 1 フロア 4 U ，護単位 200床の臓器別、疾忠、別病床構成とな

っている。 11階は差紙病仰とし 1 ..IJ- ; ; i Q単位40床の 4 1引槌単位で各科

の. f ' t ¥をはずした泌合病械である。

この病院は対象を神戸市民のみでなく、兵庫県全域の忠者を受け

入れるため、屋上には i剖隔地緊急必者搬送用のヘリコプター臨時離

ぷ| 笠術が設tll された 。

以上のような概要のフロアーゾーニングにより、病院機能の再 ｾｾｉ､

成を図り、また各部門 1: 刊の! l i1J 総などを巧) [ ( しつつ機能集約出プラン

の計画を行った。忠、者に緊急事態が発生した場合は、院内のどこか

らでも 2 分30秒以内にスタ ッフが忠者のもとに駆けつけられるよう

動総計画がなされた 。ゴールデンタイム ( 生J 1 ! l ザニ上、心的動が停止



してから約 4 分以内に、 l陥の血液循環を4尋問しなければ11尚細胞が死

滅することから、 1 分以内に必要医療機探知をセ ッ トし、心厳生術

を地行できうる H寺IIil) が計画理念、として採用され 、半 径50m以内に

1，000 ベ ッ ドを包括する機能集約引プランが構成された 。

1. 4 将来への対応

(l) OP E N E ND と C L OS E D方式

本病院の場合は、前項で記したごとく、地盤的条件も加えると、

OP E N ENO) j 式を採用した場合の建設費の負犯はかなり高くなる 。

これらを踏まえて、この計画に際し C L OS E O 方式を採用し、建物

の 6 階部分をヒ ロ y ティーとして先行投資を行い、将米外明とサ ッ

シを設百をすることにより、内音11笠間lが生み出せる配慮をした 。 また

5 階の 2 カ所の屋上部分も、屋般をかけることにより屋内化できる

ように、 I首築用の梁型を組み込む構造的処置がなされた 。 この結果、

5 階、 6 階における噌築可能面総は約 6，0001げとなり、この部分だ

けで病院全体面総の 10%位 13f . の地吻nが可能になった 。 さらに地下| 稽

のエネルギーセンターにおいても問機の与え万を採用し、約 1，200

1ずの拡張が十分可能でレある 。

6 階部分を将米地設用スペースとして々えたのは、この階が上部

病線部門と下音11包: 理 ・診療音11門との接点であ

り、いずれの部門の地設に対しても適確な位

置との判断に基づく 。現在 6 階のピロ ッティ

一部分は建物中間階での準避難階としての機

能を果たしている 。

内部空! 日1の流動性として考慮した点は、間

仕切 Ｇｊｾ を、可能なｼ浪りフレキシプルな材料を

用い、各部門内の変化に対応しやすいように

した 。検体検ゴ' E昔[1門では変化の i数しい検査機

総等の配置変更等を向由に行えるように、床

面には 100ヵ所以上の設備用マンホールを配

置し、どこからでも必要設備淑を容易に取り

出せるようにした 。

(2)大スパン構造の採用と I SS ( 設備階)

地盤条件の悪い埋立地に建設する大規棋高

層病院として、雄物肉体の軽量化を図るため、

地上部分を純欽廿構造採用に踏み切ったこと

から、大スハン椛造が可能になった 。 1 階か

ら11階まですべてに 22 .4 mと16. 4mの 2 極類

の大スバンを探リ入れて、この長所を生かし

た平面計闘が行われた 。 また将来内部流動に

よる変化に際しでも、この大スパンにより制

約が大幅に減少し、前述のフレキシビリティ

ーが十分に生かされるであろう 。

中央手術音11、集中治療苦11、放射線部などの

井吊り下げ機器に関しては、将米を予 iJll J し

て自由に変更が可能なように、天井議に取付

専用の鉄骨昔日付を約1 . 2 m間隔にセ ッ トし今

後 lこ備えている 。

大スパン音11分の梁を平行弦トラス形式とし、

21滑と 31; 皆との問、 4 階と 51滑との聞に I SS

(l NT E R  S T I T I AL  S P A C E 一設備階) を

2 層設置した 。I NT E R S T I T I AL  S P A C E  

とは、元米医学用語て湘IJJ 包問の問| 涼を意味す

る。この平行弘トラスのせいの部分、高さ 2. 8

図 3 1 5 5 - 2 階 a

mを設備ス ペースとして 利用したものであり、それぞれの 1 S  S は

上下階から共. I U I に利用する形式である 。 これは、この病院の設計 |二

での大きな特色であり、病院機能の効率的運用凶I からしても大きな

効果が上がった 。 またわが国の病院怨築としては初めての試みであ

り、その効果が各万i 1 l iから注目を浴びた 。各階ごとに 1 S  S を設置

することも巧えられるが、建設工 'μ '{li に与える; 拶科も巧[ 苦しつつ名

純の検討を重ね、集約して最少| 恨の範囲にとどめた 。 しかし、その

機能を十分にょにーたし、ほとんと' 満足な結果を待た 。 この 1 S  S は空

調機械室、ダクト、配管、ケーブル矧の横引きスペースとして、ま

た今回独自に開発した大物物品 n動搬送設備の檎引きスペースとし

て絶大な効果が上がった 。( 図 3 、4 )  

1  S  ｓ を Ｒｾ 設置したことにより、従来は狭い天井裂に収納され

ている各種設備機械頬や配管等の日常の保守点検はもちろんのこと、

将来の増改築に際しても、また局音[1的な医療機器、設備機器の変化

に対しても、 1 年 365 日休みなく綴働する病院にとって、その部局

や関連上下階の機能を阻止することなく、変化に対処することが可

能である 。

この 1 S  S  2  f習と、病院中央官11を地下階から最上1; 皆まで縦に1' . [ ' (

8 本の大きなパイプシャフト( 平面寸法 6 X3. 5m) とが効率的に組

図 4 1 5 5 - 2 階平面図 V

.... .. 割R
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み合わされ、設備計画上、多大な効果を発揮している 。 また、この

I  S  S を抜きにして、この病院の物品搬送システムは成立しなか っ

たといっても過言ではないと思う 。物品搬送設備の詳細については、

中野明氏が別稿で述べておられるので、ここでは割愛したい。

2 主 要 部 門 の 計 画 と 運 用

2.1 外 来 診 療 部 門

計画にあたり、この病院の 1 日平均外来患者数は 1，500人と設定

された。これは旧病院での実績を基に推定された 。

外来診療昔日の基本的思想、としては、チーム診療体制の確立を志向

している。従来の各科別の枠をはずして臓器別疾患別診療体I t jlJ によ

り、複数の医師およびスタ ッフがひとつのチームを編成し、一人の

患者の診察に当たり、ダブルチェ ックを実施し診療過誤を防止して

いるが、完全なシステムの実施には、まだ多くの問題点が残されて

おり、今後も 1時間を要するであろっ 。 しかし、この病院が少なくと

もその方向に向かつて一歩踏み出したことも事実である 。

外来各科の受付は各グループ単位に診察受付 1 - 6 まで 6 ヵ所設

置され、このうち診察受付 l 、2 に所属する各科はスクリーニング外

来としての機能も同時に有している 。 6 ヵ所ある診察受付はコンビ

ューターの端末機を設置して悠者の受付、次回の予約やカルテ、フ

ィルムなどの整理搬送およびその他の連絡調整業務を受け持 ってい

る。

再来患者はすべて予約制を採用し、待ち時間の短縮化を図 った。

予約項目は外来診察、検査、放射線、外来手術、内視鋭等があり、

予約方法としては、時間帯フe ロック予約、時間指定予約などがある 。

カルテは外来カルテ、入院カルテともに l 忠者1 . ファイル l 背番

号を実施し中央カルテ方式とし、処置処方や検査結果等は会科統一

方法がとられ、 2 科以上受診による薬剤、検査などの重複を防止し

ている 。 また、コンビューター導入により病名コード等は国際疾病

分類 ( I  .  C.  0 )によって、病名統計等の情報が容易に行えるように

考えられている 。

外来各科のプランは、可能な限り患者とスタ ッフの動線を分離す

るよう計画され、診療室の裏側に原HIJ としてサービス用スタ ッフ専

用通路が設けられている 。

外来診療部のほとんどの床にはカーペ ッ トが敷かれ、総合カウン

ターのある吹抜の中央待合ホールをはじめ、各外来待合ホールや廊

下も歩行音をおさえ、転倒による事故を防止している 。

この外来の一角に医師会連絡室が設けられ、地元医師会との連携

を図り、紹介忠、者の受け入れや急性期を脱した患者を他の医療機関

へ紹介する業務を行う予定であるが、実現までには相当な時間がか

かりそうである 。 しかし関係者の努力が実り、大いに地域医療に貢

献することを願 って止まない。

2.2 中央手術部門

中央手術音11は病院の中でもとくに高い清潔度の保持が必要とされ

るところであり、集中治療昔日、心血管造影音11、分娩部などとともに

4 階の清潔区画を構成し、関係者以外の人間の出入りを制限するこ

とが可能なように計画された。手術室は全部で16室あり、このをち

2 室は外来忠者用の手術室で、忠者の利用に便利なように中央手術

ゾーンからはずし、一般ゾーンに設けている 。( 図 5)

中央手術部内は空気の汚染度と動線管理方式に基づき、 4 つのゾ

ーンに区分し計画された。

. 一般ゾーン 病棟よりベ ッ ド搬送にて移送されてきた患者は、病
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図 5 手術部平面図

機看護婦から手術部看護婦の管理下に移され、同時に看護婦聞の申

し送りと確認が行われる 。患者はこのトランスファーエリアにてノ、

ッチウェイを介して、手術用テーブルト ップに乗せられる 。 このハ

ッチウェイシステムを使用することにより、隣接する準清潔ゾーン

の空気汚染を最少限にするとともに、ストレ ッチャーや手術台と、

何度も大勢の看議婦の手を矧わせることもなく、とくに術後思者の

ストレ ッチャーやベ ッ ドへの移し替え時に術部に与える影響は少な

く効果を発揮している 。 このハ ッチウェイはこの一般ゾーンに 2 基

@、手術部と集中治療昔日の連絡口に u主⑮の計 3 基が設備された 。

この! 協に忠者の帰りを待つベッド置場が 6 台分確保されている 。

このゾーンは院内一般空附であるエレベーターホールとは自動扉

で区切られているが、空気の汚染度は一般空間と同様でーある 。

. 準清潔ゾーン 手術室とクリーンサプライをとりまく周囲廊下。

と附属諸室⑪の部分であり、スタ ッフと患者以外の出入りは制限さ

れ、すべて更衣室⑤にてガウンテクニ ックが必要である 。空調は一

般空調であり、このゾーンを介して心血管造影音11⑤と無菌手術室。

および集中治療苦11⑪に連絡している 。

. 清潔ゾーン クリー ンサプライ①である 。清潔線材を準備し手術

室へ供給するとともに 7 台の術用手洗装置 ( 3 人用/ 台、手術室 2 室

で 1 台) がセ ッ トされている 。 さらに大型医療器材の保守管理が行

われ待機スペースでもあり、無菌手術室に接し 1 室、一般手術室 6

2差ごとに各 1 室の計 3 室設けられた 。手術用の清潔滅菌器材は l 階

物品集中管理部( 中央材料室) にてセ ッ トに組まれ、大型搬送設備

により自動的にこのゾーンの中央部に位置する搬送ステーション内

にコンテナワゴンで送られてくる 。 コントロールセンター①からの

スケジュールに従 って、各手術室のワゴンパスボ ックス⑪にセ ッ ト

され、後に手術室内部からコンテナワゴン内の手術用器材を出して



準備に入る。このコンテナワゴンパスボ ックスの上部に一般の続時

物品用のパスボ ックスが設けられており、術中でも厚手を開け放して

おくことがほとんどなく、不必要な人の出入りによる塵竣の増加を

防ぎ、手術室内の空気の清浄度を高め、術後における患部の化膿も

なくなった 。このクリーンサプライへの入室は準清潔ゾーンの廊下

より、エアシャワーむを経由して入る 。

空調は HE P A F I L T E R を使用し、 0 .5mmAq の陽圧に保ち準清潔

ゾーンの間仕切に風量微圧調節ダンパーを設け、その間仕切は可能

な限り硝子間仕切とし、周囲からでもクリーンサプライ内部の作業

の頻度を把握でき、内部からは廊下を経て屋外の景色に接すること

が可能で、開放的な明るい空間として意図した。

. 高清潔ゾーン 手術室そのものであり、平面形状は層流と清掃を

考慮し八角形とした 。層流方式はダウンフローとし、一般手術室 1

- 1 2は 7 - 1 4枚、無菌手術室には 35枚の HE P A F I L T E R を使用し

ている 。合計14室の手術室を使用目的別に 3 グループに分け、表に

してみた( 表 1 )。 使用済器材および術後の患者やスタ ッフがク リ

ーンサプライ①と反対側の準清潔ゾーンの廊下に退室するワンウェ

イ方式の動線を設定し、清汚動線の分離を図った 。使用済務材は退

表 1 手術室機能事構成

lj |室 名 |
使 用 目 的 1

7 ラス
1 室W x 内D X寸H( m法;  I特 殊 設 備

首1

1  熊 繭f./;{ 1  臓昔器移地

Z 一一 ー そ の 他

↓  無 附 2 I  etc 

o  R- 1 

o  R- 2 

第 眼 科 ・ 心

第

3  

及び脳血

管外科・

鐙形外科

etc 

腹部( i 肖

化総・泌

尿椴・産

婦人科)

耳 鼻 哨 喉

etc 

OR- 121 I感 染 用

100 7. 2X7. 2X2. 9 

イメージ装i l (

6. 0X6. 0X2. 7 7 イクロサージェリ

. . ( ;  

6. 0X6. 0X2 .7  

7. 2X7. 2X2. 9 

6. 0X6. 0X2. 7 I 器 材 洗 浄室

室後、手術室ごとに附属している一次洗浄室⑩にて洗浄後、返却l用

コンテナワゴンにてリターン ユーティリティーより 1 階物品集中管

理部へ送られる 。手術用テープルト ップも 附属のテーフソレト ップ洗

浄室にて洗浄滅的後、入口ハッチウェイ脇のテーブルベイステーシ

ヨン⑪にてつぎの患者用に待機する。

手術室内設備としては無菌手術室はもちろんのこと、一般手術室

においても層流を乱さぬよフに多灯分散式無影灯を採用した。また、

この層流の利点を生かし、各種医療機器類を床に置くことによる層

流の乱れと、床上の煩雑さを解消するよう可能な限り常用機器( 麻

酔器、多用途生態監視モニタ一、屯気メス、撮影装置、ガートルフ

ック等) 類を天井吊りにした 。モニタ一類の統一標準化を図り、手

術室と 1 C  U は共通の電極、トランスジューサ一等を利用できるよ

うにした。 E D P S による一貫した患者管理をめざし、術中術後の

E K G、血圧、体温、血中ガス分析値、' 1 : [ 解1 ' i 値などの臨床データ

ーを収録し、医師が患者の病態生理を- 1 ' ! して把握できるよう計画

した 。

この中央手術部をはじめ 4 階清潔区画全域に対する高度な空調設

備等はほとんどこの上部に設置した 1 S  S 内にセ ッ 卜され、効率的

に機能し、大いにその効果が発揮された 。

2. 3 病棟部門

- 患者とは 病院設計を行う場合、患者を第ーの主役として論じな

がら、次第に患者を忘れ患者不在の論議になる場合が数多くみうけ

られる。病院においての主役は医師でもなければ、看護婦でもない。

1 日24時間病院にいるのは! 忍者でしかない。 1 日中病院にいたいと

希望して、入院生活するために入 ってくるのではなく、疾病に対し

て適切な診断治療を受けるため、病院での生活を余儀なくされてい

るのが入院患者である 。 日常健康な生活を行っているときは、起床、

身仕度、朝食、通勤… - 家族との団襲、就寝と l 日のリズムがある 。

しかし 一度健康を害し入院すること事態、生活のリズムの破壊であ

褒 2 病練目標褒

，者忠
日量 起 朝 身 の 尿 昼 休 安 函 は タ 面 t両日垂

の型産前l 会 じ
d3b三‘  

σ〉

終
日

団 関 ま

諜

ｄｬｾ＠ 床 食 り 啄1始 食息、目下のり 食 7 灯 Ull:

時 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 7 8 9 1 i  0 1  11 1213 141 5161711811920212122321 4  

間l

・ヨー3へb  
深 夜 勤 日 動 準 夜 動

療

石

申 巡 検 処 申 診 検 処 検 申 診 検 処 巡

し一一
し し

話量 送 送 送

回 l ' t i l ( り療 1t il( i且 1) 療 を 置 回

る。病院生活をする場合の忠者の日諜 ( 表 2 ) との差 を、どのよう

にして披少限にとどめるか、また退院後の自宅療養と次第にとりも

どす社会環境への順応、生活リズムへの復帰などは、疾病のみなら

ず精神的な意味を含めて患者が背負わねばならぬ宿命であり、かっ

看護の恨IJ の基本理念でもある。このような状況下における患者のス

トレスの原因は、疾病そのものによるとともに環境によるものとに

分類することができる 。それでは環境に対してどのような項目が考

えられるかが、病線計画にあた って重要なことである 。

・看護とは 患者のために医師の指示する治療計画を果たし、患者

の衛生面や安全面で回復に必要な身心の環境をつくり、入院患者の

生命力の消耗を最少限におさえ、疾患のために生活に支障のある部

分を補い、家族に対し回復と更生に取り組ませることなどが看護業

務の基本理念である 。

以上のようなことに基づ き、また基幹病院として長期浸性疾患は

今後神戸市として j順次整備してゆく後方病院へ依頼し、主として急

性期の重症患者を対象とする高度医療を念頭においた病棟計画とそ

の運用について述べてみたい。

(1)病棟計画とその運用

. 病棟計画 前述のごとく様準病棟は 1 看護単位50床を原則とし、

4 床室を基準とした 。6 床室の案もあ ったが、 l 室に 3 床ずつ両壁際

に配置すると、 3 床の中央の人が条件的に不利になり端が空くと患

者から移りたいと要望が出る 。喫茶庖ても隅の席から座られるとい

う人聞の本性を尊重して 4 床室が標準と決定された。この 4 床室が

12室で48床と重症個室が 2 室て¥合計50床の単位を構成している 。

従来の各科別の枠をはずし、ベ ッ ド配分には流動性を持たせコンビ

ューターによるベッド管理の一元化を図り、 1，000床の入退院情報
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図 E 病様北ウイングナースステーション平面図

を瞬時にして把握管理できる。今までのように内科のベ ッ ドが満床

で、他科のベ ッ ドが空いているにもかかわらず入院できないという

不合理を排除した 。

病棟の平面計画として、ナースステーションを中心にその周囲を

病室がとり囲むセンターコア型プランを採用した( 図 6 )。 ナースス

テーションは廊下との問に仕切はなく周囲はカウンターによ って区

分しているのみの、オープンな型式とした 。 この病練プランにより

看護動線の短縮化が可能となった 。病室と廊下との聞には、大きな

硝子窓、が設けられ、これによ ってオープンカウンタ一式のナースス

テーションから周囲の病室の患者の状態が観察できるよう意図した 。

本来看護業務の大半は患者のベ ッ ドサイドにあるべきなのである

が、ナースステーション内部に業務の大半が移り、さらに医療の高

度化がそれに拍卓をかけているのがわが国の現状である 。看護婦を

ベッドサイドに返す計画は、とくに高度医療を実施する基幹病院に

おいて、急性期の患者が多い看護としては必須条件なのである。

. 病 室 硝子窓から患者のプライパシーを守る場合( 診察処置、活

拭更衣、就寝等) は、この窓硝子に忠者が自由に操作できるブライ

ンドが内蔵されており、さらにベ ッ ドカーテンも併用される 。追 跡

調査では上記の場合以外はほとんどブラインドは聞けられており、

本来の目的を果たしている。

病室入口はアキュライドレールを使用した引戸として設計し、! 弄

の窓硝子にもロールブラインドが取り付けられた 。 この引戸はスイ

ング扉に 比べて、開閉時の面積を必要としない のは当然、であるが、

不定、の開閉に際しての衝突の危険性もなく、走行音はきわめて静か

で床面にはレールもなく、歩行やワゴンの通過にも効果が大である 。

患者の日用品の収納をはじめ、医療 7ゲス、ナースコール、ベ ッ ド

ランプ、足下灯を組み込んだ、ウオールケアユニ ッ トを各ベ ッ ドの

頭側IJ に設置した 。 このユニ ッ トにて煩雑になりがちな病床廻りが経

理され、病室環境向上に役立っている 。 壁面には額縁用のフ ック を

用意してあり、好みの絵画、色紙等を飾ってもらい、少しでもア ッ

トホームな雰囲気が出るように心がけた。

天井は寝ている患者にとっては自につきやすい場所なのでシンプ

ルなデザインとし、取り付けるものも誠一少限にした 。照明は忠者の

回線も考慮し、ウオールケア上部に組み込んてd 直接光線が目に入ら

ぬよう意図した。

外窓はブライ ンド内蔵二重硝子縦軸回転アルミサッシを使用し 、

調光と周囲港湾施設等の騒音を完全に巡 っている 。 また病煉周囲は

各11皆すべてに遇政佐用パノレコニーを配し、この窓より屋外へと 2 方向

避難が可能である 。
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窓側緩壁音11分には 2 基のファンコイルユニ ッ トが設けられ、その

中央部に 4 人共用のステンレス製給湯付流しユニ ッ トを設置した 。

洗面は共用のため各自の洗面器を併せて使用し、洗面器の収納はウ

オールケアユニットの最下段に設けた。その流しユニットは単に患

者の使用のみではなく看護婦による J忠者の清拭、器材洗浄、感染防

止などの用途として使用する 。 このためにも給湯式として設備した。

また患者や看護婦もすぐ手が洗えることで院内感染防止に役立って

いる。この流しユニ ッ ト脇に i 室ごとに 1 日 2 四 番 茶 が2. 5 e入りの

ポットでサービスされ重宝がられている。病衣は病院より過 3 枚貸

与し、シーツは通常週 1 国交換される 。面会者は原則! としてセンタ

ーコア部分に設けられた面会コーナを利用している 。

病室部分から直接忠者の生活に必要でない洗濯室、乾燥室、湯沸

室、浴室、汚物室、商会コーナ一、公衆電話などは、センターコア

部分に分離し、さらにカーペ ッ トを床に数きつめた相乗効果によ っ

て、従来のダブルコリダータイプの病棟に比べ、病室やナースステ

ーションは非常に静かになった 。使所の水洗音、! 弄の開閉音、洗濯

音、器具のぶつかる音、話し声、履物による歩行音等々の騒音源を

分離した効采である 。

忠者サイドの病室については、従来外窓のみがベ ッ ドから見られ

る唯一の窓であったが、アイコンタクト方式ではナースステーショ

ン側にも室外の変化が見られる窓が土台え、患者によっては大分気分

も紛れるとともに、毎日忙しく働く看護婦の業務を見ている理由か

らか、 i l日病院と違って手守護婦へのわがままな注文などがほとんど

なくな った」と総婦長からお聞きしたことがある 。

. オープンカウンターシステムのナースステーションとアイコンタクト

ナースステーション内に立っと病室内部が一望でき、 1!1 ，者の病状

が観察しやすく 、 より密度の高い石穫が可能となった。必要に応じ

て患者がナースコール等で呼ばなくても、看護対が直ちにベッドサ

イドに駆けつける場合も多い。( 病状によってはナースコールを .[111せ

ぬ患者もいる) また家族も安心して帰れるなど、その効果が発障さ

れている。

このようなアイコンタクトシステムを採 った病練で、 1 日中生活

する患者や、そこで働〈看護婦の心理状態については、病院側も設

計者側も非常に関心の深いところである。 l非j院から約 5 ヵ月経過し

た昭和 56年 8 月に、手守護音11による 「病綴アイコンタクト方式と忠者

I一一 表 3 アイコンタクト方式のアンケート関査 ーー

・患者意織について . 病練看護婦意訟について

( 対象患者数 606名) ( 対象看護婦数 427名)

1  ) ふだん医附 、.r，'，;!!!!r.i}にみられ

て図るか?

③金〈凶らない 60. 6% 

⑮あまり閑らない 32. 5% 

。少し悶る 4.6 % 

⑬大変困る 0. 2% 

⑤無回答 2. 1% 

2  ) 医師、f : ' ，護婦にみられた万が

良いのは、どんな時か 9

@よ: t . 合が思い l時 53 . 1%  

⑮点滴注射中 24. 6% 

。))11にない 17. 4%  

⑬食 Ｇ ｉ ｾｉｉＧ 1. 2%  

②無回答 ・その他 0. 7% 

3  ) アイコンタクト病仰は良いと

思うか?

｀ 非 ＧｨｾＧ によい 61. 1% 

⑮まあまあよい 33. 8% 

。あま り良 くない 1. 3%  

⑬非常によくい、 0. 7% 

@無回答 3.1%  

Ｑ Ｉ ナースステーションで ｻ士 ιｊｾ をしな

がら、病室の除向、官時できるか?

@まあまあ観察できる 58. 6% 

③たいへんよく観察できる 26. 9%

0 あま り鋭祭できない 11. 0 % 

⑮ほとんど鋭務できない 0.9%

⑤無回答 2. 6% 

2  ) 常に 忠す; ゃ他人からみ られ仕

)J'; がやりにくいか?

③やりにくくない 31. 6% 

⑮あまりやりにくくない 36 .8 %

。やややりにくい 27 .9 % 

⑮非常にやりにくい 1. 6%  

②無回答 2. 1% 

3  ) アイコンタクト病被はよい と

思うか?

@まあまあよい 52. 0% 

⑮非ｾ ，Ｚ甘によい 4. 5% 

。あまりよくない 9. 4% 

⑬非常によ くない 0. 2% 

@無 凶答・そ の他 33 .9%  



総 合 監視 ， ｾ ネル

の居住性J についての、全入院患者と病棟看護婦を対象としたアン

ケー ト調査が実施された 。読者の方々にも関心の深いところと思わ

れるので、その一部をご報告する 。

つぎにナースステーションの各コーナーの機能を説明する 。

1  ) 記録コーナーと多目的室 : 医師も含めての記録用スペース ( 図

- 6 の③) で、カウンターには総合監視パネル( ナースコール、コ

ンヒ。ユーター内蔵照明スイ ッチ、非常用電話、火災報知盤、バルコ

ニー非常錠監視装置等) が組み込まれている 。カウンターに座って

記録していると、病室からはナースキャ ップが見えるくらいの高さ

になっている 。 多目的室内 ( 図 - 6 の②) にはシャウカステンを備

え、白板、掲示板が設備され、カルテ、レントゲンフィルム等が保

管されている 。医師との述絡や申し送り、短時間カンファレンスな

どの目的に使用される 。長H寺附カンファレンスは病棟コア部分の独

立したカンファレンス室が使用される 。 また、これと隣接して看護

婦の休憩室が設置されている 。ナースステーション内にて勤務中は

患者からの視線はほとんど気にならないという 。逆に休廷! 室にてゆ

っくり休み勤務につくことにより、休息、と緊張のリズムができて働

きやすく、従来の病棟のように壁でみえない所で起こる忠者の急変

に怯えることカずなくなったとのこと 。

2  ) 作業準備コーナーと自動物品搬送設備: 従来から石護婦本来の

業務以外の仕事量がかなりあり、本来の業務を圧迫しているのが現

状である 。このうちから物品搬送、物品の移し答え、病練保管の若器

材、消毒物品、薬品の管理などを分析し、その合理化を図 った。作

業準備コーナー ( 図 - 6 の⑤ ) へ l 階物品集中管理部から器材や薬

品がコンテナワゴンにセ ッ トされ自動搬送設備 ( 図 - 6 の⑨) にて

送られてくる 。到着したコンテナワゴンは、このコーナーのカウン

ター下にセ ッ トされ、そのまま器材戸棚として使用される 。必要に

応じワゴンの引出しから物品を取り出し、治療や処置の準備をする 。

織送スケジュールにより返却l ワゴンは、使用目的によりナースステ

ーション中央官[1のシャフト( 図 - 6 の⑨) またはセンターコアにあ

る搬出室から l 階へ送り返される 。給食も問機のルートで運ばれて

くる。 l 階では器材は物品集中管理部にて、薬品は薬剤苦[1にて、そ

れぞれの専門の担当者が、未使用のまま返却されたものも含めて品

質、期限、数iE等についてチェ ックし、新たに物品を事II i 充および交

換する 。物品集中管理部と給食音[1には、コンテナワゴンの自動洗浄

消毒装置を設置して、定期的に洗浄滅菌を行 っている 。 この大物搬

送システムは病棟のみでなく、前述の手術苦11クリーンサプライや集

中治療部、分娩部のほか各部門のほとんどがこのシステムであり、

搬送と器材戸棚として使用されている 。 したがって病棟をはじめ総

材倉庫はあまりみられない。無駄なスト ックがなくなり、専門家に

よる物品の管理が実施され、同時に戸棚 ｾｲｩ の ｨｙｩ 紫も保てるなど、そ

の効果には大きなものがある 。

3  ) パーキングスペース : 従来廊下を l' i 有していた車椅子、ストレ

ッチャ一、歩行器、移動型診療機器などがここ( 図 - 6 の@ ) に集

められ、廊下には障害物は何一つなく、非常時にも安心である 。

4  ) サービスユーティリティー ・使用目的により 2 ヵ所に分散させ

た。ユーティリティー 1 (図 - 6 の⑤) は食事や内服薬など経口的

なものを扱い、流し、冷蔵庫、薬品保冷庫、電子レンジなどが設備

されている 。ユーティリティー II (図 - 6 の⑦) は氷奄法や体温計

などの取り扱いコーナーであり、製氷機が設備されている。

(2)色彩計画

計画の目的は、病院で生活する人聞の環境を視覚的に快適なもの

とし、その建築的機能を効果的に発揮させようとするものである 。

病院建築の内容は非常に複雑多極多様であり、その 中には、たと

えば工場のごとき部分あり、オフィスのごとき部分あり、ホテルの

ごとき部分あり、研究所のごとき部分もある 。複雑でしかも精度の

高い作業が、快適な環境の下で安全に能率的に行われ、忠者にとっ

ては日常生活の延長として 、不安なく気楽に診療が受けられる よう

な雰囲気をつくり、診療の効果を色彩の心理的な面において助長し

ようとするところにある 。色彩計画は単に建築のみでなく、視野に

入るものすべてを対象としなければ、焦点がぽけてしまう 。床、壁、

天井、机、椅子、事務器、カーテン、リネン 、ベ ッ ド、 ユニフォー

ム、医療機器頬などにおいてトータルな計画が必要である 。

1  ) 基準色: 建物全体の基準として使用された色で、いわば人聞の

皮膚の色とでもいうべきものである 。

2  ) 準基準色 建物内部で位置的感覚を明確にさせるために使用し

た色である 。この病院は中央コアのエレベーターホールを 中心にし

て、点対称の平面計画であり、位置の錯覚を起こす恐れがある 。そ

れを防止する効果として、このエレベーターホールを中心に南側ゾ

ーンを寒色系、北側ゾーンを暖色系として、塗り分けのパターンも

併用して 4 種類とし、この病院のプランの特長である四つ業のクロ

ーパーの方向表現として、全館を通して使用した 。

3  ) アクセントカラー ・サインや単調な空間などに、アクセントを

与えるために用いたもので、強い色彩である 。

外壁はホーロー鋼板のカーテンウオールである 。色彩は施主恨IJ の

代表である宮崎神戸市長と当社の方針とが一致し、乳白色に統一さ

れた 。周辺の紋化と六甲山の緑との対比が美しい 。

病練においては、色のアクセントを壁においた関係上、床は地味

な色調におさえ、ブラウンとグレーの 2 色を基調とした 。 これに対

し外来診療音11では、内壁もホーロー鋼板の白色にて椛成し、床は思

い切って華やかな色調を採用した。

なお 、病煉においては静的要素をもっ病室と動的要素をもっナー

スステーションとが隣機しており、病室の静粛な環境保持のために、

事前に旧病院にてカーペ ッ トに関して数々の笑験を行った 。その結

染、新病院の病線全体の床にカーペ ッ トを施工した。歩行音をはじ

め転倒やベ ッ ドからの転落による事故、保温などに効果があるとと

もに 、ア ッ トホームな雰囲気を醸し出している。一方、メインテナ

ンス面、台車等のハンドリング面に |期しては今後の謀題が若干残さ

れているが、明るく mトかな病練のナースステーションの白いカウン

ターに忠者の皆さんが置かれた生花や観葉植物が、どの病室からも

鑑賞でき、爽やかな病棟空間となっている 。

おわりに

病院のどの窓、からも、神戸の景色が一望のもとに眺められる。北

側には四季折々の六甲山、摩耶山、東には芦屋浜を経て遠〈大阪の

街、南側は海上を行きかう大小の船、西には活気ある造船所や港町

の風景: などが、病める人々の気持ちにやさしく諾りかけてくれる 。

この素晴らしい環境に閉まれて、市民の健康を守る基幹病院とし

て、今後、一層の活躍を願い、また将来の病院建築の一つの方向を

示唆するものとして、その成果が大いに期待される。

( はなおか のぷよし 株式会社 f'J f維持三日Ilill 築研究所設計部係民 )
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地域医療と病院設備- 設備の近代化と曲がり角一

辻 野 純 徳

地域医療と画一重装備への反省

「地域医療とは」と開き直って問われると、それは地域のニーズ

に応える十分で無駄のない医療としか答えられない。しかし国や公

的施設、自治体の施策、医師会の活動が、それに応える体制や設備

を擁しているかははなはだ疑問で、先進諸国と比較すると片寄った

形での遅れを認めざるを得ない。

“ 病院の新しい展開に関する研究. ， ( 橋本寿三男、 1977、病院管

理研究所) は、より効率的なより人間的な医療を行える病院へと、

体制を含めた再編成をせまる、示唆に富んだ研究であり、提案であ

る。欧米の急性総合病院とわが国とを比較したこの研究では、都内

および近県都市の高機能施設18を対象とした第一次調査でも「欧米

の急性総合病院なら当然退院しているであろうと思われる患者群が

依然3 0 %近くを占めて」いる 。これが第二 次 調 査 ( 地方都市におけ

る大 ・中施設23) となると 4 0 %近くとなる。さらにそれを国別に比

較すると、米国では 3 0 %に満たぬ、英国では3 0 %余、西独では6 0 %

の患者のみが入院を許されるとあって、わが国の病院の実体がうか

がいしれるところである。

さらにこの資料を使って、

人口 l 万当たり一般病床数 x 365 日

平均在院日数

入院機会/ 年・万

を算出すると、米国では 2. 2倍、英国 ・西独では 1. 5倍と、それぞ

れわが国より入院機会、すなわち必要なときに入院できる機会に恋

まれている計算にもなる。また、わが国における C T  ( コンビュー

タ断層撮影) の普及率は世界最大だが、それら高額医療機器の導入

が医療費を押しあげるとあって、米国て廿高額機器の導入に市民の

同意を必要とするところもあるという 。

これら開業医( 欧米ではホームドクター的な) も、地方の小病院

も、大学病院も、みな風邪の忠、者を診察しそして C T をもっ、など

の現状に、橋本氏は病院の再編成を提案し、医療の役割分担で効率

化をはかろうとしている 。すなわちコアー病院の硲立と、必人病院

ホスピス、療養センター ( nur s i ng h o me ) やデイホスピタルなど目

的にあった効率的施設への展開をすすめている。

たとえばわが国の病院では、病棟にデイルームや，皆、者食堂を設け

ることは看護婦のｊＮ ｾｊｾ いである。しかし欧米の急性病院て二位、者用食堂

をもつことは稀である。 “ 絵たまま" またはいベッド上で身体を起

こせる" 患者だけでは、病棟の食堂は不用であり、退院間ぎわのわ

ずかなデイルームなどで十分であろう。一方 h 継続的観察を必要と

し、常に寝たまま. ，から u 継続的観察を必要とせず自由に動ける"

までの忽者をかかえる病棟設備は大変で‘ 、 「病院がそなえているべ

き第ーの必要条件は、病院は病人に筈を与えないことである J (フ

ローレ ンス ・ナイチ ンゲール ・病院党え書) との言葉とはほど遠い

不便を患者に強いていることになる。 図 1 はU. S.  P.  H.  S  ( 米公衆

衛生局 ) のモテールフ・ランである。 1 C  U  (集中-r; . 議病練 ) には生柄

的施設はなく、ベッドを集めた病室内にナースステーションがある 。

それがI nt er medi at e C a r e  Uni t  ( 中間后謎病棟) では、食堂はとも

かく談話室と使所が設けられ、病室も個室か 2 入室に細分化されて

きた。アームチェアやライテイングデスクも設けられ、生活の匂い
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1. 調節可能ベ y ド 2  床J f / l 台( 扉なし) 3 . カーテン 4  . 酸紫 吸引アウトレ ッ

ト 5 .  11ラス間仕切 6. 流し、上部戸棚 7  記録机 8 . 作業台1 j I 9. 器 具 運 継

1jI 10. 洗溜物入 11 チャートラ ック 12. 本棚 13. 7 アイリングキャビネ y ト 14. 

のぞき窓 15. カウンター 16. ｾｌ 白ガラス Ｑ Ｗ Ｎ 製氷ｾｾ 18  高窓( 窓台高J . 8 m)

19. 戸棚 20. 冷 水 器 21.  I合成[ >11

Inter、si ve C are  Uni t  ( 股計 U.  S .P . H. S .) ー 1959

1. 調節可能ベ y ド 2  床J f/l 台 3  カーテン 4  . チャートラ ック 5.  11ラス 131仕

切 6  カウンター 7  7 ァイリングキャビネ y ト 8 . 捌 9 . 冷 水 路 10. 製 i)<. 昔話

11. 冷 蔵 庫

Inter medi at e  Car e  Uni t  ( 位計 U. S . P .H. S .) 

1 . 副都砂棚っきベ ッ ド 2 . 犠記机 3 . 安楽いす 4  . ロッカー 5 .  7 ロアランプ

6 .  i'f 棚 7 手洗昔話 8  鯵昔話台 9  テープル 10. カウ ンター 11 汚物流し

12回流l . . f1 13. カ ウ ン タ - 14. 調理台 15. 冷 水 総

S elf Car e  Unit ( 設計。 U. S . P . H. S .)

1. 剥節可能ベ y ド 2  床i i J (台 3  カーテン 4  . チャートラ ック 5 .  11ラス 1111仕

切1) 6. カウンター 7 .  7 アイリングキャビネ ッ ト 8  棚 9. 冷 蔵 庫 10. 製氷骨量

11 干すリ 12. つかまり伸

L ong T  er m Care Unit ( 般計 U. S . P .H. S .l

図 1 P P Cの 建築 計画 ( 伊藤総・病院管理大系 6 ー I 、医学件院)



がただよってくる。さらに Sel f  Car e Uni  t はプライパシィを重視

してホテル並みの個室となり、ベ ッ ドも今までの両側J j からの介助が

可能な壁との T 字型配置から、壁と平行に接するホテルのシングル

タイプに変わり、両側からの介助が不要なことを示している 。そし

て居間や軽食堂も設けられている 。おそらく医療的設備も 1 C  U に

くらべ格段に少ないに違いない。

わが国の病練は、急性も慢性もほとんど画一的である 。 ここに医

療の要求する高度の看護設備と、患者の満足する生活設備とを併設

することはむずかしく、また設けても無駄の多いのは当然でいある 。

病院や病棟の役割分担あ ってこそ、それにふさわしい施設が合理的

ト ー ー 治療度 につくられるのであ って、

MAX 

O  わが国の病院の将来には、

この道しか残 っていないは

生

活

皮

ずである 。

1  C  U の患者にもわずか

ながらも生活があり、 Sel f  

Care Uni t の忠者にもわず

かながら治療がある ( 図 2 )。

それを見逃さず設計に取り

入れてこそ、本当の地域医

療のための施設とされるで

あろう 。

MAX 

生活j支← J

図 2

近代化をめざす病院とその三種の神器

病院設備の近代化は、 Aut omat i c transportat i on( 自動搬送設備) 、

Bi o-cl ean (微生物制御設{ 碕 ) 、Comput er (・コンピュータ設備) 、の

A 、B 、C に向けられている 。

A 一自動搬送設備は病院設備の花形で、その導入は盛んである 。

一方、期待通りでない自動搬送設備の効用に疑問と不信を抱〈人も

少なくなく、とくにこの設備の導入で0 0名節減できますとの売り

込みは、信ずれば失望に終わるとい っても過言であるまい。 しかし

なお自動搬送設備の魅力は断ちがたく、医療サービスの向上や力仕

事からの解放、緊急時の搬送に期待するところが多い。 しかし l鳴り

物入りで導入された設備も、その能力をフルに発揮している例はき

わめて稀で、高価な設備を腐らせている例も少なくない。

わが国における自動搬送機の導入については、気送管とベルトコ

ンベアは '60年代初めから、その他の設備は '60年代末から雌んとな っ

た。図 3 にもみるとおり、 '73年以降の導入傾向をみると、ベルトコ

ンベア、ボ ックスコンベア、小型自走搬送機の上昇がみられ、気送

管は下降気味である 。それは帳菜類の E 0  P  S  (El ect roni c Dat a 

導入件数

図 3 機種別導入件数の年次変化 ＨＱＹＷＳ ｾ ＱＹＷＷ 年Ｉ 注Ｉ 1977.  12末調査

Processi ng Syst em) 化や、他の搬送機への便乗にあるのであろう。

一時姿を消した小型自走搬送機は装いを新たに再登場し、近年急速

な伸びを示し、病院内搬送の主役となりつつある 。ボックスコンベ

アにくらべ経路の簡便さ、メンテナンスの容易きなどに優れている

ためと思える 。ワゴンや棚をそのまま運ぶ大型自動搬送設備の導入

例はまだ少ない。これを院内で駆使するには、物品管理と供給のシ

ステム化が必要で、補給部門としてかなりの管理要只を擁する欧米

の例しかなか った。 しかし、神戸中央市民病院 ( 1981 ) は、給食、

薬剤、中材、用度等と供給部門を地下に集め、在庫管理の充実と、

同一ラインでのワゴンによる供給を目ざし、欧米にみられる S P D

( Cent ral  i zed Supply  Processi ng and Di st r ibuti on)を指向してい

る。その成果についてはまだ論ずる時期でないが、わが国の病院よ

り倍近い職員数のある欧米とのちがいをどのように克服し得たか、

その結果が待ちどおしい。

ベ ッ ドやポータブルレントゲンは院内を網羅する自動搬送設備に

は絞らないし、載せて運ぶ空間も無駄である 。汎用の搬送設備では、

手での搬送をなくすることは不可能でヤあり、そのためのメ ッセンジ

ャの存在は不可欠である 。武蔵野赤十字病院では 3 名のメ ッセンジ

ャで外来を除〈院内を定時に巡回、集配を兼ねて効率よく働いてい

た。臨時搬送もその定時巡回にあわせて処理できるものも多〈、即

時処理を要するものは意外に少ない。改築計画 (507床・外来数1，000

→ 1，500 ・' 81.12竣工 ) にあた っても、このメ ッセンジャシステム

(  6 名) を採用し、ダムウエータ一、メールシュート、リネンシュー

トなど自動とはいえない最少設備で、この規模としては珍しい自動

搬送設備のない病院とな った。 また、倉敷中央病院( 写真 2 、 3 )  

写 真 1

神戸市立中央市民

病院のナースステ

ーションとワゴン

2

メ

ヤ

真

の

ジ

写

院
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病
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央

ツ

中敷倉

3

搬
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官
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写

院

送

病失中敷倉
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( 1，033床 ・外来数1，400→2，000、11trl '75. 6  - 3 期 '81 .12竣工) では

ボックスコンベア、電動自走車( シマコム・・ ・1 期で予定したケー

スコンベアを変更) 、気送管の自動搬送設備のほか、リネンシュート、

メールシュート、ダムウエーターを設けたが、定時搬送は中材物混:

と一部の薬品を除きメ ッ センジャに ｾｊＨ っ ている 。 この自動搬送設備

のない病院とフル装備の病院、これも数年後の成果に待ちたい。

外来カルテの中央化とー患者一病歴化は、総合診断 ・検査の二f

や投薬の二重および禁忌の防止、カルテの紛失の防止、医療事務管

理上のメリ ッ ト等を認めながらも、診療記録をとりあげられる医師

側の不安を招き、分散管理されていたカルテが集中管理されるため

まとまった保管場所を必要とし、また、分散されて目立たなか った

整理 ・検索業務が新たに発生したように見え、さらに新たに運搬業

務が増すなどのデメリットがあり、その利害得失は一様ではない。

そのうえ 1，000をこす外来数をもっ中 ・大規模病院では、カルテ

の中央化にはカルテの検索と搬送をあらかじめ行うための予約制が

必要とされてきた。表 1 の調査 ( ' 77- ' 78) 対象となった 1，000をこ

える外来数をもちカルテを中央化した 4 病院のうち、 3 病院があら

かじめカルテの検索と搬送を行うための来院日予約制をとり、予約

率は70% という 。 しかし時間予約は部分的で、多くは患者の待ち時

間短縮にはなっていない。 またカルテの検索だけをと ってみても手

作業の40秒/ 冊から自動検索システムの50秒/ 冊余 ( これは近年著し

く改普されたという) で、機械化が必ずしも効率ア ップとはなって

いない。搬送の自動化した 2 病院についても予約分はすべて前日手

搬送で、当日分のみ搬送設備に頼っている。その結果、戦員 1 人当
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表 1 中央化された外来カルテの検索と徹送作喋比較

S  L 病 院 K 私 大 病 院 C 国立大病院 M赤十字病院

外 来 忠 者 数 1，000人/ 日 1，850人/ 日 1，450人/ 日 1，0∞人/ 日

戦 良 数 10.8人 17人 '13人 4.5人

カルテ処理数/ 職員数 95陀/ 人 110冊/ 人 110冊/ 人 220冊/ 人

予 約 率 70%  70%  70%  

キャ ン セ ノレ率 。
15%  30%  

新 ，忠 率 10%  12-13%  12-13%  10%  

検 索 の 機 械 化 ×  x  。
X  

継 送 の 機 械 化 X  
。 。

×  

検査 f云 察 貼 付 業 務
。 。

X  X  

カルテ引き出し時間 42秒/ 附 37秒/ 冊 54秒/ 冊

-カ l レテ引き

備 考

出しのためコ

ンビュータ{ 系

4名を含む

たりの処理査は95- 110-l llt l 人( 武蔵野赤十字病院を除< ) となり、自

動検索システムや自動搬送設備などの重装備は必ずしも能率的とは

いえない。

来院も予約なしでカルテの中央化を行 っている武蔵野赤十字病院

は、職員4. 5名で220冊/ 人をこなしている 。科によ って異なるが、

診療開始時には 20- 40% の忠者が到着しており、診療開始 1 時間前

からの医事受付で、カルテも 1 0 %を越える数が出勤途中に医事に立

ち寄 った各科の看護婦や係貝で持参されている 。あとはその数の診

療が終わらぬうちにつぎのカルテをまとめて届ければよく、配布返

却を含めて延べ90固め搬送回数、その約半数が出退 ・移動|時の各科

職貝で処理されている 。

倉敷中央病院の改築された外来 ( 1，500人/ 日) ても、各科カルテか

らいきなりカルテの中央化に移行したが、歯科と専門外来以外は予

約制をと っていない。 1 、 2 階を南と北に計 4 ブロ ックに分けたブ

ロック受付ーから、再来! 心者到着ごとに入力して請求されるカルテは、

手で検索され、数冊まとまれば自動搬送機て-各受付に届けられ、そ

こから入手で分配される 。 しかし診療11寺聞の短い眼科、耳鼻科では

患者の待ち時間帯にカルテの到着が逃れるため、そのH寺間帯は、自

動搬送設備によらず、メールシュートで対処している 。

l鳴り物入りで導入された向動搬送設備は、今その曲がり角にある 。

B- ノ〈イオクリーンといえば、 0.3μ 以上の塵挨を 99. 97%( 00 P  

計数法) 除去する H E P Aフィルターが、清潔区域とか無菌化には

必ず登場する 。一方外来や病室では、米公衆衛生局では許されてい

ない、高性能フィルターをもたない再循環ユニ ッ ト ( ファンコイル

のラフフィルターは比色法で 2 0 %で、除菌効果はほとんどない) の

使用が目立つ。そのなかで 0 0 P60 と95のフィルターの組み合わせ

でも 100%細菌を除去できることが報告されている 。( 古紙正吉ほか、

市販エアーフィルタの紺1mt.戸過がJ来、医科器械学'79ー11)

清潔化といえば更衣、下足交換、マスク、帽子それしかないわが

国の、清潔化手続きも含めて、本当の意味のバイオクリーンに目を

向ける必要がある 。

C 一病院のコンビュータ化も今問題が多い。外来各科、ナースス

テーションにも端末機をおき大規模なコンビュータシステムを導入

した病院が省力化ならぬコンビュータ維持の人員に泣くこともある 。

*  

人力とシステム、今ここでもう一度見直し、その上で向性能機器

の，恩恵に頼る必要がありそうだ。そして病院もまた役割分担の上で

の無駄のない目的に沿 った地設となることが必要であろう 。地域医

療と病院設備も、今その曲がり角にある 。

( つじの よしの り 株式会社浦辺建築4庁長所 取 締 役)



- 設備計画 2

病院における搬送システムの設計とその考え方

一一神戸市立中央市民病院の設計例を中心として一一

中 野 明

1. はじめに

わが国の病院における物品搬送の自動化は、 1960年前後からそれ

までの弁降設備に加え、気送官: やベルトコンベアが一部の病院に導

入されはじめたのに端を発し、少しずつその導入例を増していった 。

同時にほかの機種の開発もはじまり、 1970年ごろからボ ックスコン

ベア、ケースコンベアなどが登場したのと相侠って、それらの各種

機種を意欲的に導入する病院をみるようになり、それ以後、制御お

よび動力機構を内蔵したパケ ッ ト型小型自走搬送車の登場を見、使

用される搬送機種は一段と多彩になってきた。それとともに、物品

搬送問題はにわかに病院関係者の関心を集めるようになり、現在で

は病院の近代化にとって欠かせないものとされている 。 とは言え、

本格的な自動化に至るシステムの計画作成ならびに実施準備の困難

さゆえに、機械化はいまだ部分的なものにとどまっており、また、

システム設計のソフトウェア部分に | 刻する病院側 の基本的な検討努

力がなされないまま、メーカー攻勢にさらされ、省力化のうたい文

句により、安易に導入して失敗し、ほとんど使用していないという

例も起こっているというのが実状である 。

他方、欧米諸国においては、搬送設備の病院への導入はわが国よ

り早〈、すなわち 1940年代から搬送設備の除1発と導入がはじまり、

当初はベルトコンベア、気送管にはじまり、これにボ ックスコンベ

ア、ケースコンベアの開発が続き、これらの組み合わせによるトー

タルシステム化への指向を経て、次第に大型機種による搬送の一元

的自動化に関心が進み、 1970年ごろから A C T ・アムスカーをはじ

めとする各種大型コンテナー自動搬送方式の開発と採用が相次ぎ、

現在ではすでにかなりの導入例を見るに至 っている 。

欧米におけるこうした物品搬送のシステム化の推進は、病院建築

の構成にも大きな影響を与え、最近の欧米病院においては、物品の

管理機能を組織的にも一元化し、すべての供給物品の搬入・処理 ・

再生 ・保管 ・発送を徹底的に集中しておこなう、物品供給センター

(  Suppl y Process ing Di st ri but i on 音11門、略して S . P . D. 部門 )

の硲立が打ち出されている例が多くなっている 。

こうしたなかで今回、神戸市では、新中央市民病院の建設に当た

り、海外事例の視察をふまえて、物品集中管理部をもっ建築構想、を

まとめるとともに、物品の管理 ・供給システムから建築・設備計固

までを含むトータルシステムとしての検討を経た、わが国で初の本

格的な物流の全面自動搬送化を実現したのである 。その企画 ・設計

に際して、神戸市は搬送システム設計委只会を組織したが、そのメ

ンバーは莱原嘉一郎筑波大学教授を委貝長とし、筆者のほかに、新

中央市民病院開設準備室長、同建設事務所長ほか担当者、建築設計

事務所、機種開発メーカーなど、技術系に比重の重い十数名であっ

た。委員会は昭和52年 6 月から 2 年余りの問、 22固にわたって開催

され、基本姿勢としては一貫して、病院を支える業務等の合理化を

通じて病院機能の近代化・高度化を指向し、その基本認識の上に立

って、搬送のハードウェアの解答を求める前段として、できる限り

の努力をそれ以前のソフトウェアの組み立てに払った 。すなわち、

各種の物品類に対して計画購入、計画管理、計画供給の可能性を考

究し、これらをひとつのシステムとして組み立てることにより、そ

れを通して有効適切なハードウェアの設計や選択へ進むように努め

たのである 。

そこで本稿では、病院における物品搬送システム計画についての

基本的な考え方を整理して述べるとともに、それに関連して 、新神

戸市立中央市民病院の搬送システム設計についてその要点を紹介し、

ご参考に供することとしたい。

なお、筆者らはすでに、新神戸市立中央市民病院の搬送システム

の計画について、文 1)で全体的な概要を紹介し 、文 2)でコンテ ナワ

ゴンの流れに沿ってハードウェアを中心にその実際を詳しく紹介す

るとともに、文3) でソフトウェアの設計部分を中心にその内容を具

体的に紹介している 。それらを併読していただければ幸いである 。

2  . 搬送システム計画の考え方

物流の構造と搬送の関係を整理して示すと 図 1 のようになる 。す

なわち、搬送システムを設計するには、まず物流( 物品の移動) の

実態をとらえる必要があり、病院全体として、 何が ( すなわちどん

な種類のどんな形状のどんな亙量の物品が) 、 どれくらいの量逮ば

れるのか、それは院内のどの部門間で、頻度や時刻分布はどうか、

定時性、臨時性、緊急性はどうかといったような実態である 。

つぎに、こうした実態をもとにしつつ、各病院の機能に照らして

想定された物流を、どのような形で何によって、円滑かつ合理的に

処理するのかが問題となる 。換言すればそれらの物流を日々どのよ

うに制御するのかという問題であり、すなわちこれが物品搬送シス

テム計画の基本事項となる 。そしてこれを考えるためには、関連シ

ステムとしての病院情報システムならびに物品管理 ・供給システム

について、まず検討することが必要となる 。

以下には、物品搬送システム計画についての基本的な考え方を述

べてみたい。

2 ー 1 病院情報システムと搬送

病院内の各部所における情報の伝達は、電話などによる人間同士

の会話と伝菜類などによってなされてきた 。 しかも、病院内の情報

は何回となく書き写され、その利用目的に従って変換して用いられ

ている。この聞の情報処理に用いられる労力と時間は馬鹿にならな

い上、転記ミスも発生する 。 また情報系物品( 表 1 参照) の搬送量

:t4) 5)  

や頻度は、筆者らの調査によると、 800床の病院での 1 日当たり総

搬送量は約 8，000枚 ・搬送頻度は約 4 ，000回、 300床の病院で搬送

円約 4，000枚 ・搬送頻度約 1，400固と、大変な量になっている。
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ート 十

図 1 物流方程式

病院情報システム

物品管理システム

物品供給システム

ところで、伝菜類の搬送は物品の場合とは意味が異なり、運ばれ

るべきものは紙切れそのものではなく、中 l味の情報である。だとし

たら、院内情報の流れは伝菜類の搬送問題としてとらえるのではな

く、記録による伝達手段であるファクシミリ通信やテレメール、テ

レタイプなどの記録通信をはじめとして、コンビュータを中心とし

た記憶による伝達手段である E. D.  P.  S  .  ( El ect roni c Dat a Pro-

cessi ng Syst em) に代替させる方向での検討が必要となり、さらに

言えば、情報の伝達に加え、収集 ・選別J . 普秘 ・検索をも目的とす

るならば、やはり E . D. P . S. の方が有利であろうし、わが国でも

すでに、 E . D. P . S . 化を部分的にではあるが実施している病院の

笑例が年々増えており、今後の技術的進歩と経済的条件の変化は、

まちがいなく多くの病院に総合オンライン化された病院情報システ

ムを出現させるであろう 。そうなれば伝票類の搬送は、それらに代

替されて著しく減少することになる 。

したがって、搬送システム計画に当たり、まず病院全体の情報処

理システムを確立させ、物品として搬送せざるを得ない情報 ( 伝菜

類等) を抽出することが必要となる 。

2  - 2  物品管理システムと 搬送

院内の各部門で使用する物品について、搬入 ・ 保管 ・ 分類 ・ ｮｾｾｾ ，

・組み立て ・分配 ・送り出しをどこでどの4単位ーまで行うのかは、物

品搬送システム計画にとって重要な問題である 。 とくに各種の物IEI

を管理 ・供給する昔11門をいかに配置するかの問題は、物品の搬送経

路をも含めて、病院の建築設計にと って非常に大きな問題となる 。

院内各部門で使用する物品について、購入から使用までを自給自足

の形にすれば、少なくとも部門 ｉｾｊ 搬送の問題は原則としてなくなる

わけであるが、近代化の柱である管理の中央化の方向とはそぐわな

くなる 。わが国の多くの病院の笑状は、実質的には物品をその性質

に応 じてグループ別 ( 医療恭材 ・薬品類 ・給食等) に、いくつかの

部門( 中央滅菌材料部・薬局 ・給食音11等) に分けて集中管理し、購

入 ・保管等の場所をその部門に集中させる物品グループ別集中告: 理

方式をとっており、またそれぞれの物品管理部門は、その業務機能

に合わせて分散配置されている 。 したが ってこの場合は、病棟 ・外

来診療苦11などの物品使用部門と、これら物品を管理し供給する物品

管理供給部門との問に、複雑な網目状の搬送ルートを設けることが

必要となる 。

しかしながら、 S . P . D 部門のようなサービスセンターを設け、

ここて許すべての物品についての管理と供給業務を一元化して行えば、

搬送フローは増大するが、動科l を集約化することによ って大製搬送

機の導入を考え得る状況が生まれてくる 。逆に言えば、そういう整

理をしなければ大型搬送設備の導入などは々えにくいということで
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もある 。

2  - 3  物品供給システムと 搬送

物品類を中央から末端に供給する場合、各部門で使用する物品に

ついてその多くを必要に応じてその都度供給する、臨時供給制。に

よるものとすれば、 1 回当たりの搬送量は小さくなるが、搬送頻度

はきわめて大きなものとなる 。一方、搬送の時間帯や頻度を前もっ

て決めておき、各部門で使用する物品をまとめて定期的に供給する

い定期供給制。によるものとすれば、 l 回当たりの搬送量は大きく

なり、末端の在庫量は増すが搬送頻度は減り、供給部門での作業計

画も立てやすくなる 。 またこの場合は、在庫管理業務や物品仕分け

業務を、中央と末端のどちらに重きを置いて行うかによ っても搬送

物品の組み立て度合いや荷量5が巡 ってくる( 詳細については文 6) を

参照されたい )。 このように物品供給システムをどう設定するかに

よって物品搬送の姿は大きく左右され、したがってその場合に仮に

搬送設備を導入するとすれば、その機械に要請される負何の性質や

丑も大幅に変わ ってくる 。

いま 、物品搬送における供給システムを分類 ・務理して示すと 表

2 のようになり 、このどの万式によるかは、それぞれの物品の特性

( 滅幽性 ・使用方法 . fi H i 絡等) を !々 仮して決める必要はあるが、一

般には、極力スケジュール化を進めて定期搬送の比率を高めること

が、計画性を高くするうえてポ有効てd あるといえる 。 しかし、病院に

おいては、緊急の物品諮ボに応じたり、外来のカルテや X 線フィル

ムなどのように患者の動きに合わせて搬送する必要がある物品など

もかなりあり、決してすべてを定期搬送化しきれるものではなく

この意味ても、搬送の機械化に当た っては 、後で述べるように定期

・一括搬送を主体とした物流と、臨時 ・小物搬送を主とした物流と

に分けて考えてみることが必要であると恩われる 。

2  - 4  清汚管理と微送

病院内のいろいろな物品や人の流れを、院内r ，' ; . 汚管理! との関係で

どのように考えるかについては、これまで部分的にはともかくも全

体としてはかなり峻昧であ ったように思われる 。 とくに、物や人の

消潔管理と建築のがf汚によるゾーニングとの関述性については、手

術苦11以外ではほとんど考慮されていない病院が大半であるとい って

よい 。その手術音11においても、神経質なi " ，j 潔管理が要求され、無菌

皮に対応したゾーニングがなされている一方で弘、そこに持ち込まれ

る物品の方は、その無菌 J支において必ずしもそのゾーニングとは一

致していない場合が多いのが笑状である 。

物品搬送システム計画にと っても、搬送される物品のそれぞれが

治汚どちらのグループに l瓜するのかは重要な問題である 。院内rtj 汚

管理の点からは、令市句〉物品は搬送途中で汚染される立場にあり、



表 1 物流の分類

- 情報系 - 物品系

伝 t1'RzM 、 領 材 物 品

処 方 2主 薬 同口日
類

検 1 t 伝 Y兵 車合 食

i附
射 主主

""1 
J.，[. 努i

食 ｾ ｊｾ＠ 3量 洗 illl 物

物品請求{ 云務 維
目回"  

Ｇ ｊ ｾ 務関係 ｦ 云 ｚｅ I血 液

そ の 他 伝 票 検 体

会 計 カ ー ド X 料l フィノレム

カ J レ 7  

逆に、汚。の物品は汚染をまき散らす立場になる可能性をも ってい

るといえ、この両者の区分を何に基づいて行うのかはむずかしい問

題である 。単純には使用前を可r 、使用後を、汚。とすることも々

えられるが、これだけでは後で述べる建築の消汚区分との合致は困

難である 。そこで筆者は建築の消汚ゾーニングとの対応の容易さを

重視する視点に立って、物品の清汚区分を 表 3 のように分類してみ

たい。

つぎに、搬送物品を表 3 のように区分したことと対応させて、院

内各部所の清汚区分を表 4 のように分けてみたい。さらに物品の清

汚分類と部門の清汚ゾーニングが可能になれば、つぎにこの両者を

十分に関係づけ総合的に考え、物品の清汚保持が可能な搬送方法を

文 7 )  

考える必要がある 。 これに関しては、仮説的な提案を他誌てe行った

ので、ここでは詳細には述べないが、欧米における前記 S . P . D

部門の確立の目的のひとつが、搬送動線の集中による単純化によっ

て、搬送経路の清汚区分を可能にする ことにあったことは注目に値

する。

2  - 5  末端のシステム

現在多くの病院では、供給部門から受け取った各種物品をそれぞ

れの用途や形状に応じて、搬送用ワゴン等から末端の各使用部門の

棚などに適宜移し換えて保管しているのが笑状であろうが、その| 僚

の区分け ・ 必至ｾ . 記録等の作業最も無視できない。搬送された先で

新たな負担を与えるのではシステム化の趣旨に合わない。その意味

て¥供給された搬送コンテナーがそのまま末端で保管庫となり、さ

らに物品類がコンテナー内に、使用時の作業を考慮した状態でモデ

ユール収納できることが望ましく、それには末端へ配給する姿を使

用形態に合わせてできるだけ椴準化しておくことが重要である 。

また、搬送設備のステーションは、利用者側の人員配置などを考

慮し、利用者の近くに設けられるべきである 。たとえば、病練への

到着ステーションなどはナースステーションに接して設けられるべ

きであり、離れたところに設けて到着をブザーやランプで知らせる

という病院の例もあるが、これは看護婦の作業実態から見て無理が

あり、筆者の識る限りではこの方式でうまくい っている実例はほと

んどない。ただし、センターと末端の聞に 中継ステーショ ンを設け、

機械による自動搬送は中継点までとし、その先は受け渡し専門要員

による有人搬送とするような方式も、大型搬送設備を使うような場

合には検討されてよかろう 。要は機械と人の接点においてスムーズ

な連結が行われることが大切なのである 。

また末端のシステムと関連して、各搬送ステーションのブロ ック

プランにおける配置が、設備機種を選択する上でひとつの条件とな

る。たとえば、各ステーションを垂直に配列することにより搬送経

表 2 供給システムの分類と定重量

供給システムの分Mi
F且ι ー

幸量

供 給 対 象 日干 材、

各部門ごとに予め定数 i止 ( 平均使用量+ 安

不 特 定

不 特 定

定 数 制 |

全伯母 ＱＱ 止 Ｉ を決めて保管し、その安全［ＨｴＺｉ ｾｬ

定

多 数 訟を切らないように定期的に使用品相当の

分を布I i 給する n式

WJ 

各部門ごとに予め定数量を決めてセ ッ ト組

供 セ y ト市l みし、使用の有無とは無関係に定期的にセ

給
y トごと交換する方式

制l

特定多数の忠者を対象に、その必要最 ( 使

特 定 多 数 非氏入制

用 量 ) を定期供給する方式

特 定

特定例人の忠者を対象に、その必要i誌のみ

特定倒人 氏 入 制

を定JUJ 供給する方式で、 f[ 明人i J l lJ ともいえる

臨 時 供 給 制 必要に応じてその者[¥1主供給する方式

褒 3 清汚による物品の分類

げI汚区分 分 ｾｪ 記号 定 義 対 象 j鍛 送 物 品

- 手術用総材セ y ト

- 各般処置用セ y 卜

m i繋

( C物品 〕

- 滅菌処理 ・無菌処寝 (i 王射器トレ一、包交トレーなど)

(  C[ ean)  をしてある物品 滅菌ディスポーザブル器材Mi

Ｍ 滅菌リネンｾｻ、衛生材料類

- その他滅-幽処理物品

- 一般衛生材料

.  ｲｾｦ 潔リネン駕 Ｑ

Ｍ 目 ｾｉ 潔寝具ｾｻ

無磁処理はしていな (ベ y ド含む )

いが浄化処理をして - 薬品類

( N，物品 〕

ある物品あるいは感 ( 血液を含む )

中 間1 染性が無い物品で使 - 上勝

用前ならびに使用中 ( 給食 )

(  Neutral )  の物品 . X 線フィルム

一般消耗品類

- 医療機器鎖

その他各般供給物品

- 検体 検体自体は見万により明治" で L あり汁す' でもある

( N，物品〕

が、織送の観点からは答者主の外側の状態を考えて

( N) 扱いとする 。取り扱い注意という意味で( N，)  

と区分して ( N，) とした

Ｍ 使用筑紫材 ｾｩ

- 外 来 都 病 煉 剖1・診 Ｍ 使用済リネンｾｻ

療昔11等で使用される - 使用済衛生材料鷲i

汚 t長

( S 物品〕 ことによ って汚染さ - 使用済寝具重n

( Soil )  

れたすべての物品お - 下 腿

よぴゴミ類 ( 食器 )

ゴミ

( 0 物品 〕

- 伝染病忠者一に汚染さ - 伝染病僚などの危険区域から搬

れた物品 出されるすべての物品

表 4 清汚による部門の分類

h't 汚区分 分類記号 定 普主 対象となる主な場所

- 手術部

h'f f緊

< C区画〉

無磁的環境を必要と - 分娩音[1

(  C [ean)  す る 場 所 無菌病室

中央材料部の滅的物品保管室

玄関 ホール ・廊下

. < C区画 > <  S 区画 〉

- 一般病棟、外来診療苦11

中 間1

< N区画 〉 <0 区画〉以外の一般

- 中央診療部

( Neutral )  ( 検査部、物療昔[1、X 線 部 )

区 域

- 管理部、サ ービス部

- 薬局、給食苦[1、洗沼郡の大部分

- 使用後の汚染物品等

- 中央材料音[1・集局 ・給 食 部 ・洗

<  S 区画 〉 il(; 音11の使用済物品回収エリア

汚 染 を処理する場所

- 中央検在苦11の検体処理エリア

( Soil )  

<0 区間〉

伝染病菌などで高度 - 伝染病練

に汚染された場所 中央検. - t t 昔日の紺11 ，泊倹盆エリア

97 



路の単純化を図り、重力による自然落下を利用したシュート類など

の単純な機構の設備を利用することも可能となる。また、自動搬送

設備を利用する場合でも、搬送経路の単純化は、搬送時間の短縮と

設備貨の軽減を図ることにもなる。

! 神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院 に お け る 設 計 プ ロ セ ス

搬送システム設計のために委員会が行った検討作業のフローを示

すと、 図 2 のようらもる。まず、筆者らによる旧中央市民病院に対

する物流実態調査結果をもとに、院内物流を物品系と情報系に大別

し、新病院のそれぞれの物流内容を予測した。すなわち、物品系の

場合には、搬送動線が新病院で変化する部分に対してはこれを修正

するとともに、搬送量についても規模の増大やシステムの変化に対

する予測要因を考慮、し修正を行った 。一方情報系については、 神戸

市から従示された開院時の E . D . P. 化計画案をもとにするととも

に、変化予 illiJ 係数を乗じて伝菜類等の搬送量を算定した。

つぎに、物流のシステム設計をするためには、まず第一に病院を

構成する部門について、使宜上これを主として物品を供給する役割l

を担っている部門( 供給部門) と、主として供給された物品を使用

する側の部門( 使用部門) とに大別しておくと便利であろうと考え

られた。すなわち、

供給部門: 中央滅菌材料部、薬局、給食部、洗濯部、中央倉庫、

寝具倉庫( ベッドセンター) 、輸血音IS

使用部門: 病棟部、外来診療部、手術部、分娩昔日、 X 線昔IS、検査

音IS、物療部、管理部 文 8 )  

このように分類するとき、筆者らの研究によれば、病院内物品系

物流は、

A : 定期搬送を主体とした供給部門から使用部門への大量の物流

図 2 搬送シ ステム設 計 フロ ー
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て¥追加的な臨時搬送も頻度としてはある程度発生する供給物流

B : 使用済再生物品をまとめて使用部門から供給部門へ定期的に

返却徹送する返却物流

C : 量は少ないが頻度はかなりの畳に達する小物臨時搬送を主体

とした使用部門聞の物流

の三者から成るとみてよく、さらに言えば、このうち B 物流は A 物

流と対をなして大きなサイクルを形成するものと理解できるので、

病院内物流はその性質からみて供給部門と使用部門の問の定Jm. 一

指搬送を主体としたいサイクル的物流砂と使用部門内の若 Fの二宮IS

門聞の臨時 ・小物搬送を主としたい二点附l物流。とに大別してとら

えることができる 。

そこで、本病院のシステム設計に当た ってもこの与え万の上に立

ち、院内物品系物流を Ｓ 物流に分 ｾｮｾ ｊｊＱ ｬ した上で ａＮｂ 物流と ｃ 物

流のそれぞれについて検討作業a を進めることとし、 A . B物流に対

してはまず物品管理システムの検討を行 った。前述したように名純

物 lfJI を竹理する音11門をいかに配置するかの問題は、病院の往きた計画

にと って大きな問題となる 。 しかし、今回の場合は新病院の建築計

画そのものについては物品ＡＮｉｾ '1' 官・型書11をもっ機忽が先行的に定めら

れていたので、その大枠については一応の前提条例ユとみなして作業

を進めることとし、物品官: 耳II システムについては、安全 .{t!ilIlJ: の算

定および注射薬 ・輸液に対する A B C官: 理 ( 多極の物品の重要j交を

，)1-出 i止・払出金額等を尺度として A 、 B 、C 、に 3 分知し、重要j支

の高い物品に重点を遣いて也; . e ! l する方式 ) の適応性などを検，Hした 。

つづいて、物品供給システムの般討に移り、供給システムを表 2

のように分類・務理した上て¥注射楽を WIJ にとり定期供給制の定数

iおIJ とセ ッ ト制について、物品の搬送iit と搬送頻度、供給部門と使用

部門それぞれでの物品のイ1:即位と保管スペース呈および業務f止を比

較要凶として、それぞれの{ 共給万式における最適スケジュール ( 供

給頻度 ) を求めるとともに、両者の相互比較を行い、これらのスタ

ディーの結果をもとにしつつそれぞれの物品の特性を考慮し、 表 5

のように各物品ごとの供給システムを設定した 。 もっともこの部分

については、 f去の実施段階において当該業務従事者の下で若! 二の変

更が行われている 。表小 < ) に示すものがそれであるが、予} ) : 上

必要ワゴン台数や務付hl が不足している現状では過波的な処 ili とし

てやむを得ないとも巧えられるが、立系者としては原築の }j が好ま

しいと巧ーえている

さらにつづいて、物流の i，'{i 'j 廿J J I l } j J : ¥: を検討し、物品および部門

の ｩｦｴ 汚分ｾｊｩを決めた上、両者Ｍ の 総合関係を ａ 考慮、した物品の ｨｴｦ 汚保持

が可能な搬送万式を定めた 概J MI りには、搬送機自体の治 j勺j交は、

( N) と巧え、 ( N) よりい Pj "の ( s物品 〕は使用後に使用上易所で布袋 ・

紙バ ッグなとe で川 ックしてしま って( N) の状態にしてから搬送し、

一万 ( N ) より勺lγ の ( C 物 r'l7. ) については二重包装などにより物品そ

れ IJ 体を汚染から守る工夫をほどこして搬送することとした 。

以 lニまでで設定された物品供給システムおよび物流の i，' U' J1T l'!Jl }J  

J : ¥: に基つd いて物品が搬送されることになるが、それぞれの物品が院

内のどの場所を. i l l i って述ばれるかは、倣送システム，il" jillj が往築設計

と1tX:も j朱くかかわる音11分である そこで、本システム設計て' は物流

のうちの主要な部分、すなわち u皆の物『171供給部門と各使用 fflll"l と

の ｉｉｉｊ の物流について、 ｬ￮￭ ｩＱｾ的にぶされていた新病院の‘ Ｑ ＼ . 断 IIt i ，il. 画

を受け J J : める形て¥物品取倣ステーションおよび搬送機のステーシ

ヨンを設定するとともに、設定されたステーションを結ぶ搬送ルー

トを計画した 。

さて、 A . B物流に対する搬送方式については、前述の新病院の

物流量を、表 5 に設定した供給システムと搬送頻度によって、計画



(1リに解決することとし、l ! 1t i ' ! の搬送 ) i 式 や 搬

送能力の般バを1 1 ' うととむに、伐リの物流に

ついては ａ Ｎ 日物流の大 ｊｾｉｾ ノ、ードウェアに中 Ｂ

来りすることとした

IJ :  11 、¥¥:  ｊｾ＠ ついで λ . 8 物流と C 物 流 のJ般送システム

の.fUlil 日H系を検，;.t する ことによ 1) 、病院全体

表 5 主要部門の供給システムと供給鎮度

ｾ二
i止 Ifl 官Z

tII l  

供給物品

病 械 部 外 米 診 療 乎 部I 部; X  綜自，. -、rr
11: m，; 

セy ト嗣， . 1  D  セy ト伽， . 1  D  セ ト制+ 氏入貯l セ，ト1t1J . 1  IJ - ・晶) . 1 11 

滅的器材 〈定数制 ・3/ W> 〈定数制 .  1  0 <定数制+ <¥E政相| 、ｾ ｬＡ ｉｉＧｴ

+セ y ト制 .1 D>  氏入制J .  I1  D>  十セ y ト串卜 1 0> 

中 材 滅菌衛生

セy ト嗣卜 1 D  セy ト伽1.1 D  セy ト制・ I ' D セy ト嗣1. 1 D  セ y ト市1. 1. 0  

〈定数制・ 3 W>  〈定数制・ 1 D>  〈定数閉l A数制 ・1 0 ， 定数制 ・随時〉

材 料

+ 氏入制J . 1  D>  

ディスポ 定数制 2  W 定数制J ' 2 W 定数制 ・1 D  定数制1.  1  ¥¥ 定政品11 . 1 W 

供 製 ロ悶u  〈定数制 . 1 D>  〈定数制1. 2/W> 〈定数制・ 1 D>  〈定数制 ・随時

セy ト銅l 定数制 ・2 W セy 卜制 ・2( W 定数制 ・1 ¥¥'  定数出1. 1  ¥¥. 

注 射 薬 + 氏入用 2  W 〈セy ト制 ・2 W>  〈セ γ ト制 ・2 W>  〈セ y ト削卜2 ¥¥. 

〈セy ト制 ・2 W>  

給

定数制 ・2 W 定数制 ・2 W 定数制 ・2 W 定数制 目1 ¥¥ 定数制 ・1 ¥¥'  

愉 液

〈セy ト市，• I1  D> 〈セット制 2  W>  〈セ y ト制 ・2 W>  〈セ y ト制， .  2  W>  〈セ y ト制・2 y.; >  

薬 局 衛 生 来

定数制 ・2 W 定数制 ・2 W 定数制 ・2 W 定数制 ・I ¥V i'E数制 . 1¥¥'

え:欽制， '  2  ¥¥〆 うと:;(制 ・.> ¥¥ 

部

氏入制 ・1 D  

処万ｾ

給 食 部 仁 1書 氏入制 ・3 D  

I"J 

洗 濯 部

h'f 潔 定数制 ・3 W 定政制 ・2 ¥¥.  定政制 ・l υ 定政， ｬ￭ｬ ｊ ・ ｾ ¥¥ 定泣 ｾ， ｩｊ ・ ｾ ¥¥ 

リネン

ベ γ ド用 定数制 ・1 W

リネンル1<

リヰン

一般倉fol1 t量

定数制 I/ W 定数制 ・I I V 定数制 ・1 ¥¥'  主主iffiiJ '  1  ¥¥' 定数制 ・1 ¥¥'  
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内1! ' X 地時円: . . - Ｗｾ＠ . . ; 手ムを小 r

表 B 導入織送設備の概要

機送速度( m 分) コンテナなどのイ[ !tl:J、持ty五

設 {前 名 苦'11 寸法 L X WX H ，f( :，: ヨン数 ｩｴｬ 送付ｾｾ 持13五W!t t旬品 ｦｾＱ＠ Y， 

水 平 垂 直 圃 h  

'1' 111' ，¥，'，. 占色

物品別
M.Ut. リ手ン

90 

コ ン テ ナ ワ ゴ ン 720X5ωX7∞ tii. ifI: .¥.I ，、干';'i

23 60 45 院内令 l本

自 動 搬 送 装 置 給食用 氏、{ ' #' ) 外来

720 X  650 X  848 

(28食

カ" 子、村!f ド

定JVJI世応

b  ｾ ｉ ｘ Ｚ＠ ｉｉｾ＠ｾｊｩ 、

ゥ" 子. :¥時!

院l司令体

7 ，1 ' !.-ム、'1

'405 X  125 X4∞ 5  54 

小 型 自 走 m送車

f H三よぴt臨I"j

36 24 

臨時物AIs. 検

体臨時知山

外ｾ，采 ｉＢｪ 窓 ＱＱ

370 X  310 X  200 10 

l  2 ド

外4、処む白昼
21 Ｚｲｩｬ耐 ｩｬｭｾ ，糾州司［

1 F  

臨床検先日; j i

ダ ム ウ ェ ー タ 30 450 X  400 X  600 30 

3 1" 

外ｾ，検ｻド
2  外米検 1t' 1f ・「

( 21"  

X 線部l何

2  F  

開 ｜ｾｭ 2 系統

気 送
余u民;

21 ＧＱ ｦＮｴ Ｍ 掛ｾＺｾ ［ ｾ

360 59O x305 0，8  

(往復綴送万式 ) 1"， 11，' 主 5  ト・ }

Ｒ 外 ｾｦ ，↑ 1f ・i
ｉｩ ｴｾ ＱＡＮ＠ Ｂｉｪｾ＠ ｉｉｾ＠

たて型ベルトコンベア 外ｾＺ会，ＺＱＧ，主 ＱＱ

+  40 (  B  5サイズ以下 ) 外4、処 Ij ‘匝

必削 ｾｉ［ ，刈州司Ｚ
持除送ベルトコンベア I F  

コ二 来 用 120 (  16人定 U) l 、100 12 日1- 11 ド ね ｬｩ 、 Ｎｾｺ I  Nj  

レ

ベド、スト

"  
五E

4円a  

用 90 (  14人定以 ) 1. 000 1' )  日1- 11 ド

レチ，ー

1  J，t 

タ Jド 市 I1J  90 (30人定 U) 2，000 13  B  1  - 12ド )1"; 行111 ，1  J.'、

したんート: ニ 1iT てJ税込 t るという条件で倹

J することにより、只 IF的 ζ ・1;1n! ーが可能とな

ＱＩ 、 Ｑｾ 〆 ステム ＱＱＧＮ｛Ｑ ＱＱ ＭＨ こ ［Ｕ ＱＮＮＮては、ます搬送符

出 Ｈ コ ンテナｪ￩ｉ ＧＩＩｦＳ 状を ｾￆ バし、キャスター ｦ ナ

きの コンテ十ワゴン )j 式て 、搬送されたワゴ

ンがそのまま保管庫となるとともに、引出し

やそれらの段ピ ッチに ついてはワ ゴンの稼動

効率を々えて ｾｈ 物品を収納できる汎用性の

r: ':j い J 法設計とすることと した。つづいて ワ

ゴン台数を算定するとともに、ワゴンを織送

する機械 ) j 式とその搬送能力の検討を行い、

この検討結果に基づき 機械の仕織を決め、定

期搬送による - j ，fj 大量搬送を主体とした大型

自動織送 ) j 式の設計については一応の終着点

とした 。

他Ji 、じ物UI しについては、 Ijij;主したように

小物の臨時鰍込か多 く、供給システムの検討

はＩ， ｈｾ￭ ド ｊ には必吹ーがないと考えられたので、

特定日1; 門に| 以りi L ている物流については }UJ 所

の 物 ，h'd鍛滋シ ステムをよ土日した 。

- Jj 、情報系物流に| 比l しては、前述の手順

で算定された物 ifi LJ 止をも とに 、jNl 送i J}i i JJtに よ

るれステーションの総合，i ' I ' l 凶を行い、ステー

ションぷ if{ の jと41ーを検J す る と と も に 、 先 行

している新病院の平 ・断 ul i ; 汁凶を参与ーにし、

ステーションと搬送経路を設定した 。 つづい

て搬送万式の検討を行い、情報系物品 Ｈ 伝 ｾｍｮ

など Ｉの 搬送にｾ皇介する ｬ 坑 ｉｊｧ 発の機長ｦｩＷ純ｾ｛

について、 j般i芸能力、J i fliiit ' i 、機能、佐築と

の|長jj 虫ドiーなどの Ji i fd を比較検バし、専用 の jJ(

ｊ 血機 Ｔ 恨のｩＧｩＧ￭ｾを行 っ た 。つ いで、この結米を

先 に ス タ デ ィ ー を 終 え た 物 ll -ll 系物流に対する

ノ、ードウェアと'失き合わせて病院全体として

巧五きした この対米 、 今 1111の ，iI' plij においては、

情報系物流に対して L早川機純を設ける の は 総

介判断として必すしも1 ' t I りi でな く、物品系搬

送システムとの一本化を行うことが全体的凡

ｊ 也から凡て Ｂｦ￭￬ￋ であり、 交 Ｉｆ ｴ ｾ ｛ｉＨ Ｉ である ことカ ず

lりl らかとな った。 こ うして 以終紡論としては 、

物 11Ji 系 ・↑!?封i 系を- + . : 化した院内トータル搬

送ンステムを- t ; { 心することとした 。

4  . 神戸市立中央市民病院の導入搬送設

備の概要
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ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン 内 ・ 保 管 中 の ワ ゴ ン 1 5 5 - 2 内 ・ 水 平 走 行 中 の ワ ゴ ン

国 国 国国 民 同 国 国 国 国

L.trN. 1  I  L，，"，，，I  I  I  I  L.." 0  j  

12 F  

病棟 N. S
病練N.S 搬出室 病棟N.S 病棟N. S

11 F  

病棟 N.S 病棟N.S 織出宣 病棟N. S 病棟N. S

OF 

病棟 N. S 病棟N. S
断出宣I I  I  I  

病棟N. S 病機N.S

病棟 N. S 病棟N. S
縄出室|・ |  I  I  

病棟N. S 病棟N.S

9F  

8F  

新生児

病棟N.Sセンター
搬出室 病練N. S 痛棟N. S

搬入室 績出室

44| 1  ; 伝染病棟

7F 

6 F  

病歴室

コンビa

ータ重 組入室 a出室 管理事務 医局

5 F  

1  SS4 

骨娩部 手術部
継入室 搬出室

1. C. U  4  手術部

リハヒ'リァ

4F  

臨尉童 査部 織入3宜 a出室・
放(透射視線)  

ーンヨン

生理検査

3 F  

SS2 

外来鯵療 外来診練 搬入室 搬出室 外来惨療 外来診療

2F 

物品聾中管理部 ! f! 剤部 I  I  ー ー腕房

救皐病棟

1 1 1  1  

凡例

べ y ドセンター ーーーー 慢械搬送ルート

I F  

SS 8， 

核医学部 顕入室4 畑出室 +  水平垂直川町連結部

+  
搬送徴的ステーション

8 ， 

図 3 大 型 自 動 織 送 方 式 の 搬 送 J レ ー ト と ス テ ー シ ョ ン

ファンルーム
ファンルーム

垂直憾送ダムウェ- ' 7

C 5 7  

ファンルーム

C 5 5  

ファンルーム
フ ァンルーム

図 4 155  - 2 に お け る 水 平 搬 送 ラ イ ン と 垂 直 搬 送 ダ ム ウ ェ ー タ の 位置

100 

搬送車の 2 機種の併用方式であ った。 しかし、その後笑施段階では

要求の細分化に対応する形で、ダムウェー夕、気送管、ベルトコン

ベアが追加導入されており、実施時における導入搬送設備は表 6 の

ごとくとな った。

以下にはこの病院の搬送システムの特徴であり、量的にも多くの

部分を占める大型自動搬送方式について、その概要を紹介する 。

当病院に導入されている機種は委員会によ って新開発されたもの

であり、物品を収納したキャスターイ寸きのコ ンテナワゴンを水平 ・

垂直方向に連続搬送する装置である 。水平搬送は、ワゴンの下音11に

取り付けられた牽引装置と平型ベルトコ ンベアとの摩擦カを利用し

てレール上を走行させて行つ 。走行中、ワゴンの重量は 4 個のキャ

スターで支えられ、ベルトには牽引装置の重量 (約30kg ) だけが加

わることになり、その結糸、 l駆動装世は小型化されている 。 また方

向転換は、水平走行ライ ンの必要箇所に設置された 90・回転するター

ンテープルによ って行われる 。一方、垂直搬送には、ダムウェータ

の機構が利用され、コ ンテナワゴンを収容する l 個の昇降ケー ジが

昇降路内を上下して多層聞の搬送を行い、昇降ケージにはワゴンを

自動搬出入するためのシ ャ トルフォ ー ク機構および行先読取装置が

取り付けられている 。ステーション の選局はワゴン側面に取りつけ

られた行先指示装置の可動片を目的ステーショ ンに合わせることに

よって可能となる 。

搬送ルートとしては、 図 3 に示す通り 1 階の供給音11門を起点とし

た 2 本の垂直ダブルライ ンと、中 3 階( I S  S ー 2 ) レベルに設置さ

れた水平ライ ン( 図 4 参照 ) 、および各ウイングの中心部に設置され

た 4 本の垂直ライ ンの組み合わせによ って、各階のステーショ ンへ

つながっている 。 ワゴンには物品用と給食用の 2種類があり、ワゴ

ンの消毒は、 l 階の供給部門内にある洗浄装置によ って行われる 。

またこの搬送方式は定期搬送を主体としたものであり、前述の供給

システム ( 表 5 ) にもと づ く搬送スケジ ュール表によ って運行され

ている 。

5  . おわりに

以上、病院の搬送システムにおけるソフトウェアの部分を中心に

してその基本的な考え方を整理するとともに、それらの実践の場と

なった神戸市立中央市民病院に対する 院 内トータル搬送システムの

設計プロセスの要点を紹介することにより、病院の搬送システム計

画の考え方について述べてきた 。ただ、いままで述べてきたことは

病院建設に際して新たに導入することを前提としてきたが、すでに

導入されている病院でも、その設備が設註されている条件からスタ

ー卜して、搬送システムを再計画することにより、設備を有効に再

現することも可能である。 しかしそ のためには、 ハードウェアに結

びっ くソフトウェアの開発が重要となる 。いずれにせよ、病院にお

ける物品搬送問題を考えるときには、ソフトウェアの組み立てが搬

送設備導入のための前提条件であるといえる 。
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病院建築設備の省エネノレギー設計

末 松 利 夫

1. 病 院 建 築 設 備 の 現 状

最近わが国の医療技術の進歩は者しく、近代的な病院が多数a建設

されつつある 。病院の，怨築設備は電気設備 ・空調設備 ・衛生設備 ・

医療配管設備 ・| 坊災設備および搬送設備等の各陣の設備で構成され

ており 、建築工事に占める; 則合は約40% に鳩i大している 。

一方その 中で屯気設l/iil や空調設備等はその逆転により多i止のエネ

ルギーを消貸する 。 とくに近代的な病院はど設備の近代化に伴 って、

エネルギーの消' 1' i 立が. l i " J IJII し、逆転経質が明大する 。製作わが国に

おいて省エネルギ一対策はますます重姿性を Iずi し、病院においても

省エネルギ一対策の IILI よりいろいろな設備がJ 号えられており、エネ

ルギーの効率的な利用により近代的な病院のｾ営をはかる努力カ、行

われている 。

病院の近代化 ・進歩に l半ぃ各純病院設備の近代化をはからねばな

らないが、同時に省エネルギ一面よりエネルギーの効率的利用を巧-

l主しなければならない 。 とくに病院のエネルギー消貨の rl' で大きな

'Ji IJ 合を r1j める空調 ・H足房設備システムについてはとくに省エネルギ

一泊iの々慮が必要である 。

わが凶において病院の建築設仮初f 省エネルギ一時代にどのように

対応すべきかについて、計画 ・設計の I必より述べたいと思う 。

2  . 省エネルギー設計の基本条件

2. 1  病院施設におけるエネルギー需要総量

病院施設においては、そこで使用されている屯力 ・ガス・石油等

の使用祉の実態をは泌することが必要である 。 これらを 一次エネル

ギーに換算して毎片どのくらい使用しているかについて、少なくと

も過去 Ｕ ヵ年同 ｬ ぐらいの使用量を、できれば佳物別 ・ 用途 ｾｉｬ に記録

しておき、エネルギーの使用実態の経過をは保しておくことが省エ

ネルギーの出発点といえる 。 さらにこれを他物の単位riti f i ' [ 当たりの

エネルギー使用品に分析してみることが必要である 。新設の病院を

計画する場令においても、知似の病院施設のエネルギー使間尖態を

調べておくべきである 。

2. 2  環境条件の検討

各室の環境条件をどの総皮とするかについて、省エネルギーを十

分巧慮して設計条件を決定する必要がある 。

①各室の暖房 ・冷房の 1ぷ皮 ・温度条件

② 各室の所要換気品

③各室の! 何度

上記の設計条件は直桜エネルギー消貨立に大きく民主管i するので、

これらの設計条件を従米の標準値より若干11 1 ; くして、省エネルギー

をはかるようにしたし、 。 また部分的に使用するところは ｽｑｊ 古 ｉｉｾ 調 ・

局部照明等の配慮をすべきである 。

2. 3  廃棄エネルギーと自然エネルギーの利用

( 1)  廃楽エネルギーの熱回収利用

建物からの排気熱を導入外気の予冷または予熱用として利用した

り、ボイラ室 ・屯うれi室および共同様からの排気熱を暖房用に利用し

たり、ボイラ室 ・浴室からの排水熱を給湯予熱用に利用する などの

方法が考えられる 。建物からの廃楽熱エネルギーの註が大きなもの

のうち、熱回収利用ができるかについて、設備1'Ei . 五jf 転貸を A 考慮、し

た上でその利用を図るよう々隠したい。

(2)  自然エネルギーの利用

k陽熱や大気熱をはじめ自然界には i可水 ・iMl 水 ・iHT水の熱や風力

等の利用可能なエネルギーが数多〈存イt - . している 。 しかしながらこ

れらの自然のエネルギーの利用については、地理的条件により制約

されるし、かなリ大きな設備費が必要であり、巡転効率もよくなし、。

したが ってこれらの自然エネルギーの利用を計画する場合には、そ

の地理的条件 ・設備Ylf ・運転効率などについて十分な検討が必要で

あり 、メーカーの立伝に乗せられないよう心がけるべきである 。

ｾ見ゐ ｩ 手 ＱＱ 用されあるいは利用を巧ーえられている円然エネルギーの利

用としては、つぎのようなものがある 。

(a) ヒートポンプ式エアコンによる大気熱の利用

(b)Jレーパ一等による日照調望者で、太陽熱を暖房に 、太陽光線を W!.I l) i

に利用

(c )中間期における冷たい外気による冷房

3  . 省 エ ネ ル ギ ー 建 築 設 計

3. 1 省エネルギー建築計画

省エネルギーを与える場合、できるだけ機械的手段によらず、建

築的に解決て' きるものは優先して採用すべきである 。庇やルーパー

もなく大量の日射を受けながら、災大な設備貨をかけて太陽熱で冷

房している建物など、はなはだしい矛盾であり 、 「省エネルギ- J

という時代の言葉を喰いものにしているといっても過言ではない。

建築計画に当たって、その目的を果たすための各手段が必ずしも

ー欽しない場合が多し、。 また空調のエアダクトは主主築の憐造にと っ

て好ましくない場合が多い 。このように相矛盾した要素を建築とし

て統合していくのが、建築の基本計画において重要である。

建築の基本計画に当たって、建築の構造規模 ・工 1lf とともに、そ

の建物に必要な屯力 ・ガス ・石油等のエネルギーの推定消費量とそ

れに要する経費を算定することが必要である。

建築計画に当たり省エネルギ一面より、っきγ ) Ｎ， ［ｉｾＺ についてとくに

考慮することが必要である 。

(a) 各室の配置

各ｾの配置はその利用面および構造上の配慮とともに、設備面 Ｈ 屯

気 ・25均等) との関係についても十分布慮すること 。

(b) 機械室 ・屯気室の配澄

各機械室 ・屯気室は最も適当な位置に、必要な広さのものを計画

すること 。

(c) ダクト ・配管スペース( 天井内 . P S 等)

ダクト ・配管等のスペースとしての天井内は必要な寸法に計画す

ること 。 またパイプシャフトは点検できる必要な大きさのものを最

も経済的な位置に計画すること 。

(d) 建物各室の環境水準
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各室の環境7) Ci : 快( 払よ度 ・温度 ・換気量 . lff，¥J立等 ) は、過剰になら

ぬよう辿正水泳て。計画すること 。 また縫物内各室は可能な| 以リ n然

カによりｾ低ｼ恨の以境が維持されるよう計副すべきで、機械力はむ

しろ補完的役' ，'I'J とすることが盟ましい。

3 . 2  建築の熱負荷鯛整

(1) 建築の断熱

建物の屋根 ・床 ・壁などの断熱はつぎの三つの効巣がある 。

①結露防止の効果

②室内気候計画上の効果

③省エネルギー効果

空調を行っている一般的なビルの例で、外壁の持つ熱負析の比重

は夏WJ の場合で約2 5 %、冬期の場合で約5 0 %程度であるから、もし

外壁の持つ熱負荷をｾにすることができれば、全体として変則約 Ｑ Ｒ

% 、冬期約2 5 %の省エネルギーとなる。

(2) 宏、ガラスの負荷tfIJ制

外壁の熱S ' J . Ni の大部分は: 窓ガラスのS ' J . 1' ，:j て¥外型全体に占める訓

合は夏JUJ 約75% 、冬期約5 0 %である 。

冬は ｩ 柁断熱材による ｾＩｊ 烈［が大きいが、 ｩｚ は ＧＡｦＮＡＮｪ［ ・ラスに大きな比豆

がある 。冷房する雄物においては iL. は冷材負荷すなわち窓ガラスの

負不:f 抑制に重点をおかなければならない。だからといって窓を小さ

くすればよいというわけにはいかない 。窓を小さくすることは1 ' 1 然

保光が少なくなり、! ! { ¥ゆJ i j _ 仰を地加することになるばかりでなく

居住者に Hわ、心. l A 的彬科を与える恐れもある 。

Jii の南から の日射は 75・くらいなので、窓に庇を 出すと日射 を有

効に| 幼ぐことができる 。窓の牒高が向いと wい正Eでも窓古11に十分彩

をつくることができる 。水平1ft は南仏l きの ELJUJ の H射に大へん有効

であるが、〉↓〈凶に対してはイT効率も下がる 。

3 . 3  建築の換気計画

病院処築においては全航空調を行う場合が多いが、寒冷地方など

では、特5 ] 1 ] な去のみ宝剣を行い、一般室は直按l段Mだけ行っている

ところも多し¥このような雄物における各室の換気計画は、主tt 物の

区域別・用途} j IJ に分けて行うが、排気に伴う給公についても十分考

雌しなければならない 。病院における換気は衛生上重要な役割l を持

っているので、門然換気 ・機械換気仙iLUI より十分な検討が必安て"あ

る。

4  . 空 調 設 備 の 省 エ ネ ル ギ ー 設 計

4 . 1  設計条件

(1) 外気設計条件

Ｈ｡Ｉ￬ 令弱設計条例・は気象データーの統計 値である反則 Ｔ ヵＩｾ ( 6 - 9  

月) の松山気出月 1 ヵ月の何時五1) ごとの超過総半 ( T A C ) 5 %の

乾球 j品目工と日射品を用いて作成された相当外気温度ーを用いる 。

Ｈ ｢ Ｉ Ｑｉま財閥設計粂件は冬 ｊｾＩＴ ヵＩｾ (12 - 3 月) の故低気出汁 l ヵHの

毎:1時五IJ ごとの超過雌率 ( T A C ) 5 %の乾球出皮と泌点以j立を用い

る。

なお公 Ｇｾｊ のみ使用する去には ｓ - 171時の超過維率の 5 % を! 日いる 。

省エネルギーを々泌すれば T A  C 1 0 %をほ朋してもよいと思われる 。

(2) 宅内設計H4i U皮条件

病院には病主 . p金総主 ・が務室など各刊の部屋があるが、 ff，i i¥主的

な例としてとド坊主等一般室の保健ｾ， ｊ ，ｾにおいては、省エネルギーを

巧l仮して下記の J T¥H直が適当かと忠われる 。

Ｈ ｡Ｉ 冬 ｊｾＩｉ 段 ｍ 計算条件

乾球温度 l S' C、キ11対 iiJ. J立4 0 %を基準他とする 。 ただし窓、 l創結以な

どを ｉｗ ぐ場介は、上記 ｊｾｩｖ ｬ 状態と同ーの新布告 Ｑ ｊｩＡＢｕ，支 Ｈ ｅ T ) を用い
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表 1 病院各室の空調段計条件

夏 JUl 
弘、

宅 1'， 

乾球温度 i:lt. 皮 iil.f;j(!Jil J.主

(' C )  ( %)  (' C )  

病 室
27 50- 55 20 

病棟ナースステーション H  1/ 1/ 

1 / 食堂・フウンジ
1/ 1/ 1/ 

分娩室 25 50 23 

新生児室 ・未熟児釜 26 
/1 24 

1  C  U  

"  "  "  

人工透析室 27 
1/ 20 

手術室 24- 26 55 24- 26 

手術室廊下 27 50 20 

中央検査室
1/ 1/ 1/ 

中央放射線一般微量三室
1/ 50- 55 23 

1/ 血管械［ｾ室 1/ 50 
1/ 

1/ 操作廊下
1/ 50- 55 1/ 

1ド央材料室
1/ 50 20 

品忠商'1室
1/ 1/ 1/ 

病理解剖lを
1/ 1/ 1/ 

外米珍策室
1/ 50- 55 22 

1/ 医J;;j 28 

"  
18  

1 / ホー J レ
1/ 1/ 20 

ＱＯ食ｾｾ
"  

1/ 18 

事務室
1/ 1/ 1/ 

て30% を下| 阪として移動させることができる 。

(b) 夏期冷房計算条件

JUl 
外5<¥j換気

温 度

回 数

( %)  

( 回 H )

45 2  

1/ 3  

1/ 1/ 

50 5  

1/ 1/ 

1/ 1/ 

45 2. 5 

55 6  - 12 

45 2  

1/ 4  

1/ 3  

50 6  

45 3  

1/ 1/ 

1/ 2 - 3  

1/ 6  - 10  

1/ 2. 5 

1/ 2  

1/ 1/ 

1/ 2 - 4  

"  
2  

乾球 i!"U立2S' C 、相対温度5 0 %を基準値とする 。 ただし低顕熱化の

ため減 iiJ. 1ヰ熱が必裂とされる場合は、これを避けるために上記基準

状態と| 百j ーの新布効弘皮 ( E T ) を用いて温度7 0 %を上限として移

動させることができる 。

(c) 室内巡転 iJii iJ. i支条件

上記の室内計算条件は装置谷 i止を決定するためのものであり、消

'J.'i エネルギー推定には逆転制御条件を用いる 。笑際に笑現する室内

温温度はi ! I f 転f初日制! のキ! ? 組と制御スケジュールによって定まる 。 した

が って制御ゾーニングはできるだけ同一知似の負荷をまとめたり、

個室ごとに行うなど細分することが望ましい。

(3) 各室の換気条件

各迭において汚れた空気を排除するとどもに、十分な新鮮外気を

補給することが必要であるが、新鮮な外公の補給はそれだけ空調に

袋するエネルギーの ii 'i ' J . ' i 訟を明大させる 。省エネルギー聞からいえ

ば外公の補給訟は少ない方が望ましいが、病院においては保健術生

の面よりおのずから限度があり、適当な侠気回数を設定することが

必要て4 ある 。

なお表 1 は某大引病院における省エネルギーを考慮した病院存率

の空調設計条件 ( 室内温度 . iiJ. J立 ・般公凶数) を示す。

4. 2 熱源シ ステムのエネルギー効率の向上

熱iJJ;l システムのエネルギー湖! として、屯力 ・ガス ・仙のいずれを

使用するかは十分検 ｊ ナしなければならない豆裂な ｦｾ Ｑｊ j ，ff j である 。 これ

らの11削ちは変動しており、断定しに くい裂ぷが多〈、また 地域性や

雄物のPJ I . 院も考慮しなければならない。

( a)泣プJ がイT. f l) なJ弘子干( 屯動冷凍機)

小さな ill 物やイ問別空調が多い場合は、例5)1) に向由に 11刊行節目できる川

力が有利である 。

(b) ガスがイT利な場合 ( 冷 il"i; j ( 発生機・吸収式J令i点機)



話 ｩｾ • ｾ令熱 ｩＯ ｦ，｛ Ｇ としてカスを似 ｊｔｊ する場令は、とくに都市部におし、て

公 ［ ｾ ｉｾＺ 対策の Ｑｭ より有利である 。

(c) 石油が有利な場合 (1吸収式冷球機 ・冷臥水発生機 )

わが国においては屯カも石油による火力発屯が主力であることを

考えれば、ボイラ燃料として石油を用い、吸収式冷凍機を別いるシ

ステムが普及しているのは当然と思われる 。

大 YU! 病院においては、ボイラおよび冷jLl 水発生機の燃料としては

石油( ガス) を主に、ガス ( 石油) を中II i 完的に使用する方法が適す

ると巧- えられる。また大型病院においては随時使用する系統や特別

の悦温度条件を必要とする系統などがあり、電力を使用するハ y ケ

ージ方式が用いられている 。 したがって大相病院における熱淑シス

テムのエネルギー源は、すiilh ・ガスと 'i ! L 力の組み合わせによる場令

が多い

熱源システムのエネルギー効率向上の )j 策として、つぎのよう介

諸点について与慮することが必要である 。

(a) 向効率機停の採用

Ｈ ｢ Ｉ 部分 ｓ￭ＮＨ ， Ｚｪ 特性のよい機 ＶＺｾ とその制御 ｽｊ 式の検討

(c )台数分割による効率運転

(d) 熱回収システムの採用

(e) 運 転 圧 )J . 設定温度などの適正化

これら の エネルギ一刻ＧｊＧドは定絡 ｈ イ ｾＺｦ の みて Ｑ ・〈、部分 ｮＱｾＺｩ 状態 ・

期 I1fl H1¥:i 状態においてら検討しなければならない

4. 3 蓄熱シス テムの得失

dJE 熱村'i を平IJ ITI する場介はつぎの ような flJ 火がある 。

(1)イf利な点

(a)熱 iJ );if '千f誌が減少することにより熱似設 I)iimが節減て。きる

(b)夜I:¥J' ，正 )J が手IJ IFI できる

(c )熱 l可収 )j 式が成立する

(d)冷凍機の山交JJ 格運転がてe きる

(2)不平IJ な点

Ｈ｡ Ｉ Ｎｦ，，Ｇ熱れ ｩＢｬ をつくる主主設 ｴｾ が熱源設備貨 の 節減より大となるおそれが

ある

(b)オーフンシステムの場令ホンフ動力' ( ' i がm大する 。

Ｈ ｣Ｉ 必然納のｩＭｉ ＧｈＧｬｦ の際など、水の入札償えに Ｑ ＢＱＧい多日の ｊ｝＼Ｎ の ｾＢ￬ *; ' tが必

安である

(cl) 部然何? の ii d"'，aに余分な人下を必安とする

以 l上: の{ 符与火を A巧号えると同 H

熱f但仰僧1T問11l の1術4幻j'生主包管f理型! に十分な万策を尖地することが前f従是粂f刊件1十ニとなる 万

一 q中'i:川i日川¥J)期切主等宇宇3における蓄熱h拙自の術生管管空理理里尽型rr イ不〈完全なため、 多数の ボーフ

ラや主虫が発生するような・ ｊｱｾ になれば、 Ｑ￬ エネルギー以前 の 問題

として￭ｔｾ大事態に至るであろう 。 したが っ て病院施設において必然

憎を使川する場合、熱闘収 }j ; : . ' ¥，の係用などを考! 怠した )j 式とし、 ト

分な f針生) ¥: 理を行うことができるものとすべきである 。

4.4  空調システムの省エネルギー設計要点

(1) i仏J令 ・過 熱 ・過|徐 iM. ' j.剖}Jlli!&の|坊J I- .

宅件l i :ntiW文条件の特殊な室、仙川 H年If¥J の災企る室の内古11ft 仰 松l支

や ft .(，:i 変動の特典な室等は独立系統とすべきである 。 外気条1'1・は季

節 ・時一刻lにより変化しているので、過 i令になったり、過熱になった

りする場合も多〈、また i砧除 jti や j品tJll i!u! .の状態も多くあるので、運

転状態における各室の ｩｽｵｬｩＡ ｬｉｕＮ立ーを卜分は似しておくことが必ｾである 。

(2) 1司時冷IlJi JJ} の|りj 止

同一 宅において同時に冷}j j とI l J i 房が行われている状態を防止すべ

きである 。 したが ってーをにI j i . _ 系統による熱供給方式を原 IIIJ とす

る。 内百11発生熱の多い主において冬j ! ; ) J でも冷房を必要とするような

己主においては、外公による冷房を々/A: する ことが望ましい 。

(3)  Iヰ熱jJ1火の防 11".

冷却再熱 ・ィ= 熱同冷却 ・除 i以内} J JI 出 ・)Joi : f t . 再除湿等をできる限り

防止しなければならなし、 。 とくに夏季温度の高いわが同においては

除温のための冷却再熱が多いので、1 0 ( 小限度にとどめるよう) 5 - @し

たし、 。

(4) 似合. J J i穴の|りIj 11:  

J令風と j品j瓜の似合、または冷水と j a水の j比令等によるおi欠をでき

る限り防止する したが って二屯ダクト )j" 式 や 3 管式は行エネルギ

ー l耐より灯ましくない

(5)  ＡＡｾＮ明排熱 ・ 機 Ｖｦｾ 排熱等の効率的除去

室内に熱発生機日; ; がありその発生熱; 立が大きい場合には、排気フ

ード 7;: の採円1によ 1) 、機? : HJH' 長の企lド存的な術集をはかり、有効に熱

IrJI 似することが望ましい /fl.f )j j ' J i ; の排気フードはこの一例である。

(例 外 気 の 過 剰 取 り 入 れ 防 止

室内 iおおEをよくするため十分な外気を取り入れることは望ましい

ことではあるが、それはエネルギ-i l ' i1'i lll の明大となるので、必要

11止小限の外気を取り入れるよう、外公取り入7 . l 系統 ・釧気系統には

定 j孔-;J( 装置の採用またはダンハ l)fJ / . ! r の調節ができる装; 在を用いるよ

うにする 。

子士主主J f ｾ｜ＺＲｉＱＮＧｦ Ｇ＠ (- i令兄s転時には外公取り入J . Lの1字11:可能な装置とす

べ きである ただし ｩＢｾ￬ Ｇ￭ Ｍ ｦ 逆転 ｉｉ Ｎｊてサト公冷房がイ ｦＺＧｾｊ な場合には、外気

取り入れを{ 長先させる

( i )  Ｏｾｬｕ ｉＨ の ｪ 白ド ｈ ヒ

n t'，:i 特性を卜分検討した |ー で、 j的) ; : な風 ll{ とならないよう設計す

べきである 過大な泣，iI 'J 瓜; 止は除出再熱打i火、混合H l 失等の原因と

なり、またタクト系における圧力. J J ! 失も大となる 。

(H)  変 j瓜日システム ( V A  V 方式)

fl 仰変動のはげしいゾーンや部分f t . 桁の多いゾーンは変風註 y ス

テムを巧 l伝する必要がある 。

Ｈ ｾ Ｉ＠ J]<. 燃送システムの? 任問回路

ｉ｝＼Ｎｪｾｾ［ 忌システムにおいては原則として密閉回路とする。

(10) 阪送効中の ri'J Iー

Ｈ ｡ Ｉ ｩｾＮｕ 支去を大きくするＨ流証を 小さくする Ｉ

(b)iIIUl I を低くする 。( 収 抗m失を小さくする)

Ｈ ｣Ｚ ｈｾＱｪ 忌企 ｊ ｊＧ ｴＮｾ の正 Ｚｊ｜Ｇ 、熱伐の係用 。

1]<.( 立空気より j41; 丞効中が? 存しく大であるから、遠方へ大! 立の然を

送る場合には水を J 日いるべきである 。

。1) i配符 ・ダクト ・機加の断熱

熱Jii 尖をできるだけ| 幼 11..するため、 卜分な断熱を行う 。

4. 5 病院各室の空調方式

病院名去の空品I . j は、 liij 記に述べた 「空調システムの行エネルギー

ぷ日 ｉＭｾＮＧＮ｜ｊ を考慮して決める 。

なお 表 2 は応大31Y病院における '(i エネルギーを考慮した病院各室

の? 乱調 })j'¥， を示す。

4. 6  空調設備の運転制御の要点

ｾ，｝Ｑ ｾｪ 設備の運転出 ｬ 御は、無駄なさを調による エネ ルギーの ｴ ｉｬ失をで

るだけ少なくするよう、つぎの諸点について十分注意する必要が

ある B

Ｈ｡Ｉ 系統ｾ ｉｪに必要な時間 のみ運転する 。

(b) 同一系統の rl' て似iJTJ Ｑｉ［Ｇｦ ｬｦｩｬ が ｹｾＮ なる場ー合は、各室ごとに必要に応じ

て逆転できるようにする 。

(c) 過剰冷房 ・過剰股υ; とならないよう注意する。暖房期間中ても晴

天の日の南側IJ の名宝は日射により H左かいので、 10 - 1 5時の間は暖房
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ft2 病院各室の空闘方式

空 調 方 式 換気

室 名

中 央 式 個別式 摘 要 区分

病棟一般病室 F C+ OA l 次空気 + OA A  

11 ナースステーション 11 11 11 

11 重症室 D  セントラルダクト再循環式 R  

分娩室 D  
セン再ト循フノレダ( 単クリ: )

クト 環式 ンルーム
11 

新生児童 ・未熟児童 D  11 11 11 

1  C  U  D  

"  

11 

1  
11 

人工透析室 D  H  11 

手術室 D  11 ( 地クリー)

ー ンJ レーム
11 

H  廊下 D  11 11 

物療部 F C+ OA l 次空気 + OA A  

中央放射線一般撮影室 D  セントラルダクト再循環式 R  

11 操作廊下 D  11 11 

H  血管縄彬室 D  11 
( 撒クリー)

ンJ レーム

H  

中央検査部一般検査室 F C+ OA l 次空気 + OA A  

11 細菌検査室 11 11 E  

薬剤隻 D  セントラ J レダクト再循環式 R  

中央材料室 D  11 11 

病理解剖室 D  

セントフルダクト会外気再
E . R  

循環切替方式

震安室 PAC /  

外来診察室 D  27主語蒜芸( V A  V方式 ) R  

11 ホー J レ D  11 11 

11 食堂 F C+ OA l 次空気 + OA A  

事務室 11 

"  

11 

会議室 ・電算機室等 PAC 

V  

を停止 し、換気のみとする 。 また冷房期間 中においても曇天の日な

ど涼しい日は、冷房の運転時間は最小 にする 。

(d)空調中の熱損失を最小にする。

(e) 空調の効率をよくする。

表 3 は病院における各系統の空調設備の運転時間表を示す。

5  . 電 気 設 備 の 省 エ ネ ル ギ ー 設 計

5. 1 照明設備の省エネルギー設計

一般に照明の節減というと間引き点灯とか消灯という方向で考え

られがちであるが、照明効果を犠牲にし過ぎて作業能率を低下させ

ることのないよう配慮しながら、合理的な照明設計により、省エネ

ルギーをはかるようにすべきである 。

(a) 目的にあった照明 。

(b) 効率のよい光源を使用する。

(c) 効率のよい照明器具を使用する。

(d)畳光の利用を考える 。

(e) 部屋の仕上げを明るくする。

( f ) 区分して消灯て怠るよう配線する。

凶器具の消掃をよく行い効率の落ちたランプを 取 り替える 。

昼間は窓からの太陽光線をできるだけ 利用すべきである 。 窓から

の金光量は窓の大きさ ・位 置 ・方向 ・季 節 ・天 候 ・隣接建物などに

よって大きく変化 するが、畳光が十分利用でき る場合は消灯できる

範囲をよく吟味して、窓際の照 明器具を手動 または自動にて消灯す
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表 3 病院空鯛設備の運転時問委

夏期 ( 6 - 9 月)
中間期仏:f1月)

冬期 ( 12 - 3 月)

系 統 名 称 区分

12 24 12  24 12  24 

o  8  17  T  8  17  b  8  17  

北系統

F C 
回 - 圃 .

病 線

AH 

南 11

FC 回・・・・・・・・

11 

AH 

11 N S  11 

F C 

AH 

食堂 F C - -・・・田・圃・・圃

11 ( ラウ ンジ) AH 
園田園圃圃園

-・・・・・・圃邑

分 娩 室 11 AH 』 ー ー ー ー ー -・・・ ・・・・・ ・・・・ー・・・・・田・・.- -・・・・p ・・・・ー ・・・・ ・・・・圃' 司 - 司

未 熟 児 童 H AH 

病 理 解 剖IJ 11 AH  - - -・・・・ ・・・・B -・・・・・圃・ ・・・ ・・・・・ ----

中 材 11 AH 

-
リ ハ ビ リ 11

FC 

AH ー・・・園田

C  U  11 AH 

人 工 透 析 H AH 

中央カ J レテ 11 AH -・・・・・・・・圃圃... ー・・・・・圃圃・ ・圃・
-・圃・・・・・・・・・

外 来 11 AH 

_  
-

薬 斉IJ 部 11 AH 

R  1 診 療部 11 AH 

放射線鑑賞3室 11 AH -・・・・圃・・園田・・・・ -・圃圃・・・・・・・・・

_. .  

放射線操作室 11 AH 
_. .  _. .  

中央検査部 11

FC 
_. .  _ . .  

一日
AH  

_.. _.. 
-・園田・・圃・・・・・

手 f事j 室 '11 AH 同
国 圃 ・ 圃 ・ 園田・・・・・・・・・・・・ 圃・・・・・・・・・・・・

手術昔日付属室 11 AH 同 ー ー 圃 圃 園 一 一 一 一 一 一 - ・・・・・・・・・圃

る。 なお金光利用は窓似IJ のみでなく、直射日光の有効利用によりイ

ンテリヤ部分にも利用すべきである。

5 . 2  動力設備の省エネルギー設計

病院においては給水用ポンプ ・排 水 用 ポ ン プ ・送 j早機 ・排風機 ・

エレベータ一等に多数の電動機が使用されている 。 これら電動機を

用いる動力設備の省エネルギーはつぎの 3 点で考える必要がある 。

① 電動機の効率

② 軸 出 力 の 最 適 化

③ 運転スケジュールの適正化

これらの要素は複雑に重なり合 っているので、設備のシステムや

運転の状況に合わせて最適な方法を計画すべきであ る。

(a) 負荷に応じた電動機の選定

電動機は最も効率のよい負荷率 7 5 - 100 % になるよう選定する 。

過大な容量にならないよう 注 意する 。

(b) 高効率電動機の採用

とくに連続運転の屯動機は効率の高いものを採用する 。

(c) 電動機のシーケンス制御

間欠負荷で不用時にも無負荷で運転される電動機は、シーケ ンス

制御 により停止 し、空転による屯カ損失をなくする 。

電力設備の省エネルギーへの対応は、以上のように負荷の特性と

運転の方式により採用する方式も技術も多数ある 。 しかも複雑な設

備も複合技術を駆使する こ とで、たとえば多数の台数で運転してい

るポンプ設備では、シーケンス制御で台数制御l を行い、代表 l 機に



可変速電動機を用いた広い範囲での流量制御が可能であり、省エネ

ルギーをはかることができる 。要約すれば相手設備に適合した省エ

ネルギーシステムを選定すべきである 。

5.3  受配電設備の省エネルギー設計

従来とくに考慮されず、無駄な電力として消費されている変圧器

の無負荷による電力損失をいかに小さくするかということは、屯気

設備の総合発生打i失を少なくするためにもっとも有効な手段である 。

ビルの受電設備の中心である変圧務の無負荷損と負荷f J ' l の比による

お1失君主力量の節減 ・負荷力率改善による低減 ・複数台数運転による

経済運転などの方法を考えたい。

( 1)  負荷力率と運転効率

変圧器の効率は負荷カ率 100% のとき最高であり、力率の低下と

ともに効率も低下する 。 したが って変圧器にかかる負荷の力率をで

きるだけ 100% に近づけて運転することが有利である 。変圧器の -tJi

失は鉄 ｪ ｊＱと鍋 ｕｾ があり、鉄打 ｩ は負荷電流に無関係にほぼ一定である

が、銅損はｾＱｌ流の二乗に比例して地 ｩ 加する 。 すなわち力率改善によ

りこの銅扱が軽減する 。

(2) 変圧器の経済逆転

変圧器は受配電設備にとって主要な機器であり、電力系統の安定

化と省エネルギーを目的として 、合理的な運転を与えるべきである 。

(a) 負荷力率を 100% に近づけて逆転する 。

(b) 無駄に消費されている無負何打i失を減らすため、変圧器の効率を

高くする 。

(c) 負荷の種類に応じて、負荷の特性にあ った無負荷捌と負予:i 恨の比

の変圧器を使用する 。

(d) 昼間屯力と夜間電力が大幅に変化する用途では、被数の変圧器を

使用し、負手:i に合わせて運転台数を制御した方が有利である 。

5. 4 電力使用合理化システム

病院施設においては、屯士丁 ・動力 ・暖房 ・空調など各粍の設備に

多くの' i I ! : 力が使用されるので、屯カの有効利用を目的とした省エネ

ルギー管理システムの利用が考えられる 。これにはデマンドコント

ロール機能 ・スケジュー りング機能 ・デューティサイクリング機能

. 環境コントロール機能 ・プリント機能などの基本的な機能が具備

されている 。

ＵＰＰｋｗ 以上の契約電力の場合、 Ｎ ｾ大漏要屯カによ っ て契約屯力が

定められており、基本料金がさまる 。 したがって話要家としてはこ

の最大需要屯力が契約屯カを超過して違約金を支払うことのなきよ

うにするのは当然であり、さらに進んでテマンドコントロールによ

り契約電力を引き下げるよう努力すべきである 。

まとめ

以上、病院施設の省エネルギーについて、建築設備の設計面より

述べてきた 。病院施設の省エネルギーをはかるにはどうしたらよい

のか、またそのためには建築 ・設備の設計はどうすべきか、これは

|浪りない_ t i IJ : t r : 工夫と努力によるほかはない。ひとつの考え方 ・ひと

つのシステムのみで省エネルギーを行えるものではない。あらゆる

角度から検討しなければならない。省エネルギー設計はまず建築的

に解決できるところは建築設計で解決し 、 しかる後に設備システム

によるべきである 。 また省エネルギーのために莫大な設備をすべき

ではない。現イ1:のままの設備か、あるいはわずかの設備の追加くら

いで、あとは建築および設備技術者の創意工夫により、建物の省エ

ネルギーをはかることが何よりも大切であり、心がけるべきことで

ある 。

( すえま っ とし お 株式会社末松設備綜合 コンサルタノ ト代表取締役 )

C E NT R A L  ME DI C O NAT I ONAL  ( メキシコ)
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計 画 中 の 病 院 建 築3例

一一一戸市

106 建築と社会/ 1982年 3 月号

1 . 中日友好病院 2. 県 立 宮 崎 病 院 3. 尾 道 市 立 市 民 病 院

中日友好病院

設 計 中日 ;友好病院建設計画設計共同企業体

伊藤喜三郎建築研究所

日建設計

施 工 日本側 竹 中 工 務 庖

中国側 北京市長城工程総公司

所 在 地 北京市斜陽区和平里北街北E不卓路 11

敷地面積 97，000m'  

建築面積 19，551. 37 m'  

延床面積 82，992 .07m'  

構造規模 R C造、 PC工法併用

地下 111皆、地上14階、浴屋 l 階

工 期 1981年 11月ー 1984年 3 月

ベ ッ ド数 1300床

特 徴 中国の医療の近代化のモテツレとして、

中国占来の伝統的医学と現代の西洋

医学との結合をはか った総合病院。

県立宮崎病院

設 計 伊藤喜三郎建築研究所

施 工 戸田・松尾・山本・坂下建設共同体

F斤 {f. ｊ 也宮 崎 県 Ｇ ＯＺｾ Ｑｬｊ奇 ｲｬｊ 北山 怯 ｬ 町 Ｕ - 30  

敷地而 h' l 37. 870m 

，建築面ofJ'( 8，207m 

延床面秘 37，829m 

中降造規桜 ，:':j/計十点 S RC泣 地下 11;皆、I也 U O階

f凡l附点 R C造 地上 4 階

工 期 昭 和56年 6月~昭和58年 7}]( - ml 工 事)

ベ ンド数 630床

特 徴 ①地域の中核病院、 ②宮崎医大関i主

の教ff 病院及び県内の研修病院、 ③

放急救命センターの設位、 ④ れ科 lこ

学生及び卒後の医師の研修施設、⑤

ソーラーシステムによるエネルギー

の確保、があげられる 。

尾道市立市民病院

設 計 教育施設研究所

施 工 戸田建設・日本国土開発共同企業 体

所 在 地 尾道市新高 山 3 丁目 1170- 170

敷地面積 16，118 .01m'  

建築面積 4，868，072m'  

延床面積 16，156.38m'  

構造 規 模 鉄 筋 コ ンクリート造

地下 11階、地上 611皆

工 則 昭和56年10月~昭和158年 1 月

診療科目 12科 ( 昭和59年度 l 科均 )

ベ ッ ド数 240床 ( 将来57床地 )

特 徴 市 民病院として 外 米 Ａ ｾ｜ Ｑ 守の ｬ 刻わる背 ＱＱ

分 ( 外来診療 、検査、放射線等 ) を

すべて 1 F  1 フロアーに集 中配置と

している 。



- 病歴管理システム

- 搬送

・搬送

・搬送
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医 療 施 設

資 料 頁

外来カルテ中央管理システムの実現にむかつて

神戸市立中央市民病院大物自動織送設備

病院で活躍しているテレチューブ

テレリフトシステム

ケースペア、パーチカルコンベア他

メールボーイ 、ベルトコンベヤーシステムイ也

バイオクリーンルームシステムとバイオクリーンユニット

D A L  T O N  T H E  ORI GI NAL  T O P  B R A N D  

病院用ユニットパスルーム

〈ウオールパネル〉ユニメデイカルシステムズ

〈ウオールノ f ネル) I CU、C C Uシステム

〈ウオ ールパネル) MI Cオぺ1¥ネル

KA680 3 ークランクハイローベッド他

病院用家具

〈ウオール1 ¥ネル〉パ リウオール

〈ウオールパネル〉 スワンメデイカルシステム

〈ウオールパネル〉ニチアスラ ックス

放射能モニタリングシステム他

富士 RI キャ リプレータ

医療用・工業用放射線施設の設計・施工

〈床材〉タ ラレコンフオート

〈床材〉病院用 カーペ ッ ト

〈床材〉医療用施設におけるカーペット床

〈床材) A Cフロア

〈建築金物〉庇

〈手摺〉ア クロビンハンドレール他

〈スライデイングドア〉アキュドアユニ ッ ト

ナブコ自動ドア

〈ホ ーロ 内外装材〉リバ ーウオール

〈煙突材料〉 ハイスタ ック

イトーキ 108 
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病 歴 管 理 シ ス テ ム I  

外 来 カ ル テ 中 央 管 理 シ ス テ ム

の 実 現 に む か つ て

奥 田 努

1  は じ め に

情 報 の 量 的 地 大 や 質 的 変 化 に 伴 な っ て オ フ ィ ス の 概 念 が 事 務 の 処

理 工 場 と い う 認 識 か ら 経 営 戦 略 の 拠 点 と い う 考 え 方 に 捉 え な お さ れ

てきました。 O. A の研 究 や導 入 も 同 ー の 範 鳴 に 立 脚 す る も の と す

れ ば そ の 中 級 が 人 的 資 源 の 活 性 化 と 再 活 発 だ と 思 い ま す 。 こ の 基 本

に 抵 触 し な い 範 囲 で O. A. 機 器 の 採 用 が 検 討 さ れ る べ き だ と 思 い ま

す 。弊 社 イ ト ー キ で は そ の 立 場 で オ フ ィ ス ・プ ラ ン ニ ン グ を 設 計 す

る と と も に 、 必 要 な 付 器 ・ 備 品 ・建 材 商 品 等 を 積 極 的 に 開 発 ・製 造

. 販売しております。とくに、情報の保管 ・検 索 の 自 動 化 は 弊 社 のtr

務 と 考 え 研 究 し つ づ け て お り ま す 。 今 回、紹介させていただく やカ

ルテ中央包= 型システム砂もその l 仔IJ に す ぎ ま せ ん 。

2 ホ シ ス テ マ ・ ト リ ー ブ 。 に よ る カ ル テ 管 理 シ ス テ ム。

弊 社 イ 卜 ー キ は 保 管 庫 の 側 商 か ら カ ル テ ( 外 来 ) の 1 患 者 1 病歴、

中 央管 理 シ ス テ ム の研 究 をはじめて 10年以上になります。

そ の 設 計 テ ー マ は 次 の 3. <i 1: です 。

1  . 入 出 庫 作業 の 省 人化 ・省 力 化

2 . 空 間 の 立 体的 利 用 と 収 納 効率 の ア ッ プ

3 . 作 業 の 正 硲 性 の 追 求 と 迅 速化 と撚準化

2 - 1  S A T シ ス テ ム の 開 発 と 納 入

カ ル テ 保 管 庫 と し て 弊 社 製 品 、 シ ス テ マ ・トリ ーブ砂 ( 以下、 S

A T と略。) をミ ニ ・コ ン ビ ュ ー タ を 制 御 機 と し て 連 動 さ せ 、 入 出 康

管 理 シ ス テ ム を 開 発 し 、 昭 和50年 5 月 、 近 畿 大 学 医 学 部 付 属 病 院 に

御採用車民きました 。

( 詳細 は 本 誌1976年 3 月 号V OL. 57通 巻648号 90頁 - 9 1頁 を 参 照 下

さい。)

この シ ス テ ム の 特 長 は 次 の 3 点です。

① 該 当 カ ル テ の格 納 さ れて い る キ ャ ビ ネ ッ ト が 自 動 的 に 入 出 庫

するコ ン テ ナ 単 位 の シ ス テム である。

② 中 央受 付ーの端末機 、 病 歴室 の 端 末 機 と ミ ニ ・コ ンビュータを

介してオンライ ン で結 ぼ れ て い る 通 信 シス テムである 。

③ 入出 li lIU寺 に か な ら ず カ ル テ に 貼 ら れ て い る バ ー コ ー ド ・ラベ

ルを S A T 各 号 機 に 備 え ら れ て い る ラ イ ト ・ベ ン で 説 み と ら せ 、 怨

者 7 ス タ 一 の デ 一 タ を 更 新 す る 入 出E戚E包= 理システム ( 行先管管=葱理1 . 在

庫管管z理 ) てでe ある。

そ し て 、 こ の シ ス テ ム を 前S A T システム砂と 呼 称 し 、 本 年 ま で に

全 国 20数ヶ所の病院に御採用戯きました。

2 - 2  S A T シ ス テ ム の 第 2 世 代一一一 リロケーショ ン ・システム

の 開 発

S A T システムは 10万 人 一30万 人 分 の 外 来 カ ル テ を い つ の 時 点 で

も 1 段 階 で 処 理 す る と い う 長 所 が あ り ま す が 、 カ ル テ の 本 質 的 な 性

格 を 考rl .a: し ま す と 少 し 手 直 し し た 方 が よ リ 大 き な 効 果 を 発 揮 す る こ

とにうえつ' きました。

その要点を列記し、たします。

2 - 2 - 1  S A T 各 号 機 の 内 部 を 活 用 カ ル テ ゾ ー ン と 非 活 用 カ ル

テ ゾ ー ン に 2 区分する。

活 用 カ ル テ ゾ ー ン に 近 1年 fBJ ( WltB] は任意) の来院忠者のカルテを、

そ れ 以 前 の も の は 非 活 用 カ ル テ ゾ ー ン に 格 納 す る 。 こ の よ う に 区 分

す る と 、 取 り 出 し l侍、来院 法、者の9 8 %- 9 9 %は活用ゾーンより出I ! l l

さ れ 、 返 却 時 に は 全 て 活 用 ゾ ー ン に 収 納 さ れ ま す 。 ま た 、 活 用 ゾ ー

ンは S A T の入出I ! l ! 口近辺に、それより奥行万向、上音11 万/i 'J に 非 活

用 ゾ ー ン を レ イ ア ウ ト し 入 出 11.) 1時 間 を 更 に 短 縮 し ま し た 。

T 病 院 の実 績 データ
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取り出し 423冊 / 30分

返 却J 540i 冊/ 30分

こ の シ ス テ ム を 維 持 す る た め に 次 の 2 点が必婆となリました。

① 活 用 ゾ ー ン か ら JF I i 有用ゾーンへのカルテの、うつしかえか作業

う つ し か え の 手 )1阪 を ソ フ ト に 組 み 込 み 制 御 機 の 指 示 通 り 作 業 す れ

ば 自 然 に 完 了 す る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ て い ま す 。 1 ヶ月分の移し

かえにがｾ 3  J時間、 1 年 分 で わ l寺IH卜必、裂 です。

② コ ン テ ナ 内 部 の カ ル テ 配 列 の 工 夫

活用 ・J ド活用に 2 区 分 す る こ と は そ れ ぞ れ の コ ン テ ナ の カ ル テ 配

列 が 番 号 順 で な く な る こ と に な り ま す。 S A T シ ス テ ム の 基 本 形 で

は、 ｗ ｉ ｊ えば 、 Ｖ 桁のＮＧｊ［ｾ、者番号の場合、その下 Ｓ 桁とコンテナ番号Ｈロ

ケ ー シ ョ ン 番 号 ) を l 対 1 対 応 さ せ て い て 、 コ ン テ ナ 内 は そ の 上 3

桁 の 番 号 順 に 並 べ て い ま し た 。 こ の 番 号 順 が く る う た め 、 作 業 を 谷

易 に す る た め に 上 3 桁目をカラー・コーデイングして見出し耳目を色

情 10区 分 と し ま す。 そ の た め カ ル テ の ピ y キ ン グ 作 業 は 1 色併J 7- ) で

よくなり、返却の時にも当該カルテの色と同ーの色情への入J i l ! 作業

となります 。 N 病 院 で の 1 IlI t当 リ の 検 索 ス ピ ー ド は 約 2 秒でした。

2 - 2 - 2  同 一 コ ン テ ナ 優 先 プ ロ グ ラ ム の 開 発

|司ー コ ン テ ナ に 複 数 i/甘の 取 り 出 し 要 求 が あ る 場 令 、 入 力 )1凶jf: を無

税 し て 、 当 該 コ ン テ ナ か ら 全 て カ ル テ を 検 索 し て し ま う と い う 巧 え

) j です。搬 送 時 間 、 診 察 待H寺I:[! を 巧 え る と 入 力 l順 序 の こ の 位J支のく

る い は 許 容 で き る 範 囲 で す 。 T 病 院のデータでは取り出し時、 1 コ

ンテナ 3 .5 冊 、 返 却 時4. 5i /仕の実紛データが出ています。

2 - 2 - 3  スティ y ク フ ァ ス ナ 一 等 の 利 用 に よ る 収 納 効 率 の /i ，)

コ ン テ ナ 単 位 の 格 納 の 長 所 は j亨みのばらつきの多し、カルテを干上手J

I写 み と し て 取 り 扱 え る と い う 点 で す 。 カ ル テ 中 央 化 し て い る 病 院 の

カ ル テ 厚 み の 実 態 調 貸 し ま す と

A 病 院 4.0 % B 病 院 3 . 0 % C 病 院 3 . 6 % 0 病院・

3 .0 %  で 平 均 と し て は 5 %と 考 え れ ば 良 い こ と が わ か り ま す 。収

納 効 率 の み を 考 え る と 、 パ イ ン ダ ー 金 具 ( 枇 底 10 %1写 ) に よ り 悶 定

I亨 み を 必 要 と す る フ ァ イ ル の 設 計 は 無 駄 と い っ て い い で し ょ う 。

2 - 2 - 4  リロケー シ ョ ン シ ス テ ム の 納 入

実績

54年 12丹 東 北 大学 医'{・ ffll 附 以 病 院



56年 1 月 長 崎 大 学 医 学 部 附 属 病 院

56年 3 月 . 神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院

56年 10月 ー朱 良 県 立 医 科 大 学 附 属 病 院

3  . " シ ス テ マ ・ シ ン グ ル ・ ピ ッ カ ー 砂 に よ る カ ル テ 管 理 シ ス テ ム

弊 社 の 商 品 で あ る シ ス テ 7 ・シ ン グ ル ・ピ ッカ ー ( 以 下 S S P と

略。) を活用期 間中 の カ ル テ と 、 非 活 用 WI間 の カ ル テ に 密 集 捌 か シ ス

テ マ ・トリ ー プ を 利 用 し て 、全 体 を コ ン ビ ュ ー タ に よ り 制 御 させる

、S S P カルテ包= 理システ. 1 - > . " を開発いたしました。

活用期間中のカルテ( 以下 、活 用 カ ル テ と 略。) に は 省 人 化 、 省 力

化 を 、 非 活 用 WI 聞のカルテ( 以下、非活用カルテと略。) に は 収 容 効

率を最大目標として設定しました。

3 - 1  S S P の 構 造

S S P は 、 ① 左 右 の カ ル テ 保 管 棚 部 の 聞 を ② 棚 部 か ら カ ル テ 1

冊 づ っ 取 り 出 す ピ y カ ー 装 置 を 内 蔵 し た 駆 動 部 と ③ 機 器 全 体 を コ

ント ロー ルする 制御音11と ④入出J . i l I 口音11か ら 構 成 さ れ て い ま す 。 入

出 庫 口 部 は l 冊 取 り 出 しの緊急出庫ロと 64冊 ( 20 %厚 パ イ ン ダ ー の

場 合 ) を 1 括入出庫するワゴン台率音II( 左 右 2 ヶ所) の 2 系統があり

ます。制御音11にマイコンを使用していますのです凡用屯算機等との連

動 は 答 易 で す。

3 - 2  S S P の 機 械 的 特 長

① 走 行 ス ピ ー ド 最 大 100m/ 分

② 入 出 庫 量 平 均150fl 廿/ H

③ 自 動 読 取 装 置 に よ る 取 り 出 し 命 令 番 号 と カ ル テ 番 号 の 機 械 的

照 合 機 能

④ セ ッ ト さ れ て い る ワ ゴ ン 台 車 へ の 出 庫 自 動 積 み つ け 機 能 と 作

業 完 了 表 示 機 能

⑤ セ ッ トさ れ た ワ ゴ ン 台 車 か ら カ ル テ 自 動 配 架 機 能。 ワゴン台

車へのカルテの桜みつけはランダムでよし、 。 また、自己架につい

てはフリ ロケ ー シ ョ ン を 原 則 と し て い ま す 。

⑥ 入 出 庫 作 業 同 時 機 能

仔11 えば、左側11 ワ ゴ ン 台 車 で 予 約 分 カ ル テ の 出 庫 を 行 な い な が ら

右側11 ワゴンで診療後のカルテを入J ! l I 返却する場合、駆動部は左

1"11 ワゴン台車にカルテを積みつけ、 180. 回 転 し て 右 側 ワ ゴ ン か

ら カ ル テ を ピ ンキ ン グ し て 所 定 の 柵 に 収 納 し て か ら 次 の 予 約 分

の カ ル テ を 取 り 出 し ま す 。

⑦ 入 出 庫 デ ー タ の リ ア ル タ イ ム 処 理

電 算 機 の カ ル テ 管 理 フ ァ イ ル へ は 駆 動 音11が柵昔日からピ ンキンクー

した時点で自動的に制御音11よ り 送 信 さ れ ま す 。 入 出rrF デ ー タ 吏

新 の た め に 一 切 入 手 を 必 要 と 数 し ま せ ん 。

3 - 3  S S P カ ル テ 管 理 シ ス テ ム の 特 長

1 冊 づ つ の 入 出 邸 機 能 を も た せ た こ と に よ り 要 因 別 ( 例 え ば 予 約

分 、科別 、 検 査R占布該当分、貸し出し分等々 ) の 出 康 作 業 が 自 動 的

に 行 な え る こ と と 自 動 読 取 装 置 の 内 臓 に よ り ラ ン ダ ム 返 却 が 自 動 化

し た こ と に よ り カ ル テ の 仕 訳 作 業 、 照 合 作 業 が 皆 無 に 近 く な っ た 点

が 特 長 で す 。

① 送 附裂 と の 添 付

送 附 票 用 プ リ ン タ ー は 各 号 機 に 1 台 装 備 さ れ て い て 、 そ の プ リ

ン ト 順 序 は ワ ゴ ン 台 車 の カ ル テ 積 み つ け 11頃に一致している 。積

み つ け ら れ た 状 態 で忠者 養 号 が み え る か ら 送 附 菜 の 上 か ら 11阪、

カルテの1 5 : から 11阪にセ y 卜していけばよい 。

② 科 別 の 区 分

予 約 分 と か 検 査 デ ー タ 貼 付 分 の カ ル テ 出 庫 は 科 別 単 位 で あ る が

当 日 診 療 分 は 各 科 に ま た が っ て ワ ゴ ン 台 半 に 積 み つ け ら れ る こ

とが多くなる 。 科単位に平氏みつけられリ斗砂が変わる 11寺にはワゴ

ン 台 車 に カ ル テ 1 冊分 の 空 間 が あ く よ う に 設 計 さ れ て い る 。

③ 活 用 カ ル テ の 非 活 用 プ ロ ッ ク へ の 移 行 理 論 的 に は 新 忠 訟 と 非

活 用 か ら 活 用 に 復 活 し た 量 の 合 計 が 非 活 用 プ ロ ッ クへ、移行さ

れ な け れ ば な ら な い 。 活用カルテ用パイ ンダ ー に 非 活 用 カ ル テ

用 フ ォ ル ダ ー が 既 に セ ッ ト さ れ て い る の で パ イ ン ダ ー か ら は ず

し て 非 活 用 プ ロ ッ クに収納すればよい。 . こ の 時 の 出 康 は 番 号 順

に ワ ゴ ン へ の 自 動 積 み つ け で あ る 。 電 算機 の カ ルテ管理ファイ

ル の 記 憶 は 非 活 用 カ ル テ プ ロ y ク に 移 行 し た と 自 動 更 新 さ れ ま

す 。

① 活 用 カ ル テ パ イ ン ダ ー

回 転 性 よ く 、 削 減 変 化 に 対 応 で き る 形3 0 %厚、 2 0 %厚、 1 5 %

厚 、 3 援 金 具

② 非 活 用 カ ル テ ・フ ォ ル ダ ー

. ' . l . ' . 者番号表示 、下 2 桁 カ ラ ー 表 示

カ ル テ そ の も の の 厚 み に 順 応 す る 形

④ 機 器 故 障 及 び 停 電 時 の 対 策

徹 送膏11を最・後尾に移動し、 ロケ ー シ ョ ン リ ス トを見て 棚 よ り カ

ル テ を 取 り 出 し ま す。 ロケ ー シ ョ ン リ ス トは忠者番号順にプリ

ン ト さ れ て い て 、 各 棚 部 に は 番 号 が 表 示 さ れ て い ま す 。 故 障時

カ ル テ 取 り 出 し リ ス ト の 場 合 取 り 出 し 順 ( 例 え ば 手前 か ら奥へ、

上 段 か ら 下 段 へ 、友 棚 終 れ ば 右柵 へ ) に ア ウ ト ・プッ トすれば

効率的です。

以 上 S S P カ ル テ 管 理 シ ス テ ム の慨 略 を報告させて載き ましたが、

カ ル テ 中 央 化 導 入 の 障 壁 と な っ て い た 人 的 資 源 、 作 業 性 の側 面 の 突

破 に 役 立 つ も の と 信 じ て お り ま す 。 空間lの 立 体利用 を 考 慮 し な が ら

多盆の現物カルテをホスト ・コ ン ビ ュ ー タ の 情 報処 理 を介して多く

ても 2 名 の 作 業 者 に よ り 入 出 庫 管 理 で き る シ ス テ ム の 実 現 を め ざ し

て お り ま す 。

S S P カ ル テ 管 理 シ ス テ ム の 納 入 実 績

52年 8 月 国 立 循 環 器 病 セ ン タ ー

56年 8 月 大 阪 府 立 母 子 保 健 総 合 医 療 セ ン タ ー

4. おわりに

設 計l時点 で 段 普 と 考 え て 作 っ た シ ス テ ム で も 現 実 の 運 用 を 通 じ て

変 更 が 必 要 と な っ て き ま す 。 変 更 を 加 え て 現 実 に 最 も 適 し た シ ス テ

ム に 仕 上 げ て い く と と も に 、 精 力 的 に 新 し い シ ス テ ム 構 築 を め ざ し

た い と 思 い ま す 。

情 報 の 保 管 ・ 検 索 の 決 め 手 //

シ ス テ マ ・ ト リ ー ブ シ ス テ マ ・ シ ン グ ル ・ ピ ッ カ ー

ｾ＠ I  - ' - シ ス テ ム 機 器

株 式 会 社 イ ト ー キ 販 売 推 進 部

本 社 干541 大阪市東区平野町 2 - 17 T El.. 06- 203- 2551 

東京事務所 干104 東京都中央区銀座 1 - 9  - 10  T E L  03- 561- 6291 

大日本図書 ピル 4 F  

大阪事務所 〒541 大阪市東区淡路町 2 - 5 0  T E L  06- 203- 5301 
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神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院

大 物 自 動 搬 送 設 備

まえカずさ

神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院 は 1 ，600万 人 の 観 客 を 動nした f ポ ー ト ピ ア

81J が 開 催 さ れ た 人 工 島 ポー ト ア イ ラ ン ド に 、 開 会 直 前 の 昨 年 3 月

8 日 に 竣 工 開 院 し た 。

同 病 院 は 、 延 床 面 積59 ，104附 、 地下 1 1; 皆地上121; 皆、病床数 1 ，000床

の本邦屈指の規模で、院内設イI i ii は医療設やr l I i をはじめすべてに紋新式

の も の が 取 揃 え ら れ 、 と く に 病 院 内 の 運 営 而 が シ ス テ ム 化 さ れ て お

り 、 市 当 局 の 高 度 医 療 サ ー ビ ス へ の 積 極 的 姿 勢 が う か が え る 。

本 稿 で 紹 介 す る 院 内 搬 送 設 備 の 自 動 化 も そ のー っ て ¥ 院 内 物 流 の 集

中 管 理 と 合 理 的 か つ 迅 速 適 確 な 搬 送 処 理 は 物 流 運 営 シ ス テ ム に 完 全

に 溶 け 込 み 、 機能 的 に 不 可 欠 な 重要設イliil となっている。

院内搬送物には、カルテ、処方造、伝票、フィルム等の帳 ｾ Ｚ ｻ矧及び

検体と薬品、中ｬｉ￬液、医療若器具、一般中村、給食等の物品 ｾｮ があり、

前 者 は 中 小 物 繊 送 設 備 が 受 持 ち 、 後 者 は 大 物 搬 送 設 備 が 但 当 す る。

中小物搬送設備は、有軌条自走I j I システムて¥ステーシ ョン数54 、

軌 条 長 約 2 ，000 m 、 自 走 車 100台で柿日比され、各部門 IHJ 搬 送 及 び 特

定 2 点 fHJ搬 送 用 に 分 対1さ れ 、 特 定 2 点 間 用 徹 送 に は そ の 他 気 送 包' } J

式 、 ベ ル ト 方 式 、 ダ ム ウ エ ー タ 一 方 式 も 採 用 し て い る 。

大 物 搬 送 設 備 は 垂 直 音11 と 水 平 部 か ら 成 り 立 ち 、 戸 口 か ら 戸 口 ま で の

完全自動搬送をする。

その他自動洗浄装置、 2 段 ス ト レ ー ジ が あ り 、 コ ン テ ナ ワ ゴ ン の 洗

浄 、 消毒 、 乾 燥 の 自 動 化 と 、 ワ ゴ ン ス ト レ ー ジ エ リ ヤ の 有 効 活 用 を

はかつている。これら大物搬送設備は院内搬送設備として、. . . j > : I' li で

初 め て 保 周 さ れ た も の で 、 各 所 に 新 し い 工 夫 が な さ れ て お り 、 各 界

の注目を集めている。

以 下 大 物 搬 送 設 備 に つ い て 説 明 す る 。

1 設 備 概 要

本 設 備 は 図 ー 1 に 示 す 通 り 、垂 直 綴 送 設 備 8 基 と こ れ ら を 述 結 す る

た め の 水 平 搬 送 設 備 、 搬 送 さ れ る 搬 送 容 器 ( コ ン テ ナ ワ ゴ ン ) 、 及

び中央民主視盟主、ワゴン洗浄訟備、厨房コンテナワゴンストレージ設

備 か ら構 成 さ れ 、 供 給 音11門 と 使 用 部門 間 及 び 使 用 部 門 相互 間 に お け

る 物 品 の 供 給 、 回 収 、 移 送 を コ ン テ ナ ワ ゴ ンの行先設定日告の設定 の

み で 、 目 的 ス テ ー シ ョ ン ま で 向 動 的 に 搬 送 す る 設11mである 。

2 設 備 機 器 の 説 明

1 ) コ ン テ ナ ワ ゴ ン

給 食 及 び 一 般 物 品 類 の 収 容 搬 送 用 の 容 器 で あ り 、 ス テ ン レ ス 製 又 は

鋼 板 製 焼 付 塗 装 仕 上 げ の ボ ックス型容株に! 駆動キャスターを取付 け

た 形 状 で( 図 - 2 ) 、 側 面 に は 行 先 を 指 示 す る 行 先 設 定 様 、 底 部 に は

走 行 キ ャ ス タ ー に 伝 え る f自 動 金 具 及 び 進 路 を カ イ ド す る ガ イ ド キ ャ

スターが設けられている。

種 類 と 台 数 ( 院1院 時 )

A ，給 食 用 コ ン テ ナ ワ ゴ ン ( ス テ ン レ ス 製 )

・自己膳用( 棚 7 段 ) 45台 ( 写 真 一 1 )  ・調乳用( 棚 4 段 ) 3  i今

B ，物 品 用 コ ン テ ナ ワ ゴ ン ( 鋼板 製 、 回 収 用 の み ス テ ン レ ス 桜 )

・注 射 薬 用 ( 7 段 51 出 ) 45台 ・輸 液 用 ( 3 段 51 出) 120i 今 ( 写 真 一

2  )  ・衛 生 材 用 ( 4 段 引 出 ) 80台 ・一 般 物 品 ( 3 段 51 出棚) 80台

・回 収 用 ( 3 段 引 出 捌 ) 50台 合 計 423台

2 ) 垂 直 綴 送 設 備

荷 物 用 ダ ム ウ ェ タ ー 8 基 か ら 構 成 さ れ 、 弁 降 能 内 に は コ ン テ ナ ワ ゴ

ン l 台 を ス テ ー シ ョ ン よ り 自 動 的 に # 降 飽 内 に 搬 入 し 、 目 的 ス テ ー

シ ョ ン で 搬 出 さ せ る 搬 出 入 装 誼 及 び コ ン テ ナ ワ ゴ ン の 行 先 設 定 器 か

ら 目 的 ス テ ー シ ョ ン を 読 取 る 行 先 検 知 総 が 設 け ら れ て い る 。
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ま た 、 各 ス テ ー シ ョ ン に は コ ン テ ナ ワ ゴ ン を 定 位 日 立 に 正 し く 搬 出 入

さ せ る ガ イ ド ロ ー ラ 及 び l: ，! ゆ21qの 娘 作 B O X が設けられている。 ( 図

- 3  )  

ス テ ー シ ョ ン の 樋 獄 と 数

・片! 弄ステーション 23 ス テ ー シ ョ ン ( 図- 4  )  ・"hj J，i i : ステーシ

ョン 22ス テ ー シ ョ ン ( 図 - 5  )  

3 ) 水 干 搬 送 路

手予 ill' 45 ス テ ー シ ョ ン

中 2 階 に 設立t さ れ た ベ ル ト コ ン ベ ヤ 搬 i進 路 、 タ ー ン テ ー ブ ル 及 び ス

(1 S S  2 1  

ト レ ー ジ コ ン ペ ヤ か ら 机 ! ぶ さ れ 、 垂 直 搬 送 設 備 の ダ ム ウ ェ タ - 8 法

相 互 間 の i単結問搬送設備である。

水 平 搬 送 路 の 各 分 岐 例 所 に i設 け ら れ た タ ー ン テ ー プ ル の 予 前 に は 、

コ ン テ ナ ワ ゴ ン の 行 先 設 定 総 か ら 行 先 を Jft 取 る 行 先 検知 総 が 設 け ら

れ 、 ま た 、 物 訂，用 コ ン テ ナ ワ ゴ ン を ス ト レ ー ジ す る ス ト レ ー ジ コ ン

ペ ヤ が 設 け ら れ て い る 。

従来のコンベヤとの大きな. i I t l いは、コンテナワゴンの倒励金具とベ

ルト li l !のr't 搬 に よ り 、 コ ン テ ナ ワ ゴ ン を 搬 送 す る た め 、 コ ン ベ ヤ455

J l: lk'干の シ ョ ッ ク が 少 な く 、 給 食 の i 卜物がこぼi L にく し、 。

ま た 、 コ ン テ ナ ワ ゴ ン は キ ャ ス タ ー で レ ー ル i二を動くため、搬送モ

ー タ の 谷 i止が小 さ く 行 エ ネ ル キ ー と な る ( 特許中日，'i "-')

コ ン ベ ヤ 機 ?，i;: の係費( ( と台数

・ベ ル ト コ ン ベ ヤ 44 fi ・ タ ー ン テ ー ブ ル 28i 今 ・ア キ ュ ム コ

ン ベ ヤ 4 台 ・ ス ト レ ー ジ コ ン ベ ヤ 4 台 ( ワ ゴ ン 収 作 数40台)

・行 先 検 知 総 14 台 船 送 金 i之 4 0 3 m 

4 ) 中 央 政 悦 悠

本設備の起動、 f>;' ｊ 上及び動作状態をグラフィ ｹ クボードて Ｎ ｾ ｾＺｩ t . 見する

も の で 、 地 下 1 1; 皆l ド央政説室に設; 位してある ( 写真 4 ) ダムウェ

タ 一 定Jm点 検 放 び 放 降H年、他のダムウェターへの1 ; 1 ) 侠えができ、全

設備の出とえ; ，停止も可能でトある

5 ) コ ン テ ナ ワ ゴ ン 洗 浄 設 備 ( 写 真 - 5  )  

洗浄設備には給食肝! と物品川がある チェーンコンベヤにJ f i l . f，J け・

れた後づ ｼ 金ｾｾで引っかけられたコンテナワゴンは、 ｮ 動的に搬送さ

れ、花 Ｎｩ ｊＮｴ＼で洗浄、殺 ｬ 羽 川 ｾｪ 往後ブロワ Ｍｪ ，立ぴヒーターで乾燥される。

この 工 紅 は 、 ワ ゴ ン 1 fi  3 分 間 で 処 均 三 さ れ 、 述 絞 し て ワ ゴ ン を 洗 浄

で与きる。

6 )  J百 房 コ ン テ ナ ワ ゴ ン ス ト レ ー ジ 設11Hj ( 写真 - 6 )  

洗 浄 後 の 給 食 斤j コ ン テ ナ ワ ゴ ン を 一 時 ス ト レ ー ジ す る j.Q 1'，2 段 tJ .f-¥ 

の袋u 1 でワゴン 48' h料 品内できる 。 ( 1  1格JJJ.f v} 内 設 出 ) ワ ゴ ン 俗 納H与

は、 仁昔11に 24台絡車内し、 卜. 床を l二! i l - させ、下白11に 24f i 物 納 す る 。 ワ

ゴ ン 搬 IUII 与は、れl ' 釦スイ ッチ J栄作により 1'1 動的にド作品24 ti を 徹 HJ 後、

上床を下降させ、 |古l線 操 作に て 24 fi 搬 出 す る 。

3，特長

本搬送システムの特長は次のi I ! i りである

(1) シ ス テ ム 分 析 に 法 い て 立 案 し た 物 川』燃送t . li 曲I

(2)  近 代 的 立 体 位 築 に iA i した搬送システム

(3) 行 Ｉｊ 化 と伐採 ｩｦＨ 悦 の ｪｾｾ 送システム

(4)  移 し か え の 少 な い 適 正 生 産 を 円 ざ し た 供 給 ・竹 内 シ ス テ ム

(5) 計 l同信=旦II 搬 送 に 立 関I し た 徹 送 シ ス テ ム

(6)  将米の拡必を. J ; ' J，邑した搬送システム

(7)  ク リ ー ン 保 持 に 迎 し た 徹 送 y ステム

(8) 人と機械の剥手11 を，f ( んじた搬送 3111Hi

(9)  出並行、振動、 il ーこぼれの空襲し、搬送設flIIl.

(10) ラ イ ン か ら オ ー バ ー フ ロ ー し た コ ン テ ナ を 吸 収 ・lI 'f 政 で き る J鍛

送 設 備

(11) 待 H引" 1 - 1 ] の少なし汁鍛送システム

4，運営

物 品 、的 報 の 機 械 搬 送 を 効 率 よ く 円 滑 に 運 用 す る に は 、 一 定 の 徹 送

ス ケ ジ ュ ー ル の も と で 行 な わ な け れ ば な ら な い 。

搬 送の 主体 は 定 期 搬 送 ( セ ン ト 制 ) で あ る が、 臨 時 搬 送 が 必 要 に な
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図ー 1 大物織送段備概要
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写 真 - 4 中央監視室 褒ー 1 大物織送段備スケジュールヨ. .  王表( 一例 )

図- 3 大物搬送段備ステー ショ ン名称

写真 - 6 コンテナワゴ ンスト レージ段備 図- 2 コンテナワゴン( 物品用 ) 婆図

図- 5 片扉ステー ション

ることもある 。とくに、外来 ・救 急 関 係 の 搬 送 は 、 臨 時 徹 送 が 主 体 に

な る 可 能 性 が 大 き い 。 具体 的 な 織 送 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ に 当 っては 、

各 部 門 41): に 作 成 す る の で は な く 院 内 全 体 と し て の 総 合 的 凡 地 に た っ

て 物 品 毎 に 織 送 時 間 帯 を 区 切 る こ と が 必 要 で レ あ る 。 コ ン テ ナ ワ ゴ ン

の 洗 浄 . 1I'I 'l1; ; は、給食用については毎食事下勝行 、 又 物 品 用 は 定 期

的に 1T う。

むす び

ＭＧＱｾ システムの将 人にあた って 神戸 ､￮ の委託によ り 「 搬送システム設

計 委 以 会 」 を 52年 6 月 に 発 i止し実質 3 年 有 余 に パ リ 物111 . 動 線 . 0

0 ハ タ ー ン . i，lii 号区分等の ，JI，11i 、J般i詮システムのソフトウェア、 4幾

何ｻの選定、住築設計との，ｾｴＮ ｈｲｲ 等のスタディを行った 。 そのためメン

バ ー は di 当" ＩＢｊ 、大学の他、 ｦＩｾＢＡ い・干三 ｦｬｬ｜ 控築研究所、三去を豆工業からも

参 加 し た 。 わが国のィ' f . ; I ミの的院における機械化 ・rr 動 化 は 部 分 的 な

ものにどどまっているのがＺｊ，ｦｾえであり、上 ｩｬｩ のごとく物品の管理供

給 シ ス テ ム か ら 往 築 計 II"I ま で を 含 む ト ー タ ル シ ス テ ム と し て の 検 討

を椛た- ' 1 ' 栴 (I(J な 導 入 19りは い ま だ )jij 例 がないといってよい。

本設やiii が成功した袋区! をあえてやげるならば 、

1 .  ｩｬｬｾ た ，， Ｑ・ ｬ￬ｨｪ の段ｼ溶から ｊ 般送設，Ｂ・を織込んだこと。

2 .  Ｓ 年イ ｦ 余に ｉｉ って国内外の院内物流の ｾｾｍ 伐 ・ 解析と、系統だっ

た設，;1- 委 以 会 の 作 業。

3 . 運 用 に つ い て の 病 院側 の理解と協力。

4 . 運 営 ・維 持 に 対 す る 管 理 体 制lが 完 備 し て お り 、 日 常 の ト ラ ブ ル

を最 小 限 に とどめている。

以 上 述 べ た ご と く 、 当 病 院 で は 自 動 搬送 設備 の 導 入 に よ って 雑 務 か

ら解放 さ れ 、最 新 鋭 医 療 設 備 と と も に 高 度 か つ 密 度 の 濃 い 医 療 ・看

護 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。 な お 当 病 院 搬 送 シ ス テ ム の 運 営 維 持 に

つ い て 日々のスケ ジ ュ ー ル運 行 の 同 消化 管 理 作 業 は 勿 論 、 各 部 局 か

らの臨 時 、 及 び 定 期 搬送 ニ ー ズ の即 応 、 イ レ ギュ ラ 一 発 生 時 の パ ッ

ク ア ン プ 或 は 金 設 備 ラ イ ン 、 ワ ゴ ン の 日 常 保 守 点 検 管 理 、 ワ ゴ ン の

洗 浄 管 理 作 業 な ど 、 そ の 業 務 全 般 を 本 シ ス テ ム の 製 作 取 扱 い メーカ

ー で あ る 三 菱 重 工 業 側 直 系 会 社 の 重 工 環 境 サ ー ビ ス 株 式 会 社 が 神 戸

市 と の 述 営 、維 持 に 関 す る 委 託 契 約 に よ り そ の 裏 方 と し て 活 躍 し て

し、る 。

ー副主主季五襲撃子会社
神戸市兵庫区和田崎町 1 丁目 1 番 地 電 路日78- 67 ト 5061

< > 重工環境サービス株式会社

都市装置事業部

神戸市中央区磯辺通 4 丁目 2 - 2 6新芙蓉ピル 3 階電 話078- 252- 0 156

111  



病 院 で 活 躍 し て い る

テ レ チ ュ ー ブ

今病院では情報の伝達 Ｈ カルテ、処 ｦｮ 量、食事 室 長、その 他 伝 ｾ ｉｻ )  

材 料 搬送 ( 薬 品 、 小器 具) に テ レ チ ュ ー ブ が活 関 し て お り ま す。

テ レ チ ュ ー ブ は 気 送 管ーの商品名て‘ 物干上がベルギーのブルグキ土との

技 術 従 般 に よ る 製 品 で す。

極矧として ＶＳφ 、 ＹＰ 骨、 ＱＱ Ｐφ の三 ｈｩｾｮ です Ｈ表ー Ｑ )  

型式としては、 二 点 間 相互 述 給 用 と し て シ ン プ レ ックス 型、 三 点

問相互i ! l ! 絡用としてクオードリコード、 6 ステーショ ン 中央集配i ' J f

絡 用 と し て デ ス パン チ型、 6 0ステ ー シ ョ ン 迄 の 相 互 述 絡 用 と し て オ

ー ト マ チ ッ ク型 、 99ス テ ー シ ョ ン 迄 の 相 互 述 絡 用 と し て イ ン タ ー デ

ス パ ッチ 似 の 5 型 式 が あ り ま す 。 また 5 }¥'l :x:¥を l つ の シ ス テ ム と し

て 組 合 せ る 特 殊 タ イ プ も あ り ま す。

特長として従来の気送管と呉った手 ｉｊ ｬｾ を多くも っ ております 。

イ ) 気 送 官 を ユ ニ ッ ト化 し 組 合 せ て 設 世 で き 大 変 経 済 的 で す。

ロ) 配管は全て理泡:t 的な単管往復システムです。

ハ ) 従 来 の 気 送 管 に 較 べ て 設 置 ス ペ ー ス が比 較 的 少 な く 、 設 置 場 所

をii 昼ぴません 。

ニ ) オ ー ト マ チ ッ クは 5 0ステーショ ン迄 は 従 来 の よ う な 自 動 交 換 袋

訟 を 使 用 せ ず 安価 にステーショ ン間 の相 互 搬 送 が で き、 威 力 を

発事fl します。

ホＩオマトマチ ック は扉の ｉ ｾ 日 ｗ ［ ｊ がなく、会 ｩ 送 ｪ こをＧ ￬Ｍ ｩ ｾ Ｇ Ｑｉ 寺受・信できる竹

路{ (リ伐と型のステーシ ヨン で 自 動 待 機 n動 出 発 も 自 由 自 在 で す 。

. 各種の標準仕機( 表ー 1 )  

!!2 式 6 3 ψ  
90 o  110  o  

4 7 ~二 理) W X D X H  W X D X H  W X D X H  

ポ ｾＷ スＡＱＺＱス テーション 310 X 2 2 0 X430  400 X  220 X  540 510X250X610 

オートマチ ックステーンョン
551  X 213X 650  551X213X650 

チュ ープダイパータ ー
420 X  220 X  275 550 X  280 X  300 600X315X 315 

プローワボ ックス
800 X  450 X  750 800 X  450 X  750 900 X  550 X  755 

( 気送チ、収納箱、操作ノ マネ ル 等 を 組 み 込 む 場 合 に は 、 こ の 表 の

W 寸 法 が 拡 が り ま す。)

簡 易 型 シ ス テ ム の い く つ か を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 種 々 様 々 な

状 況 に 適 応 で き て 大 変 高 能 率 、 大 容 訟 の 送 受 信 シ ス テ ム が 可 能 に な

り ます 。 また簡易型システムの端末の ｾＱＺ は垂直、水平あるいは下か

ら ひ い て ア ー チ 型 ス テ ー シ ョ ン に も な り ま す。

オ ー ト ? チ ッ クステーシ ョン を 基 礎 と し て デ ス パッ チ 型 を 組 合 せ

た テ レ チ ュ ー ブ の 参 々 使 用 例

気 送 管 系 統 図

i 血L よ
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1  Ｉ カードスライダ Ｈ 処万笈、カルテ、伝 ｾ ｉｾｉｻ )  

そ の 他 病 院 で 使 用 さ れ る 搬 送機 に つ い て 次 の 機 穫 が あ り ま す。

2  ) 公 送 廿 ( テ レ チ ュ ー ブ同 機 処 方 造 、 カ ル テ 、 そ の他 伝 来 、 フ ィ

ルム、小宮器具)

3 )  V 型コ ンベヤ 一 、 ロー プ コ ン ベ ヤ ( 処 万 姿 、 カ ル テ 、 そ の他 伝

ｊ［ ｊｾ ｾ＠ )  

4  ) オー トリ ン ト ( 集 品 、 食 時 、 ゴ ミ 、 リ ネ ン 、 検 体 )

5  ) パ ー チベ ヤ ー ( 薬 品 、 リ ネ ン 、 ゴ ミ 、 検 体 )

6  ) ケ ー ス ハ ン ドリ ン グ シ ス テ ム ( カルテ、小器具占、フィルム、{ 云

ｾＺｻ費 ｊＨＩ

7  ) エア ート ロリー ( カルテ 、小器全共、フィルム、伝 l¥'{ lUi) 

8  ) ベルト リフタ ー ( 楽 品 )

。沙第一エ業株式会社

大 阪 支 l苫 干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東 京 都千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 l 号

電 言 舌 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1  ( 代表)



| バイオクリーン 1  

バイオクリーンルームシステム

バイオクリーンユニット

1. ラ ミ マ ッ ク シ ス テ ム

ラ ミ マ ッ クシステム ( L ami nar F l o w Modul es A i r  Condi t i on  

i ng Sy s t em) は、 クリーンルーム ・バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム ・精 密

空 調 シ ス テ ム の 幅 広 い 要 求 に そ っ て 開 発 さ れ た 機 器 ユ ニ ッ トと厳選

さ れ た 材 料 で 構 成 さ れ 、 高 度 の 施 工 技 術 で 関 係 各 位 の 要 望 に 応 え る

システムと して 下 記 の特 徴 を有 していま す 。

(1)  バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム へ の 清 浄 空 気 の 供 給 が 、 フィルターの目

詰 り 等 に よ っ て 変 動 す る 事 な く 一 定 風 盆 で 、 完 全 な 層 流 方 式 と な っ

て い ま す 。 外 気 ・循 環 空 気 ・バ イ パ ス 循 環 空 気 ・排気の各風髭がまE

風 iiE制 御 ユ ニ ッ トの有効な採用により 常 に 一 定 の 風 量 に 制 御 されて

います 。

(2) 保 守 管 理 が 容 易 で す 。 定 風llU制御ユ ニ y 卜の係用でレ手動でのダ

ンパー制 御が不安でレ、温温度1 I i lH卸も全自動運転制 御 と な って い ま す 。

(3) 紛粛運転て' す 。 適切な位自立に独自の消音ユニ ッ トを係用し、高

周 波 域 ・低 周 波 城 の 発 生 騒 音 を 効 率 よ く 消 音 し て い ま す 。

(4) バ イ オ ク リ ー ン エ ア シ ス テ ム だ け で な く 、 厳 選 さ れ た 材 料 で の

内 装 工 事 ( 壁 ・天 井 ・床) ・照明 ・コ ン セ ン ト 設 備 ・パス ボ ッ クス

. エ ア ー シ ャ ワ 一 等 の 附 属 機 器 ・防 災 器 具 そ の 他 ・内 装 に 思 設 さ れ

る 器 具 の 取 付 に 至 る ま で 一 括 し て の i':t 任 施 工 で の ぞ ん で い ま す 。

(5) 経済的です。ラミ' 7 ' ;1 クシステ ム は 、 経 験22お な 専 門 技 術 者

が 、 要 望 に そ っ て の 独 自 の シ ス テ ム 設 計 て ¥ 省 エ ネ ル ギ ー を 基 盤 に

ム ダ の な い 合 理 化 を モ γ ト ー に 取 組 ん で い る の で 、 設 備 費 そ し て 運

転 維 持 費 が 安 価 と な って い ま す 。

バイオクリーン手術室

一一脳 外 科 ・ 整 形 外 科一

a・f・. .)

ラミマ ック シ ス テ ム 一一一クラス 100弁Hfr-一一一

AfI VCUl  

ＱＺＦ ・ ｾニト

O' G 

0 "  

0 '  

- 凡例

le 号 名 称 備 考

A C  空気調和器

ファン ( F 1) 、加 il! 装置、加鼎コイル ( H C) 、冷却

コイ J レ( C . C )  

V C U I  

定 風量ユニ ット

O A定風量ニエニ y ト( V CU I) 、R A定量 ユニ y ト

V C U2  ( V C U2) 、ラフフィルター A F I ，70% ( A F I) 

A F 2  中性 能 フィルタ ーューッ ト N B Sao% 以上

F 2  ブース 9 ーフ ァン

V C U3  定 風量ユ y ト " イパ スR A 用

B C U  バ イオ ク リーン層流 ユニ y ト

H E PA フィル タ ( A F 3) 、D O P99. 97 % 以上 、内

蔵

C L V  

フィル ター付吹出口 非層流型、 H E PA フィル ター ( A F 3) 内蔵、D O P

(  ｾ ク リ ー ンベン ト Ｉ 99 . 97 %  

L A MI - V EN T  層流吹出口 H E PA フィルタ ( A F 3) 内蔵

V C U 4  定 風量ュー ット E .  A 用

E F  排 気 ファ y

R G  弧込グリル

O A.  G  外 気取入口 防虫鋼 、ラフフィ ルタ 付

2  ， ラ ミ ベ ン ト ( 層 流 吹 出 ユ ニ ッ ト )

ラ ミ ベ ン ト は 、垂 直 層 流 又 は 水 平 層 流 方 式 の ク リ ー ン ル ー ム あ る

いは所定のク リー ン ゾ ー ン に 、 消 浄 な 大 註 の 空 気 を 均 ー な 低 風 速 で

目 的 に 沿 っ て 送 り 込 む 様 に 設 計 さ れ て い ま す 。

( 1)  吹 出閉鎖が広〈 、 その 1吹出ノマネル全面に亘って 均 ー な 吹 出 風速

が 笑 現 し 、 作 業 台 周 辺 広 範 囲 の 清 浄化 に最 適 で 、 そ の効 果 が 著 し く

大 で す 。

(2) ラ ミ ベ ン ト の H E P A フ ィ ル タ ー の 空 気 入 口 側 に 空 気 調節弁を

内 蔵 し て い て 、 ユ ニ ッ トご と の 風 量 、 風 速 の 設 定 が 容 易 で 、 フ ィ ル

ターの出口悦IJ に は 独 自 の 空 気 拡 散 装 置 が あ り 、日欠出ノマネル全面に ri! i

浄 空 気 の 拡 散 を 均 一 に し 、 さらに 多孔吹出ノ マネ ル は 全 面 均 一 な 1吹出

風 速 を 達 成 す べ 〈 独 自 の 穿孔 面 積 に よ っ て 笑 現 し て い ま す 。

(3) 設置のための天井内スペースが紡少されます。 H E P A フ ィ ル

ター内蔵のラミベントの奥行( J 写さ) は各型番尖 3 5 5 mmであり、ダク

ト 接 続 口 は 側 面 と な っ て い ま す。 ま た 、 天 井 内 を エ ア ー チ ャンパー

と す る 場 合 も 、 各 ユ ニ ッ ト入口側に空気調節弁 を 内蔵 し て い る ため、

11欠出国からの奥行は 500- 600mmで町充分で、す 。

(4) H  E  P  A フ ィ ル タ ー の 取 替 が簡単 て す 。 ラミベン トの 空 気 調 節

弁を全日f - lに し て 装 世 内 の 汚 染 空 気 の 拡 散 や 逆 流 を 防 止 し 、 ユ ニ y ト

ご と に 取 替 作 業 が 可 能 で す 。 多孔 l吹出 ノマネル、空気拡散 装 置 な ど は

特殊蝶番て' 下方に閲〈構造となっているため、取替作業は容 易 で 取

柊 後 の 気 密 は 独 自 の構 造 で特 殊 ガ ス ケ ッ トで 完 全 に シ ー ル さ れ ま す 。

ラ ミ ベ ン ト 仕 機

型 書 噴 出 面 寸 措 酬 x ..  

P A T  F  - 1236 300 X  900 

P A T F - 1 248 30QX  1200 

P A T F - 1 260 30QX  1500 

P A T F ー 1272 30QX  1800 

P A  T  F  - 2436 600 x  900 

P A T F - 2448 600 X  1200 

2460 600 X  1500 

- 2472 600 X l 800 

P A T F - 3636  900 x  900 

P A T F - 3 648 90QX l 200  

P A I F - 3660 900 X ISOO  

- 3672 900 X  1800  

( i 主) 1.  P A TE ( 全アルミ) 、 P A T S F

( スチ J レ、要部ア J レミ)、

P A T S S F ( 全ステノレス)

も全て性能は共通です.

2 .  H E PA フィルタ ーなしの

P A T、P A T S. P A T S S型

も吹出寸法風量は本褒と同

ーです.

3  接続ダクトの風速は 7. 5 m 

S 以下にして 下 さい.

H E PA フ ィ J レ タ ー 寸 埠 帽 パ 串 ｊ レ歯 ‘ ＩＰＩ 且量 ｾ Ｏ Ｂ

150 X 62 5 X  150  188 - 90 

150 X 6 Z 5 X  150  250 - 122 

150 X 引 S X 150  3 15 - 152  

I SOX 引 5 X 150  378 - 184 

45QX 47 S X  150  378 - 182  

4S0 X 47S X  150  475 - 245 

450 X 475 X  150 590 - 305  

450 X 580 X  150 7 10 - 365  

45DX S80 X  150  525 - 270  

450 X 580 X  150  7 10 - 365  

650 X 500 X  150  880- 460 

6S0 X 600 X  150  1. 050 - 5 10 

認可、 ＧｉｦＱ 可環境王 ｚ ， ｚｊ 二 ｾｐＧ ' ; " ' 7" 株式室長栓

環 境 事 業 部

本 社 干 552 大 阪 市 港 区 市 岡 2 丁目 14番 5 号 T E  L  ( 06) 574 ー 7771- 6  

T  E  L  E  X  ( 5 2 5 ) 3 0 4 4  

東京支庖 干 ＱＷＰ 来京都ｾ砧区東池袋 Ｓ 丁目 Ｑ 番 Ｑ 号サンシャイン ＶＰ

郵便局紅型F箱 第 113 7号 T E  L ( 0 3 ) 9 8 6 - 8 8 01 ( 代 表 )
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| インテリア 目

I CU. CCUシステム

神戸市立中央市民病院 設置例

高 t農度集中治療を必要とする 1 C  Uや C C U室 では 、忠、者 のベ ッ ド

サ イ ド や 頭 部 壁 面 に 医 療 ガ ス 供 給 か ら 屯 気 、 通 信 、 照 明 の 機 株 及 び

ドクタ ー や ナ ー ス の 作 業 性 を 高 め る た め の レ ー ル シ ス テ ム や ノ 〈キュ

ー ム ス ト レ ー ジ を 組 込 ん だ 機 能 的 な 壁 面 シ ス テ ム が 設 置 さ れ ま す。

特に M E 機 器 な どの使用が多く 、安全面を充分考@ : して J忠者 や 作 業

者をミクロショ ッ ク、マ クロ ショ ッ クなどの'屯気 的 ト ラ ブ ル か ら 保

護するため、使用ｾ気機器聞の電位差を Ｕｭｶ 以下におさえる、等屯

位接地パーと非接地自己線方式のアイソレーショントランスを組み込

ん で い ま す 。一 般 的 に は 標 準 3 面 又 は 1 面 の 壁 式 と 窓 下 タ イ プ が 普

及 し て い ま す が 、 こ の た び 神 戸 市 立 中 央 市 民 病 院 で は ま ったく新し

い し 型 自 立 カ ウ ン タ ー タ イ プ と 柱 状 コ ラ ム 型 が 設 置 さ れ ま し た の で、

そ の 概 要 を 紹 介 い た し ま す。

L 型 自 立 カ ウ ン タ ー タ イ プ

広 い 空 間 ス ペ ー ス を 擁 す る 平 面 の 中 央 部 に あ る 柱 を 囲 み 、 6 而 伎 を

設 け 、 内 部 に 天 井 か ら の ダ ク ト ス ペ ー ス 、 医 療 ガ ス 配 管 、 配 線 を 集

中 し て 行 い ま す。 柱 の 各 面 に ユ ニ ッ トNo を明示し、柱の中心、に顕官11

を 向 け 放 射 状 に ベ ッ ドを設置します。 L 型 自 立 ユ ニ ッ トは 各 ベ ッ ド

の 頭 部 と 柱 に 間 隔 を お い て 設 置 さ れ ま す が 、 患 者 の ベ ッ ド右側IJ にお

か れ た ユ ニ ッ トの表面と左側IJ ユ ニ ッ トの 裏 面 が 機 能 し ま す 。

L 型 S 床 平 面 図

特 長

1.  6 床単位で与放射状に 1 ヶ 所 に 集 中 す る こ と に よ り 石a 視 を 容 易 に

し、患者の頭部に機能が集中して作業者のまr); 線 を 最 短 に 保 ち ま す 。

2  . 放 射 状 に 配 置 さ れ た ベ ッ ド足音11の 床 面 積 が 広 〈 、 大 恒 治 療 機 器t

の 設 置 が 可 能 で す 。 ま た 随 時 に ベ ッ ドを足もと方向へ後退 させ る こ

とによ り頭 部 で の 作 業 ス ペ ー ス を 拡 大 し ま す 。

3  . ユ ニ ッ ト上部の カ ウ ン タ 一 面 は 広 い 平 面 ス ペ ー ス を も ち M E 機

器 、 人 工 呼l汲骨量あるいは将来設置予定の機総の塔 i 怖が可能です。

4  . 柱 の 周 囲 床 面 を 一段 高 く し て 忽 者 頭 部 の 高 い 位 世 か ら の お 視 を

容 易 に し 、床下配線、自己Pbl ・によ り各ユ ニ ントへ の 接 続 を 行 い ま す 。

5  . 隣 接ベ ッ ド相互間に各ユニ ントがあり、必、者相互の視線を遮断

し て プ ラ イ パ シ ー を 略 立 し て い ま す 。

6.  L 型 ユ ニ ッ トの 120 J交 の 角 度 は 作 業 者 の 枕 似 を 忠 者 の 方 向 に 保

った 状 態 での 機 能操 作 を 容 易 に し ま す。
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L 型 自 立 カ ウ ン タ ー デ イ プ

コ ラ ム タ イ プ ( 柱 状 ユ ニ ッ ト)

C C Uなどイ問主 に 於 て込t‘ 者頭部壁面から間隔をおき、 ベッ ドに対し

て 斜 め の角度をも って 設 置 さ れ る 柱 状 のユ ニ ッ トです 。 天 )1ーか ら床

面 ま で 阪 ら れ た さを!日! の位 4 1師に機能が集中するため、作業者のj J i ) ; 紛

が 紋短 距離にあり、忠、者をVIT視 し な が ら 合 理 的 な 作 業 が で きま す 。

特 長

1. 従 来 の 壁 而 !11 と 巣 な り 、 機 能 部 分 が 柱 状 に 集 中 し て 設 i丘され、

配線配管も 天井吉11から 1 ヶ所で弘行 わ れ る の で 保 守 点 検 が 容 易 で す。

2  . コラム設置 の斜 め 角 度 は 正 面 及 び 背 面 の 記 録 台 に 向 つて の 作 業

者 が 忠 者 を 視 線 内 で と ら え な が ら 機 能 の 操 作 を 容 易 に し ま す。

3  . コ ラ ム に 集 中 さ れ た 機 能 を 補 う た め 背 面 に キ ャス タ ー 付 ワ ゴ ン

を収納し 、状 況 に 応 じ て 適宣 な 位 置 に 移 動 さ せ て 使 用 し ま す。

目町下町l ユ二
本社医療'I¥:¥' ，部 北九州市小台北 ｉ ｾｩｾ￬ 本 Ｑ - 13- 20 f t (093)S61- 4431  

*  訊 J< 社 点，;( r.l 1f一代1111互批判1111 1 1O- 6( 幸保有1ニ ピル ) 含 (03) 851 1321  

k 阪 五 社 ).:阪"i ，u 区何物匝T 5  - 5  ( 束。距ピル ) 宮 (06) 282 1351  

九 州 立 祉 制| 崎市内多区博多駅前2- 2- 1( 悩問センターヒル ) 含 (092)44 1 1341 

広 山 : H ｾｬ＼所 広品市 中 I>{';; 町 4 - 1  ( :i i aT小川ピル ) 宮 ( 0822)判 1181

f[ li fi 出 11< 所 fdlfi ， ｨｾｴ 目町＼Ｑ Ｑ 昨 Ｒ 号 Ｈ 北目 町 ピル Ｉ 宮 ( 0222 )66 5175 



病院用ユニットパスルーム

近 年 、 医 学 の め ざ ま し い 進 歩 を 背 景 に 、 病 院 建 築 の 水 準 も 急 速 に 高

く な っ て き て い ま す 。 こ う し た 進 歩 に 歩 調 を 合 わ せ 、 間 仕 切 や 建 築

設 備 な ど の 面 で も 、 も っ と フ レ キ シ プ ル に 考 え よ う と す る 新 し い 動

き が 出 て き ま し た 。 建 築 壁 の 軽 量 化 、衛 生 設 備 の ユ ニ ッ ト 化 も そ の

現 わ れ と 言 え ま す 。 さ ら に 今 ま で 特 に 遅 れ て い る と さ れ た 病 室 に お

い て も 、 患 者 の 居 住 性 や 快 適 性 を 高 め る 配 慮 が 必 要 と な っ て 来 ま し

た 。 そ こ で T O T Oは 、 こ う し た 病 院 建 築 の 進 歩 及 び 患 者 の 居 住 空

間 を 配 慮 し た 病 院 用 ユ ニ ッ ト パ ス ル ー ム を こ の た び 発 売 す る こ と に

い た し ま し た 。 特 別 室 、 一 般 個 室 な ど に ぜ ひ ご 採 用 く だ さ い 。

特 長

・忽 者 の 安 全 性 を 考 慮 し 、 浴 槽 、 便 器 ま わ り な ど に 手 す り を 設 け て

います。

・床仕上はノンスリップ処理( 波板貼り) を施しています。 ( J C  P  

0812は 除 < )  

・患 者 に 万ーのことがあった場合を配慮、してドアは外開き、 ドアロ

ックは空事定にしています。

・ ドアの沓抱高は一般のユニ ッ トパスルームより低くしています 。

・ シ ャ ワ パ ス 金 具 は シ ン グ ル レ バ ー タ イ プ 、 洗 面 器 の 水 径 は レ バ ー

式グースネック混合栓ですので使いやすくなっています。

・便 器 は tlii 水 、 消 音 形 で す 。 ( E R  P  1620は 除 < )  

・7 ー プ ラ イ ト カ ウ ン タ ー の 色 は ラ イ ト グ リ ー ン に し 、 部 屋 を 落 ち

荒いた感じにまとめています。

・ナースコール用の取イ寸穴を設けています。

注 : ・病院用ユニットパスルームは受注生産品です。

・病 院 用 ユ ニ ッ ト パ ス ル ー ム は 、 図 面 通 り 及 び そ の 逆 勝 手 ( E  

R P タイプ) 、又はドア逆勝手 ( J C  P 、 J S  P タイプ) のみ

とします。 ( E R  P タ イ プ の 短 辺 入 口 及 び J C  P 、 J S  P タ

イプの長辺入口はできませんので特にご注意ください。)

・ナ ー ス コ ー ル 用 の 取 付 穴 は 機 種 ・取付方法などにより異なり

ますので、形状をご指示ください。

. E RP1 6 2 0  

天井

- 仕機

壁

床

ドア

ドア枠

シャワパス金具・浴漕

洗面器

便 穏

カウンター

シャワパネル

照明器具

T Oニューノマネル

T Oニューノ ぞネル

F R P  i，皮キ反目占り

化粧板フラ ッシュ ロック空錠

アルミアルマイト処理 ( 付枠別途 )

露出形シングルレバーTF 135CGVl F R P  PU70F R.  F L  

陶器L507R 浪合水位T L105AG

陶器CU459 ロータンク SU528 ・D 便座・ TC272Z

? ーブライト MU200RKA .  L K  A#5 9 ・7 ーブライト

MU202AT  1  #54 

防 ｩｾｾ 型白熱灯 ＶＰｗ ( 半球担グロープ)

( 器具とジョイントポ y クス附の配線付 )

ジョイントボ ッ?ス エコノミージョイント WJ 3107相等品 ( ジョイントポ

カーテン

ダブルフ ック

石けん受

タオル掛

タオル棚

紙巻器

鏡

化粧繊

手すり

ナースコール

換気口

給水管

給湯管

雑排水トラップ

排便接続管

ックスまでの配線及びジョイントボ ックス内結線別途)

温ビシート

主主鍛クロームメ ッキT S1l 8 WS

点鎗クロームメ ッキT US 6  S  

A 鎗クロームメ y キT US1l 3P2 S  e  =500 

点鎗クロームメ ッキT US 1l 7 P 1  S  e  =500 

ステンレス T US1l 6 RS

1，194 wX660"  

マープライト MU201R 非54

ステンレスT 110SAV78 ( 2 本) e=1000 Tl l 0 S AV80 

V79L字形

取付穴のみ U B工事

風量調聖霊式 120世 ( 接続別途 )

鋼管ソルダーエンド止め22. 23ψ (接続別途)

鋼管ソルダーエ ン ド止め22. 23世 ( 接続別途)

鋳 鉄 封 水 深50被統部P T 2 ( 接続別途 )

石綿被援塩ピ管接口 75' (接続別途 )

I  

• J 5P0812 

天井

壁

床

ドア

ドア枠

シャワ金具

照明録具

ERP1620 

- 仕様

T Oニューノ マネル

T Oニューノ マネル

F R P  i l H反日占り

化粧板フラ γ シュ ロ y ク空錠

アルミアルマイト処理( 仲枠別途)

露出形シングルレバー TF135C G  

防ta型白熱灯60W( 樹脂製グロープ) ( 器具とジョイント

ボ ックス| 切の配線付)

ジョイントボックス エコノミージョイント WJ 3107相等品( ジョイン

タオル掛

手すり

換気口

給水エルボ

給湯エルポ

雑排水トラップ

トボ ックスまでの酉己線及びジョイント ポ y クス

内給料t別途)

ステンレス 1316 e  =380 

ステンレスT 1l 0SAV79 L 字型T 110 SAV80 L 字形

J i 1. 盆調整式1∞世( 接続別途)

ｾｦ 鋼量得物製 接続昔日P T) 1

背 銅 鋳 物 製 接 続 部P T) 1

鋳 鉄 封 水 深50接続部P T 2 ( 接続別途)

T OT O東陶機器株式会社

・ 大 阪 支 社 干530 大阪市北区曽根崎上 2 - 3 - 7 侮新第一生命ピル

東館 T  E  L  06- 365 - 0504 

・ シ ョ ー ル ー ム 営業 時 間 月 ~ 土 9 :  30- 17 :  30 休館日 日曜・祭日
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医 療 施 設 に お け る

カ ー ペ ッ ト 床

まえカずき

医 療 施 設 と カ ー ペ ッ ト の 関 わ り に つ い て は 、 欧 米 に お い て 、 そ の 接

点が見出される。

と く に 米 国 て ¥ 医 療 用 カ ー ペ ッ トが急速に発達したのに併行して、

病 院 そ の も の の 目 覚 し い 進 歩 発 展 も そ の リ ー ダ ー シ ン プ を 米 国 が と

った。

一方、わが国においては病院用カーペットの歴史はほとんどなく、

約 10年 以 前 か ら 差 額 ベ ッ ド の 病 棟 の ご く 一 部 に ニ 一 ド ル パ ン チ カ ー

ペ ッ ト が 採 用 さ れ て い た 程 度 に 過 ぎ な か っ た が 、 ょ う や く わ が 国 で

も新しい病院のカーペット床普及の兆しが見えてきて、今後、念、迷

に普及するものと思われる。

そこで病院の床をカーペット床にした場合の効用をみてみよう。

1 . 騒 音 防 止 効 果

カー刊 γ ト床にすることで段大20%ま で 騒 音 レ ベ ル を 下 げ る こ と が

できる 。 i移 か な 環 境 は 、 患 者 に 対 す る 心 理 的 、 生 理 的 な さ ま ざ ま な

効用が期待できる。

2 . 安 全 性

歩 行 で き る 忠 者 に 対 し て 、 つ ま ず く 、 す べ る な ど に よ る 転 倒 を 防

止 す る こ と が で き る 。

3. 美 し い イ ン テ リア 効 果

美しい 、 カラフルな床をベースとしたインテリアデザインは、忠、

者 に 対 し て 心 理 的 、 生 理 的 に さ ま ざ ま な 効 採 が 期 待 てo きる。

4 . 快 適 な 居 住 性

住 居 に お い て は カ ー ペ ッ ト が 一 般 化 し て い る が 、 い ろ い ろ な 効 呆

を総合してア ッ ト ホ ー ム な 快 適 な 居 住 性 を 忠 者 に 提 供 す る こ と が

可能でーある。

5 .  1;1岐 術 生 上 の 効 果

イ. 浮 遊 粉 塵 量 の 減 少

ロ 'f '高下納11翁の減少

ハ . 消 掃 に 水 を 使 用 し な い こ と か ら 、 衛 生 害 虫 対 策 上 の メ リ ッ ト 。

以 上 の 結 来 、 院 内 感 染 防 止 の 有 力 な 対 策 のーっとなりうる。

6 . 外 部 か ら 持 ち 込 ま れ る 土 砂 態 挨 の 拡 散 防 止 効 来

外 部 か ら 靴 底 な ど に 付 着 し て 持 ち 込 ま れ る 土 砂 盛 挨 は 、 カ ー ペ ッ

ト床のプラ γ シ ン グ 機 能 、 保 有 機 能 に よ り 、 院 内 に 広 範 囲 に 拡 散

されることが防止される 。

7 .  h号制作業の労働時間短紛

こ の こ と は 、 清 掃 貝 の 削 減 ・ 治 帰 賀 の 削 減 に も つ な が る 。

8. エ ネ ル ギ 一 、 水 の 使 用 品 節 減

Ｙ Ｎ 病原納 ｉ Ｎ ｾ 白ーの空気中への飛散を防ぐ

I血液や l股などの病源細菌を含む 汚 物 が 床 面 に 務 下 し た 場 合 、 プ ラ

スチ ック 床 の 場 合 は 乾 燥 し て 空 気 中 に 飛 散 し て 、 院 内 感 染 の 原 因

と な る お そ れ が あ る が 、 カ ー ペ ッ ト床の場合は、パイルにトラ ッ

プされ空気中への飛散が防止できる。

10. 医 療 従 事 者 の 疲 労 の 減 少

11. ガラスなと・の器物の破tn率 の 減 少

カ ー ペ ッ ト床のク ッシ ョ ン 性 に よ り 、 そ の 破 損 率 を 著 し く 低 下 さ

せ る 。

カ ー ペ ッ ト 床 の 正 し い 普 及 を 考 え る

医 療 施 設 の 床 の カ ー ペ ッ ト 化 は 、 そ の 医 療 施 設 の 本 来 の 目 的 で あ る

! J . ¥者の治療上、有形無形の数多くのメリ ッ トを考えると、今後ます

ま す 普 及 し て い く に 違 い な い 。

ただ、ひとくちにカーペットといっても、その使用目的によって、
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千 差 万 別 で あ り 、 医 療 施 設 の カ ー ペ γ ト床を成功させるためには、

場 所 に 適 し た 製 品 の 仕 様 の 選 択 が 必 要。

ｾｉｊ えは了

- 合成繊維のパイルがナイロンであること。

- パ イ ル 目 付 1 kg/ m'以上。

- テーパーテスト 2 kg 5 荷 量20. 000回 以 上。

・静 電 気 の 人 体 帯 電 圧 1 . 0KV以 下20' C20%RH。

. ノマイルになんらかの Medi cal Tr eat ment がほどこされていること 。

・適切な施工方法( ダイレクトグルーダウンまたはフリーレイなど )。

・適切なi i ' f 婦メンテナンスの仕様( 消掃メンテナンス会社のT O Pか

らB OT T O Mまで、カーペットメンテナンスの正しいあり方に、つ

いて研究が浸透していること 。 また、使用者サイドにおいても、

一 定 以 上 の メ ン テ ナ ン ス 仕 嫌 が 採 用 で き る こ と )

な ど の 選 択 が 重 要 な ポ イ ン ト と な る 。

こ れ ら の 選 択 が 適 切 で あ れ ば 、 カ ー ペ ッ ト 床 は 、 忠 者 に 対 し 、 ま た

医 療 従 事 者 に 対 し 、 物 理 的 、 生 理 的 、 心 理 的 に 数 多 く の 効 果 を も た

ら し 、 年 に 数 え る ほ ど し か 使 用 し な い 大 型 近 代 医 療 設 備 や 医 療 機 械

よ り も 、 よ ほ ど 経 済 的 、 実 質 的 な 近 代 設 備 の ひ と つ に な る と 考 え て

よいのではないかと思われる 。

カ ー ペ ッ トは、た んなる装飾品やぜいたく品でなく、近代医療を支え

る 重 要 な 設 備 の ひ と つ で あ る と い う 新 し い 認 識 と 怠 識 の 切 換 え が 徐

々 に 浸 透 し て い く と 思 う が 、 そ の 普 及 の 過 程 で 、 た ん に カ ー ペ y ト

さえ敷けば良いというような安易な採用は、逆に忠者や医療従 ｾ ｦ，Ｎ者

に 有 形 無 形 の マ イ ナ ス を 与 え る 場 合 も 充 分 あ り う る と い う こ と を 考

慮 し て 、 そ の 正 し い 普 及 の あ り 方 に 関 係 者 の 慎 重 で 地 道 な 、 た え ま

ない努力の桁み丞ねが必要と思われる 。

なお、医療施設の新築、地築、改善査などのプランがございましたら、

医 療 用 カ ー ペ ッ ト に 関 す る 詳 し い 資 料 を 盟 包 に 取 り 揃 え て お り ま す

の で、 下 記 に お 問 い 合 せ 下 さ い 。

神戸市立中央市民病院には、アントロンナイロンカー ベッ トが敷き こまれ

ています。

令 三 井 物 産 株 式 会 社

東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁目 2 番 1号 干100

素材は 合 的 ー 285- 6284

アント ロン

2部インテリア寝装室フロアリンググループ



神戸新中央市民病院 無菌手術宏 設計監理 ・神戸市住宅局営緒音1) ，伊藤喜三郎建築研究所 施工 ・大林組J V

MI Cオベ/ ' ¥ネル は ・・ ・・・

E 鉛 メ ッ キ 付の高級化粧 鋼 板

1 5 %厚 の 石 膏 ボ ー ド 裏 打

の高品質パネルです。

このほか医療施設向 のパーティション、 X 線

防護パネルなど多くの実績とノウハウをもっ

ています。

お問い合わせをお待ちしております。

販 売

日 高 麗 霊 属 蹴 古 宮 祖

建材事業部 干 104- 91 東京都中央区銀座7- 3- 5( 日軽 ビル) TEL03(574) 3620 

日 韓 三 田 ヨ 蹴 貧 富 紅

千 104 東京都中失区銀座 7 ー 13- 8( 第 2 丸高ビル 8F) T Eし03( 542)8581 - 4  

大阪営業所 〒541 大阪市京区，' ，: ，I111l f. F，5ー 1( 大阪興銀ピル) ｾ＠ 06( 222) 3691 

仙台営業所 〒980 仙台市 '1' .Jlと4- 10 3  ( 住友生命仙台ピル) ｾ ＰＲＲＲＨＶＲＩＲＵＲＵ＠

福岡営業所 干810 福岡市' 1 ' 央| え天神 1- 13 - 2( 興銀ヒツレ) ｾ ＰＹＲＨＷＱＴＩＳＲＵＷ＠
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医療の向上に奉仕する 1(1) 木 村 寝 台 工 業 株 式 会 社

パラマウントベッドは総合的な視野から，快適な病室，近代的な病院づくりをめざして，数多くの商昂

を製作しています。文，治療，看護の能率化を促進するために，ドクター・ナースの要望にこたえられ

るベッドをつくる一一つねに明確な目的意識を持って技術開発をすすめています。

K A - 6 8 0  3ークランクハィローベッド

特 f堅

・背あげ，膝あげ，ハイローはすべてハンドル爆作

・クランクハンドルは高い位置にあり腰をまげずに操作できます

・使用し怠い時のハンドルは折りたため安全です

・ワンタッチ式の大型サイドレール付

・西独軍慰引 25 テンテキャスター付

K A- 8 8 8  I  C Uベッド

特 畏

・ 背あげ，膝あげ ｉ ｾ ハンドル操作

・レH ー爆作でトレンデレンパーク . ' J Hーストレンテレンパーク，ハィロ

ーガできます

・胸部の× 線銀影ができます

・サイドレールはヨコルミ製で軽く強度的にもすぐれています

・酸素ボンベ，ガートル俸ガ使用できます

・西惣製 世150 トータルロックテンテキャスター付

K A- 4 8 5  2ークランクハィローベッド

特 畏

・背あげ，膝あげはハンドル操作

・床高の調節はヘッド，フット価をもちあげるだけで簡単 lこできます

・トレンデレンパーク，リバーストレンデレンパーク等のポジションガ簡単

| こできます

・西独製 o75テンテキャスター付

KB- 4 2 1  小児ベッド

特 f蔓

- 筒あげはハンドル演作

Ｍ 御使用時 ｉｾ 高くおろしだ時より低く怠る理想的怠櫛です

・備はヨフルミ製で軽くナースに負担をかけません

・掛は必要に応じ 3 段階lこてi とまります

みZまさまにご満足していただけるよう各地の支庖 ・営業所lこショールームを設けてあります。

本 社 干 136 東京都江東区東砂 2 丁目 14番 5 号 s ( 03)648- 1  1  1  1  本 郷 営 業 所 〒 113 東京都文京区湯島 2 丁目 4 番 8 号 s ( 03) 815- 331 1  

大 阪 支 庖 〒550 大阪市西区土佐堀 2 丁目 3 番 33号 室主( 06) 443- 8 791 鹿児島営業所 〒892 鹿児島市川上町 2 7  5  0 番 地 10号 s (0992)44- 3811

九 州 支 后 干81 卜02 福岡市東区上和白字長畑 915番| 号 室宝 ( 092) 606暢 3561 パラマウント仙台 〒982 仙 台 市 長 町 6 丁目 4 番 48 号 s (0222) 47- 3155

名古屋支庖 〒454 名古屋市中川区玉船町3丁目 l番2号 s ( 052)66ト3111 パラマウント札幌 〒060 札幌市中央区南 2 条西 13- 318-1 1号 s ( 011 )27 卜 1181

広 島 支 底 干733 広島市西区横川町 3 丁目 8 番 5 号 s ( 082)293- 1311

旬PARAMOUNT BED 
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ｋｏｋｕｾ 。

高遮音移動間仕切りが創るスベシャリティ・スペース

スペース・プランニングの最先端をゆく“ 移動する壁"

コクヨ・ノTリウオール。目的に応じて、スピーテヨに仕切る

ことができ、とくにそのスムーズな移動性と隣りの様子

が全く気にならない高い遮音性が特長ですユ もちろ

ん連結性、安全性にも優れており、操作も簡単で確

実 に行なえますユ 時代が求める多様で高度な要求を

満たした高遮 音 移動間仕切り、コクヨ ・ ｊｾｬＩ ウオール 。

ホテルの宴会場や会議室、学校や公共の施設、

オフィスのスペース活用など、様ざまな空間でその真価

を発揮します二

バリウォ- ) レ

コヲヨ椋京会祉

本社・大阪統括本部

邸j / 大阪市東成区大今里南6丁目 l 需l号 ft ( 06) 9UH221( 大代蛮)

東京税指本部・ショールーム

@ 聞 東 京帰港区港南 l 丁 目 骨35号 世 (03)4持 5111 ( 大代珪)

宜底 / 仙台・関東名古届・ 京市・中四国 九州



' 棋連な環埠づくDにN

スワンメディカルシステム

近 年 の 酬 は 、 そ の 進 歩4こ目をみはるものがあります。 "1'醤EJ

僚 Ｑ 人 ｬ 容はい っそう専 門化剖 ｉ 州民ｴｌ｟それに抗・ って国 ｦ，ｾＡｻＮ 曙

や ｍｅ 機様、 ｊ 削指令Ｚも年身尚度 化 が進んでおり、特に手申 ｦｱｾ 主にお

いては、出稼! で安全な嘉誠空I l Hを作り出発力がなされており ほ村手、

手術室の新築および改装に対応する総合的プランを提供します二

患者さん快く

- E童書置t:". : : j ' - " j ｾＧＯ￀ｔ ｢Ｎ＠

すっきりストック

ｾ ……で考える
美和 ti 療電機株式令社
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すっきDストックを傭えIま

・病室が快適な生活空間に

・病室に便利さとインテリア感覚をプラス

・病室のスペースを合理化

・病室が清潔・安全な治療空間に

・低価格で、病室をグレードアッフ

すっきりストックなら

数えあげてみれば、入院生活に入用な物は、全〈多種多様…

にもかかわらず、ベ y ドサイドの収納庫といえば夙E頭 台 が一吉、

というのがふつうでした。

その結来、衣類はｾに、ハキ物はベッドの下に、民ミ ￭ｩｲｴ 台のテーブ

ノレは、小物が山積み、といった新政者と落ちつかない風景が出来上

ってしまいます。

きて、同じ必者ーさんの身の回り品でも〈すっきりストック〉に納め

れ ば 一。いかカずですか、その魅力はひと目でおわかりいただけ

ますね。

日 本 社 ・工場 名 古 屋 市 中 区 千 代 田 5 丁 目 5 番 15号 口 名 古 屋 営 襲 所 名 古 屋 市 中 区 千 代 田 5 丁目 5 番 15号

干 460 T E L  ( 052) 261- 3484附 干 460 T Eし ( 052) 261- 348Hf唱

口 東 京 支 広 東 京 都 文 京 区 湯 島 2 丁 目 2 番 4 号 口 九 州 営 難 所 福 岡 市 中 央 区 薬 院 3 丁 目 11 番 39号

2  〒11臼3 T E L  (ω03お) 8創l凶4一1巧58引 附 〒8引l叩o T E L  (ω09幻2)河52μ4-349引1 ' 3到49位

口 大 阪 営 業 所 大 阪 市 天 主 寺 区 右 ケ 辻 8 番 8 号 口 f仙 山 台 営 業 所 仙 台 市 新 寺 小 路 2 番 地 の 1

( 幸和第 2 ビJ レ) 干980 T E L  ( 0222) 95- 8848 ・8850

干543 T E  L  (06) 772- 8838 ・8839 口 札 幌 営 業 所 札 幌 市 中 央 区 南 + 一 条 西9丁目 737- 3

干061 T E L  (011)  531- 1380 



に

代

っ

て

院

内

を

ス

ヒ

ム

寄

に

搬

送

。

入手不足にもかかわらず、ますます繁 雑化

する院内 の搬送業務

テレ リフトならワンタ ッチ操作で 、カルテ

や薬品などの小物類を 目的地 まで 自動 的

に搬送します。繁雑な搬送業務を人手 に

代って、スピーディで確実に処 理し、省 力

化はもちろん 、理想的な管理体制をつくり

ますh院内の合理化、近代化は、テレリ フト

でお考えくださし、。

企 神戸市新中央市民病院殿納入のテレリフト

- 病院内の主な搬送物

カルテ、X 線フィルム、 '1'央材料 、検体 、l血液、

薬品、伝菜、 占矧、郵便物、そ の他

予bリヨトジヌテh

I  

，ｾｾｾ …附西淀 ｊｉｉｉｒ Ｑ￣ｬｬｾＮＡｪｉ， Ｓ Ｍ Ｒ Ｍ ＱＱ 町… Ｈ陥… ω
ｾ＠ . ， . . 東京= 東京都品川区函五反問田2会-1悶9- 3 ⑤劃 副1同41 (ω03羽) 49ω2剖 6引1(代)

.  ｾ＠ ・静 岡 = (0542) 54剖 51 (代) ・名古屋= (0568) 72-3181 (代)

・・・・v ・広 島 = (082)  822-4621 (代) ・九 州 = (092) 473-6681 (代)

メξ 義喜移I . : : : I 二本朱王定委主主土・ 札幌 ・東北 ・新潟 ・北関東 ・埼玉・北陸 ・三重 ・豊田
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ケースベフフ 4 カルテ搬送砂工アーシユータ- Q型( 角型)

カルテ X 線フィルムを丸めず搬送できます。 カルテ、 X 線フィルムを丸めずスピード搬送できます。

最近の実績

国立大阪病院

国立京都病院

国立循環器病センター

愛亡会高槻病院

千舟病院

箕面市民病院

伊丹市立病院

J¥ーチカルコンベア 4 物品搬送

15kg以下の重量でトレイに納まるものならなんでも送れる、いわ

ば院内のトラック定時搬送もらくらし

1f t 近の実績

国立大阪病院

国立循環器病センター

伊丹市立病院

日生病院

箕面市民病院

ベルランド病院

高知医大病院

最近の実績

川鉄水島病院

済企会京都府病院

天理よろず相談所

工戸ーシユータ- S( 丸型)

物 持 の 伝 票 搬 送 に 側 、 伝 票 搬 送 の 企

加え 伝票搬送

最近の実績

高知医大病院

箕面市民病院

日生病院

国立大阪病院

関西医大洛西病院

滋賀県立成人病センター

伊丹市立病院

香川医大

その他50件

起 動 日 本 刀 ー シ ユ ー タ ー 株 式 会 社

本 社 営 業 部/ 東京都中央区銀座 7 ー 14- 16 ⑤ 04 fi ( 03) 542- 0180(! 也 名古屋営業所 公 ( 052) 251ー 1678刊 九 州 営 業 所 まま( 092) 431- 5166間

宮 ( 0222) 23 - 3590 

f i ( 0878) 62- 1851附

包 (0423)75- 8711附

大 阪 支 広/ 大阪市北区天神橋 1 - 14- 8 ⑥ 530 f i ( 06) 352- 4981附 札 幌 出 張 所 f i (01l )221- 2243 仙 台 出 張 所

広 島 出 張 所 合 ( 0822) 43- 3641 高 松 出 張 所

八 幡 出 張 所 合( 093)681- 8666({り 多 摩 工 場
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=zzE5 ｾ＠ 搬 送 〉〆 ス ' 7  ム

. メールボーイ
2 階ナース

メ ー ル ボ ー イ 系 統 図

大 型 鍛 送 ボ ッ ク ス 標 準 型 搬 送 ボ ッ ク ス

特長

1 . カ ル テ 、 レ ン ト ゲ ン フ ィ ル ム が 丸 め ず に 述 べ ま す の で 、 搬 送 物 を 傷 め ま せ ん 。

2 . ど の ス テ ー シ ョ ン か ら で も 待 た ず に 同 時 に 、 し か も 述 統 で 送 れ ま す 。

標準イ士機

1  . 襟 線 型 搬 送 ボ ッ ク ス ( 縦 送 物 内 容 物 ) B  4 半IJ 厚 2 3 % け1 2 5 9 % 長 3 7 0明 重 さ 7 0 0 g 迄

2 . 大 型 搬 送 ボ ッ ク ス ( 搬 送 物 内 容 物) レ ン トゲ ン フ ィ ル ム 半 切 厚 3 0明 巾4 3 5 % 長 3 7 5 % 重 さ 3 k g迄

3 . ス テ ー シ ョ ン 磁 石 位 訟 に よ る 自 動 選 定 方 式 3 6 ヶ所

. 気 送 管 装 置

特長

1  . あらゆるステーションをブロワーによりスピーディーに. i i l l 給する方式です。

2 . 括性送業務の多いシステムにはコンビ ュ ー タ ー の 導 入 に よ る 完 全 自 動 運 転 で 操 作 も 簡 単 で す 。

標準仕様

噌9 "

管内径( %世) 有効内径( 明，it) 有効長 ( %L ) 搬送箆量 ( g) 曲部半径 ( %R)

57 35 180 150 600 

75 52 250 400 800 

64 210 

85 400 800 

60 310 

113 85 370 1000 1000 

. ベ ル ト コ ン ベ ヤ ー シ ス テ ム

事 ポ = ， 椋 或 曾 祖

特 定 の 搬 送 用 ケ ー ス を 使 用 し ま せ ん の で 頻 度 ・ 主 要 お得 意 機名

の高い搬送に向いています。

( 例 : 病 院 に お け る 会 計 → 薬 局 へ の 伝 票 )

病 院 香 川 労 災 病 院 ・ 関 西 労 災 病 院 ・ 山 口 労 災 病 本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 1- 4- 2 f t ( 03)  4 0 9 - 3  I  3  I  ( 大代)

院 ・ 燕 労 災 病 院 ・ 神 戸 労 災 病 院 ・ 電 q 公 社 福 井 健 〈営業所〉

健 管 理 所 ・ 滋 賀 県 立 成 人 セ ン タ ー ・ 新 潟 県 立 新 発 札 幌 TEL( 011) 281- 6428 金 沢 T E L ( 0762) 63- 8538 

図 病 院 ・ 山 形 市 立 病 院 済 生 館 ・ 西 川 町 立 病 院 ・ 町

田 市 民 病 院 ・ 公 立 問 伎 留 病 院 ・ 草 加 市 立 病 院 ・ 共

立 菊 川 病 院 ・ 蒲 郡 市 民 病 院 ・ 三 木 市 民 病 院 ・ 倉 敷

市 立 児 島 市 民 病 院 ・ 日 赤 足 利 赤 十 字 病 院 ・ 厚 生 連

篠 / 井 病 院 ・ 厚 生 連 海 南 病 院 ・ 甲 府 共 立 病 院 ・ 代

々木病院・竹回線合病院・ P し 病 院 ・ 三 菱 盤 工 長

崎造船所病院・三量E総 合 病 院 ・ 近 後 中 失 病 院 ・半

田 市 立 病 院 ・ ベ ル ラ ン ド 病 院

盛 岡 T E  L  ( 0196) 51- 1281 大 阪 T E L ( 侃) 303- 5406 

仙 台 T E  L( 0222) 22- 0196 高 松 T E  L(  0878) 51- 8681 

新 潟 T E L( 0252) 41- 1485 松 山 T E L ( ω99) 33- 1461 

長 野 T E L  ( 0263) 26- 0514 岡 山 T E L (C渇62) 22- 4131

宇都宮 T E L  ( 0286) 62- 8817 広 島 T E  L  ( 0822) 28- 4261 

大 宮 T E L ( 0486) 64- 1268 福 岡 T E L ( ω2) 751- 6551

東 京 TEL ( 03) 4ω- 3131 宮 崎 T E L ( ω85) 25ー 1311

千 葉 T E L  ( 0472) 56- ∞20 鹿児島 TEL ( ω92) 26- 6780

静 岡 TEL( 0542) 61- 8234 <エ掲〉厚木 ・横浜

名古屋 T E  L ( 052) 211- 5454 
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DJ. 町lon T H E  ORI GI NAL  T O P  B R A ND  

町内

3吃/

信頼の技術で最新の医療施設を. .  .  

近年、病院施設の発展は医学の発展と共に急速に進歩し、充実して

来ました 。 こうした状況の中で三英製作所は大学医学部や総合病院

など多数の医学胞設の建設にたずさわってきました 。特に基礎研究

音11門 、臨床検査部門 や無菌手術室などの設備においては、基本的な

設計の段階から参加し近代医学が必要とする最適環境を創り出すこ

とに努力を続けています。

主な病院関連施設・装置

. 無 菌 手 術 室 ・ 無 菌 治 療 室 ・ 無 菌 製 剤 室 ・ 無菌実験台

・ 研 究 ・検 査 室

( 検査台 ・実験台、 ドラフトチャンパ一、技工台、測定台、

作業台、装置台、薬品保管庫)

cce' Y様:主義官E主3ミ3a?儲

建設大臣許可( 般-56) 第6064号/ 一級建築士事務所登録第19666号

- 恒 温 恒 湿 室 - 低 湿 室 ・ 実験排液処理装置

- シールドルーム( 電磁遮蔽室) ・ 有害ガス ｦｾｊｩ Ｚ争袈鐙

・ 薬じん拡散防止、浄化装置 園 無菌室用消掃機

本 社 東 京 都 新 宿 区 市 谷 左 内 町 9 番 地

合 (03) 2  6  7  - 2  1  1  1 大 代 表 〒 162

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 梅 田 2 丁目 4 番 9 号 ( サンケイビル)

霊堂 (06) 343- 1271大代表・ 341- 6263代 表 干 530

営 業 所 北海道・仙台・水戸・名古屋・姫路・広島・高松

北九州・福岡



ガスモニ タ

- お問 い合わせは、本社第 2 営業部、 第 3 営業部及び

最寄の地方事業所へお願い します。

. ‘ーー・圃幽圃薗幽圃曲白血・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田園田園圃・

主出 バd E  口 .

4 弘主臼 .1ロロロロ 回|

ｾ＠ ｾ＠ Q. 唱 。 園 田 E

中央監視盤

( 日生病院御提供)

企放射線モニタリングシステム

戸イソトーブ診療施設内外における服射線を連続的に

集中監視する装置で数多くの大学 ・国公立 ・民間医療

機関にて御使用い疋だいております。

ワイドフィールドガンマカメラ ｾＴ 3  8  

インピポ模査に要求されるあらゆる機能を満だすだめ、

高度のエレクトロニクス技術を駆使しだ高感度、高分

解能ガンマ力メラです。

lAto) e Q，| アロカ株式会社

特長ある六角形の育刻視野は最大 425anとワイドで、

エネルギー範囲は ＴＴｾＵＱＱＱ く ･ｖ 、分解能 Ｑ ､Ｚ Ｔｭｭ の ｆ ｗｈｍ

値を育する高性能ガンマ力メラです。

@，>181 東京都三鷹市牟礼 6丁目 22番 1号 f i (  0422) 45 - 5111 

旭 川 、札幌、弘前、仙台、新潟、 j良江、水戸、浦和、厚 木、金 沢、名古屋、敦賀 、京都、大阪、岡山、高松、松江、広島、松山、福岡、長崎、熊本、鹿児島
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核種切換はワンタッチ. ノ

表示はディジタル4桁 / 仕機

検 出 器 アルゴン電総箱( 鉛しゃへい付)

富士 RI キャリプレータは、検出器にウエノレ形電離箱を用いた

高性能なラジオアイソ卜ープの iRI J定器で、ノ f イアノレ・アンフ。ノレ・

ビーカ・注射器なc'( こ入ったままのアイソ卜ープを直接測定する

ことができます。 核 種 l; t 代表的な8種類を選んで‘いますので、

対応する押しボタンで選択することにより、測定値がディジタル

表示されます。

特長

m mCi まで. の広範囲にわた

り可能です。

・ウエノレに入れたサンプ

ノレは、その大ききゃ挿入

位置に関係なく正確に測

定できます。

・パックク守ランドの自動減算が

できます。

・一般的な核種は押ボタンにより選択

でき、また他の核穫のものは、テ河ジタノレスイ

ッチにより選択できます。

・4桁のテ河ジタノレ表示方式tなっており、 μCi

!: mCi の切換は自動的に行なわれます。

［ｾｉｊ＠ 正ι ｻｾ＠ 4重 Y 線 ( X線む含む)

8種 類( 57CO. 67(泊. 201T1.明 mTC. 1111n. 1231. 1311. 

;HIJ 疋 ｻｾ＠ 種

133Xe). その{ 也. 押ボタンスインチて選択する

ことにより LE D表示される。その他はディジタ

ルスイッチを測定核種の手 '11尋{ 直に合わせ測定する

［ｾｉｊ＠
疋 量E 図

l μCi - 鈎 9. 9mCi

41行ディ ジタル表示. レンジは自動切換

，目IJ
足 精 度 土5 %

' C; 純平E ウ ェ ル 寸 法 係4X250( D) mm

エ ネ ル ギ ー レ ン ジ 30KeV- 3MeV 

ノて y クグランド引算 測定: 開始前のパンクク. ランド を自動的に引算する

電
;m. ACl ∞V. 5O/ 60Hz 

寸 法

+ 費出部・似 65X442( H) mm

;H'J 定昔日 136( H)  X350( W)  x  21O( D) mm 

重 量

検出部. 約305kqkq 

測定部 . 約4

周 図 ，且 度 。- 45' (

周 図 湿 度 85% RH以下

納 入 範 囲

検出部 I 台 接続ケ ープル ( 2m) 1式

測定部 l 台 試 料 ホ ル ダ 1式

富士RI キャリプ. レータ

/ ヒ ー

富士電機



病院には病院用引戸

軽ヘ静久床にレー叫、1 7:f:::.F乃 島 # -

アキュドアは、くろがねが特に病院用として開発した理想的な吊下

げ式のスライテ守ングドア( 引戸) です。床にレールがないので、患者

さんや車椅子などでの出入りもスムーズ、掃除もしやすく清潔を保て

まも 間口幅が広く、 ストレッチャも看護婦さんカf付き添ったままラク

ラク通れます。また、特殊なスライドレールの使用で軽く聞き、大型

ハンドルの採用で肘や体で聞くことができます。 しかも自閉装置

によって、いちし、ち閉める必要がなく半聞きがありません。 ドアの

開聞は非常に静かで、、閉り切る時にはブレーキがかかり 振動音を

立てることもないので、 患者さんの安眠を妨げません。また、病院

経営面から見ても 、アキュドアl . t . 大幅にスペース効率カ注く、上部

レールの耐久性は抜群で、メンテナンスコストも少なくてすみます。

さらに、患者さんがドアで手をはさんだり 、開いたドアに衝突して

ケガをする心配がない安全設計も、アキュドアの大きなメリッ卜で引戸

医療設備や技術の急速な発達に伴って、その施設のあり方が関

われている今、アキュドアが高い評価をうけ、建築の平面プランを

変えるまでに成長しました。

. アキュドアには、 「病院用」、「診療室用」、「手術室用」、rx線室用」、

「身障者トイレ用」、「事務室用」など。がありますh

総合インテリ戸家具メーカー

E lI i f t  

縁式会祉ｾｾｬｉ ｩｕ 工倖踊

. お間合わせは本社 大阪市西区新町1丁目4番26号( 四ツ橋中央ヒワν) 〒550 TEL06( 538)l 012代 東京 東京都港区芝5丁目29-20(三回りレ) 干108 TEL03( 455) 2171代 建 材 部

127 



ヅ

.
n
J
 

叶
ノ心

協
力久

井

リ

市

川

広 く 建 築 界 に ご 奉 仕 す る

:1' :)' ::1 F i ' - :EJ : ; J 緯 武 富 雄

本社・大阪支庖/ 大阪市西区西本町 1- 13 - 8  

f t 06 ( 532) 5841 

名 古 屋 支 l苫/ 名古屋市千種区内山 2 - 8 - 6

s 052( 732)  3281 

底/ 広島市橋本町 4 - 3 .
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窓口878( 43) 1001
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Ｘｾ 民 ｾｊｾ 三

当社では、アメリカ 合衆国の CONSTRUCTI ON-SPECI ALTES 社と技術提携を行ない、同社のユ

ニー クな壁面保護装飾材アクロビンを 生産販売い たしております。

アクロビ ンには、ハンド レール ・パンパーガード・コーナーガードの 3 種類があり、各々斬新なデ

ザイ ン と、 優れた性能 を有 し、なおかつ抗菌性をも 兼ねそなえた画期的な製品です。

- ハンドレール H R - 6 Ｎ ｮ ン ｉｾ ー ガード ｂ ｇ Ｍ Ｑ Ｐ

抗菌性

有害な細菌の繁殖を防ぐ抗菌剤マイクロパンを混入した特殊樹

脂製のガードは、摩擦や清掃を繰り返し行っても、その抗菌成

分が流動性をもっており、常に表而は平衡化した状態になって

いるので、長年にわたり抗菌性が持続します。

したがって病院 ・ホテ lレ・事務所 ・学校 ・空港 ・駅 ・公共施設

. デパートなど人が多〈集まるところにご使用になりますと、

その効果 ・性能が最大限に発怖されます。

- コーナーガードF S - 20 

緩衝作用

外力に対してショックを l吸収できる構造ですので、隣接の壁面

が傷つかず、街懲を最小限に食い止めます。

表面佐上

方、ー ドの表而は、手触りが良< ｩ ＧｩＧｾり止め効果のある荒い梨 地 肢

様を施しています。

色調はベー ジュ・ブラウンの 2 色が標準色で、オ ー ダ一色も条

件ご相談の上承っております。

各色とも退色の心配がなく 美 しさを維持できます。

｀目［本 Ｂｊｾ 三ニワム建材株式会社
本 社 干531 大 阪 市 淀 川 区 三 国 本 町 3 丁 目 E 番 39 号 f t ( 目的 391- 5811

広 島 営 蝶 所 干730 広島市中区よ八丁堀 8 書13号( 広島県林禦ピル) 宮{ 日8 1 ) 1 1 1 - 3 1 5 8

東京営機部 〒 101 東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 1丁目 g 番目号( 柿沼ピル) 宮 { 目3) 133- 1715 高 松 宮 寮 所 干760 高 松 市 寝 屋 町 13 番 目 号 ( 水 野 ピ ル ) 宮( 0878) 11- 1336 - 7  

名 古 屋 支 庖 干. 56 名 古 屋 市 熱 田 区 八 番 町 5 丁 目 7 番 11 号 含 (051) 653- 8171 旭 川 出 張 所 干 目78- 11 旭川市畳間六条 4 丁目 S 番目号{ 旭プラザピ J レ) 宮 ( 0166) 34- 3  0  1  6  

福 岡 主 庖 干811 福岡市憎多区住吉3丁目 1番目号{ オヌキ新博多ピル) 宮 ( 091) 171- 5171
神奈川出張所 〒154 平 海 市 宮 ノ 前 1 番目骨( ( 主主生命平塚ピル) 宮 ( 0463) 13- 9 4  6  1  

札幌管寝所 干060 札幌市中央区北一条茜 3 丁目 3 暑地( ( 主主信託ピル) f t (011 ) 131- 9395 金 沢 出 張 所 〒911 金 沢 市 束 力 1 丁 目 4 番地( 山田ピル) 宮 (0761) 91- 440 日

仙 台 営 難 所 干980 仙 台 市 一 番 町 2 丁 目 7 番 11 号( 往左生命ピル) 宮 ( 0111) 17- 1414 米 子 出 張 所 干683 米 子 市 道 笑 町 2丁目 116番地( 品本位計ピル) 宮( 日859) 33- 15 0 4
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- 園田

・・・・・ー

特殊建築物の防火区画に、ニチアスラックス耐火間仕切壁。

神戸市が 15年の歳月を経て完成した海上文化

都市ポートアイランドに、市民の健康を守る市

立中央市民病院があります。この病院の防火

区画にニチアス耐火間仕切壁が全面的に採

用されました。

I 耐火 1時 間 2時 間 間 仕 切 壁 で れ 1

建設大臣指定 Wl 019 ・W2025 _ I  

けL、酸カルシウムと無機質繊維を主原料とし

たニチアスラックスは、完全不燃材料であり全

〈燃えません。有毒ガスや煙の発生もなく、病院

= チアスラックス

園ニ ｾｲ ｊＮＮＮ
本社/ 東京都港区芝大門 1- 1- 26 ⑤105

f ! 03 (433) 7241代表

東京支社ft 03(572)0331代

名古屋支社ft 052(931 )9217代

大阪支社ft 06(245)3395代

九州支 社合092(531 )3031代

カタログご希望の方は本社広報課まで

等の特殊建築物の防火区画には最 適てで.すす。

I  軽崎量で吋巾叩カ加旧日口エ玲性に晴{ 優い憂

35kgν1m附' 施工能率6 . 5 m附'1人 . 日 一 且

ニチアスラツクスlはま、オートクレ ープ処環( 高

iE高圧 蒸気養生) により、軽量で加工 性に富

み、また耐衝撃・耐水性にも優れた性能を発

機します。このニチアスラックスを軽量下地に両

面 2 層張りした構造は、病院間仕切 壁 には最

適な工法ＡＺｾ、えます 。

[  … づ く り ー I  
遮 音 性48dB( 500Hz ) I  

熱貫流率0 ，986kcal l  m' h.C  _ I  

軽 鉄 下地に両面 2層張りの構造は、遮音 に

ついても高い性能力 f 得られます。断熱性の良さ

は、冷暖房効果を高め、省エオ、 J レギーに、また

安らぎのある環境づ〈りに最適です。中空部に

ロックウールを充填するt、より一層効果的で.す。

・主な施工例

奈良県立医科大学

日赤大津病院

京都府立医科大学

日生病院.

関西労災病院

間仕切壁! 時間耐火

耐;た偶造指定WIOl9号 」 乙

ーテアスラ 1 クA8 + 6

ｦｭ ι 竺ｾ

間仕切墜 1時間耐火 ニテアスラックス ( j z"" . )

1 E  
間仕切壁 2時間耐火

耐火 制 限 W2025号 4  

ニチアスラγ クス日 + 1'

4ι 
"  ， 

"  

仁ど下亀

"  

"  

間仕切望 2時間耐穴 号/ ニ一チ一アス一ラッ 一クス一( j z lー・ー2<)  

耐: k備 選指定( 通 )W2001

D…  j  

j 主



従来の常識を変えた煙突材料

ハイス3 ::J3
ｾ＠

ヲ骨軽

* 施工が早い( 耐火レンガの約1/10の速さ)

* 断熱に優れている( 耐熱温度1000

0

C)

女改修工事にも適している( ユニット煙突)

* 自由な型状ができる( 丸型、角型)

( 比重O. 4g/crrf

主ヨ.

呈主

③24認星野持金主

※ 煙突に関する御相談は

フジモリ産業まで気軽にどうぞ

06- 271- 4  1  3  1  T E L  

全国に実績信頼される技術

7  

-• 
〔三:

.・

設計吟施工

建設大臣許可( 般 - 55) 第6203号

Q  

理 師 ず ー 工h ヨ ー 職 試 合 粧

測定吟企画

• • .  • • 
・・. ・

- ーハー.
. 、 J ・-

・‘ 1・-.
一
・. .  

ム

- . Q J  

-• 
.  

.  .  

.
・

•• • 
・
・

.  

出張所本社、営業所、

施工個所

O 印

。

.  
.・. .  

⑮

⑨

 

@

 

- 印

事業内容

医療用・工業用放射線施設の設計・施工

電波遮へい室( シールドルーム) の設計・施工

防振・防音工事の設計・施工

.  放射線に関する試験・研究調査

大阪市東区横堀 4 丁目 l 番地ラッキーピル

T  E  L  <06>  2  5  2  - 1  9  4  6 〒 5 4  1  

• 
• 
圃

本 社 ・ 工 場 名 古 屋 市 瑞 穂 区 関 取 町 4 番 地

T  E  L  <052>  8  3  2  - 8  0  1  1  ｾ 〒 ＴＶＷ

東 京 都 目 黒 区 上 目 黒 2 の 17 の 2

T  E  L  <03>  7  1  0  - 5  6  6  1 干 1 5  3  

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 4 丁 目 14 番 15 号

T  E  L  <092>  4  7  3 ァ 5 0 8 1  ｾ 〒 Ｘ 1  2  

広 島 営 業 所 広 島 市 中 区 宝 町 9 番 8 号 第 3 平 岡 ピ ル

T  E  L  <0822>  4  6  - 9  4  1  1 〒 7 3  0  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 中 央 区 北 ニ 条 西 28 下 目 428番 地 93

円 山 パ ー ク ハ イ ツ 6 0  2 号 室

T  E  L  <011 >  6  2  1  - 8  8  6  1 干 o6  4  

仙台市卸町 5 丁目 l 番地の 10東洋インサル( 株) 内

T  E  し く0222> 9  6  - 2  6  5  5  〒 9 8  3  

東京営業本部

九 州 営 業 所

仙 台 出 張 所

山中商会
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仕切、天井・

ダクト配管等

により左右さ

れると考えら

れている 。

Canadi an-

St andar ds  

Associ a ti on 

は床の減衰定

数として床自

身に h = 3 %、

天井・ダクト ・

フローリングP

からなる床で

h = 6 %、間仕切のある床で h = 1 3 %を推奨して

いる 。 また、設計床の減衰定数を下式で与えた研

究がある 。

h= I hs( hs は床の各府成要紫の減衰) . .. .・・(6)

一般に実験から得られる床の減衰定数は h = 2

- 4 . 5 %の範囲にあり、軽量床では h = 3 %( コン

クリート 1 %、天井 1 %、ダクト 1 % ) が標準的

な減衰定数と見倣せる 。

以上で床の置換質点系の諸定数が定まり、歩行

等の外力による応答振幅が計算できる。この場合、

歩行荷量は外力 P=17. 5旬、パルス間隔 0. 4 秒、

パルス幅0 .1秒の矩形パルスで近似できる 。

これまで述べた防振床の設計プロセスをまとめ

るとつぎのようになる 。

① 設 計 床 に 対 し て 振 動 数 J o=10. 2e-
o

聞 を目標

尺度に、単一梁の断面設計をおこなう 。

②単一梁の振動数んから床の振動数f
を推定する。

: . J =l . l ん

①床の減衰定数を決める。 : .h= I hs

@ 歩行による床の影響範囲を設定し 、辺長比か

ら有効重量を計算する 。 .'. We =  ( 0. 15- 0.  35)  W 

⑤歩行外力を与えて応答振幅を求め、振動感覚

評価スケールにプロットする 。

⑥ 必 要 が あ れ ば 再 設 計 す る 。

有効重量We、減衰定数 h= 3 %をもっ床の歩行時

応答振幅 d! 主、解析により (7)式となる 。

グ ヰ旦 21.e 一
ー日、I

We  

これより振

動感覚ランク

ー有効重量の

関係を求め、

図 3 に示した 。4

略r r . 的には、 110 

防振床設計プ We

ロセス②，④

および図 3 に

より床が振動

環境上健全で

あるか否かの

判定が可能と

なる 。

30 

20 

10 

2  

1. 0  

図 2

%  

40 

ー(1)
上下動 : hv=0. 49 ・W- + ・A i-

水平￭ｉ ｾｊＺｨＯＨ］Ｐ Ｎ ＳＱ ・ ｷ ーす・ ａＱ

ここで、 W: 基礎重量 [t) 、A 基礎底面積[ m' )  

以上の操作を経てつぎの振動方程式を得る 。

m'i + c土+ k x = P 'e' ωt ・・・・・ ・・ーー・ー(2)  

ここで、 m: 機械基礎質設、 c: 地下逸散減衰

係数、 k: ! 也悠パネ定数、 P' e削: 加振力

基礎地銀系てるは地下逸散減衰盆として 1 0 %以上

が期待できることから振動制御には有利である 。

さらに、周辺への振動影響を予測するには、 (2)式

による基礎・地銀系の応答変位 X
d

および地盤パ

ネkより有効加振カ P( =k ' X J ) ' e削を求め半無限

弾性理論による点加振解より任意点の変位振幅を

計算する 。

9 2  

環境振動について( その 2)

裕櫛田

ー (3)

d，=-...!:_ '  1 - y  

，=一一ー一 .-一一一一. c os ωt  

4 π G r  

dF P 2 - v  t  

_- 一._ _ .… 口e

4 π G r  _  _  - - -

ここで、 G: 地盟主剛性 ( =pV)

振動源からの任意距離における地盤振動には、

このほかの実験式もあるが、いずれも仮定条件に

よって差があらわれるので、設計者 lま予測手法を

一つに限定せず、 二、三の手法の結果をも考慮に

入れて受振体の評価につなげるべきであろう 。地

盤振動は建物・受援体へと伝播され依終的な評価

をうけるわけであるが、地盤・建物の境界からの

振動エネルギーの出入りは相互作用問題として耐

震分野では研究成果が豊富に報告されている 。環

境振動では地盤振動が主に表面波であること、床

振動などローカルな構造部位かつ振動量もμ mオー

ダの微少量が問題にされることなど環境振動とし

て特徴があり、相互作用問題は、今後の研究に負

うところが多い。

水平加振

上下加振

5 . 機械基礎・地盤の防振設計

振動源からの振動防止として、 1) 機械加振力の

調整 ・加振方向の変更、 2) 機械基礎への振動伝達

の減少( ゴム等による蝉性支持) 、 3) 機械基礎の振

動応答を小さくする ( 基礎 地盤の動的設計)、 4)

振動伝播の遮断( 防振潜) 、等の方法がある 。一般

に防振技術といわれるものは 2) 、3) をきしている 。

機械振動の防振設計は機械が設置される基礎が剛

なものとして機械と基礎の聞に防振ゴム等を配笹

し、加振振動数と系の固有振動数の比が防仮設計

のポイン卜であるが、基礎が地盤におかれ、さら

に他の建物への振動を予測する場合には地盤を弾

性パネとして振動解析をおこなう 。機械基礎 ・地

盤の振動系は図 1 に示される各要素に理怨化され

る。機械 ・基礎要紫はそれぞれの仕様により設計

定数がまとめられるが、地盤要紫のもつ地盤パネ

M 

ー・(7)( J 床振動数)

5  6  7  8  9  10  Hz  

感覚ランク ー有効重量

竹中工務底技術研究所主任研究員技術士)

4  

図 3

参考文献

建築措置動学 田治見宏( コロナ社)

環境保全のための防振設計 山原浩( 彰国社)

長スパン床精造の振動性状に関する実験研究 (' 73建築学会

大会その I 、2 櫛田他)

長スパ ン床の鍛動性状に関する研究 ( ' 74、・75、建築学会大

会 術 回)

( くしだ ひろし

通常の設計ではさほど意識されずに織造計画さ

れる床でも、振動時11御という条件がつくと糠造設

計者は苦労をしいられる 。 ここでは防振床の実用

的な設計法について述べてみよう。

床の振動数 ; 床振動が問題になるのは 10m前後

からの長スパンかつ軽量床である 。鉄骨梁・コン

クリー卜床形式の床では梁自身の会たわみとに床

の固有振動数が支配される 。振動実験結果の回帰

では単一梁の振動数として (4) 式が求まる 。

J o=1O. 2e -
O

.
031 

(1: スパン m) ・・ ・・・(4)

実際の床では面的な効果により 1 0 %程振動数が

附加する 。 この値は設計に当た って設定すべき振

動数の目標値となろう 。梁の断面設計は固定荷重

のほかに積載荷量の 1 0 - 2 5 %をとり、 一端ピ ン、

他端固定条件で ε たわみ J を算出し、 (5) 式により

梁の固有振動数を設計目標値に近づける。

ん=市

床の有効重量; 歩行時の床の応答は床を l 自由

皮質点系に置換して求める 。 このときの質点重

を床の有効重fil という 。床の有効重量は歩行時の

床の応答振幅を決定する重要なパラメータである 。

柱梁で囲まれたラーメン栴面の床面積を対象にス

ラプ辺長比と有効重量関係を 図 2 に示すが、通常、

有効重量は床総 illllt の1 5 - 3 5 %程度である。

減衰定数について ; 減衰定数は振動感覚におよ

lます影響要素として重要である 。減衰は床の架精

方法、スラプj字、コンクリート j卒、防火材料、問

6. 床構造の防振設計

(a) 機 械

慢械形状

量量

慣性モーメント

回転m動数

偏心モーノント M

不平衡カ F

(b) 底 礎

基礎形状αX b

J ，I ; 健重量 M

基礎質量慣性

モーノント 1，

/訣

(c) 地 盤

地盤密度 ρ

せん断剛性 C

せん断浪速度 V
s

ポアソン比 ν

減安定数 h

" '(5 )  d; cm k=0. 177， 

娠動要素

ぷせ

ぱね定数

振 動 型

岡1) 板 分 布 一機 分 布 放 物 分 布

上下動

4α p Vs'  παρ Vs'  3παρ Vs'  

中 i[ -ν [ - ν 4( 1ーν)

水平動

8αρ Vs'  2πα .p Vs'  3"αρ Vs'  

自 Fi
2- ν 2 ν  2( 2ーν)

回転動

8α8ρ Vs'  πa ' pVs'  παgρ Vs'  

凸 i3( 1ーν) 2( 1ーν) 4(1ー ν)

図 1

地鐙!t ね定数表 2

( Vs:! 揖披速度 ρ: 上町比重 v 。ポアソン 比 a 穆 砲の予価下任}

定数、エオ、ルギーの地下逸散などは地線を半無限

弾性体と見倣した理論解を適用する 。

まず基礎底面下の応力分布を仮定しパネ定数を

求める( 表 2 ) 。エネルギーの地下逸散抵は( 1 ) 式に

より算出され、基礎重量が経くかっ底面積が広い

ほど大きな減衰盆が期待できる 。
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施工材料の頁

9 0  

カーテンウオールのジ、ヨイント

川口 清

1. カーテンウオールのジョイント

メタルカーテンウオールは、その様造方式によ

りつぎの 2 種類の工法に大別される 。 それぞれの

一例を 図ー 1 に示す。 いずれも典型的な概念を示

したもので、実際のカーテンウオールの中には分

類困難な特殊なものもある 。

3. ジョイン卜の一例

パネル方式 ジョイ ントの一例

P。

方立方式 ジョイントの一例

スパンドレM マネル ー ｾ＠ J てネJ レ

方立式工法の一例 パネル工法のー伊j

図一 1

カーテンウオールは 、ユニ γ トあるいはノック

ダウン部材として工場生産され、建築現場で組み

立てられて外壁となるものであるから、必ずユニ

ッ ト問 、部材問 の接合部、ジョイン卜部がある 。

そしてこのジョイント告11がカーテンウオールの諸

性能に対処する設計上の要にな っている 。一つの

カーテンウオールの設計には、外壁意匠と 、諸性

能、耐久性等で技術的可能性を追求し 、試行錯誤

を繰り返して解決案がつくられることがわが国で

は多い。

2 . 要求される性能

ジョイントの設計に当たりどのような条件付け

と、性能を要求すべきか検討項目をあげてみる 。

1 自 然 耐風圧性能 法規上の最大風圧

設計上の風圧( 経済性)

池袋 函内変形性能

書品 温度変化によるジョイン卜

部の伸縮

断熱性能( 熱貫流抵抗)

水 水官官性能( 1期間部、 F i x部)

浸入水の排水方法

空気 気管性能( 等圧設計てるの設

定値)

結露 内、外結露とその処理方法

発音防止 温度変化による伸縮

2 法 規 防耐火 法線による防・耐火性能

3. 意 匠 エレベーション 形状、 I期間部分、室内外寸

法、全体( フラット、勾配等)

4. 製 作 材料 主体材料、仕上げ表面処理

システム ユニ y ト、 / ' J クダウン

シ- ) レ材 不定形、定形

5. 管 理 清掃 消掃方法( 有人、無人)

とりかえ シール初、ガラス等

6. コスト

図 2

カーテンウオールジョイン卜の一例を 図一 2 に

示す。

これらのジョイント構造で、最も注意を 払 って

検討される項目として、白 地設計、防水設計があ

る。 どのようなシール材を、どのような形、機造

で使っていくか、とくに耐久性( 按必性、圧縮永

久歪、耐候性等) という観点から慎重に検討され

なければならない。現在はジョイン卜部のシール

工法の信頼性を高めるため、 一次シールの破断に

備えて二次シールを設けるダブルシール工法が広

〈採用されている。このダブルシール工法で設計

する場合、室内への浸水を防ぐため排水経路は十

分な空間 と鮮明な方法を採ることが条件となる 。

また最近は、 ジョ イント部の防水設計として 、等

圧理論の導入によるオープン ジョ イント工法が増

加しつつある 。( 図- 3)

〕
門

I  I  f 9l  Pi  

U Pal 1  

Po 1  

PO> Pa孟 Pi

P 。キ Pa> Pi

図- 3 二重シールジョイントとオープンジョイン トの比較

4 . 等圧理論にもとづくジョイン卜設計

カーテンウオールジョイノト部は、風圧力変位、

面内変形、熱的伸縮等を受け、これらの変化を吸

収する主要な部位であるので、この部分のシール

材が最も劣化しやすい。 またダプルシール工法の

場合、施工が困難な内部側シールは定形シール材

通気面積Ai

通気量Li

流量係数 Ci

Pi  

外部通気口

面積A。

通気畳L 。

流量係数 Co P。 外部側
図 - 4

( ガスケット) が使用されるが、不定形シール材と

違って完全な気密化 が難しい。 ガスケットの劣化

も考慮して以上のごとく 内部側の気密化 、水密化

が不完全であっても室内側には漏水を生じさせな

い防水方法として、等圧理論にもとづくジョイン

ト設計がある 。 オープンジョイントとも呼ばれて

いる 。

この工法はジョイン卜部や、ガラス廻りに 中空

層を設けて 、 その層内と室内側との気密を保つと

ともに、 外気との通気を計って外気圧と平衡( 等

圧 化) させ 、漏水の主因である圧力差による水の

浸入を阻止するという工法である。図 - 2 の一例

も等圧設計ジョイン卜であり、矢印のごとく 外気

を導入させて、 P。キ P a と圧力の平衡が計られて

いる 。

ジョイント部 中空層をモデル化 した一例 を図-

4 に示す。

定常状態における平衡条件を理論的 に見ると、

室内側への通気量L 。、 Li は、

L o =C o J ol 2E( Po- PU  

.J Y  

Li = C凶 戸 (P α- Pi )

.J Y  

となり定常状態では両者は等しく、かつ (P α -

Pi )  =  (P o - Pi ) 一 (P o - P a) であるから上式は、

以下のようになる 。

Ci
2  

A i
2  

P o - P α= ー ; - (P o - P i )  

ｃ ｾ ａｴ Ｋ ｃ ♂ ａｩ＠

このような数式で外気導入口 A 。の計算を行うが、

A 。と A iの比率と圧力差 d P ( P o - P α) との雨水の

浸入の会い限界の関係等基礎実験により確認して

おくことが必要である 。実際にはカーテンウオー

ル製作前に実物大実験によ って確認されることが

多い。

5  あとカずき

以上カーテンウオールジョイン卜の一般的な概

略を述べたが、漏水事故の多いことに照らしても

設計上最も留意すべきは、 ジョイン ト部、関口部

の防水であり、その椛造、シール方法等常に研究

が重ねられている 。 そして施工前にはより厳しい

気象条件の設定でテストが繰り返される 。一方、

定形、不定形を問わずシール材の諸物性、とくに

永久変形ひずみ 、反挽弾性の向上も重要である。

防水締造の一例として等圧理論導入によるオー

プンジョイン卜工法をあげたが、壁面の雨水を動

かす力として圧力差だけでないので、ジョイント

設計において重力、毛細管作用、気流等による雨

水の移動を遮断することも重姿である 。

(か わぐち きよし 住友ウオールシステム株式会社技術部長)

建築と社会/ 悶82年 3 月号 133 
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建築設備とステンレス

パイプ配管システム

牧野 教

建築設備のライフサイクルが注目されるように

なり、設備と一体である配管材料の寿命を設備の

それと合わせるために、材料の耐久性が検討され

た。ステンレス鋼の優れた耐食性をベースにした

ステンレス配管が、その良さを認められ使用実績

を着実に伸ばしてきたが、薄肉ステンレス配管が

建築設備用に採用されだしてから約 1 0年を経過し

たので、ここでその動向およびステンレスパイプ

配管 システムについて述べる。

設備配管の動向

建築物は、短時間で完成することが要求されて

いるために、ユニ γ トパネルのようなプレファプ

品の採用が附加している 。建築設備配管において

も、 Hjg利50年以降プレフ 7 プ化が急速に進行した

が、その主な理由は、

①プレファプ部材による現助作業の能率化

②工場接合による接続部分の品質安定化

③ジャストインタイム納入による作業湯や保管場

所の縮小とスペースの有効利用化

以上のようなものである 。設備配管は、建築物

とテンポを合わせるために現場での作業を減少さ 川

せ、管理体制の確立しているプレファプ工場での 〔 晴

C 闘

作業を I自加させるのが自然な流れであると 言える。 Ji s

このようにプレフアプ工湯の必要性が高くなって 両:

くると、配管胞工業者自身で加工センターを設置 無 回

したり、自身で設置しないまでも専門の加工業者

が利用できるようになったり、パイプメーカーの

加工工場が対応するようにな ってくる。従来の管

材を使用してプレフ 7 プ加工をする場合は全 く問

題 がないが、管材の性質が全く異なるステンレス

鋼管を 加工する場合に最も気を付けなければなら

ないことは、管材に対する知識不足のまま従来通

りの加工法を実施し事故につながることである 。

ステンレス鋼は耐食性が非常に良いという特性

を持っている反面、使い方を誤ると意外に脆い面

を持っているために、施工上のノウハウを含めた

ステンレス配管システムの採用が大切であり、そ

うすることで配管品質の安定、信頼性の向上が得

られる。このステンレスパイプ配管システムは、

基本的なステンレス鍋の特性から始ま って胞工上

のチェックポイントまで必要であり、その1
t
f及の

ため管メーカーも努力している 。

ステンレスパイプ配管システム

ステンレスパイプ配管システムは、パイプ、継

134 也築 と社会 / 1982年 3 月号

手、加工方法、施工方法等、種々のノウハウを含 ている L A継手をとくにステンレス鋼管用に改造

んでいるが、ここではとくに施工者として重要な した中口径用継手、 MR ジョイン卜 L A 型につい

項目に絞って述べることにする 。パ イプについて て述べる 。 この継手は接合が簡単で確実なものを

はコストダウンのための管サイズダウン、継手に という考え方で設計製作されており、その椛造を

ついては各種の継手型式のなかから作業の11百便さ

により好まれているメカニカル継手、今後の施工

者にとって課題になると考えられる溶接接合の 3

点についてである 。

(1) 管サイズダウン

管サイズダウンは、材質がステンレスであるの

で『サピコプ』の心配が全くなく、管内径が経年

変化によ って小さくならないことや、材料強度が

大きく管肉厚か湾くでき、有効内径が大きいこと

や、エロージョンに強いため流速を大きくとれる

ことなどにより可能である 。 ステンレス鋼管は、

表ー 1 に示すようにサイズダウンできるために、

他の管材に比して パルプサイズ、保温筒サイズ 、

吊り金具サイズ等が小さくなるためにコストが大

きくさがる 。参考資料として 図一 1 に流量線図を

示す。

表一 1 各種管材の流量

管 種 i荒. ! i l : 条 f牛

配管用炭素鋼管8 0

A
4171/ m;n 

ライニング鋼管8 0

A | 流 速

2 . 0m/

47SI /m; n 

ステンレス鋼管6 S

A

'

Su

fft 擦損失4らwA q/m

486t /m; n 

鋼管
3 日

370e/m; ' 1 
| 告側迷1 . 4山

4

B  
610e/m; ' 1 i翠f祭狐失45mmAq/m

ε ・0 曲3"，... ・l O"l : .γ ・9拍 6同/ 併合 v - 1. 297 X 10 "' m 1$， 

醐

醐

醐

醐

細

切

舗

網

伺

m
m

3・・"

2・“ "

醐

醐

帽

醐

:  1  1 "  . 1・2・3・" 5010 • tω... 樋

摩擁鍋失水頭 [mmAq/ m)

図一 1 一般配管周ステンレス鋼鋼管流量線図 ( 10'C )

( 1975年 作 成 牧野 ・宮回〕

(2)  メカニカル継手

ステンレス鋼管用継手として、ステンレス協会

では 3 種類の型式を認めているが、設備配管の最

近の傾向としてワンタッチのメカニカルタイプを

好み、熟練を要するはんだ式管継手の使用は少な

い。他 の二つのメカニカルタイプの継手は小口径

については規格化しており、 中口径についてはま

だ規絡化していない 。 したがってここでは規格化

を検討中であるが、鋼管期として多量に使用され

図一 2 に示す。

灰lよりわかるように、①特殊な工兵を必要とせ

ず、②スナップリングの抜け止めで強度が大きい 、

③本体の形状により可後性がある、などの特長を

持ったワンタ y チ式の継手で、使用方法としでは

現場接合用、あるいはプレ 7 7 プftll 材の機合用で

ーステンレス鋼鋼管 ( SUS304TPD)

ある 。f

:  r一一一一一一一⑤スナ y プリング ( SUS304 WP B)

!  い一一一一一@ワ y シャー( 合成樹脂)

1  11 ｲ 一一一③特殊ゴム ｊｾＯｦ ンＨ合成ゴム ｅｐｄｍＩ

111 i 一 一 ② ナ y ト( F CMB加 N，- Cr めっき)

①本体( 青銅鍋物 ・日〈渇)

図- 2 M RジョイントしA型構造図

(3) 溶接嬢合

ステンレス鋼管の溶接は、溶接部の性状が優れ

ている T IG溶接( アルゴンアーク) が使われる。し

かし l没備配管業界にはT IG溶接士の免許を持つ作

業容は非常に少ないので、基本的な手溶接を会得

した作業者の養成が必要である 。T IG溶接作業者

の不足をカバーする方法のーっとして管メー カー

と浴被機メーカーの協同開発による自動溶接機 が

あり、溶接部分の品質安定化に役立っている。

ステンレス配管の今後

建築設備配管への薄肉ステンレス鋼管線用第一

号である東亜合成本社ピル以降、郵船ピル、新宿

高リ 1邸心の超高層ビルや、現在工事中の大型官庁物

件合同庁舎 5 号館( 東京) まで、ステンレス鋼管

の採用は治加し 、他管材にと ってかわるのも 間近

いと思われる 。 また難しい問題とは考えるが、ア

ルミサッシュの例にもあるように配管部材も統一

化の方向に進展していくことを期待したい。

野村ビル冷温水配管 新宿センターピル揚水配管

( まきの あっし 日新製鋼株式会社市制ステンレス配)

管開発室技術課係長



屋内配管は、ステンレスノ〈イプが主役です二

給水・給湯・冷暖房用

月 星 聞X 7: 111XJ 守f ヌ 配 智:;' 1スヨF h

同市内ヨｾＱＭ ＧｷＷｘ

〈フローメイト 〉は、耐食性にすくやれた

月星印ステンレスパイス各種継手、

部材加工及びその接続方法からなる

日新独自の屋内配管システムです。

すでに超高層ビノレから 一般住宅の給水

. 給湯 ・冷暖房 などに多くの 実績 を

のこし、 高 い評 価 を 得 て い ま す 。

- 特 長

・錆に強く、いつまでも衛生的です。

・合理的な継手接続法、軽量なパイプの

ため作業が簡単て・す 。

・童書こぷの心配がないため細管を使用で

き経済的です。

・建物以上の耐久性を誇 ります。

・安 定 価 格 ・安定供給をお約束するー

生 産 で す。

さ診開閉

あらゆる防水のニースεを満たす複合防水

特 長

① 常温硬化型アスフアルト冷工法

塗膜は無溶剤硬化型で塗布後、すぐシートの敷込が可能です。

② 抜群の信頼性

塗膜防水とシート防水の長所を兼備した 3. 5mm厚の複合防水

工法です。

① 完壁な耐亀裂性

防水層は特殊な二層術進の為、耐亀裂性に優れている。

④ アスフ アルト防水の補修 に最適

鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

本 社 / 防 水 事 業 部

東 京 支 庖

名 古 屋 支 底

<!!>542 大 阪 市 南 区 長 沼 係 筋 1 丁 目 3 番 地

( 丸善石油ピル 7 階)

T E L 大 阪 06 (245)  8  2  4  1  ( 代表)

⑤ 141 東 京 郎 品 川 区 商 五 反 田 7 丁目 22番 17号

T E L 東 京 03 (494)  2  7  4  1  ( 代表)

<!!>450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 丁目 17番 目 号

T EL 名古屋 052(581) 1  

( 鐙紡ピ Jレ3 階)

2  7  1  ( 代表)
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ブラインドレー

会社名日本ブラインドレー株式会社

所 在 地 大 阪 府 堺 市 三 宝 町 6 T 3 2 9ー |

電 話 0722- 27ー 7002

営 業 所 東 京 営 業 所 東 京 都 江 東 区 東 陽

5 - 3 0ー 13 0 3 - 6 4 9 - 3 4 1 4  

用 途 R C 、 P C 、 A L C 及び住宅用

材 質 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 2 重 ガ ラ ス 窓

( 内 聞 き 、 内 倒 し 、 ブ ラ イ ン ド 内 蔵 )

ガ ラ ス 外 部 側 6. 8mm( 網入)

内 部1"IJ 5  mm 

内..

日

• I  I! 

断熱ドレーキップ

会社名日本ハルトマン株式会社

所 在 地 東 京 都 江 東 区 東 陽 5 - 3 0ー 13

電 話 0 3 - 6 4 6 - 2 2 7 3

営 業 所 大 阪 府 堺 市 三 宝 町 6 T 3 2 9 - 1  

0722- 28 - 3129  

用 途 RC 、PC 、AL C 及び住宅用

材 質 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 製 断 熱 形 材

( 内聞き、内倒し)

ガ ラ ス ペ ア ー ガ ラ ス 6 - A  12- 6  

日
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項 目 性 荷主 値 測 定 機 関

気 密 性 0. 084以下 m'; m' h  例日本建築総合試験所

水 密 性 200 kgf /  m' 向 上

風圧強度 360 kgf 1m'  向 上

35 .5d B  

遮 音 性 I( 125- 4000Hz平均値 )

同 上

熱貫流率 I ｾ Ｚ Ｓ＠ ｾω ｉＯ ＺＺｾＺＮ｟｟＠ ，1  

(0- 20 ' c 、外部風速 3 m I sec)  

向 上

特徴・仕機

ヨー ロ ッ パ 生 ま れ の 窓 ド レ ー キ ッ プ に ブ ラ イ ン

ド を 内 蔵 し た 省 エ ネ ル ギ ー の ニ ー ズ に 応 え た 最 高

のｾです。

〔特長〕

(1) ド レ ー ( 内 聞 き ) キ ッ プ ( 内 倒 し ) 全 面 ロ ッ

クの 3 機構を備えています。

(2) 日 本 の 風 土 に 合 っ た 優 れ た 性 能

(3) 冷 暖 房 の 維 持 費 が 節 約 さ れ ま す 。

(4) 全 面 ロ ッ ク 機 械 に よ り 騒 音 を シ ャ ッ ト ア ウ ト

します。

(5) ブ ラ イ ン ド に よ る 遮 光 と 採 光 が ス ム ー ズ に で

きます。

寸法表

・ Ｒｅ の・ ｪＧ 法はすべてオーダーをＩ，ｾ本としています Ｎ

，l H子、j'i 去は W1600' %X H  1800%の範間内です。

サイズを肉由に E設定していただけると 同時 に、

いろいろな組み介わせも可能です 。

園 田 国 国

国国日目

(6) ブ ラ イ ン ド の 昇 降 及 び 角 度 調 盤 が 簡 単 に 操 作 ・排煙窓としての布刻1)1制口前i術をt } 定なさる場合

できます。 でも、十分にその役押l を" * たします。

(7) ブ ラ イ ン ド の 色 捌 が 笠 宮 で 自 由 な 装 飾 設 計 が

で き ま す。

(8) 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス は 室 内 で 簡 単 に で き ま

す。

項 目 性 自E 値 ;Alj 定 後 関

気 密 性 0. 068以下 耐1m' h  臨調日本建築総合試験所

水 密 性 200 kgf 1m'  向 上

風圧強度 360 kgf 1m'  向 上

遮 音 性

30. 7 dB 

向 上

( 125- 4000 Hz平均値)

熱貫流率

2. 6 K国 I / m' h ' c

向 上

(0  - 20' c 、外部風速3m/ sec)

特徴・仕様

省 エ ネ ル ギ ー の ニ ー ズ に 応 え た 新 機 構 と 最 高 の

品 質 を 追 求 し た 西 ド イ ツ 、 ハ ル ト 7 ン 社 の 断 熱 シ

ステムウインドウです。

〔特長〕

(1) ドレー ( 内 聞 き ) キ ッ プ ( 内紛l し) 全面ロ y

クの 3 機械を備えています。

(2) 日 本 の 風 土 に 合 っ た 優 れ た 性 能

(3) 冷 ｉｉ ｾ 房の維持 費 が低成されます。

(4) 全 面 ロ ック 機 構 に よ り 騒 音 を シ ャ ッ トアウト

します。

(5) 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス は 室 内 で 簡 単 に で き ま

す 。

(6) 表 面 処 理 は 従 来 の 加 工 方 法 と 同 じ で 豊 富 な 色

調が得られます。

(7) 内 外 断 熱 工 法 の 総 工 が 可 能 で す。

寸法褒

・: 容の寸法は全てオーダーを嶋本として います。

許容寸法は W1600判 X 1800%の範囲内です。

サイズを自由に設定していただけると同時にい

ろいろな組み合わせも可能です。

図図図固因固

因園周目
ｾｉＮＭＭ ＮＮ＠ ｾｉＮＭ￨ＧＢ臥 叫 ＮｾＮ，調 書 』ザ山崎』山 畑

- 排煙窓としての有効防l口面般の算定をなさる

場合でも十分にその役割l を来たします。

・非常用進入口に規定された内外連動ハンドル

の取付も可能です。
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ｾｉｊｾｉｾＺｉ ード
マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じなし、。

3  すべり抵抗性: すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用しでいる聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

フ リントコー トについてのお 問合せは下記へ

ｪ 隊式会前シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
7 宅I ｾＮＭＺｉ＾ＭｉＭ 部

大阪本部 帯; ，530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ビル 9 F) 含 (06) 343 - 0441 

東 京 罰104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり彦ビル ) t r( 03) 562- 4676

福 岡 罰810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 - 5( 舞鶴ビル 3 F)  tr (092) 77ト 1961

1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIilllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 
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日本建築協会

月間の動き

昭和57年 1 月分

理 事

. A.  

"ZJ ;" 

27日 4 時- 5 時 於会館集会室

出席者 塚本会長、福田 ・松村各副会長ほか14名

議事( 1 ) 通常総会開催の件

(2) 定時評議員会開催の件

(3) 創立65周年記念日の件

(4)  表彰候補者推せんの件

(5) 建築業務基準委. f . . I 会委員交代の件

(6 )  四会連合協定工事請負契約約鉄説明会

開催の件

(7) 昭和57年度役員について

(8)  入退会者承認の件

(9) 報告事項

表 彰 候 補 者 推 せ ん 委 員 会

20日 正午 - 1 時半 於会館 3 階会議室

出席者錦田委員長ほか 2 名

議事 大阪府知事表彰候補者の選定

事 業 委 員

若い会員の集L 、小委員会

. A.  

"ZJ;" 

12日 6 時- 8 時半 於会館集会室

出席者 太田 ・斎藤 ・中川各幹事ほか 8 名

議 事 ( 1) 前回の事業委員会の報告

(2)  第 5 回~第 7 回の実施報告

(3) 第 8 回「建築家に聞く ・1982年新春放

談、内弁昭蔵・長谷川発」の企画

広報小委員会

13日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 原見副委員長、片岡 ・奥村各幹事ほか

4 名

議事 (1)  前回の事業委員会の報告

(2)  第52回展示写真「大阪府立母子保健総

合医療センター」について

(3)  第53回以降の展示写真について

(4)  r建築への太陽熱利用に関する研修会」

の実純報告

(5 ) 新しい研修企画

見学会小委員会

14日 51時- 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 上出 ・島田各副委員長ほか 5 名

J義感( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  1 月の企画についての報告

(3)  2 月- 3 月の企画

(4) 次年度の企画

委員会

21 日 0 時半 - 2 時 於会結集会室

出席者 三品委員長、島凹 ・鶴田 ・西村 ・上出

! 京兄各別委 fJ . 長ほか 2 名
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議事 (1) 各小委員会の事業報告及び事業企画

(2 ) 次年度事業委員の編成

(3)  そのほか

若い会員の集い 「建築家に聞く 」分科会

25日 6 時半 - 8 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 寺 尾 主 査 ほ か 2 名

議事 「内弁昭蔵 ・長谷川 l?e. . .1982年・新春放談」

編 集 委 員

委員会

. A.  

-z:;; 

14日 4  H寺- 6 時 於会館集会室

出席者 三輪委員長、酒井・渡辺・小北各別委

員長ほか 3 名

議事 (1) 2 月号= 建築における省エネルギーと

関口部( 窓) 特集経過報告

(2 )  3 月号= 医療施設一地域医療と設備計

画特集経過報告

(3)  4 月号= 近畿の地盤と 地質特集 ( 2 月

号予定を振りかえ) の件

(4)  5 月号= 都市長t観( 仮称) 特集報告

(5)  6 月号計画特集の企画

(6)  7 月号設備特集の件

(7 )  8 月号以降の件

(8 )  そのほか

(9 ) 次年度編集委員会後任委員長および編

集委員の件

(10) 収支状況

広告企画小委員会

18日 4 時- 6時 於会館集会室

出席者 三輪委員長、渡辺副委員長ほか 6 名

議事 (1) 2 月号「建築における省エネルギーと

関口部( 窓) J 広告途中経過報告

(2)  3 月号「医療施設一地域医療と設備計

函」広告途中経過報告

(3)  4 月号「近畿の地盤と地質」広告企画

(4) 作品作風関係報告

(5) 特別企画「設計者のプロフイール」

施工材料分科会

25日 4 時半 - 5 時 於会館集会室

出席者 浦図幹事、 三浦委員

殺事 (1) 施工材料持集の企画

(2)  r施工材料の頁 J 4 月号以降の企画

(3)  次年度編集委員会の件

(4 )  そのほか一次回分科会開催日一

計画分科会

28日 4 時- 6 時半 於会館集会室

出席者 酒井副委員長、加藤幹事ほか 3 名

議事( 1 ) 計画特集の今後の方向

(2)  6 月号 ・9 月号の計画特集の企画

(3 )  次年度編集委員会の件

(4 )  そのほかー設計者のプロフイールの件

住 宅 委 員

委員会

. A.  

-z:;; 

19日 5 時50分- 8 時 於会館集会室

出席者小西委只長ほか10名

議事 今後の活動方針について

住宅副委員長打合会

26日 5 時- 7 時 於会館 3 階会議室

出席者 山下・高田 ・奥村 ・岩本各委員

議事住宅展慰労会会場の選定について

建 材 委 員

委員会

. A.  

"ZJ;" 

21 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者牧田委員長ほか16名

材料説明: コクヨ株式会社 4 名

議事( 1 ) 今後のメインテーマ

(2)  今後の新建材紹介コーナー

法 規 委 員

委員会

. A.  

-z:;; 

26日 3 時- 5 時 於会館集会室

出席者 岡本委員長ほか 9 名

議事 (1) 法令コーナー

(2 )  都市最観特集経過報告

(3 )  市民アンケー卜の文案依頼状の検討

(4 )  次年度委員会委員について

(5 )  次回委員会開催の件

見

品 且

+  

. A.  

-z:;; 

大阪市庁舎新築工事の見学会( 第 1 期工事)

( その 2 ・最終仕上工事の見学)

日本建築協会・大阪府建築士会 ー大阪建築設計監理協

会・大阪建築士事務 iiJTtJ品会共催

18日 第 U E

大阪府建築士会 ・大阪建築士事務F肘易会

19日 第 2 班

日本建築協会 - 大阪建築設計監理協会

参加者 70名( 本会参加者34名)

建 築 8 団 体 新 年 交 礼 会

4 日 2 時- 3 時半 於大阪コクサイホテル

参加者 475名

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

19日 即時半 - 1 0時 於大阪グランドホテル

出席者 64名

当日は、早稲田大学 K 2 登山隊隊長として、世

界第 2 の高峰 K 2  (8，611米) の西稜より初登頂に

成功した松浦輝夫氏より、山男たちの願望と友情

などにつきお1舌をf司った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

27日 2 時- 41侍 於東京建築士会会議室

出席者 15団体選出各委員( 本会宮秋利厚氏)

議事建築業務基準について( 前回継続)

1 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 1 社〕

ロンシー J レ工業側大阪支底

〔個人会員 3 名〕

氏原 忍 久 保 清一 山下武宏、

2 月号訂正 111111111111111111川1111111111111111川' " 川111111111111111111111111111111111111111111川 川 川 川 川 川 川川 川 川 川 川 酬 川 川 川川 川 川 馴 川 川 川 川川 川

2 月号の作品頁 ( 5 頁自) の「 日本生命江坂駅前ビル」の設計監理と設計施工者名を下記のとおり訂正いたし

ます。一部訂正措置をとりましたが、発送ずみの分については未訂正ですので、恐縮ながら、下記お切りとりの

よ、該当箇所に貼布いただければ幸いです。

設 計 監 理 日本生命保険相互会社不動産部

設計施工 三井建設・清水建設共同企業体



地淳三，芝

山，ム泳三コ
総合天井システム喧雪斗|

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、、、ALTS工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよび戸Jレミ製T Hーを建物のモジュール| こ配列し、天井住上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカー怠どの殴備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を跨っております。 (PAT. 6件)

奥村重兵衛株式皇社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 電 信(06) 312- 4131附

東 京 東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 篤29森 ピJ レ 干105 ・ 脂(03) 437- 3361間

福 岡 福 岡 市 何 事 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 干812 電 信( 092) 291- ω5鎖倒

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 骨 量 町 2 丁 目 1 番 6 号 〒451 電 信( 052) 522- 54361仰

仙 台 仙 台 市 本 町2 T日1醤 8号 篤1広 瀬 ピ ル 干980 ・箆( 0222) 65- 6568!仰

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 1111 1  9 番 他 〒900 ・ 笛( 0988) 53- 685α 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目6番8号( 堂ピ Jレ5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 
.  • . ・・・. • .  • . 一 一一一一 宇一守 ー. .  .  .  • . ーー

・・. .  .  .  .  . ・・. .一一 一 一
一一一ョー・. ・ ・・.・・・・ ・・ • • .  .  .  .  .・ ・ーー牟一一 一一一一一 一ー . • .  .  .  

防水専業の研究経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、防水は完盤です。

V且度変化に伸びがなく、柔軟性にb I " み、耐酸、画1l t ; 品性に優れ、腐蝕しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

祭器

奥山化工業献飢
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4- 9 電話 03 ( 571)  2703  

大阪事務所大阪市詑川区東三国6- 1- 41 電話 06 (391)  1081 - 2  

崎玉営業所崎玉県桶川市東1- 6- 10 電話 0487(74) 2845 - 6  

厚木出張所神奈川県厚木市金田字富畑2関 電醤 0462 (21) ω92  

名古車出張所名古屋市南区若車町33 電話 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県諸富町 電話 ω5 2 (47) 鈎45

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

大 島 応 用 化 学
ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施工

φ 郡朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 包 括 (302) 2  2  7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 - 中 国 ・ 九 州 |

: 営 業 所 劃11 路 ・函 館 盛 岡 ・ 横 浜 ・静岡・ 京 都 ・神 戸

書 災 詞 汚 禁 処 造 設 計施 工

争 続 大 阪 城 口 研 究 所
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取 締 i支社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 tII= 15 号 電 話 大阪 372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 医 大 和 大 路 疋 面 上 ル 電 話 京 都561 局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 区 ド 1I1 r通( l - 2  - I:l "ι Jo f'l' 声 34 1局 S 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 喋 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市丙Iむ L戸時書 1 r 日IOl l f17 乃 〒 550 *ぷ (441 18231

本 社 東 京 附 中 央[ >( 銀座 2 n l  2  IIf I7l -i 〒104 屯 訴 (535) 5251 

支 社 大阪・東京・名古原

支 底 札 制 仙 台 ・余沢 ・広島・縮問

営難所 新 潟 ー大 Ｚｉ 哩・岡山 ・高枕 ・ Ａ ［ ｾＪ

出張所 得広・ l'f 森・秋回・盛 l湖 前編・干紫・機浜 ・静岡

富 山 . ｾｊ 弁・盟国・ Ｓ 吉郎・神 戸 ・ 徳 ＱＱＱ 鹿児島 ・郁航

海外支盾 シンガポール

空 気 調 和 設 備 Y  

給 排 水 ・ 衛 生 水 道 ｾ＠

電 気 設 備 _ L呈主』

断 房 事 、

環境衛生施ｾ

荷 役 連 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

- ， uu 〒 唾 ， 練 式 - 1 - Il h  - = ・同ご

= - 1 頭」ー勇ミ 会社ノ、問ｾ ...x.. I 日

取締役社長 玉 置 純 治 虫1)

理事支庖長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 211¥'t也 1l!，1fi 大阪 ( 202) 代 表 3071

4区 府 東 ポ 日 比 谷 ・ 三位ピル

支 1，5  名古屋 九i H ・北海道・中国・東北. ｾヒ民

.11'. 1民 所 備浜・ l珂 国 併 問 鐙 IH .  1M! 山・金沢 ・新?

. 給排水衛生 . 冷暖房

・ 空 気 調 和 殺 備 . そ の 他 管 工 事 一 切 の 位 計 ・ 施 工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 図 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電 話 03- ( 270) -7411附

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 竃 隠 06- ( 443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 集 所 仙 台 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・高松・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・倉愈 ・苫小牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮枇

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 徳 町 3 欝 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 嬬 殺 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 純 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設計・施工

ガス設備 ・ガス住宅設備 大阪ガスf主設後器特約底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電 話 06- 313- 1846

Z 孟占主緊 大阪市北区西天満 5 - 11 -12 電 話 06 - 313 - 1846 

ι 2 占EPt 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電 話0720- 49- 2128

設 備 書 巨 大阪市北!ji 西天満 5 - 11 - 12 電 話 06- 313 - 1846

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官 町 よりよき環境へ妓術で挑む一 一 一 一

領P 株 式 会 社 精 研

、; ， 本 社大阪市南 ｉｋ ｊｴ ｉ Ｎｩￍ ｾｔＲｔｬｬｬｬｬ 書 ＱＶ 号Ｈオートセンターピ ｊ レ Ｒ 附Ｉ

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768ー 5 0  3  1 番

冷凍空調ot lS 大| 仮 rl1 大 法 l在 住 崎 4 丁 目 5 1ft: 21 

郵便併乃531 電 話 大 阪 (06) 374- 2  4  5  5 昨

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2 丁目 2 昏 5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大阪支庖 大阪市北区 Ｇｾ［ｩＺ ，1; ，j  j兵 1 丁目 27昨6 号 ( 新大 ピ1レ)

電 話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4-2( 三井第二別館 )

電 話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
為、

。譲住業開会対

、



商昂は宇ぞすo ¥ '  r-
a・.. 熱 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア . _

F  大気軍士

主 ー し / 糊 岡山 諸

空言¥gJ 司和 ノ / 、 ¥ 搬 送機 ，l:Z (1前

給排水衛生 『 ミ / ｾ ｾ＠ ，11ー施 E

第ーエ索抹式会私

大阪支庖

大 阪 支I苫 〒 530 大 阪 市 北 区 凶 天 満 3 r トI 6  f'!¥: 1  4  ) ;  

電 ，11; 0  6  - 3  6  4  - 6  6  6  1  ( 代表)

本 社 〒 100 東 点 的 千 代 fHI?<: 九の 内 3 r H 3 醤 1 j ;-

o'IUl; 0  3  - 2  1  1  - 8  5  1  1  ( 代表 J

日差 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

fi!!= 
回高

設 計 施 工

套拘
ふｾ
- 手・

大阪支腐 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急 ビ ル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r - 四IODl l ftでコ
空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 熊 工 割 前 鼠 式 会 櫨 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京郡中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

' ! : 唐 名 古 屋 ・ 偏 岡

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設後器特約! i 5

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電話 06- 313- 1846

ｺ｡ｫ 占 ｕ ｾ 大阪市北区西天満 5- 11 -12 電話 06- 313- 1846

ζ Ｚ 占 ｴ ｾ 枚方市甲斐国東町 Ｙ 番 Ｓ 号 電話0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 実 測 5 - 11-12 電話 06 - 313 - 1846 

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S . L T D  

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 海 6 丁目 8 番 4 号 電 極 大 阪 ( 458) 3531香

支庖・ 営業所 福岡・京都 ・天理・川西

空調・衛生・防災設備 設計並施工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本ヰ土及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

1tl話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間i専 用 (691) 1045 

大 阪 支 底 大阪市北区天満 1- 5- 20 電話( 06 )352 - 350l( 代)

三 軍 支 底 部 市 栄 町 2 - 1  1  1  11l: ，1，T; ( 0592) 26- 361α代)

四日市営業 所 内 円 市 市 西 末 広 関T '1l.t J，T; ( 0593) 53ー 743l( 代)

滋 賀 営 業 所 大海市中央 2丁目4・28( 錦ピ Jレ) '1l.t.l1; ( 0775) 22- 9738( 代)

名古 屋営 難 所名占 ｊ Ｍ￞Ｎ 市中村 ｬ メＺＺｊ ｴ Ｇ ｊ 武 ｉ Ｍ ｾｾ 噌ＮＱＱ， ＨＰＵＲ Ｉ ＴＵＲＭＳＷＰ Ｑ 附

.，，，;，. 
3舎町産居期S

唱 F電'ー....

J mJ  

⑧宙返掛議橋部

CJ l  

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

図爾

( 創 業 大 正 7 年 )

平山王業様式念滋

大阪市西区江戸沼1丁目 22番7号

合 06- 441 - 1994 ・443- 0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工 ・監理

⑫ 山 国Z 損 栂 嵩 紅

本 社 大阪市西区京町姻 1- 6 - 8 電話 06(443) 8161  (大代表)

( 環波装置]10 陸部専用) 屯J ; ! i 06( 447) 0831  (代表)

分析セン世一 大阪市淀川区三件I屋市トト35 電話 06(308) 1491  

支 庖 東 京 名 古 屋 倒 間

営 業 所 京都 ・神戸 ・姫路 ・広 島 高 松 ・松山

建築物自制自等造作工事、家具建具・室 内 装備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 侃 ) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可(般 - 48) 第 12064号

141 



社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

官 目 F: Ei  J!::::o J . - "- ....c. ^  

陽 電 ヌL 保 エl 三言

代表取締役 山 本 博 三

本 社 大阪市北区中之島3-2-4 朝日 ピル T E L 大阪06 (385)  1361  (代)

本社営業所 l吹 岡 市 垂 本 町 3 ー 34 - 6  T E L "阪06 (385)136I (代)

京都営業所 点目1"; 右京区西京極 高野町 21 T E L 京郎075(311)  1185 (代)

東京営業所 点以郎中央灰銀勝¥6-6-7 朝日 ピル T E L 東京03 (574)  0  6  6  5  

福岡出張所 領岡市中央区薬院 1 ー 14 - 8  T EL 福岡092(771) 6  1  6  8  

電 気 股 備 の 貰

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- 1101 

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大 阪 支 社 長

大阪市東区高蝿僑五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 続 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ャ戸時

電 気 工 事 設 計 施 工

島
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 'なピル 7 際 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 反 日 本 橋 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 科 I ti : l 原・堺・福 山

社一ー
-

検 式 会 社

キ士

虚

ヨド

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 エ 彦 政 計 施 工

ぷ弘

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代費

東 京 ・名 古 犀 ・ 広 島 ・ 福 岡

田取 締 伶 社 長

与t

底

本

支

キ士。本

1邑支

営業所神 戸営 業所

電気・計装・空調工事設計施工

&  

総合級官備工事〈段計・結行〉

建 築 ・電気・アンテナ・送電線・プラント ・計 裟 ・空調・土木

⑧ 
ＱＷｾ ト圃気工［｟［シニアリレヲ職式 ￸ｵ

方く

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都 ・高砂・ 二三原・徳山 ・松山・新情浜・福岡・沖縄

?昼ュ

1 0  取締役社長

社

支 l古

事 業 所

本

自日

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L ( 侃 ) 452- 1151 ( 大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福 岡

四キ本取 締 役 社 長

社

事業所

本

Board&Sl ate 

@問

説内

フ タ パ 需 3阪

Standard 

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  S  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 ( 504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 字 書s 宮 ・ 買 主 本

漏 木 漕 入 制 落 防 止

耐震を耐) 鼠

安 定 韓 量

ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

掴

通

院

冗

町

.

T

自

七

四

一
電

話

削

ム

O

六

五

奉 仕 感 謝 の 唐

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

タイル工事施工

: :  'IJ 浮揚r S i 局窓⑪ 

大 阪市東 区高 腿橋 Ｒ 丁 目 Ｙ 野村 ビル Ｕｾ 皆電 話 大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＴＹＰＵ主士
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大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー J 3- 33( 続 本 町パ ス 停 前 )

電 話 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

司区



本社 〒543 大阪市天王寺区寺田町2 T 月 21昨12号 TEL( 772)  5307 

東 京 〒162 東京郎新宿区市ヶ谷台町 8 帯地 TEL(353) 9595 

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

ｾｉ 司Ｈ株Ｉ由。ョコ Ａ｝ｄ ＺＲ

営業品目 プール・水処理用各種フィルター

ボイラー・熱交換器・サウナ設備

⑨ 献金主主 ｉｾ 11. 担 ， 

水切れバッグン・超緩勾配瓦

新時代を担う平板粘土瓦の決定版

( 実 用 新 案 登 録 第1185問 ¥

向 上 登 録 第1187357号ノ

特 口直哉的で貴重な段葺き調の深い昧わい

口 抜 群 の 超 緩 勾 配 瓦 ( 2 寸 5 分勾配可能)

長 口施 工 は 著 しく 簡 易

口 葺 上 げ 安 定 ・軽 量 の 耐 寒 瓦 で 価 格 は 割 安

瓦

瓦

瓦

薬

'

薬

粕

L

粕

純

ぶ

一

一

車問

い

い
a
v
-
-

品

種

す

瓦

瓦

の

ま

締

峨

也

附

品

也

啄

干

ル

平

-
明

司

-

古

色

他

文

焼

黒

の

註

素

銀

そ

ご

A
'
A
'
A
'
 

大 仏 瓦 窯 元 ・ 各 種 和 洋 瓦 工 事 ・ 大 仏 タ イ ル ・ 特 殊 陶 板

製 造 発 売 元

ゆ

..... Ｍｾ＠ 本 社 所 在 地 京 都 市 東山区今熊聖子大仏 池 田 町9の9 T E L  (075)  541 - 3344 

株式会社ｾ，週 Ｙ 東 京営業所東 京都 新宿 区西早稲田 Ｓ 丁目 ＲＳ の Ｘ T E L (附 202ー 7801

，、‘，...，....- ( 早稲田セントラルピル 1 F )  

E  工 場 京都泉湧寺 ・岐阜 ・梨南

電気・空調・衛生など各種股備分野の記事が 1冊の雑臆に/

¥葉自愛 月刊

圃ｾ十圏直十圃圃Ｋ圃圃十畳ｾｾ

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化 について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

. 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

園特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・海外ニュース，機器・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

|  雑 誌 酪 特 別 頁 ・ 定 価1卿円一一申込次第見本送付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階出版部 (03) 561-7181 事務局 (03) 561 - 1765( 銀行振込先・三菱銀行京矯支庖普通預金0055- 082)
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111 t i 回

ぷ削C町k

ｾ ｾ Ａｑｴ ＨＧ ｾ＠

ｾ，ＺＺ ，諦 ｩ ｺ
ｾｉｦ ｏｴｬｲ＠

本 部

大阪支庖

支 底

a  
' w  

各種障害撤去・砂喋層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

菱 備 基 礎

笠 中 市 宝 山 町 22 番 44 号 〒560 電 話 (06) 841ー 7121- 3  

豊中市利倉東1丁目 16番5号 〒561 電 話 (06) 863- 0207 ( 代)

J I ¥野田工クスパン

ヲヌ' #- T ' 孟〆

膨張材

防錆淘l

Jll 野田セメント掠式審議t

東京都江東区豊洲 1 - 1- 7  T E L  531- 4111 

大阪市北区梅田 1 - 8  - 17  T E L  341- 8331 

杓幌・仙台・ 東京 ・名古屋 ・大阪・高松・広島・福岡

株式会社

本社

工場

白書マスヲーピJ I . . ヂ弐掠式会量

販売元 凋 ｴ モ，・ Ｎｊｾ 容量 ｅ 居室お忌ｾ重言鼠主
本 社 / 東 京 師 港 区 六 本 木 3- 16- 26 ・03 持 2-8811

大阪国農所 / 太 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-202-3294

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布| 坊ポ ・シート防ノjく・モルタ Jレ防 水

・樹脂注入接着工法 作傾倒IJ s 注入按dMi fl 草 山J}

・ 亀 裂 繍 修 工 事 作樋樹1m注 入 ・ 充I浜・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン チオコー Jレ・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アク リル ・リシン・州性タイル・その他

。建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事J午"f ( 般ー53) ¥:i'i 51225;;-

<>日本シーリング工事業協 会 々 員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  I. Lι 、品. : t : . "r. C事- " " - ' ・主主主

札制 Ｑｉ 也， ｩ 庁 ｍｾｲ ピル ＲＰＱ S  ト相[ 1 ; . rn' 守宮: - . rτ コ'4.111

T EL  06(315) 0701 v - ・γ ・ｾ＠ #-・・ 4 唖，、 r # ・

。 ｾｊＪＭ 鴨代の断熱用シｾ人
ラ子)V"'" "'Aケ

』るづL '  句司有デ

目立バイナリーシートP

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 東 京 包 刊田区 加 内2T自 慢2号( 刊回ピル)

会 社

安二J OC S A :;:ニ. . 011#-，ニ....

セキサンパイル ( S M. AC.P C. R C)  

カネライトフォーム A L C 鋼 材

建 築 材 料 一 式

宗 産 業 株 式

代 表 取 締 役 j賓 岡 浩

社 〒629-31 京 間』府竹nms網 n 町 ド網野

T  E  L  (07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

〒624 舞 鶴 市 編 米 1 6  0- 1  

T  E  L  (0773)  76- 0133( 代 )

浜

本

舞鎗 下ｾＮ議所

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

・子二. . OCSA … 一… … … … … … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・ョーニ..0弓ヌヨニ. . . ……………………鉄骨ベース、

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ Ｑ二 ＮＮＰ 〒ョーデ吻 ｉｊｾＮ …………・…コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水 ・補 修 用 急 硬セメント )

・ 寄 与O E S … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

- Tニ. . OZI OOO・………………・……コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

A. .  

-;z:i;' 株浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 社

T E L 大 阪 ( 0 6  )  

式

4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

( 0  6  )  

( 0  3  )  

大 阪

東 京

T E L  

T E L  

社/ 本コト

式株

--社

ム

玄式株産洋 物光 キ土
ム一

A
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8 3 - 2 3 8 1  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6  )  



電

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ゲ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ f ツ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ ター・

40 ・ピーアッフ・@ シ ャ y ター ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の f也ヰ寺手朱シャ ッ タ ー の 製 il 主

アフタ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 棟 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 間 待 町1- 12 日生ビル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横浜・感岡 ・仙 台 ・水戸・静岡 ・岡 崎 ・名古屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高 松 ・福岡他全 国 主 要 都 市

Z建 築 按 術

圃 圃 圃 圃 圃 圃 園 時 逼 酎. . .  ｾｾ逼 ｴｬ 彊 ｉｾｪＮ 白調ｾｾ寄島置圃圃圃圃圃園

No . 3 6 9  5 月号の予定目次

新耐震世計法による

11 階 建 R C造

定 価 ￥1 ，0 0 0

集 合 住 宅 の 構 造 設 計 例 一一一久徳敏九

足場や型枠の

省 力 化 工 法 に よ る 施 工 例… 坂井義正九

- プ レ ハ ブ 電 話 局 の 開 発 一一一一一一一一一一一石神拘夫九

一中規模局舎プレハブ方式 D S S Cー

- 階 段 加 圧 防 煙 方 式 の 計 画 上 の 留 意 点 … 早川 真

・ 材 料 と 工 法 ' 82 : 屋 根 防 水 改 修 工 法一 一 一 編 集 部

・ 地 盤 と 震 害 ( 2  ) 一一一一一一一一一一一一一一一大 崎 順彦

・ 新 耐 震 設 計 法 の 考 え 方 と 問 題 点 ( 7  ) 一 尾 崎 昌 凡

・ 構 造 計 算 デ ー タ シ ー ト ( 82) 一一一一一 構建設計研究所

・ 構 造 物 の 動 的 解 析 ( 14) 一一一一一一一一一一石 丸 辰 治

建築経済統計図表 ・フォトニュース ・ト ピックス ・建築家

の良織 ・読 者 コーナ ー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

直接購読ご希望の場合年間予約金 ￥句 2 ，ロロロ( 送料共)

新 刊 好 評 発 売 中 /

建曇ｾ J; 岳 号室

築日又 刷 同じ 本

井 上 博 善

I 給排水衛生設備篇

月干I j r建 築 技 術」 連載でおなじみの，わかり易い説明文。設 計 者 や 現

場 マ ン に 建築妓術者としてこれだけは知っておきたい93項 目 に つ い

ぞ 自筆の帰国と写真を豊富に使用しながら説き進めた新入社員の教

育と中堅社員の知識の登理に憲適の書。

B 5 ・180頁 定 価3，200円・送料300円

専門技術者のための

建築型わく工法マニュアル高橋昌苦

A 5 ・216頁 定 価2，600円・送料300円

日A 5 ・430頁 定 価3，800円・送料300円

建築構造問題快答集同編集部編

困A 5 ・385頁 定 価3，800円・送料300円

納 ま り や す く 施 工 し や す い 配 筋 の 指 導 書 井上 博

配 筋 読 本 北 小 路 三 著

B 5 ・162頁 定 価3，200円・送料300円

設計者と現場マンのためのわかる溶接

語溶 接 読 本 井 上 博 著

B 5 ・149頁 定 価3，000円・送料300円

目と手で確かめた水と土の記録

き最新場所打ぐい工法北中克己箸

A 5 ・325頁 定 価3，500円・送料300円

回 建 築 技 術 Ｓｾ 叶
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: Z4312157t l BI レヲ J l J ゆJl

錆 び な い /

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大 波・Vi .皮・ボ ッ ク ス 波 .w ジ ャ ン ポ 波 ・ V デ ッ キ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 桓 ・ 波 板 ・ 樟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議参市 IJ I !J 9J 乱暴9J l 製造掠式会組

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代)

営 業 本 節 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081 ( 代)

支 底 及 工 場 大 阪 ・ 九 州 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・ 刈 谷

姫 路( 東 洋 建 材工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代 )

支 庖 及 工 場 東 北

「省エネ効果を高める」外壁

ヘ・ぺ比ヨ- t ' h

今、家づくり街づくりに、

大量に使われているヘーベル。

(軽量気泡コンヲリートパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら l苫舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

146 

へーベルライトは、パオ、 J レ全面に補強

芯材を内臓しています。木造住宅 ・鉄

n住宅 どちらにも 7 ッチする 外カ ベパ

ネルとして注目を集めています。

. 断 熱 性 が 高 い

. 火 に 強 い

・ ヒ ピ 割 れ し に く い

・重厚なタト観をつくる

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

・冷 暖 房 貨 を 節 減 す る 、 行 エ ネ ル ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

できる 。

・火災に対して安全な建築をつくることができる 0

・1也笈に強い建築をつくることができる 。

・短期間で好みに合った、美しい建築をつくることができる 。

・隣 接 建 築 物ー ぱいに建てられ、敷地 の有効利用ができる 。

・建築中、周回への迷惑が少なくてすむ。

・乾式工法でかつ断熱性がよいため、結露によるジメジメ

やカピの発生のない健康的な建築をつくることができる 。

・重 量 感 が あ り 、 近 代 感 覚 に 満 ち た 建 築 物 を つ く る こ と が

できる 。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工業続格 (Jl S)製品

建設大臣認定耐火t構造部材・ '円エ不ルギー協力製品

，由f t : 民主重量率見事轟豆電盆釜本土 ヘーペJL

〈長) 鰐新興子材三業所
、園風' 71 阪 市 西 区 南 溜U 4 - 3 2ー 11 f t  ( 06)  538 - 2951 ( 代)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2- 12- 14 f ! 078(922) 0007 (代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2 ー 1- 29 f ! 0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

f ! 08202 (2)  5211 



明日を拓〈ホーロー内外装材。

神戸市立中央市民病院で実証。

神戸市立中央市民病院

一 一 Jf、主時 点 ｾ＠ 1... 1... f - t 高刀、院凡A 殺E十 時 喜 三 郎 建 築 研 究 所 ・ 日 建 設 問 工 大 林 組 戸 国 建 設 東 島 建 設 J .V

|目f gのふIJ IJ 同 盟νノ阪主主一一

川鉄のリバー ウオーノレは、 川 崎製鉄のホーロ ー 用 鋼 板K TS - Mの

必而に硬質ホーローを融若させた内外装ノ叶、ノレて" す。川 鉄 金1m，工

業は、 20年 余 の実絞をもっホーロー建材の トッフ。メーカーとして、す

でに施工実績は延べ、商干moo万げを越え他 の 追1:1症を言午しません0

・優 れ た 耐震 性

iit 近、 ヒツレ外壁のモノレタノレやタイノレのi i 下司王 Iはが大きな社会 問

題になっていま丸リノ f ーウオー ノレは凍結や劣化 によるi i 下 の 恐 れ

もなく、金属ノ叶、ノレ特有の柔軟性と強悶な取付構造から優れた

耐民性能守有しています。なお リバーウオーノレは新耐震設計基準

にメリッ 卜を手在舟1する材キヰて" す。

. 十 分 な 耐 火 性 能

リノ f ーウオーノレは耐火仕様も取り揃えておりますのでご用命下さし、。

・優 れ た 耐 久 性

リノf ー ウオー ノレはホ ー ロー を約800.C で高温焼付けしているため、

厳しL 、自然潔境に対してすぐれた耐候性を示します。 また、 f也の

材料( アノレミ、フ。ラスチック、塗装鋼板) に比 べ表面硬度が高〈、

耐 摩 耗 性 も 抜 群 で す0

・豊富な色調と安定した光沢

ホ ー ロ ー は 多 彩 な 色 を 出 す ことができます。 また、金属置変化物

で 焼付 けしているため、変色、色あせがなく光沢も失 L 、ません。

表面も、光沢のあるものから光沢を落したものまで 、 自由に仕上

げることができ、スティ、ノフうレ ｦ 士 一 ｬ ニ げや模様 ｈｾ ｉ しも可能です 。
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配 色 の 美 し い デ ザインと

素 材 が 調 和。
[ タラレコンフオート|

グラスク ロス入りフォーム パック長 尺 床 材

| 技 術 的 特 徴 |

・裏面発泡層が独立気泡僑造のだめ

・弾力性が良い ・日及水 吸湿性がほとんどなく

. 防音性に富み ・残留へこみが小さい ・保温性

にすぐれる

P V C担立金，包層

厚 み (2.2mm・3. 2m
m・4. 2mm

)
- 表面層が100%PVCの高畠賃のだめ

- ソフトなフィ リンク ・歩行性ガ阪群 ・表面

力ラーが非常に鮮かで豊富 ・クラックガ生じな

い ・耐摩耗ガ抜群

- 本社

干530 大阪市淀川区西中島 T 丁目12番 4 号

T E L  (06) 3  0  5  - 1  81 2  ( 大代〉

・東京麦居

干150 東京都渋笛区南平台町15番13号 ( 帝

都渋谷ビル8階) TEし( 回)463-1841"-1;)

年寄

栗 山 ヨ 己 犠 式 会 社

インテリア事業部

- 中間層| こグラスクロスを入れているため

. 寸法安定性が非常に良い ・へこみに強い

以上の特徴ガら“ タラレコンフオート " は耐久性・

歩行性 ・安全性に富み、 しかも静かで衛生的な

フ口戸です。


